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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の返却皿を備えた遊技機であって、
　遊技球が流下する遊技領域と、
　所定の発射位置から前記遊技領域に向けて遊技球を発射する球発射装置と、
　前記発射位置から発射されたものの前記遊技領域に到達しなかった遊技球が入球可能な
入口を有し、該入口に入球した遊技球を前記返却皿に返却する返却経路を構成する返却部
と、
　遊技球に付された線材が前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側か
ら操作されることを防止し得る不正防止部と、
　を備え、
　前記不正防止部は、切断部位を有する金属板材からなり、該金属板材は、前記返却経路
内の所定位置に前記切断部位が位置するように、前記返却部の側壁に形成された開口を介
して前記返却部の側壁の外側から装着可能であり、
　前記返却経路に位置する線材に張力が付加された際に当該線材が前記切断部位で切断さ
れうるように前記金属板材を前記返却部に配置することにより、遊技球に付された線材が
前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側から操作されることを防止し
得るようにしたものであり、
　さらに、前記切断部位は、当該遊技機の前面側を構成する前扉が開放状態にあるときに
外部から接触困難な位置に配置され、
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　さらに、前記返却経路は、遊技球が前記返却部の出口から返却されるまでに屈曲部を有
し、前記返却経路に位置する線材を該屈曲部によって屈曲させうるようにした
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技媒体を用いて遊技を行う遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一例であるパチンコ機は、遊技パネルに遊技領域が設けられており、その遊技
領域に遊技者が遊技球を打ち込み、その遊技球が流下する過程で一般入賞口等に入賞した
とき、その入賞の景品として所定数の遊技球が遊技者に放出され、一方、遊技球が入賞す
ることなく流下し終えたとき、その遊技球はアウト球口に入って遊技場側に回収される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２５２６２９号公報
【特許文献２】実開昭６１－１０９５８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような従来の遊技機は、線材が付された遊技球が発射され、その線材を操作する不
正な遊技に対する抑止力が十分ではなかった。
【０００７】
　本発明は、上記した事情に鑑みなされたもので、その目的は、不正な遊技に対する抑止
力を高めた遊技機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、
　所定の返却皿を備えた遊技機であって、
　遊技球が流下する遊技領域と、
　所定の発射位置から前記遊技領域に向けて遊技球を発射する球発射装置と、
　前記発射位置から発射されたものの前記遊技領域に到達しなかった遊技球が入球可能な
入口を有し、該入口に入球した遊技球を前記返却皿に返却する返却経路を構成する返却部
と、
　遊技球に付された線材が前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側か
ら操作されることを防止し得る不正防止部と、
　を備え、
　前記不正防止部は、切断部位を有する金属板材からなり、該金属板材は、前記返却経路
内の所定位置に前記切断部位が位置するように、前記返却部の側壁に形成された開口を介
して前記返却部の側壁の外側から装着可能であり、
　前記返却経路に位置する線材に張力が付加された際に当該線材が前記切断部位で切断さ
れうるように前記金属板材を前記返却部に配置することにより、遊技球に付された線材が
前記返却経路および前記返却部の出口を通じて前記返却皿側から操作されることを防止し
得るようにしたものであり、
　さらに、前記切断部位は、当該遊技機の前面側を構成する前扉が開放状態にあるときに
外部から接触困難な位置に配置され、
　さらに、前記返却経路は、遊技球が前記返却部の出口から返却されるまでに屈曲部を有
し、前記返却経路に位置する線材を該屈曲部によって屈曲させうるようにした
　ことを特徴とする。
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【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、不正な遊技に対する抑止力を高めた遊技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態であるパチンコ機の正面図である。
【図２】パチンコ機の右側面図である。
【図３】パチンコ機の左側面図である。
【図４】パチンコ機の背面図である。
【図５】パチンコ機を右前から見た斜視図である。
【図６】パチンコ機を左前から見た斜視図である。
【図７】パチンコ機を後ろから見た斜視図である。
【図８】演出操作ユニットの押圧操作部が上昇位置の時のパチンコ機の正面図である。
【図９】演出操作ユニットの押圧操作部が上昇位置の時のパチンコ機を右前から見た斜視
図である。
【図１０Ａ】本体枠から扉枠を開放させると共に、外枠から本体枠を開放させた状態で前
から見た一部拡大図を含むパチンコ機の斜視図である。
【図１０Ｂ】他の形態を示すもので、本体枠から扉枠を開放させると共に、外枠から本体
枠を開放させた状態で前から見た一部拡大図を含むパチンコ機の斜視図である。
【図１１】パチンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して前から見た分解斜視
図である。
【図１２】パチンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して後ろから見た分解斜
視図である。
【図１３】パチンコ機における外枠の正面図である。
【図１４】外枠の背面図である。
【図１５】外枠の右側面図である。
【図１６】外枠を前から見た斜視図である。
【図１７】外枠を後ろから見た斜視図である。
【図１８】外枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図１９】外枠の外枠左組立体及び外枠右組立体を夫々分解して前から見た分解斜視図で
ある。
【図２０】外枠の外枠下組立体を分解して前から見た分解斜視図である。
【図２１】（ａ）は外枠２の外枠上ヒンジ組立体を分解して前上から見た分解斜視図であ
り、（ｂ）は（ａ）を前下から見た分解斜視図である。
【図２２】パチンコ機における扉枠の正面図である。
【図２３】扉枠の背面図である。
【図２４】扉枠の左側面図である。
【図２５】扉枠の右側面図である。
【図２６】扉枠を右前から見た斜視図である。
【図２７】扉枠を左前から見た斜視図である。
【図２８】扉枠を後ろから見た斜視図である。
【図２９】扉枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図３０】扉枠を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図３１】（ａ）は扉枠の扉枠ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は扉枠
ベースユニットを後ろから見た斜視図である。
【図３２】扉枠ベースユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図３３】扉枠ベースユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図３４】（ａ）は扉枠ベースユニットの球送給ユニットを前から見た斜視図であり、（
ｂ）は球送給ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図３５】（ａ）は球送給ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は球
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送給ユニットの後ケースと不正防止部材を外して後から見た分解斜視図である。
【図３６Ａ】（ａ）は扉枠ベースユニットのファールカバーユニットを前から見た斜視図
であり、（ｂ）はファールカバーユニットを後ろから見た斜視図である。
【図３６Ｂ】（ａ）はファールカバーユニットを蓋部材を外して前から見た分解斜視図で
あり、（ｂ）はファールカバーユニットを蓋部材を外して後ろから見た分解斜視図である
。
【図３７Ａ】図３６Ｂ（ａ）のＸ－Ｘ線断面図である。
【図３７Ｂ】一部拡大図を含む図３７ＡのＹ－Ｙ線断面図である。
【図３７Ｃ】操作線無効化部材の他の形態を示す一部拡大分解図を含むファールカバーユ
ニットの分解斜視図である。
【図３７Ｄ】操作線無効化部材の他の形態を示すファールカバーユニットの一部拡大図を
含む横断平面図である。
【図３７Ｅ】操作線無効化部材の他の形態を示すファールカバーユニットの一部拡大図を
含む横断平面図である。
【図３７Ｆ】（ａ）は操作線無効化部材の他の形態を示すファールカバーユニットの縦断
正面図、（ｂ）は同横断平面図である。
【図３７Ｇ】他の不正防止手段を示すファールカバーユニットの縦断正面図である。
【図３７Ｈ】（ａ），（ｂ）は遊技球（ファール球）の正常な流れを示す図３７Ｇの要部
拡大図、（ｃ）は不正球の逆進防止状態を示す図３７Ｇの要部拡大図である。
【図３７Ｉ】ファールカバーユニットの平面図である。
【図３７Ｊ】操作線無効化部材の他の形態を示すファールカバーユニットの平面図である
。
【図３７Ｋ】他の不正防止手段を示すファールカバーユニットの縦断正面図である。
【図３７Ｌ】（ａ）は図３７ＫのＺ部の拡大図、（ｂ）はファール球が通過する状態を示
す図３７ＫのＺ部の拡大図である。
【図３７Ｍ】（ａ）、（ｂ）は操作線が無効化される状態を示す図３７ＫのＺ部の拡大図
である。
【図３７Ｎ】（ａ）、（ｂ）は操作線無効化部材を電動化した状態を示すもので、操作線
が無効化される状態を示す図３７ＫのＺ部に相当する拡大図である。
【図３７Ｐ】操作線無効化部材の他の形態を示す要部の斜視図である。
【図３８】（ａ）は扉枠におけるハンドルユニットを分解して前から見た分解斜視図であ
り、（ｂ）はハンドルユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図３９】扉枠の皿ユニットを見た斜視図である。
【図４０】皿ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図４１】皿ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図４２】皿ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図４３】皿ユニットにおける皿ベースユニットを前から見た斜視図である。
【図４４】皿ユニットにおける皿ベースユニットを後ろから見た斜視図である。
【図４５】皿ベースユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図４６】皿ベースユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図４７】皿ユニットにおける皿装飾ユニットを前から見た斜視図である。
【図４８】皿装飾ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図４９】皿装飾ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図５０】皿装飾ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図５１】皿ユニットにおける演出操作ユニットを演出操作部ボタンユニットの進退方向
から見た平面図である。
【図５２】（ａ）は演出操作ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は演出操作ユニ
ットを後ろから見た斜視図である。
【図５３】演出操作ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図５４】演出操作ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
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【図５５】（ａ）は演出操作ユニットの演出操作リングを上前から見た斜視図であり、（
ｂ）は演出操作リングを下前から見た斜視図である。
【図５６】（ａ）は演出操作リングを分解して上前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は
演出操作リングを分解して下前から見た分解斜視図である。
【図５７】（ａ）は演出操作ユニットの回転駆動ユニットを前から見た斜視図であり、（
ｂ）は回転駆動ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図５８】回転駆動ユニットを分解して右前から見た分解斜視図である。
【図５９】回転駆動ユニットを分解して左前から見た分解斜視図である。
【図６０】演出操作ユニットの演出操作ボタンユニットを分解して前上から見た分解斜視
図である。
【図６１】演出操作ボタンユニットを分解して前下から見た分解斜視図である。
【図６２】（ａ）は押圧操作部が下降位置の時の演出操作ボタンユニットの断面図であり
、（ｂ）押圧操作部が上昇位置の時の演出操作ボタンユニットの断面図である。
【図６３】演出操作ユニットの左側面図において演出操作リングと回転駆動ユニットとの
関係を示す説明図である。
【図６４】演出操作ユニットを押圧操作部の押圧方向から見た平面図において演出操作リ
ングと演出操作リング装飾基板との関係を示す説明図である。
【図６５】（ａ）は通常の状態で示す皿ユニットの正面図であり、（ｂ）は押圧操作部が
上昇位置の時の皿ユニットの正面図であり、（ｃ）は押圧操作部の中央押圧操作部を押圧
した時の皿ユニットの正面図である。
【図６６】（ａ）は扉枠の扉枠左サイドユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は扉
枠左サイドユニットを後ろから見た斜視図である。
【図６７】扉枠左サイドユニットを分解して前から見た分解斜視図である。
【図６８】扉枠左サイドユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図６９】（ａ）は扉枠の扉枠右サイドユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は扉
枠右サイドユニットを後ろから見た斜視図である。
【図７０】扉枠右サイドユニットを分解して前から見た分解斜視図である。
【図７１】扉枠右サイドユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図７２】（ａ）は扉枠における扉枠トップユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）
は扉枠トップユニットを後ろから見た斜視図であり、（ｃ）はトップ下カバーを外した状
態で示す扉枠トップユニットの底面図である。
【図７３】扉枠トップユニットを分解して前上から見た分解斜視図である。
【図７４】扉枠トップユニットを分解して前下から見た分解斜視図である。
【図７５】各装飾基板と共に示す扉枠の正面図である。
【図７６】パチンコ機における本体枠の正面図である。
【図７７】パチンコ機における本体枠の背面図である。
【図７８】本体枠を右前から見た斜視図である。
【図７９】本体枠を左前から見た斜視図である。
【図８０】本体枠を後ろから見た斜視図である。
【図８１】本体枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図８２】本体枠を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図８３】（ａ）は本体枠における正面左下隅を示す拡大斜視図であり、（ｂ）は本体枠
に対して扉枠を開いた時の本体枠の正面左下隅を示す拡大斜視図である。
【図８４】本体枠に対する扉枠の開閉時における本体枠の接続ケーブル案内部材の動作を
示す説明図である。
【図８５】（ａ）は本体枠における球発射装置を前から見た斜視図であり、（ｂ）は球発
射装置を後ろから見た斜視図である。
【図８６】（ａ）は本体枠の払出ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は払
出ベースユニットを後ろから見た斜視図である。
【図８７】（ａ）は本体枠における払出ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は払
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出ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図８８】（ａ）は払出ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であり、
（ｂ）は払出ユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図８９】払出ユニットの払出装置を払出羽根の前後方向中央で切断した背面断面図であ
る。
【図９０】（ａ）は球抜可動片が開状態の時に払出装置を払出羽根の前後方向中央で切断
した背面断面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＡ－Ａ線で切断した断面図である。
【図９１】扉枠のファールカバーユニットと下部満タン球経路ユニットとの関係を示す説
明図である。
【図９２】本体枠における遊技球の流れを示す説明図である。
【図９３】（ａ）は本体枠の基板ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は基板ユニ
ットを後ろから見た斜視図である。
【図９４】基板ユニットを後ろ下から見た斜視図である。
【図９５】基板ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図９６】基板ユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図９７】左右方向中央で切断したパチンコ機の下部を示す拡大側面断面図である。
【図９８】（ａ）は本体枠の施錠ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は施錠ユニ
ットを後ろから見た斜視図である。
【図９９】パチンコ機における遊技盤の正面図である。
【図１００】遊技盤を主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図１０１】遊技盤を主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図１０２】パチンコ機の制御構成を概略で示すブロック図である。
【図１０３】遊技盤の斜視図である。
【図１０４】遊技盤の正面図である。
【図１０５】一部拡大図を含む遊技盤の中央縦断面図である。
【図１０６】一部拡大図を含む図１０５矢示Ｚ１部の拡大図である。
【図１０７】図１０５矢示Ｚ２部の拡大図である。
【図１０８】図１０４のＸ－Ｘ線断面図である。
【図１０９】図１０８のＺ３部の拡大図である。
【図１１０】導光板の厚さ方向の中間を切断した遊技盤の端面正面図である。
【図１１１】奥装飾部材を省略した遊技パネルとセンター部材の正面図と分解して並べた
正面図である。
【図１１２】遊技盤の分解斜視図である。
【図１１３】遊技パネルのベースパネルと前面囲い部材を示す分解斜視図である。
【図１１４】遊技パネルのベースパネルと奥装飾部材を示す斜視図である。
【図１１５】遊技パネルのベースパネルと奥装飾部材を示す分解斜視図である。
【図１１６】演出ユニットの分解斜視図である。
【図１１７】演出ユニットの演出支持枠とドラムユニットを示す分解斜視図である。
【図１１８】演出ユニットのドラムユニットを示す分解斜視図である。
【図１１９】演出ユニットの後カバーを示す分解斜視図である。
【図１２０】ドラムの移動状態を説明する要部の中央縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［１．パチンコ機の全体構造］
　以下に遊技機の一例をパチンコ機１について図１～図１０２により説明し、本実施形態
のパチンコ機１を図１０３～図１２０を参照して詳細に説明する。なお、説明の便宜上、
パチンコ機の遊技者に対向する側を「前」又は「表」、反対側を「後」又は「裏」とする
。
【００１３】
　まず、図１乃至図１２を参照してパチンコ機１の全体構成について説明する。図１はパ
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チンコ機の正面図である。図２はパチンコ機の右側面図であり、図３はパチンコ機の左側
面図であり、図４はパチンコ機の背面図である。図５はパチンコ機を右前から見た斜視図
であり、図６はパチンコ機を左前から見た斜視図であり、図７はパチンコ機を後ろから見
た斜視図である。図８は演出操作ユニットの押圧操作部が上昇位置の時のパチンコ機の正
面図であり、図９は演出操作ユニットの押圧操作部が上昇位置の時のパチンコ機を右前か
ら見た斜視図である。また、図１０Ａ、図１０Ｂは、本体枠から扉枠を開放させると共に
、外枠から本体枠を開放させた状態で前から見たパチンコ機の斜視図である。図１１はパ
チンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して前から見た分解斜視図であり、図
１２はパチンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して後ろから見た分解斜視図
である。
【００１４】
　パチンコ機１は、遊技ホールの島設備（図示しない）に設置される枠状の外枠２と、外
枠２の前面を開閉可能に閉鎖する扉枠３と、扉枠３を開閉可能に支持していると共に外枠
２に開閉可能に取付けられている本体枠４と、本体枠４に前側から着脱可能に取付けられ
ると共に扉枠３を通して遊技者側から視認可能とされ遊技者によって遊技球Ｂ（図９０を
参照）が打込まれる遊技領域５ａを有した遊技盤５と、を備えている。
【００１５】
　外枠２は、正面視の形状が上下に延びた四角形の枠に形成されている。外枠２は、左右
に離間しており上下に延びている外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０と、外枠左組立
体１０及び外枠右組立体２０の上端同士を連結している外枠上部材３０と、外枠左組立体
１０及び外枠右組立体２０の下端同士を連結している外枠下組立体４０と、外枠上部材３
０の上面左端に取付けられている外枠上ヒンジ組立体５０と、外枠左組立体１０の右側面
下部と外枠下組立体４０の上面左端に取付けられている外枠下ヒンジ部材６０と、を備え
ている。
【００１６】
　外枠２は、パチンコ機１が設置される遊技ホールの島設備に取付けられ、外枠上ヒンジ
組立体５０と外枠下ヒンジ部材６０とによって、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０と
本体枠下ヒンジ組立体５２０とを同軸上で回転可能に支持して、本体枠４を正面視左側を
中心にして前方へ開閉可能に取付けるためのものである。
【００１７】
　また、扉枠３は、本体枠４を閉じた時に、外枠下組立体４０が、本体枠４における基板
ユニット６２０のスピーカユニット６２０ａと協働して、本体枠スピーカ６２２のエンク
ロージャ６２４の一部を形成し、本体枠スピーカ６２２の後方へ出力されたサウンドを、
位相反転させて前方へ放射することで、より重低音のサウンドを遊技者に聴かせることが
できるものである。
【００１８】
　扉枠３は、遊技球Ｂが打込まれる遊技盤５の遊技領域５ａを前側から視認可能に閉鎖し
、遊技領域５ａ内に打込むための遊技球Ｂを貯留すると共に、貯留している遊技球Ｂを遊
技領域５ａ内へ打込むために遊技者が操作するハンドル１８２を備えているものである。
また、扉枠３は、パチンコ機１の前面全体を装飾するものである。
【００１９】
　また、扉枠３は、ハンドル１８２とは別に遊技者が操作可能な演出操作部３０１を備え
ており、遊技者参加型演出が実行された際に、遊技者が演出操作部３０１を操作すること
で遊技者が演出に参加できるようになり、遊技球Ｂによる遊技に加えて、演出操作部３０
１の操作によっても遊技者を楽しませることができるようにしている。
【００２０】
　本体枠４は、後部が外枠２の枠内に挿入可能とされると共に遊技盤５の外周を支持可能
とされた枠状の本体枠ベースユニット５００と、本体枠４を外枠２に対して開閉可能に取
付けると共に扉枠３を開閉可能に取付けるための本体枠上ヒンジ部材５１０及び本体枠下
ヒンジ組立体５２０と、本体枠ベースユニット５００を補強している本体枠補強フレーム
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５３０と、遊技盤５の遊技領域５ａ内に遊技球Ｂを打込むための球発射装置５４０と、遊
技ホールの島設備から供給される遊技球Ｂを受取る払出ベースユニット５５０と、払出ベ
ースユニット５５０で受取った遊技球Ｂを遊技者側へ払出すための払出ユニット５６０と
、電源基板６３０や払出制御基板６３３を有している基板ユニット６２０と、本体枠ベー
ス５０１に取付けられた遊技盤５の後側を覆う裏カバー６４０と、外枠２と本体枠４、及
び扉枠３と本体枠４の間を施錠する施錠ユニット６５０と、を備えている。
【００２１】
　本体枠４は、遊技球Ｂを打込むことで遊技が行われる遊技領域５ａを有した遊技盤５を
保持すると共に、遊技球Ｂを遊技者側へ払出したり、遊技に使用された遊技球Ｂをパチン
コ機１の後方（遊技ホールの島設備側）へ排出したり、するためのものである。本体枠４
は、前方が開放された箱状に形成されており、内部に前方から遊技盤５が着脱可能に収容
される。また、本体枠４は、正面左辺側前端の上下において、遊技ホールの島設備に取付
けられる枠状の外枠２に開閉可能に取付けられると共に、開放された前面側が閉鎖される
ように扉枠３が開閉可能に取付けられる。
【００２２】
　遊技盤５は、遊技者の操作によって遊技球Ｂが行われる遊技領域５ａと、遊技領域５ａ
の外周を区画し外形が正面視略四角形状とされた前構成部材１０００と、前構成部材１０
００の後側に取付けられており遊技領域５ａの後端を区画する板状の遊技パネル１１００
と、遊技パネル１１００の後側下部に取付けられている基板ホルダ１２００と、基板ホル
ダ１２００の後面に取付けられており主制御基板１３１０を有している主制御ユニット１
３００と、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて遊技状況を表示する機能表示ユ
ニット１４００と、遊技パネル１１００の後側に配置されている周辺制御ユニット１５０
０と、正面視において遊技領域５ａの中央に配置されており所定の演出画像を表示可能な
演出表示装置１６００と、遊技パネル１１００の前面に取付けられる表ユニット２０００
と、遊技パネル１１００の後面に取付けられる裏ユニット３０００と、を備えている。裏
ユニット３０００には、遊技状態に応じて可動演出や発光演出を行うことが可能な裏演出
ユニット３１００を備えている。
【００２３】
　遊技盤５の遊技領域５ａ内には、遊技球Ｂと当接し所定のゲージ配列で植設されている
複数の障害釘と、遊技球Ｂの受入れ又は通過により遊技者に対して所定の特典（例えば、
所定数の遊技球Ｂの払出し）を付与する一般入賞口２００１、第一始動口２００２、ゲー
ト部２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５と、を備えている。障害釘は
、遊技パネル１１００の前面に植設されている。一般入賞口２００１、第一始動口２００
２、ゲート部２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５は、表ユニット２０
００に備えられている。
【００２４】
　遊技盤５の遊技領域５ａ内には、遊技者がハンドルユニット１８０のハンドル１８２を
操作することで、遊技球Ｂを打込むことができる。これにより、遊技球Ｂが、遊技領域５
ａ内の一般入賞口２００１、第一始動口２００２、ゲート部２００３、第二始動口２００
４、及び大入賞口２００５等に、受入れられたり通過したりするように、遊技者に対して
ハンドル１８２の打込操作を楽しませることができる。
【００２５】
　また、遊技盤５は、遊技領域５ａ内に遊技球Ｂを打込むことで変化する遊技状態に応じ
て、演出表示装置１６００に所定の演出画像を表示させたり、裏演出ユニット３１００に
より可動演出や発光演出を行わせたりして、遊技者を楽しませることができる。
【００２６】
　パチンコ機１は、後述する上皿２０１に遊技球を貯留した状態で遊技者がハンドル１８
２を回転操作すると、球発射装置５４０によってハンドル１８２の回転角度に応じた強さ
で打ち出される遊技球が、発射レール５４４と外レール１００１と内レール１００２とに
よる発射通路部１０１２で形成された発射球通路を通って遊技盤５の遊技領域５ａ内へ案
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内される。そして、遊技領域５ａ内に打込まれた遊技球が、前記一般入賞口２００１等に
受入れられると、受入れられた入賞口に応じて、所定数の遊技球が後述する払出装置５８
０によって球用開口から上皿２０１に払出される。
【００２７】
　なお、遊技球の打込強さ等の関係で、遊技領域５ａに到達不能な強さ、つまり弱い発射
力で発射された遊技球が遊技領域５ａ内に到達しなかった場合は、図１０Ａ、図３７Ａに
示したように、発射レール５４４の端部（終端部）と外レール１００１の端部（始端部）
との間に開設されたファール球落下口１０１３に落下し、それが後述する返却通路部１０
１４を構成するファールカバーユニット１５０のファール球受部１５０ｃに受けられ、フ
ァールカバーユニット１５０内を通って球用開口たる下皿球供給口２１１ｃから下皿２０
２に排出される。
【００２８】
［２．外枠の全体構成］
　パチンコ機１の外枠２について、図１３乃至図１８を参照して説明する。図１３はパチ
ンコ機における外枠の正面図であり、図１４は外枠の背面図であり、図１５は外枠の右側
面図である。また、図１６は外枠を前から見た斜視図であり、図１７は外枠を後ろから見
た斜視図である。図１８は、外枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
外枠２は、遊技ホール等のパチンコ機１が設置される島設備（図示は省略）に取付けられ
るものである。外枠２は、正面視の形状が上下に延びた四角形の枠に形成されている。
【００２９】
　外枠２は、図示するように、左右に離間しており上下に延びている外枠左組立体１０及
び外枠右組立体２０と、外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の上端同士を連結してい
る外枠上部材３０と、外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の下端同士を連結している
外枠下組立体４０と、外枠上部材３０の上面左端に取付けられている外枠上ヒンジ組立体
５０と、外枠左組立体１０の右側面下部と外枠下組立体４０の上面左端に取付けられてい
る外枠下ヒンジ部材６０と、を備えている。
【００３０】
　外枠２は、本体枠４を閉じた時に、外枠下組立体４０が、本体枠４における基板ユニッ
ト６２０のスピーカユニット６２０ａと協働して、本体枠スピーカ６２２のエンクロージ
ャ６２４の一部を形成していると共に、本体枠スピーカ６２２の後方へ出力されたサウン
ドを、位相反転させて前方へ放射することができるものである。
【００３１】
　外枠２は、外枠上ヒンジ組立体５０が、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０を着脱可
能に支持することができる。外枠２は、外枠上ヒンジ組立体５０と外枠下ヒンジ部材６０
とによって、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０と本体枠下ヒンジ組立体５２０とを同
軸上で回転可能に支持することができ、本体枠４を正面視左側を中心にして前方へ開閉可
能に取付けることができる。
【００３２】
［２－１．外枠左組立体及び外枠右組立体］
　外枠２の外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０について、主に図１９を参照して詳細
に説明する。図１９は、外枠の外枠左組立体及び外枠右組立体を夫々分解して前から見た
分解斜視図である。外枠２の外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０は、夫々が上下に延
びており、互いに左右に離間して配置されている。外枠左組立体１０及び外枠右組立体２
０は、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０及び本体枠下ヒンジ組立体５２０を同軸上で
回転可能に支持して、外枠２に対して本体枠４を開閉可能に取付けるためのものである。
【００３３】
　まず、外枠左組立体１０は、前後方向が一定の幅（奥行）で上下に延びている外枠左部
材１１と、外枠左部材１１の右側面上端に取付けられている左上連結部材１２と、外枠左
部材１１の右側面下端に取付けられている左下連結部材１３と、を備えている。
【００３４】
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　外枠左部材１１は、一定の断面形状で上下に延びており、アルミ合金の押出型材によっ
て形成されている。外枠左部材１１は、左側面における前後方向を三等分したうちの後側
の部位において平坦状に右方へ窪んでいる凹部１１ａと、右側面における凹部１１ａとは
反対側の部位から右方へ膨出している膨出部１１ｂと、膨出部１１ｂを上下に貫通してい
る空洞部１１ｃと、を備えている。外枠左部材１１は、凹部１１ａや膨出部１１ｂによっ
て、強度・剛性が高められていると共に、空洞部１１ｃによって、重量が軽減されている
。
【００３５】
　また、外枠左部材１１は、左右両側面において、上下に延びた複数の溝が形成されてい
る。左側面の複数の溝は、Ｖ字状に形成されており、右側面の複数の溝は、半円形状に形
成されている。外枠左部材１１は、後述する外枠右組立体２０の外枠右部材２１と左右対
称形状に形成されている。
【００３６】
　左上連結部材１２は、外枠左部材１１の上端と外枠上部材３０の左端とを連結するため
のものである。左上連結部材１２は、水平に延びた平板状の水平固定部１２ａと、水平固
定部１２ａの左辺における前後方向の中間から上方へ延出している平板状の上横固定部１
２ｂと、水平固定部１２ａの左辺における上横固定部１２ｂの前後両側から下方へ延出し
ている平板状の一対の下横固定部１２ｃと、を備えている。左上連結部材１２は、平板状
の金属板を屈曲させて形成されている。
【００３７】
　左上連結部材１２は、後側の下横固定部１２ｃを外枠左部材１１の空洞部１１ｃ内に挿
入させると共に、水平固定部１２ａを外枠左部材１１の上端に当接させ、更に、前側及び
後側の下横固定部１２ｃを外枠左部材１１の右側面に当接させた状態で、外枠左部材１１
の左側面の外側から下横固定部１２ｃにビスを捩じ込むことで、外枠左部材１１に取付け
られる。また、左上連結部材１２は、水平固定部１２ａを外枠上部材３０の左端側の下面
に当接させると共に、上横固定部１２ｂを外枠上部材３０の左側面の切欠部３０ａ内に挿
入させた状態で、水平固定部１２ａ及び上横固定部１２ｂを通して外枠上部材３０にビス
を捩じ込むことで、外枠上部材３０に取付けられる。
【００３８】
　左下連結部材１３は、外枠左部材１１の下端と外枠下組立体４０（外枠下部材４１）の
左端とを連結するためのものである。左下連結部材１３は、水平に延びた平板状の水平固
定部１３ａと、水平固定部１３ａの左辺から上方へ延出していると共に水平固定部１３ａ
よりも後方へ延出している平板状の上横固定部１３ｂと、上横固定部１３ｂの下辺におけ
る水平固定部よりも後側の部位から下方へ延出している平板状の下横固定部１３ｃと、上
横固定部１３ｂの後辺から右方へ短く延出している平板状の当接部１３ｄと、を備えてい
る。左下連結部材１３は、平板状の金属板を屈曲させて形成されている。
【００３９】
　左下連結部材１３は、当接部１３ｄの後面を外枠左部材１１の膨出部１１ｂの前面に当
接させると共に、上横固定部１３ｂの左側面を外枠左部材１１の右側面に当接させ、水平
固定部１３ａの下面を外枠左部材１１の下端と一致させた状態で、外枠左部材１１の左側
面の外側から上横固定部１３ｂにビスを捩じ込むことで、外枠左部材１１に取付けられる
。また、左下連結部材１３は、水平固定部１３ａを外枠下部材４１の左端側の上面に当接
させると共に、下横固定部１３ｃを外枠下部材４１の左側面の切欠部４１ａに挿入させた
状態で、水平固定部１３ａ及び下横固定部１３ｃを通して外枠下部材にビスを捩じ込むこ
とで、外枠下部材４１に取付けられる。
【００４０】
　次に、外枠右組立体２０は、前後方向が一定の幅（奥行）で上下に延びている外枠右部
材２１と、外枠右部材２１の左側面上端に取付けられている右上連結部材２２と、外枠右
部材２１の左側面下端に取付けられている右下連結部材２３と、外枠右部材２１の左側面
上部に取付けられている上鉤掛部材２４と、外枠右部材２１の左側面下部に取付けられて
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いる下鉤掛部材２５と、を備えている。
【００４１】
　外枠右部材２１は、一定の断面形状で上下に延びており、アルミ合金の押出型材によっ
て形成されている。外枠右部材２１は、右側面における前後方向を三等分したうちの後側
の部位において平坦状に左方へ窪んでいる凹部２１ａと、左側面における凹部２１ａとは
反対側の部位から左方へ膨出している膨出部２１ｂと、膨出部２１ｂを上下に貫通してい
る空洞部２１ｃと、を備えている。外枠右部材２１は、凹部２１ａや膨出部２１ｂによっ
て、強度・剛性が高められていると共に、空洞部２１ｃによって、重量が軽減されている
。
【００４２】
　また、外枠右部材２１は、左右両側面において、上下に延びた複数の溝が形成されてい
る。右側面の複数の溝は、Ｖ字状に形成されており、左側面の複数の溝は、半円形状に形
成されている。外枠右部材２１は、外枠左組立体１０の外枠左部材１１と左右対称形状に
形成されている。
【００４３】
　右上連結部材２２は、外枠右部材２１の上端と外枠上部材３０の右端とを連結するため
のものである。右上連結部材２２は、水平に延びた平板状の水平固定部２２ａと、水平固
定部２２ａの右辺における前後方向の中間から上方へ延出している平板状の上横固定部２
２ｂと、水平固定部２２ａの右辺における上横固定部２２ｂの前後両側から下方へ延出し
ている平板状の一対の下横固定部２２ｃと、を備えている。右上連結部材２２は、平板状
の金属板を屈曲させて形成されている。
【００４４】
　右上連結部材２２は、後側の下横固定部２２ｃを外枠右部材２１の空洞部２１ｃ内に挿
入させると共に、水平固定部２２ａを外枠右部材２１の上端に当接させ、更に、前側及び
後側の下横固定部２２ｃを外枠右部材２１の左側面に当接させた状態で、外枠右部材２１
の右側面の外側から下横固定部２２ｃにビスを捩じ込むことで、外枠右部材２１に取付け
られる。また、右上連結部材２２は、水平固定部２２ａを外枠上部材３０の右端側の下面
に当接させると共に、上横固定部２２ｂを外枠上部材３０の右側面の切欠部３０ａ内に挿
入させた状態で、水平固定部２２ａ及び上横固定部２２ｂを通して外枠上部材３０にビス
を捩じ込むことで、外枠上部材３０に取付けられる。
【００４５】
　右下連結部材２３は、外枠右部材２１の下端と外枠下組立体４０（外枠下部材４１）の
右端とを連結するためのものである。右下連結部材２３は、水平に延びた平板状の水平固
定部２３ａと、水平固定部２３ａの右辺から上方へ延出していると共に水平固定部２３ａ
よりも後方へ延出している平板状の上横固定部２３ｂと、上横固定部２３ｂの下辺におけ
る水平固定部よりも後側の部位から下方へ延出している平板状の下横固定部２３ｃと、上
横固定部２３ｂの後辺から左方へ短く延出している平板状の当接部２３ｄと、を備えてい
る。右下連結部材２３は、平板状の金属板を屈曲させて形成されている。
【００４６】
　右下連結部材２３は、当接部２３ｄの後面を外枠右部材２１の膨出部２１ｂの前面に当
接させると共に、上横固定部２３ｂの右側面を外枠右部材２１の左側面に当接させ、水平
固定部２３ａの下面を外枠右部材２１の下端と一致させた状態で、外枠右部材２１の右側
面の外側から上横固定部２３ｂにビスを捩じ込むことで、外枠右部材２１に取付けられる
。また、右下連結部材２３は、水平固定部２３ａを外枠下部材４１の右端側の上面に当接
させると共に、下横固定部２３ｃを外枠下部材４１の右側面の切欠部４１ａに挿入させた
状態で、水平固定部２３ａ及び下横固定部２３ｃを通して外枠下部材にビスを捩じ込むこ
とで、外枠下部材４１に取付けられる。
【００４７】
　上鉤掛部材２４及び下鉤掛部材２５は、後述する本体枠４における施錠ユニット６５０
の外枠用鉤６５３が掛止されるものである。上鉤掛部材２４は、前後方向に一定の幅で上
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下に延びており外枠右部材２１の左側面に取付けられる平板状の取付部２４ａと、取付部
２４ａの前辺から左方へ延出しており上側の外枠用鉤６５３が掛止される平板状の掛止片
部２４ｂと、を備えている。
【００４８】
　下鉤掛部材２５は、前後方向に一定の幅で上下に延びており外枠右部材２１の左側面に
取付けられる平板状の取付部２５ａと、取付部２５ａの前辺から左方へ延出しており下側
の外枠用鉤６５３が掛止される平板状の掛止片部２５ｂと、掛止片部２５ｂを前後に貫通
しており下側の外枠用鉤６５３が挿通可能な挿通口２５ｃと、を備えている。
【００４９】
［２－２．外枠上部材］
　外枠２の外枠上部材３０について、主に図１８を参照して詳細に説明する。外枠上部材
３０は、左右に離間している外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の上端同士を連結す
るためのものである。外枠上部材３０は、前後方向の幅が、外枠左部材１１及び外枠右部
材２１の前後方向と略同じ幅で、上下方向の厚さが一定で、左右方向に延びており、木材
によって形成されている。外枠上部材３０は、左右方向の長さが、後述する外枠下組立体
４０の外枠下部材４１の左右方向の長さと同じに形成されている。
【００５０】
　外枠上部材３０は、左右両側面における前後方向の中央において、上下に貫通した状態
で左右方向中央側へ夫々窪んでいる切欠部３０ａを備えている。これら左右両端の切欠部
３０ａには、左上連結部材１２の上横固定部１２ｂ及び右上連結部材２２の上横固定部２
２ｂが夫々挿入された状態で取付けられる。
【００５１】
　また、外枠上部材３０は、左側端部において、上面と前面が一般面よりも窪んだ取付段
部３０ｂを備えている。この取付段部３０ｂには、後述する外枠上ヒンジ組立体５０が取
付けられる。
【００５２】
［２－３．外枠下組立体］
　外枠２の外枠下組立体４０について、主に図２０を参照して詳細に説明する。図２０は
、外枠の外枠下組立体を分解して前から見た分解斜視図である。外枠下組立体４０は、左
右に離間している外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の下端同士を連結すると共に、
パチンコ機１において扉枠３よりも下側を閉鎖して装飾するためのものである。
【００５３】
　外枠下組立体４０は、左右に離間している外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の下
端同士を連結しており左右に延びている外枠下部材４１と、外枠下部材４１の前方に配置
されており外枠下部材４１に沿って左右に延びていると共に後方が開放されている箱状の
幕板前部材４２と、幕板前部材４２の後側に取付けられていると共に外枠下部材４１の上
面に取付けられており前方が開放されている左右に延びた箱状の幕板後部材４３と、幕板
後部材４３の上面における左端に形成されている球噛防止機構４４と、を備えている。
【００５４】
　外枠下部材４１は、前後方向の幅が、外枠左部材１１及び外枠右部材２１の前後方向と
略同じ幅で、上下方向の厚さが一定で、左右方向に延びており、木材によって形成されて
いる。外枠下部材４１は、左右方向の長さが、外枠上部材３０の左右方向の長さと同じに
形成されている。
【００５５】
　外枠下部材４１は、左右両側面における前後方向の中央において、上下に貫通した状態
で左右方向中央側へ夫々窪んでいる切欠部４１ａを備えている。これら左右両端の切欠部
４１ａには、左下連結部材１３の下横固定部１３ｃ及び右下連結部材２３の下横固定部２
３ｃが夫々挿入された状態で取付けられる。これにより、外枠左部材１１及び外枠右部材
２１の下端同士を連結することができる。
【００５６】
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　また、外枠下部材４１は、上面から凹んでおり、幕板後部材４３の下部が挿入される凹
部４１ｂを備えている。凹部４１ｂは、左右に延びていると共に、前後方向中央の後ろ寄
りの位置から前端側へ抜けている。この凹部４１ｂにより、幕板前部材４２及び幕板後部
材４３により形成される幕板内部空間４０ａの容積を可及的に広くしている。
【００５７】
　幕板前部材４２は、左右方向の長さが外枠下部材４１と同じ長さに延びており、高さに
対して前後方向の奥行が短い横長の直方体状の箱状に形成されており、後側の全面が開放
されている。幕板前部材４２は、開放されている後側を、幕板後部材４３によって閉鎖す
ることで、幕板後部材４３と協働して本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４の一
部となる幕板内部空間４０ａを形成する。幕板前部材４２は、右端付近の前面において、
前後に貫通していると共に左右に延びている長孔状の開口部４２ａを備えている。
【００５８】
　幕板後部材４３は、左右方向の長さが外枠下部材４１よりも若干短く延びており、前方
が開放された箱状に形成されている。幕板後部材４３は、前面に幕板前部材４２を取付け
ることで、幕板前部材４２と協働して本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４の一
部となる幕板内部空間４０ａを形成する。幕板後部材４３は、上面における左右方向中央
部において、左右に延びていると共に上方へ突出しており幕板内部空間４０ａと連通して
いる筒状の接続筒部４３ａを有している。接続筒部４３ａは、上端が、幕板後部材４３の
一般的な上面と一致している前端側から後方へ向かうほど上方へ位置するように傾斜して
いる。本形態では、接続筒部４３ａの上端は、４５度の角度で傾斜している。
【００５９】
　この接続筒部４３ａは、左右方向の長さが、幕板後部材４３全体の約１／３の長さに形
成されていると共に、前後方向の奥行が、幕板後部材４３全体の奥行よりも若干短く形成
されている。接続筒部４３ａ内には、前端側と後端側とを結ぶ複数のリブ４３ｂが備えら
れている。この接続筒部４３ａの上端には、外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、本体
枠４における基板ユニット６２０のスピーカユニット６２０ａにおけるスピーカカバー６
２１の接続部６２１ｃが接続されて、スピーカユニット６２０ａの内部空間と連通した状
態となり、エンクロージャ６２４を形成する。
【００６０】
　球噛防止機構４４は、幕板後部材４３の上面における左端において、外枠下ヒンジ部材
６０の部位に遊技球Ｂが滞留することで、外枠２と本体枠４との間に遊技球Ｂが挟まれる
のを防止するためのものである。
【００６１】
　球噛防止機構４４は、幕板後部材４３の上面における左端に形成されており、後述する
外枠下ヒンジ部材６０が際されるように平坦に形成された載置部４４ａと、載置部４４ａ
の左端において上方へ向かって開口している第一排出口４４ｂと、載置部４４ａにおける
第一排出口４４ｂよりも右方で上方へ向かって開口している第二排出口４４ｃと、載置部
４４ａの後辺及び右辺から上方へ延出している立壁部４４ｄと、立壁部４４ｄの上端から
前方へ突出していると共に上面が後方へ向かうに従って上方に位置するように傾斜してい
る上端突出部４４ｅと、を備えている。
【００６２】
　第一排出口４４ｂは、後述する外枠下ヒンジ部材６０の排出孔６０ｄと一致する位置に
形成されている。第一排出口４４ｂ及び第二排出口４４ｃは、遊技球Ｂが通過可能な大き
さに形成されている。第一排出口４４ｂ及び第二排出口４４ｃは、幕板内部空間４０ａと
は連通しておらず、幕板後部材４３の後面に開口している。従って、第一排出口４４ｂ及
び第二排出口４４ｃに進入した遊技球Ｂを、幕板後部材４３の後方へ排出することができ
る。
【００６３】
　この球噛防止機構４４は、球噛防止機構４４は、外枠下ヒンジ部材６０と後述する本体
枠下ヒンジ組立体５２０との間の隙間を通して、ピアノ線等の不正な工具が挿入された場
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合、載置部４４ａの後端から立上っている立壁部４４ｄにより、不正な工具の侵入を阻止
することができる。仮に、不正な工具の先端が立壁部４４ｄに当接することで、上方へ曲
がったとしても、立壁部４４ｄの上端に備えられている前方へ突出した上端突出部４４ｅ
に当接し、これ以上の侵入を阻止することができる。従って、外枠下ヒンジ部材６０の部
位を介して、不正行為が行われるのを防止することができる。
【００６４】
　ところで、載置部４４ａの後端に立壁部４４ｄを備えた場合、外枠２に対して本体枠４
を開けた時に、何らかの理由により載置部４４ａ上に落下した遊技球Ｂが、立壁部４４ｄ
によって外枠２の後方への移動が阻止されるため、載置部４４ａ上に遊技球Ｂが滞留し易
くなる。そして、載置部４４ａ上に遊技球Ｂが滞留していると、外枠２に対して本体枠４
を閉じる際に、外枠２と本体枠４との間に遊技球Ｂが挟み込まれてしまい、本体枠４を閉
じることができなくなる問題が発生する。
【００６５】
　これに対して、本形態の球噛防止機構４４では、外枠下ヒンジ部材６０上や載置部４４
ａ上に落下した遊技球Ｂを、外枠下ヒンジ部材６０の排出孔６０ｄと第一排出口４４ｂを
通して、又は、第二排出口４４ｃを通して、遊技球Ｂを幕板後部材４３の後方（外枠２の
後方）へ排出することができ、外枠２と本体枠４との間に遊技球Ｂが挟まれるのを防止す
ることができる。
【００６６】
　外枠下組立体４０は、幕板前部材４２及び幕板後部材４３の上面に左右に離間して配置
されている一対の案内部材４５と、幕板前部材４２の開口部４２ａを後側から閉鎖してい
る平板状のグリル部材４６と、グリル部材４６を挟んで開口部４２ａを閉鎖するように幕
板前部材４２の内部に取付けられており前後に延びた二つの円筒を有したポート部材４７
と、幕板後部材４３の接続筒部４３ａの上端に配置される枠状のシール部材４８と、を備
えている。
【００６７】
　一対の案内部材４５は、外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、扉枠３の下端が当接す
るものである。案内部材４５は、摩擦抵抗の低い低摩擦材料によって形成されており、本
体枠４の下端を滑り易くして、開閉を容易にしている。
【００６８】
　グリル部材４６は、無数の小穴を有したパンチングメタルにより形成されている。ポー
ト部材４７は、二つの円筒により、グリル部材４６を介して幕板内部空間４０ａ（エンク
ロージャ６２４）と外枠２の前方とを連通させている。ポート部材４７は、二つの円筒が
、所定の内径で所定の長さに形成されており、ヘルムホルツ共鳴の原理により本体枠スピ
ーカ６２２から後方（エンクロージャ６２４内）へ発せられた低音を共振・増幅させて、
豊かな低音を外枠２の前方（遊技者側）へ放射することができる。つまり、本形態では、
本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４がバスレフ型とされており、遊技者に対し
て重低音を聞かせることができる。
【００６９】
　シール部材４８は、外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、接続筒部４３ａの上端と本
体枠４におけるスピーカカバー６２１の接続部６２１ｃの下端との間に挟まれて圧縮され
るものであり、接続筒部４３ａと接続部６２１ｃとの間からスピーカのエンクロージャ内
の音が漏れるのを防止するものである。
【００７０】
［２－４．外枠上ヒンジ組立体］
　外枠２の外枠上ヒンジ組立体５０について、主に図２１を参照して詳細に説明する。図
２１（ａ）は外枠２の外枠上ヒンジ組立体を分解して前上から見た分解斜視図であり、（
ｂ）は（ａ）を前下から見た分解斜視図である。外枠上ヒンジ組立体５０は、外枠左組立
体１０の上端と外枠上部材３０の左端に取付けられるものであり、外枠２に対して本体枠
４をヒンジ回転可能に取付けるためのものである。外枠上ヒンジ組立体５０は、外枠左部
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材１１の凹部１１ａの上端と外枠上部材３０の取付段部３０ｂとに取付けられる外枠上ヒ
ンジ部材５１と、外枠上ヒンジ部材５１に取付けられているロック部材５２と、ロック部
材５２を外枠上ヒンジ部材５１に取付けている取付ビス５３と、を備えている。
【００７１】
　外枠上ヒンジ部材５１は、水平に延びた平板状で外枠上部材３０の取付段部３０ｂの上
面に取付けられる上固定部５１ａと、上固定部５１ａの前辺から前方へ延出している平板
状の前方延出部５１ｂと、前方延出部５１ｂの右辺の途中から前方へ向かうに従って前方
延出部５１ｂの左右中央へ延びており上下に貫通している軸受溝５１ｃと、上固定部５１
ａの左辺から下方へ延びている平板状の横固定部５１ｄと、前方延出部５１ｂの左辺から
前辺を周って軸受溝５１ｃが開口している部位までの端縁から下方へ延びており横固定部
５１ｄと連続している平板状の端縁壁部５１ｅと、を備えている。外枠上ヒンジ部材５１
は、金属板をプレス成型により打抜き・屈曲させて形成されている。外枠上ヒンジ部材５
１は、軸受溝５１ｃ内において、本体枠上ヒンジ部材５１０の後述する本体枠上ヒンジピ
ン５１２を回転可能に支持することができる。
【００７２】
　ロック部材５２は、前後に延びている帯板状のロック本体５２ａと、ロック本体５２ａ
の後端から右方へ突出している操作片５２ｂと、ロック本体５２ａの後端から左方へ延び
た後に斜め左前方へ延びている弾性変形可能な棒状の弾性部５２ｃと、ロック本体５２ａ
の後端付近で上下に貫通している取付孔５２ｄと、を備えている。ロック部材５２は、合
成樹脂によって形成されている。ロック部材５２は、取付ビス５３によって、外枠上ヒン
ジ部材５１における前方延出部５１ｂの下面で、軸受溝５１ｃよりも後側の部位に回動可
能に取付けられる。
【００７３】
　ロック部材５２は、外枠上ヒンジ部材５１に取付けた状態で、ロック本体５２ａが、平
面視で軸受溝５１ｃを遮ることができると共に、前端付近の右側面が、外枠上ヒンジ部材
５１の端縁壁部５１ｅにおける軸受溝５１ｃの開口まで延びている部位と当接可能となる
ように前方へ延びている。また、ロック本体５２ａの後端から左方へ延びている弾性部５
２ｃの先端は、外枠上ヒンジ部材５１における端縁壁部５１ｅの内周面に当接している。
このロック部材５２は、弾性部５２ｃの付勢力によって取付孔５２ｄを中心に、前端が左
方へ回動する方向に付勢されている。従って、通常の状態では、ロック部材５２のロック
本体５２ａの前端付近の右側面が、端縁壁部５１ｅに当接している。この状態では、軸受
溝５１ｃにおけるロック本体５２ａよりも前側の部位に、本体枠上ヒンジ部材５１０の本
体枠上ヒンジピン５１２を収容可能な空間が形成される。
【００７４】
　このロック部材５２は、操作片５２ｂを操作することで、弾性部５２ｃの付勢力に抗し
てロック本体５２ａを回動させることができる。そして、操作片５２ｂの操作によって、
ロック本体５２ａを、その前端が左方へ移動する方向へ回動させることで、平面視におい
て軸受溝５１ｃからロック本体５２ａを後退させることができ、軸受溝５１ｃが全通して
いる状態とすることができる。これにより、軸受溝５１ｃ内に本体枠上ヒンジピン５１２
を挿入したり、軸受溝５１ｃ内から本体枠上ヒンジピン５１２を外したりすることができ
る。
【００７５】
［２－５．外枠下ヒンジ部材］
　外枠２の外枠下ヒンジ部材６０について、主に図１８を参照して詳細に説明する。外枠
下ヒンジ部材６０は、水平に延びた平板状の水平部６０ａと、水平部６０ａの左辺におい
て前後方向中央よりも後側の部位から上方へ立上っている平板状の立上部６０ｂと、水平
部６０ａの前端付近から上方へ突出している外枠下ヒンジピン６０ｃと、水平部６０ａを
上下に貫通しており遊技球Ｂが一つのみ通過可能な大きさの排出孔６０ｄと、を備えてい
る。この外枠下ヒンジ部材６０は、金属板をプレス成型により打抜き・屈曲させて形成さ
れている。
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【００７６】
　外枠下ヒンジ部材６０の水平部６０ａは、平面視において、左辺を底辺とした台形に形
成されている。外枠下ヒンジピン６０ｃは、円柱状で、上下方向中央よりも上部が、上端
が窄まった円錐台状に形成されている。この外枠下ヒンジピン６０ｃは、水平部６０ａの
前端付近における左寄りの位置に取付けられている。排出孔６０ｄは、水平部６０ａにお
いて、立上部６０ｂの前後方向中央の部位と接し、水平部６０ａの左辺から右方へ逆Ｕ字
状に延びるように形成されている。この排出孔６０ｄは、外枠下組立体４０における球噛
防止機構４４の第一排出口４４ｂと、略同じ大きさに形成されている。
【００７７】
　外枠下ヒンジ部材６０は、外枠２に組立てた状態で、水平部６０ａの後部が、外枠下組
立体４０における幕板後部材４３の載置部４４ａ上に載置され、図示しないビスによって
幕板後部材４３に固定されている。また、立上部６０ｂが、外枠左部材１１の右側面にお
ける膨出部１１ｂよりも前側の部位に、図示しないビスによって取付けられている。この
外枠下ヒンジ部材６０は、外枠下ヒンジピン６０ｃを、本体枠４の本体枠下ヒンジ組立体
５２０における外枠用下ヒンジ孔５２１ａに挿通させることで、外枠上ヒンジ部材５１と
協働して本体枠４を開閉可能に取付けることができる。
【００７８】
　また、外枠２を組立てた状態では、排出孔６０ｄが、外枠下組立体４０における球噛防
止機構４４の第一排出口４４ｂと一致している。これにより、水平部６０ａ上の遊技球Ｂ
を、排出孔６０ｄ及び第一排出口４４ｂを通して、外枠２の後方へ落下（排出）させるこ
とができる。詳述すると、外枠２に対して本体枠４を閉じる時に、外枠２と本体枠４との
間に落下した遊技球Ｂが、本体枠４が閉じられるのに従って、外枠２と本体枠４との間が
徐々に狭くなることから、間隔が広い後方側へ転動とすることとなり、排出孔６０ｄから
排出させることができる。この際に、排出孔６０ｄが、パチンコ機１に組立てた状態で、
外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、本体枠４の後端と略同じとなる位置に形成されて
いるため、外枠２と本体枠４との間に落下した遊技球Ｂを、排出孔６０ｄから排出させる
ことで本体枠４よりも後側へ転動するのを阻止し易くすることができ、外枠下ヒンジ部材
６０の部位に遊技球Ｂが留まり難くすることができる。
【００７９】
［３．扉枠の全体構成］
　パチンコ機１の扉枠３について、主に図２２乃至図３０を参照して詳細に説明する。図
２２はパチンコ機における扉枠の表面図であり、図２３は扉枠の背面図であり、図２４は
扉枠の左側面図であり、図２５は扉枠の右側面図である。図２６は扉枠を右前から見た斜
視図であり、図２７は扉枠を左前から見た斜視図であり、図２８は扉枠を後ろから見た斜
視図である。図２９は扉枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図３０
は扉枠を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【００８０】
　扉枠３は、外枠２の枠内と略同じ大きさで正面視において上下に延びた四角形に形成さ
れており、本体枠４を介して外枠２の枠内を前側から開閉可能に取付けられている。扉枠
３は、遊技球Ｂが打込まれる遊技盤５の遊技領域５ａを前側から視認可能に閉鎖し、遊技
領域５ａ内に打込むための遊技球Ｂを貯留すると共に、貯留している遊技球Ｂを遊技領域
５ａ内へ打込むために遊技者が操作するハンドル１８２を備えているものである。また、
扉枠３は、パチンコ機１の前面全体を装飾するものである。
【００８１】
　扉枠３は、正面視の外形が上下に延びた四角形で枠状の扉枠ベースユニット１００と、
扉枠ベースユニット１００に着脱可能に取付けられており本体枠４に取付けられた遊技盤
５の遊技領域５ａを前方から視認可能に閉鎖しているガラスユニット１６０と、ガラスユ
ニット１６０の下部を後側から覆うように扉枠ベースユニット１００に取付けらている防
犯カバー１７０と、扉枠ベースユニット１００の前面右下隅に取付けられているハンドル
ユニット１８０と、扉枠ベースユニット１００の前面下部に取付けられている皿ユニット
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２００と、皿ユニット２００の上側で扉枠ベースユニット１００の前面左部に取付けられ
ている扉枠左サイドユニット４００と、皿ユニットの上側で扉枠ベースユニット１００の
前面右部に取付けられている扉枠右サイドユニット４１０と、扉枠左サイドユニット４０
０及び扉枠右サイドユニット４１０の上側で扉枠ベースユニット１００の前面上部に取付
けられている扉枠トップユニット４５０と、を備えている。
【００８２】
　扉枠ベースユニット１００は、正面視の外形が上下に延びた四角形（長方形）に形成さ
れており前後に貫通している扉窓１０１ａを有した扉枠ベース１０１と、扉枠ベース１０
１の前面右下に取付けられているハンドル取付部材１０２と、扉枠ベース１０１の後側で
背面視右下隅に取付けられているスピーカダクト１０３と、扉枠ベース１０１の後側の下
部における背面視右端付近に取付けられている扉枠主中継基板１０４と、扉枠主中継基板
１０４の背面視左方に取付けられている扉枠副中継基板１０５と、扉枠副中継基板１０５
の背面視左方に取付けられているハンドル後中継基板１０６と、扉枠主中継基板１０４と
扉枠副中継基板１０５の一部とを後側から被覆する扉枠中継基板カバー１０７と、ハンド
ル後中継基板１０６を後側から被覆するハンドル後中継基板カバー１０８と、配線ケーブ
ルを被覆するケーブルカバー１０９と、を備えている。
【００８３】
　また、扉枠ベースユニット１００は、扉枠ベース１０１の後側に取付けられている枠状
の扉枠補強ユニット１１０と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられている扉枠上ヒンジ
組立体１２０及び扉枠下ヒンジ部材１２５と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられてい
る開閉用のシリンダ錠１３０と、扉枠ベース１０１の後側でハンドル後中継基板１０６の
上方に取付けられている球送給ユニット１４０と、扉枠ベース１０１の後側の下部におけ
る背面視右側に取付けられているファールカバーユニット１５０と、を備えている。
【００８４】
　扉枠補強ユニット１１０は、扉枠ベース１０１の後側に取付けられることで、扉枠ベー
ス１０１を補強して剛性を付与するものである。扉枠上ヒンジ組立体１２０及び扉枠下ヒ
ンジ部材１２５は、扉枠３を本体枠４に対して開閉可能に取付けるためのものである。シ
リンダ錠１３０は、本体枠４の施錠ユニット６５０と協働して、扉枠３と本体枠４との開
閉、及び、外枠２と本体枠４との開閉施錠に使用されるものである。
【００８５】
　また、球送給ユニット１４０は、上皿２０１内の遊技球Ｂを一つずつ本体枠４の球発射
装置５４０へ供給するためのものである。
　また、ファールカバーユニット１５０は、球発射装置５４０により弱い発射力で発射さ
れて遊技盤５の遊技領域５ａ内に到達しなかった遊技球Ｂ（ファール球）を、下皿２０２
に誘導すると共に、払出装置５８０から払出された遊技球Ｂを、上皿２０１又は下皿２０
２に誘導するためのものである。
【００８６】
　ガラスユニット１６０は、透明なガラス板１６２を有しており扉枠ベース１０１の扉窓
１０１ａを閉鎖している。防犯カバー１７０は、ガラスユニット１６０の下部を後方から
覆うように扉枠ベース１０１に取付けられている。ハンドルユニット１８０は、遊技者が
回転操作可能なハンドル１８２を備えており、ハンドル１８２を操作することで、上皿２
０１内の遊技球Ｂを、球発射装置５４０によって遊技盤５の遊技領域５ａ内に打込む遊技
を行うためのものである。
【００８７】
［３－１．扉枠ベースユニットの全体構成］
　扉枠３の扉枠ベースユニット１００について、主に図３１乃至図３３を参照して詳細に
説明する。図３１（ａ）は扉枠の扉枠ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）
は扉枠ベースユニットを後ろから見た斜視図である。図３２は扉枠ベースユニットを主な
部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図３３は扉枠ベースユニットを主な部材
毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
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【００８８】
　扉枠ベースユニット１００は、正面視左辺側が本体枠４に対してヒンジ回転可能に取付
けられ、本体枠４の前面を開閉可能に閉鎖していると共に、本体枠４に取付けられている
遊技盤の遊技領域を前方から視認可能としている。扉枠ベースユニット１００は、外形が
上下に延びた四角形で平板状の扉枠ベース１０１と、扉枠ベース１０１の前面右下に取付
けられておりハンドルユニット１８０を取付けるためのハンドル取付部材１０２と、扉枠
ベース１０１の後側で背面視右下隅に取付けられているスピーカダクト１０３と、を備え
ている。
【００８９】
　また、扉枠ベースユニット１００は、扉枠ベース１０１の後側の下部における背面視右
端付近に取付けられている扉枠主中継基板１０４と、扉枠ベース１０１の後側の下部にお
ける扉枠主中継基板１０４の背面視左方に取付けられている扉枠副中継基板１０５と、扉
枠ベース１０１の後側の下部における扉枠副中継基板１０５の背面視左方に取付けられて
いるハンドル後中継基板１０６と、扉枠ベース１０１の後側に取付けられており扉枠主中
継基板１０４と扉枠副中継基板１０５の一部とを後側から被覆する扉枠中継基板カバー１
０７と、扉枠ベース１０１の後側に取付けられておりハンドル後中継基板１０６を後側か
ら被覆するハンドル後中継基板カバー１０８と、扉枠ベース１０１の後側に取付けられて
おり配線ケーブルを被覆するケーブルカバー１０９と、を備えている。
【００９０】
　更に、扉枠ベースユニット１００は、扉枠ベース１０１の後側に取付けられている枠状
の扉枠補強ユニット１１０と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられている扉枠上ヒンジ
組立体１２０及び扉枠下ヒンジ部材１２５と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられてい
る開閉用のシリンダ錠１３０と、扉枠ベース１０１の後側でハンドル後中継基板１０６の
上方に取付けられている球送給ユニット１４０と、扉枠ベース１０１の後側の下部におけ
る背面視右側に取付けられているファールカバーユニット１５０と、を備えている。
【００９１】
　この扉枠ベースユニット１００には、前面下隅にハンドルユニット１８０が、扉窓１０
１ａの下側前面に皿ユニット２００が、扉窓１０１ａの左外側前面に扉枠左サイドユニッ
ト４００が、扉窓１０１ａの右外側前面に扉枠右サイドユニット４１０が、扉窓１０１ａ
の上外側前面に扉枠トップユニット４５０が、夫々取付けられるものである。
【００９２】
　また、扉枠ベースユニット１００には、扉窓１０１ａを後方から閉鎖するようにガラス
ユニット１６０が取付けられると共に、ガラスユニット１６０の下部を後方から覆うよう
に透明な防犯カバー１７０が取付けられるものである。
【００９３】
［３－１ａ．扉枠ベース］
　扉枠３における扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１について、主に図３１乃
至図３３を参照して詳細に説明する。扉枠ベース１０１は、正面視の外形が上下に延びた
四角形（長方形）に形成されている。扉枠ベース１０１は、前後に貫通しており、正面視
における内周形状が上下に延びた略四角形に形成された扉窓１０１ａを備えている。扉窓
１０１ａは、内周を形成している上辺及び左右両辺が、扉枠ベース１０１の外周辺に夫々
接近しており、内周を形成している下辺が、扉枠ベース１０１の下端から上下方向の約１
／３の高さに位置している。このように、扉枠ベース１０１は、前後に貫通している扉窓
１０１ａにより全体が枠状に形成されている。この扉枠ベース１０１は、合成樹脂により
一体成形されている。
【００９４】
　扉枠ベース１０１は、前面における正面視右下隅に形成されており左端側が右端側より
も前方へやや突出するように傾斜しているハンドル取付座面１０１ｂと、ハンドル取付座
面１０１ｂと扉窓１０１ａとの間で正面視右端付近に後面から前方へ向かって窪み、扉枠
補強ユニット１１０のシリンダ取付フレーム１１５が挿入される挿入凹部１０１ｃと、挿
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入凹部１０１ｃにおいて前後に貫通しておりシリンダ錠１３０のシリンダ本体１３１が挿
通されるシリンダ挿通孔１０１ｄと、シリンダ挿通孔１０１ｄ及びハンドル取付座面１０
１ｂの正面視左側で前後に貫通しており球送給ユニット１４０の進入口１４１ａ及び球抜
口１４１ｂを前方に臨ませるための球送給開口１０１ｅと、を備えている。
【００９５】
　また、扉枠ベース１０１は、左右方向中央より左寄りで且つハンドル取付座面１０１ｂ
と略同じ高さで前後に貫通しておりファールカバーユニット１５０の球放出口１５０ｄを
前方に臨ませる下皿用球通過口１０１ｆと、正面視左端付近で扉窓１０１ａの下辺に隣接
するように前後に貫通しておりファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａを前
方に臨ませる上皿用球通過口１０１ｇと、扉窓１０１ａの内周に沿って後面から前方へ向
かって窪み、ガラスユニット１６０のガラス枠１６１が挿入されるガラスユニット取付部
１０１ｈと、を備えている。
【００９６】
　また、扉枠ベース１０１は、正面視左下隅（上皿用球通過口１０１ｇの下方）に形成さ
れており前後に貫通した縦長の複数のスリット１０１ｉを、備えている。複数のスリット
１０１ｉの後側にスピーカダクト１０３が取付けられる。また、複数のスリット１０１ｉ
は、パチンコ機１を組立てた状態で、前方に皿ユニット２００における皿ユニットベース
２１１のスピーカ口２１１ｂが位置していると共に、後方に本体枠４のスピーカユニット
６２０ａにおける本体枠スピーカ６２２が位置しており、本体枠スピーカ６２２からの音
を前方へ放射することができる。
【００９７】
　更に、扉枠ベース１０１は、扉窓１０１ａの下方でハンドル取付座面１０１ｂの上方に
おいて、前後に貫通している貫通孔１０１ｊを備えている。この貫通孔１０１ｊは、扉枠
ベースユニット１００側と皿ユニット２００側とを接続する配線ケーブル（図示は省略）
が挿通されるものであり、後述する扉枠補強ユニット１１０における中間補強フレーム１
１４の貫通部１１４ｂと一致するように形成されている。
【００９８】
［３－１ｂ．ハンドル取付部材］
　扉枠ベースユニット１００のハンドル取付部材１０２について、主に図３１乃至図３３
を参照して詳細に説明する。ハンドル取付部材１０２は、扉枠ベース１０１の前面にハン
ドルユニットを取付けるためのものであり、扉枠ベース１０１の前面のハンドル取付座面
１０１ｂに取付けられる。
【００９９】
　ハンドル取付部材１０２は、前後方向へ延びた円筒状の筒部１０２ａと、筒部１０２ａ
の後端から筒部１０２ａの軸に対して直角方向外方へ延びた円環状のフランジ部１０２ｂ
と、筒部１０２ａ内に突出していると共に筒部１０２ａの軸方向全長に亘って延びており
筒部１０２ａの周方向に対して不等間隔に配置された複数（本例では三つ）の突条１０２
ｃと、筒部１０２ａの外周面とフランジ部１０２ｂの前面とを繋ぎ、筒部１０２ａの周方
向に対して複数配置された補強リブ１０２ｄと、を備えている。
【０１００】
　ハンドル取付部材１０２は、フランジ部１０２ｂの後面を、扉枠ベース１０１における
ハンドル取付座面１０１ｂの前面に当接させた状態で、ビスによってハンドル取付座面１
０１ｂに取付けられる。
【０１０１】
　筒部１０２ａは、内径がハンドルユニット１８０におけるハンドルベース１８１の基部
１８１ａの外径よりも若干大きく形成されている。三つの突条１０２ｃは、一つが筒部１
０２ａの上部に備えられており、残り二つが筒部１０２ａの下部に備えられている。これ
ら三つの突条１０２ｃは、ハンドルベース１８１における三つの溝部１８１ｃと対応する
位置に形成されている。従って、ハンドル取付部材１０２は、三つの突条１０２ｃと、ハ
ンドルベース１８１の三つの溝部１８１ｃとを一致させた状態でのみ、筒部１０２ａ内に
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ハンドルベース１８１の基部１８１ａを挿入させることができ、扉枠ベース１０１に対し
てハンドルベース１８１（ハンドルユニット１８０）の回転位置を規制することができる
。
【０１０２】
　なお、ハンドル取付部材１０２は、フランジ部１０２ｂの後面に対して、筒部１０２ａ
の軸線が垂直に延びていることから、扉枠ベース１０１の傾斜しているハンドル取付座面
１０１ｂに取付けることで、筒部１０２ａの軸線が右前方へ延びるように傾いた状態とな
り、ハンドルユニット１８０を同様に傾いた状態で扉枠ベース１０１に取付けることがで
きる。
【０１０３】
［３－１ｃ．スピーカダクト］
　扉枠ベースユニット１００のスピーカダクト１０３について、主に図３１乃至図３３を
参照して詳細に説明する。このスピーカダクト１０３は、筒状に形成されており、扉枠ベ
ース１０１の後側において複数のスリット１０１ｉが形成されている部位に取付けられる
。スピーカダクト１０３は、パチンコ機１を組立てた状態で、筒状の部位の後端が、本体
枠４の本体枠スピーカ６２２の前方に位置している。これにより、本体枠４の本体枠スピ
ーカ６２２から放射（出力）された音（サウンド）を、拡散させることなく前方へ誘導す
ることができ、扉枠ベース１０１の複数のスリット１０１ｉ及び皿ユニット２００の皿ユ
ニットベース２１１におけるスピーカ口２１１ｂを通して、パチンコ機１の前方（遊技者
側）へ良好に誘導することができる。
【０１０４】
　また、スピーカダクト１０３は、筒状の部位の下方の後面に、接続ケーブル５０３を保
持するケーブルホルダ１０３ａを備えている。ケーブルホルダ１０３ａは、扉枠中継基板
カバー１０７よりも正面視左方に配置されており、扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継
基板１０５に接続されている接続ケーブル５０３を、扉枠３の左端側へ延びるように保持
している。
【０１０５】
［３－１ｄ．扉枠主中継基板・扉枠副中継基板・ハンドル後中継基板］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠主中継基板１０４、扉枠副中継基板１０５、ハンドル
後中継基板１０６について、主に図３２及び図３３等を参照して説明する。扉枠主中継基
板１０４は、外形が上下に延びた四角形に形成されており、扉枠ベース１０１の後側の下
部における背面視右下隅に取付けられる。扉枠主中継基板１０４は、ハンドル後中継基板
１０６と本体枠４の基板ユニット６２０におけるインターフェイス基板６３５との接続を
中継するためのものであり、本体枠４から延びている接続ケーブル５０３（図８３及び図
８４を参照）の一部が接続される。
【０１０６】
　扉枠副中継基板１０５は、外形が、上下に延びた四角形の上部の正面視右側に左右に延
びた四角形が組み合された逆Ｌ字状に形成されており、上下に延びているが扉枠主中継基
板１０４の背面視左方に隣接するように、扉枠ベース１０１の後側に取付けられている。
扉枠副中継基板１０５は、ハンドルユニット１８０のハンドル装飾基板１８４、皿ユニッ
ト２００の皿ユニット中継基板２１４、扉枠左サイドユニット４００の扉枠左サイド装飾
基板４０２、扉枠右サイドユニット４１０のサイド窓内装飾部装飾基板４１３及び扉枠右
サイド装飾基板４１８、扉枠トップユニット４５０の扉枠トップ中継基板４６７等と、本
体枠４のインターフェイス基板６３５との接続を中継するためのものであり、本体枠４か
ら延びている接続ケーブル５０３の残りが接続される。
【０１０７】
　扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継基板１０５は、接続端子が後方へ向かって突出す
るように、扉枠ベース１０１に取付けられる。扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継基板
１０５は、扉枠ベースユニット１００を組立てた状態で、扉枠主中継基板１０４と扉枠副
中継基板１０５の上下に延びている部位とが、扉枠中継基板カバー１０７によって後側が
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被覆された状態となり、扉枠副中継基板１０５の残りの部位が、ファールカバーユニット
１５０によって後側が被覆された状態となる。
【０１０８】
　ハンドル後中継基板１０６は、外形が左右に延びた四角形に形成されており、扉枠ベー
ス１０１の後側における球送給開口１０１ｅの下方でハンドル取付座面１０１ｂの後側に
取付けられる。ハンドル後中継基板１０６は、扉枠主中継基板１０４とハンドルユニット
１８０のハンドル回転検知センサ１８９、ハンドルタッチセンサ１９２、単発ボタン操作
センサ１９４、及び球送給ユニット１４０の球送給ソレノイド１４５との接続を中継する
ためのものである。ハンドル後中継基板１０６は、扉枠ベースユニット１００を組立てた
状態で、ハンドル後中継基板カバー１０８によって後側が被覆された状態となる。
【０１０９】
［３－１ｅ．扉枠中継基板カバー・ハンドル後中継基板カバー・ケーブルカバー］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠中継基板カバー１０７、ハンドル後中継基板カバー１
０８、及びケーブルカバー１０９について、主に図３１乃至図３３を参照して説明する。
扉枠中継基板カバー１０７は、扉枠ベース１０１の後側に取付けることで、扉枠主中継基
板１０４と扉枠副中継基板の一部（逆Ｌ字状の上下に延びている部位）の後側を被覆する
ものである。扉枠中継基板カバー１０７は、前方及び正面視左方が開放された箱状に形成
されている。扉枠ベースユニット１００に組立てた状態では、後側を被覆している扉枠主
中継基板１０４及び扉枠副中継基板１０５の接続端子が扉枠中継基板カバー１０７の内部
に露出しており、開放されている左側から接続ケーブル５０３を内部に挿入して、それら
端子に接続することができる。
【０１１０】
　ハンドル後中継基板カバー１０８は、ハンドル後中継基板１０６の後側を被覆するよう
に扉枠ベース１０１の後側に取付けられるものである。ケーブルカバー１０９は、扉枠補
強ユニット１１０における中間補強フレーム１１４の後側に取付けられ、扉枠主中継基板
１０４と皿ユニット２００の球貸操作ユニット２２０とを接続する配線ケーブル（図示は
省略）を被覆するためのものである。ケーブルカバー１０９は、左右に延びた箱状に形成
されており、前面の左端付近と下面の左右方向中央に、配線ケーブルを通すための開口が
形成されている。
【０１１１】
［３－１ｆ．扉枠補強ユニット］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠補強ユニット１１０について、主に図３１乃至図３３
を参照して詳細に説明する。扉枠補強ユニット１１０は、扉枠ベース１０１の後側に取付
けられることで、平板状の扉枠ベース１０１を補強して、扉枠ベースユニット１００に剛
性を付与している。扉枠補強ユニット１１０は、左右に離間して配置されている上下に延
びた左補強フレーム１１１及び右補強フレーム１１２と、左補強フレーム１１１及び右補
強フレーム１１２の上端同士を連結している左右に延びた上補強フレーム１１３と、左補
強フレーム１１１の下端から上寄りの位置に左端側が取付けられており右補強フレーム１
１２付近まで右方へ延びた中間補強フレーム１１４と、中間補強フレーム１１４の右端と
右補強フレーム１１２とを連結しているシリンダ取付フレーム１１５と、右補強フレーム
１１２の後側に上下に離間して複数取付けられており本体枠４の施錠ユニット６５０の扉
枠用鉤６５２が掛止される鉤掛部材１１６と、を備えている。
【０１１２】
　左補強フレーム１１１及び右補強フレーム１１２は、左右方向が一定の幅で、扉枠ベー
ス１０１の上下の高さと略同じ長さで上下に延びている。右補強フレーム１１２には、上
下方向に離間しており、前後方向に貫通している複数の挿通孔が形成されている。これら
挿通孔は、本体枠４に対して扉枠３を閉めた時に、施錠ユニット６５０の扉枠用鉤６５２
の先端が挿通される。上補強フレーム１１３は、上下方向が一定の幅で、扉枠ベース１０
１の左右の幅と略同じ長さで左右に延びている。
【０１１３】
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　中間補強フレーム１１４は、上下方向が上補強フレーム１１３の上下の幅よりも広い幅
で左右に延びている。中間補強フレーム１１４は、左端付近において上端から下方へ四角
く切欠かれた切欠部１１４ａと、右端付近において前後に貫通している貫通部１１４ｂと
、を有している。切欠部１１４ａは、扉枠ベース１０１の上皿用球通過口１０１ｇと、貫
通部１１４ｂは、扉枠ベース１０１の貫通孔１０１ｊと、夫々一致する位置に形成されて
いる。
【０１１４】
　シリンダ取付フレーム１１５は、左右に離間して配置されており正面視において上下に
延びた四角形の平板状に形成されている一対の後片部と、一対の後片部の対面している夫
々の辺から前方へ平板状に延出している一対の側片部と、一対の前方延出部の前端の辺同
士を連結している平板状の前片部と、を備えている。このシリンダ取付フレーム１１５は
、平面視の形状が前方へ突出した凸形状に形成されている。シリンダ取付フレーム１１５
は、左側の後片部が中間補強フレーム１１４の右端に取付けられ、右側の後片部が右補強
フレーム１１２に取付けられる。このシリンダ取付フレーム１１５は、前片部にシリンダ
錠１３０が取付けられる。
【０１１５】
　鉤掛部材１１６は、右補強フレーム１１２の後側において、前後に貫通している挿通孔
の部位に取付けられている。これら鉤掛部材１１６は、施錠ユニット６５０の扉枠用鉤６
５２が掛止される。
【０１１６】
　扉枠補強ユニット１１０を構成している左補強フレーム１１１、右補強フレーム１１２
、上補強フレーム１１３、中間補強フレーム１１４、シリンダ取付フレーム１１５、及び
鉤掛部材１１６は、金属板をプレス成型によって打抜き・屈曲することで形成されている
。これらは、リベットによって組立てられている。
【０１１７】
　扉枠補強ユニット１１０は、左補強フレーム１１１、右補強フレーム１１２、及び上補
強フレーム１１３が、扉枠ベース１０１の左辺、右辺、及び上辺に沿うように組立てられ
ていると共に、中間補強フレーム１１４が、扉枠ベース１０１の扉窓１０１ａの下方に位
置するように組立てられている。
【０１１８】
　扉枠補強ユニット１１０は、図示しない複数のビスにより扉枠ベース１０１の後側に取
付けられる。この扉枠補強ユニット１１０は、扉枠ベース１０１に取付けた状態で、中間
補強フレーム１１４の切欠部１１４ａ及び貫通部１１４ｂが、扉枠ベース１０１の上皿用
球通過口１０１ｇ及び貫通孔１０１ｊと一致した状態となると共に、シリンダ取付フレー
ム１１５が、扉枠ベース１０１の挿入凹部１０１ｃ内に挿入された状態となる。
【０１１９】
［３－１ｇ．扉枠上ヒンジ組立体］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠上ヒンジ組立体１２０について、主に図３１乃至図３
３を参照して説明する。扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠補強ユニット１１０の正面視
左上隅に取付けられる。扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠３を、扉枠下ヒンジ部材１２
５と協働して本体枠４に対してヒンジ回転可能に取付けるためのものである。扉枠上ヒン
ジ組立体１２０は、扉枠補強ユニット１１０に取付けられるヒンジブラケット１２１と、
ヒンジブラケット１２１に上下方向へ移動可能に取付けられる扉枠上ヒンジピン１２２と
、扉枠上ヒンジピン１２２に取付けられる鍔部材１２３と、扉枠上ヒンジピン１２２を上
方へ移動するように付勢しているロックバネ１２４と、を備えている。
【０１２０】
　ヒンジブラケット１２１は、正面視四角形の平板状の取付片１２１ａと、取付片１２１
ａの上辺及び下辺から前方へ延出している平板状の突出片１２１ｂと、を備えている。ヒ
ンジブラケット１２１は、取付片１２１ａが扉枠補強ユニット１１０に取付けられる。ヒ
ンジブラケット１２１は、金属板を屈曲させて形成されている。
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【０１２１】
　扉枠上ヒンジピン１２２は、円柱状の金属棒をＬ字状に屈曲させたものである。扉枠上
ヒンジピン１２２は、扉枠上ヒンジ組立体１２０に組立てた状態で、上下に延びている部
位が、ヒンジブラケット１２１における一対の突出片１２１ｂの前端付近において下方か
ら貫通し、上端が上側の突出片１２１ｂよりも上方へ延び出していると共に、水平に延び
ている部位が下側の突出片１２１ｂの下面に当接している。扉枠上ヒンジピン１２２は、
上端が本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０における上ヒンジ本体５１１の扉枠用上ヒン
ジ孔５１１ａに回転可能に挿通される。
【０１２２】
　鍔部材１２３は、Ｅリングとされており、扉枠上ヒンジピン１２２における一対の突出
片１２１ｂの間となる部位に取付けられている。ロックバネ１２４は、コイル状に形成さ
れており、鍔部材１２３とヒンジブラケット１２１における下側の突出片１２１ｂとの間
において扉枠上ヒンジピン１２２の上下に延びている部位の周りに被せられている。この
ロックバネ１２４により、鍔部材１２３を介して扉枠上ヒンジピン１２２が上方へ付勢さ
れている。
【０１２３】
　扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２がロックバネ１２４により上方
へ付勢された状態となっており、扉枠上ヒンジピン１２２における下端の水平に延びてい
る部位が下側の突出片１２１ｂの下面に当接することで、これ以上の上方への移動が規制
されている。この状態では、扉枠上ヒンジピン１２２の上端が、上側の突出片１２１ｂの
上面よりも所定量上方に突出している。
【０１２４】
　扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２における下端の水平に延びてい
る部位を、ロックバネ１２４の付勢力に抗してその部位を下方へ移動させると、扉枠上ヒ
ンジピン１２２を全体的に下方へ移動させることができ、扉枠上ヒンジピン１２２の上端
を、上側の突出片１２１ｂの上面よりも下方へ没入させることができる。従って、扉枠上
ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２の上端を、本体枠上ヒンジ部材５１０の
扉枠用上ヒンジ孔５１１ａに対して下方から挿入させたり、下方へ抜いたりすることがで
きる。これにより、扉枠上ヒンジピン１２２の上端を、本体枠上ヒンジ部材５１０の扉枠
用上ヒンジ孔５１１ａに挿入させることで、扉枠３の正面視上部左端を、本体枠４に対し
てヒンジ回転可能に支持させることができる。
【０１２５】
　また、扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２における上下に延びてい
る部位が、後述する扉枠下ヒンジ部材１２５の扉枠下ヒンジピン１２６と同軸上に位置し
ている。これにより、扉枠上ヒンジピン１２２と扉枠下ヒンジピン１２６とによって、扉
枠３を本体枠４に対して良好な状態でヒンジ回転させることができる。
【０１２６】
［３－１ｈ．扉枠下ヒンジ部材］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠下ヒンジ部材１２５について、主に図３１乃至図３３
を参照して説明する。扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠補強ユニット１１０の正面視左下
隅に取付けられる。扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠３を、扉枠上ヒンジ組立体１２０と
協働して本体枠４に対してヒンジ回転可能に取付けるためのものである。
【０１２７】
　扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠補強ユニット１１０に取付けられ正面視四角形で平板
状の取付片１２５ａと、取付片１２５ａの下辺から前方へ延出している平板状の突出片１
２５ｂと、突出片１２５ｂの前端付近の下面から下方へ突出している扉枠下ヒンジピン１
２６（図２２等を参照）と、を備えている。
【０１２８】
　扉枠下ヒンジ部材１２５の取付片１２５ａ及び突出片１２５ｂは、金属板を屈曲させて
形成されている。扉枠下ヒンジピン１２６は、円柱状の金属棒で、下端部の外周にテーパ
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状の面取りが施されている。この扉枠下ヒンジピン１２６は、扉枠ベースユニット１００
に組立てた状態で、突出片１２５ｂにおける扉枠上ヒンジ組立体１２０の扉枠上ヒンジピ
ン１２２の上下に延びている部位と同軸上となる部位に取付けられている。
【０１２９】
　この扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠下ヒンジピン１２６を本体枠側下ヒンジ部材の扉
枠用ヒンジ孔に挿入することで、扉枠３を本体枠４に対してヒンジ回転可能に支持するこ
とができる。
【０１３０】
［３－１ｉ．シリンダ錠］
　扉枠ベースユニット１００のシリンダ錠１３０について、主に図３１乃至図３３を参照
して詳細に説明する。シリンダ錠１３０は、扉枠補強ユニット１１０のシリンダ取付フレ
ーム１１５に取付けられ、後述する施錠ユニット６５０と協働して、扉枠３と本体枠４と
の開閉、及び、外枠２と本体枠４との開閉施錠に使用されるものである。シリンダ錠１３
０は、前後に延びた円柱状のシリンダ本体１３１と、シリンダ本体１３１の前端面に形成
されている鍵穴１３２と、シリンダ本体１３１の後側に取付けられており鍵穴１３２に挿
入され正規の鍵を回転させると一緒に回転する回転伝達部材１３３と、を備えている。
【０１３１】
　シリンダ錠１３０のシリンダ本体１３１は、シリンダ取付フレーム１１５の前片部を後
方から貫通して後端が前片部に取付けられている。回転伝達部材１３３は、後方が開放さ
れた円筒状（詳しくは、後方へ向かうに従って直径が大きくなる円錐筒状）に形成されて
おり、中心軸を挟んで対向した位置に後端から前方へ向かって切欠かれた一対の切欠部を
有している。回転伝達部材１３３は、本体枠４における施錠ユニット６５０の伝達シリン
ダ６５４が後方から挿入されるように形成されており、伝達シリンダ６５４の一対の突起
が一対の切欠部内に挿入されることで、回転伝達部材１３３（鍵穴１３２に挿入された鍵
）の回転を、伝達シリンダ６５４に伝達させて回転させることができる。
【０１３２】
　シリンダ錠１３０は、扉枠３に組立てた状態で、シリンダ本体１３１の前端が皿ユニッ
ト２００における皿ユニット本体２５２のシリンダ挿通口２５２ｈの前端と略一致した状
態となる（図２２等を参照）。
【０１３３】
［３－１ｊ．球送給ユニット］
　扉枠ベースユニット１００の球送給ユニット１４０について、主に図３４及び図３５を
参照して詳細に説明する。図３４（ａ）は扉枠ベースユニットの球送給ユニットを前から
見た斜視図であり、（ｂ）は球送給ユニットを後ろから見た斜視図である。図３５（ａ）
は球送給ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は球送給ユニットの後
ケースと不正防止部材を外して後から見た分解斜視図である。球送給ユニット１４０は、
皿ユニット２００の上皿２０１から供給される遊技球Ｂを一つずつ本体枠４の球発射装置
５４０へ供給することができると共に、上皿２０１内に貯留された遊技球Ｂを、上皿球抜
ボタン２２２の操作によって下皿２０２へ抜くことができるものである。
【０１３４】
　球送給ユニット１４０は、皿ユニット２００の上皿２０１から遊技球Ｂが供給され前後
方向に貫通している進入口１４１ａ、及び進入口１４１ａの下側に開口する球抜口１４１
ｂを有し後方が開放された箱状の前カバー１４１と、前カバー１４１の後端を閉鎖すると
共に前方が開放された箱状で、前後方向に貫通している前カバー１４１の進入口１４１ａ
から進入した遊技球Ｂを球発射装置５４０へ供給するための打球供給口１４２ａを有した
後カバー１４２と、後カバー１４２及び前カバー１４１の間で前後方向へ延びた軸周りに
回動可能に軸支され前カバー１４１の後側で進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間を仕
切る仕切部１４３ａを有した球抜部材１４３と、球抜部材１４３の仕切部１４３ａ上の遊
技球Ｂを一つずつ後カバー１４２の打球供給口１４２ａへ送り、前カバー１４１と後カバ
ー１４２との間で上下方向へ延びた軸周りに回動可能に支持された球送給部材１４４と、
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球送給部材１４４を回動させる球送給ソレノイド１４５と、を備えている。
【０１３５】
　この球送給ユニット１４０は、図示するように、正面視で、球送給部材１４４が進入口
１４１ａの右側に配置されており、球送給部材１４４の左側に球抜部材１４３が、球送給
部材１４４の右側に球送給ソレノイド１４５が夫々配置されている。
【０１３６】
　球送給ユニット１４０の前カバー１４１は、正面視で球抜口１４１ｂの左側に、球抜部
材１４３の回転中心に対して同心円状に形成された円弧状のスリット１４１ｃを備えてお
り、このスリット１４１ｃから後述する球抜部材１４３の作動棹１４３ｃが前方へ延びだ
すようになっている。また、前カバー１４１は、進入口１４１ａの上縁から上側が上方へ
延びだしており、扉枠３を組立てた際に、上皿球抜後ユニット２４０における後ベース２
４１の球送給誘導路２４１ｂ及び球抜誘導路２４１ｃの上流端側の後方へ開放されている
部位を後側から閉鎖するように形成されている。
【０１３７】
　球抜部材１４３は、進入口１４１ａよりも下側で進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの
間を仕切り上面が球送給部材１４４の方向へ向かって低くなる仕切部１４３ａと、仕切部
１４３ａの球送給部材１４４とは反対側の端部から下方へ延出すると共に上下方向の中間
付近から球抜口１４１ｂの下側中央へ向かってく字状に屈曲し下端が前後方向へ延びた軸
周りに回動可能に支持される回動棹部１４３ｂと、回動棹部１４３ｂの上端から前方へ向
かって突出する棒状の作動棹１４３ｃと、作動棹１４３ｃよりも下側で回動棹部１４３ｂ
の側面から仕切部１４３ａとは反対側へ突出した錘部１４３ｄと、を備えている。球抜部
材１４３の作動棹１４３ｃは、前カバー１４１に形成された円弧状のスリット１４１ｃを
通して前方へ突出するように形成されている（図３４（ａ）を参照）。作動棹１４３ｃは
、扉枠ベース１０１の球送給開口１０１ｅを介して皿ユニット２００の上皿球抜ボタン２
２２の押圧操作によって下方へ移動する上皿球抜スライダ２４２の作動伝達部２４２ｂの
上端（上面）と当接する。
【０１３８】
　球送給部材１４４は、進入口１４１ａ及び球抜部材１４３の仕切部１４３ａの方を向き
上下方向へ延びた回転軸芯を中心とした平面視が扇状の遮断部１４４ａと、遮断部１４４
ａの後端から回転軸芯側へ円弧状に窪んだ球保持部１４４ｂと、球保持部１４４ｂの後端
から下方へ延出する棒状の棹部１４４ｃと、を備えている。球送給部材１４４における遮
断部１４４ａと球保持部１４４ｂは、夫々回転軸芯を中心とした約１８０゜の角度範囲内
に隣接して形成されている。また、球送給部材１４４の球保持部１４４ｂは、一つの遊技
球Ｂを保持可能な大きさとされている。球送給部材１４４は、球送給ソレノイド１４５の
駆動によって回転軸芯と偏芯した位置に配置された棹部１４４ｃが左右方向へ移動させら
れることで、回転軸芯周りに回動する。
【０１３９】
　この球送給部材１４４は、遮断部１４４ａが仕切部１４３ａの方向を向くと同時に球保
持部１４４ｂが打球供給口１４２ａと連通した方向を向いた供給位置と、球保持部１４４
ｂが仕切部１４３ａの方向へ向いた保持位置との間で回動するようになっている。球送給
部材１４４が供給位置の時には、球保持部１４４ｂに保持された遊技球Ｂが、打球供給口
１４２ａから球発射装置５４０へ供給されると共に、進入口１４１ａから仕切部１４３ａ
上に進入した遊技球Ｂが、遮断部１４４ａによって球保持部１４４ｂ（打球供給口１４２
ａ）側への移動が遮断されて仕切部１４３ａ上に留まった状態（待機位置に留まった状態
）となる。一方、球送給部材１４４が保持位置へ回動すると、球保持部１４４ｂが仕切部
１４３ａの方向を向くと共に、球保持部１４４ｂの棹部１４４ｃ側の端部が打球供給口１
４２ａを閉鎖した状態となり、待機位置である仕切部１４３ａ上の遊技球Ｂが一つだけ球
保持部１４４ｂ内に保持される。
【０１４０】
　また、球送給ユニット１４０は、球送給ソレノイド１４５の駆動（通電）によって先端
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が上下方向へ揺動する球送給作動桿１４６と、球送給作動桿１４６における上下方向へ揺
動する先端の動きによって前後方向へ延びた軸周りに回動すると共に、球送給部材１４４
を上下方向へ延びた軸周りに回動させる球送給クランク１４７と、を備えている。
【０１４１】
　球送給作動棹１４６は、球送給ソレノイド１４５の下方の部位に鉄板１４６ａを備えて
いる。球送給作動棹１４６は、左右に延びており、球送給クランク１４７とは反対側の端
部（右端部）が前後に延びた軸周りに回転可能に前カバー１４１及び後カバー１４２に取
付けられている。球送給作動棹１４６は、球送給ソレノイド１４５が駆動されると、発生
する磁力によって鉄板１４６ａが球送給ソレノイド１４５の方（上方）へ引寄せられ、右
端部を中心にして球送給クランク１４７に近い左端部側が上方へ移動するように回動する
。その後、球送給ソレノイド１４５の駆動が解除されると、磁力が消滅することによって
鉄板１４６ａの自重が作用して、右端部を中心にして球送給クランク１４７に近い左端部
側が下方へ移動するように回動して初めの状態に復帰する。これにより、球送給作動棹１
４６は、球送給ソレノイド１４５によって、球送給クランク１４７に近い左端部（先端）
が上下方向に揺動することとなる。
【０１４２】
　球送給クランク１４７は、球送給作動桿１４６の上下動する先端と係合可能とされ左右
方向へ延びた係合部１４７ａと、係合部１４７ａの球送給作動桿１４６と係合する側とは
反対側に配置され前カバー１４１と後カバー１４２との間で前後方向へ延びた軸周りに回
動可能に軸支される軸部１４７ｂと、軸部１４７ｂから上方へ延出しており、球送給部材
１４４における回動中心に対して偏芯した位置から下方へ突出する棒状の棹部１４４ｃ（
図３５（ｂ）を参照）と係合する伝達部１４７ｃと、を備えている。
【０１４３】
　この球送給ユニット１４０は、球送給ソレノイド１４５の駆動により球送給作動棹１４
６の先端（左端）を上方へ移動させることで、球送給作動棹１４６を介して球送給クラン
ク１４７を前後に延びた軸周りに回動させることができる。
【０１４４】
　球送給ユニット１４０は、球送給ソレノイド１４５の非駆動時（通常時）では、球送給
作動桿１４６が球送給ソレノイド１４５の下端から離れて先端が下方へ位置した状態とな
り、この状態では球送給部材１４４が供給位置に位置した状態となる。また、球送給ソレ
ノイド１４５の駆動時では、球送給作動桿１４６が球送給ソレノイド１４５の下端に吸引
されて先端（左端）が上方へ位置した状態となり、球送給部材１４４が保持位置へ回動す
る。つまり、球送給ソレノイド１４５が駆動される（ＯＮの状態）と、球送給部材１４４
が待機位置にある遊技球Ｂを一つ受入れ、球送給ソレノイド１４５の駆動が解除される（
ＯＦＦの状態）と、球送給部材１４４が受入れた遊技球Ｂを球発射装置５４０側へ送る（
供給する）ことができる。この球送給ユニット１４０における球送給ソレノイド１４５の
駆動は、払出制御基板６３３の発射制御部６３３ｂ（図１０２を参照）により発射ソレノ
イド５４２の駆動制御と同期して制御される。
【０１４５】
　また、球送給ユニット１４０は、回動可能に軸支されている球抜部材１４３か、錘部１
４３ｄによって正面視反時計周りの方向へ回転するようなモーメントがかかるようになっ
ている。しかしながら、球抜部材１４３の前方へ突出している作動棹１４３ｃが、皿ユニ
ット２００の上皿球抜ボタン２２２の押圧操作によって動作する上皿球抜スライダ２４２
の作動伝達部２４２ｂの上端と当接することで、その回動が規制されているため、通常の
状態では、球抜部材１４３の仕切部１４３ａが進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間に
位置して仕切っており、球抜口１４１ｂ側へ遊技球Ｂが侵入することはない。
【０１４６】
　そして、遊技者が、皿ユニットの上皿球抜ボタンを下方へ押圧操作すると、上皿球抜ス
ライダが作動伝達部と共に下方へスライドし、作動伝達部の下方への移動に伴って作動棹
１４３ｃも相対的に下方へ移動することとなる。作動伝達部と共に作動棹１４３ｃが下方
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へ移動すると、球抜部材１４３が正面視反時計周りの方向へ回動し、仕切部１４３ａが進
入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間から移動して仕切りが解除される。これにより、進
入口１４１ａから進入した遊技球Ｂが、球抜口１４１ｂ側へ落下し、球抜口１４１ｂから
皿ユニット２００における上皿球抜後ユニット２４０の球抜誘導路２４１ｃへと排出され
、下皿球供給口２１１ｃを介して下皿２０２へ排出（供給）させることができる。
【０１４７】
　なお、球抜部材１４３の作動棹１４３ｃが当接する作動伝達部２４２ｂが形成されてい
る上皿球抜スライダ２４２は、バネ２４３によって上方へ付勢されているので、仕切部１
４３ａ上に遊技球Ｂが勢い良く供給されても、その衝撃を、作動棹１４３ｃを介してバネ
２４３によって吸収させることができ、球抜部材１４３等が破損するのを防止することが
できると共に、遊技球Ｂが仕切部１４３ａで跳ね返るのを防止することができる。
【０１４８】
　また、球送給ユニット１４０は、後カバー１４２における打球供給口１４２ａの背面視
で右上に前方へ窪んだ矩形状の取付凹部１４２ｂ（図３５（ｂ）等を参照）が形成されて
いると共に、その取付凹部１４２ｂ内に第１の不正防止手段たる操作線無効化部材７００
が収容されるように取付けられている。球送給ユニット１４０の操作線無効化部材７００
は、工具鋼やステンレス等の硬質の金属板により形成されており、後カバー１４２の取付
凹部１４２ｂ内に対して後側から脱着可能に取付けられている。なお、ここで、操作線の
無効化とは、操作線を切断又は挟止（挟んで止める）又は絡める（巻き取る）又はホット
メルト等で接着する等して不正球の操作が正常に行えない状態にすることをいう。
【０１４９】
　操作線無効化部材７００は、正面視の外形が左右に延びた長方形状に形成されており、
右辺から左方へ所定距離の間において、上下方向略中央で上下に分離している第一片部７
０１及び第二片部７０２と、第一片部７０１及び第二片部７０２の互いに対向している辺
の先端側（正面視右端側）でＣ面取り状に夫々形成されている傾斜部７０３と、を備えて
いる。操作線無効化部材７００の第一片部７０１は、操作線無効化部材７００の平板面に
対して、図３５（ａ）において正面視右端が後方へ突出するように屈曲させられている。
一方、第二片部７０２は、操作線無効化部材７００の平板面と同一面上に延びている。こ
れにより、平面視において、第一片部７０１と第二片部７０２とによって、右方に向かう
に従ってＶ字状に広がる剪断部７００ｖを形成している。
【０１５０】
　操作線無効化部材７００は、後カバー１４２の取付凹部１４２ｂに取付けられることで
、第一片部７０１と第二片部７０２とで形成されるＶ字状の剪断部７００ｖが打球供給口
１４２ａ内と連通した状態となる。
【０１５１】
　この操作線無効化部材７００によれば、柔軟な紐状の操作線（糸、ピアノ線、ワイヤー
あるいはカテーテル等の線状部材）を取付けた不正球（遊技球か又はそれとほぼ同径の金
属球又はそれとほぼ同径の合成樹脂球）を、上皿２０１から球送給ユニット１４０を介し
て球発射装置５４０により遊技領域５ａ内に打込み、不正球に取付けられた上皿２０１側
に出ている操作線を操作して、不正球を用いて不正な球流路を形成したり、不正球を第一
始動口２００２等に出し入れさせるような不正行為が行われる際に、球発射装置５４０に
より遊技領域５ａに到達可能な強さで発射（打球）された不正球の勢いによって、不正球
に取付けられた操作線を、第一片部７０１と第二片部７０２との間に挿入させた上で、第
一片部７０１と第二片部７０２とによって形成された剪断部７００ｖの狭くなった部位に
よりハサミのごとくに切断させることができ、そうして操作線を無効化して不正球を用い
た不正行為が行われるのを抑止することができる。
　なお、球送給ユニット１４０に設けられる第１の不正防止手段としては、上記した形態
のものに限らず、他の形態であってもよい。例えば、不正球に取付けられた操作線を切断
或は狭止して、不正行為を抑止する構成であれば、金属板を上述と異なる形態に屈曲させ
たり、折り曲げた操作線無効化部材７００を設ける構成としてもよいし、不正球に取付け
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られた操作線を切断或は狭止し得る形状を有した樹脂成型部材を、金属板に代えて設ける
構成としてもよい。
　また、不正球がアクリル等の合成樹脂製である場合には、球送給ユニット１４０の前記
待機位置（前記仕切部１４３ａ上）にある金属製の遊技球を非接触タイプ（例えば近接ス
イッチ）のセンサーで検知し、その検知信号を電動送給手段たる球送給ソレノイド１４５
の駆動条件に加えることで不正球の発射自体を防止することができる。非接触タイプのセ
ンサーでは合成樹脂製の不正球が検知されず、球送給ソレノイド１４５が球送給用の駆動
を行わないためである。
【０１５２】
［３－１ｋ．ファールカバーユニット］
　扉枠ベースユニット１００のファールカバーユニット１５０について、主に図３６Ａ及
び図３６Ｂを参照して詳細に説明する。図３６Ａ（ａ）は扉枠ベースユニットのファール
カバーユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）はファールカバーユニットを後ろから
見た斜視図である。また、図３６Ｂ（ａ）はファールカバーユニットを蓋部材を外して前
から見た分解斜視図であり、（ｂ）はファールカバーユニットを蓋部材を外して後ろから
見た分解斜視図である。
【０１５３】
　ファールカバーユニット１５０は、扉枠ベース１０１の後側の下部における背面視右側
に取付けられている。ファールカバーユニット１５０は、球発射装置５４０により所定の
力（遊技領域５ａに到達可能な発射力）より弱い力（遊技領域５ａに到達不能な発射力）
で発射されて遊技盤５の遊技領域５ａ内に到達しなかった遊技球Ｂ（ファール球）を、下
皿２０２に誘導すると共に、払出装置５８０から払出された遊技球Ｂを、上皿２０１又は
下皿２０２に誘導するためのものである。
　ファールカバーユニット１５０は、図示するように、扉枠ベース１０１の後側に取付け
られ前側が開放された浅い箱状のユニット本体１５１と、ユニット本体１５１の前面に取
付けられている平板状の蓋部材１５２と、を備えている。
　ファールカバーユニット１５０は、正面視左上隅において前後に貫通しており本体枠４
の下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常払出通路６１０ａと皿ユニット２００の球
用開口である上皿球供給口２１１ａとを連通させる貫通球通路１５０ａと、貫通球通路１
５０ａの正面視右下側で後方へ向かって開口しており本体枠４の下部満タン球経路ユニッ
ト６１０の下部満タン払出通路６１０ｂと連通可能な満タン球受口１５０ｂと、を備えて
いる。
【０１５４】
　また、ファールカバーユニット１５０は、満タン球受口１５０ｂの正面視右側で上方へ
向かって開口しており本体枠４の球発射装置５４０で発射レール５４４から発射されたに
も関わらず勢い不足で遊技領域５ａ内へ到達することなく該発射レール５４４と外レール
１００１の間に形成されたファール球落下口１０１３に落下した遊技球Ｂ（ファール球）
を受けるファール球受部１５０ｃと、正面視右下隅付近で前方へ向かって開口しており満
タン球受口１５０ｂ及びファール球受部１５０ｃに受入れられた遊技球Ｂを前方へ放出す
ると共に皿ユニット２００の球用開口たる下皿球供給口２１１ｃと連通する球放出口１５
０ｄと、該球放出口１５０ｄ（厳密には後述する貯留通路１５０ｅ）と前記ファール球受
部１５０ｃとをつなぐ連絡通路１５０ｈと、を備えている。この連絡通路１５０ｈは、フ
ァール球受部１５０ｃの底壁１５０ｇの下側に該底壁１５０ｇとは逆の勾配にして配設さ
れた上部通路壁１５０ｉと、該上部通路壁１５０ｉから遊技球ほぼ１個分の間隔を離して
平行に配設された下部通路壁１５０ｊとからなり、始端部がファール球受部１５０ｃの底
壁１５０ｇの下傾端部に上向きに開口し、終端部が貯留通路１５０ｅに対して下向きに開
口する。
　なお、発射レール５４４と外レール１００１の間に開設されたファール球落下口１０１
３からファール球受部１５０ｃと連絡通路１５０ｈと貯留通路１５０ｅを通って球放出口
１５０ｄに至る一連の通路がファール球返却通路であり、これら一連の要素によって返却
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通路部１０１４が形成される。
【０１５５】
　更に、ファールカバーユニット１５０は、ユニット本体１５１及び蓋部材１５２によっ
て、満タン球受口１５０ｂ及びファール球受部１５０ｃと球放出口１５０ｄとの間に形成
されており所定量の遊技球Ｂを貯留可能な広さを有している貯留通路１５０ｅを、備えて
いる。
【０１５６】
　貫通球通路１５０ａは、ユニット本体１５１と蓋部材１５２の両方に跨って形成されて
いる。満タン球受口１５０ｂ及びファール球受部１５０ｃは、ユニット本体１５１に形成
されている。球放出口１５０ｄは、蓋部材１５２に形成されている。貯留通路１５０ｅは
、ユニット本体１５１と蓋部材１５２とで形成されている。
【０１５７】
　また、ファールカバーユニット１５０は、貯留通路１５０ｅの内壁の一部を構成してお
り下端が回動可能にユニット本体１５１及び蓋部材１５２に取付けられている平板状の可
動片１５３と、可動片１５３の貯留通路１５０ｅから遠ざかる方向への回動を検知する満
タン検知センサ１５４と、可動片１５３を貯留通路１５０ｅ側へ付勢しているバネ１５５
と、を備えている。
【０１５８】
　このファールカバーユニット１５０は、皿ユニット２００の下皿２０２内が遊技球Ｂで
一杯になって、球放出口１５０ｄから遊技球Ｂが下皿２０２側へ放出されなくなると、貯
留通路１５０ｅ内にある程度の数の遊技球Ｂを貯留することができる。そして、貯留通路
１５０ｅ内にある程度の数の遊技球Ｂが貯留されると、遊技球Ｂの重さによって可動片１
５３の上端がバネ１５５の付勢力に抗して貯留通路１５０ｅから遠ざかる方向へ移動する
ように可動片１５３が回動し、その回動が満タン検知センサ１５４によって検知される。
これにより、下皿２０２が遊技球Ｂで満タンになっていると判断することができるため、
満タン検知センサ１５４により満タンが検知されると、これ以上の遊技球Ｂの払出しを停
止させると共に、その旨を遊技者や遊技ホールの係員等に報知して、下皿２０２の満タン
を解消させるように促すことができる。
【０１５９】
　また、ファールカバーユニット１５０は、ユニット本体１５１の後側で貫通球通路１５
０ａの下側に取付けられており、本体枠４の後述する払出ユニット５６０における下部満
タン球経路ユニット６１０の払出通路開閉扉６１３の作動突部６１３ａが当接可能な扉開
閉当接部１５０ｆを備えている（図９１を参照）。扉開閉当接部１５０ｆは、後面が下方
へ向かうに従って前方へ移動するように傾斜している。この扉開閉当接部１５０ｆに払出
通路開閉扉６１３の作動突部６１３ａが当接することで、払出通路開閉扉６１３を回動さ
せて下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの下流端（前側開口）を
開放させることができる。
【０１６０】
　また、ファールカバーユニット１５０には、前記操作線Ｌを取付けた不正球Ｑによる不
正を抑止するための第２の不正防止手段たる操作線無効化部材７０００が設けられ、同じ
く前記発射レール５４４と外レール１００１の間に開設されたファール球落下口１０１３
には第３の不正防止手段たる操作線無効化部材７０００Ｈ，７０００Ｓが設けられている
。
【０１６１】
　ファールカバーユニット１５０に設けられた第２の操作線無効化部材７０００は、連絡
通路１５０ｈの上部通路壁１５０ｉとファール球受部１５０ｃの底壁１５０ｇとの間の内
部空間であって、図３７Ｂ拡大図に示したようにユニット本体１５１の取付孔１５１ｈ及
び蓋部材１５２の取付孔１５２ｈに両横の凸部７００１が嵌合支持され且つ上部通路壁１
５０ｉの上面に固着（接着）して取り付けられ、さらに、安全上の配慮から従業員や遊技
機組立作業員等の手が接触困難なように、ユニット本体１５１及び蓋部材１５２によって
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外部からカバーして収容されている。
　具体的な操作線無効化部材７０００は、前記球送給ユニット１４０に設けられた前記操
作線無効化部材７００と同等の構成要素を備えており、図３５の屈曲した第一片部７０１
に相当する第一片部７０１０と、真っ直ぐな第二片部７０２に相当する前記凸部７００１
から延設された第二片部７０２０とによって、連絡通路１５０ｈの球の流下方向と対向す
る向きに開口するＶ字状の剪断部７０００ｖが形成されている。
　なお、本形態のファールカバーユニット１５０は、図３７Ｂ拡大図に示したように、操
作線無効化部材７０００の前記Ｖ字状の剪断部７０００ｖの中心が、ファールカバーユニ
ット１５０を構成する蓋部材１５２の内面とほぼ面一になるように配設されると共にファ
ール球受部１５０ｃの底壁１５０ｇと連絡通路１５０ｈの上部通路壁１５０ｉとの折り返
し部分に操作線無効化部材７０００の剪断部７０００ｖに向けて操作線Ｌを誘導し得るテ
ーパ状の誘導部１５０ｋが設けられている。具体的にはファール球受部１５０ｃの底壁１
５０ｇは、その上面を遊技球が流下するに必要な面幅を有しつつ、上部通路壁１５０ｉと
の折り返し部分に、蓋部材１５２側に向けて操作線無効化部材７０００側に下る第一の傾
斜部１５０ｋａと、その第一の傾斜部１５０ｋａに連続するように蓋部材１５２沿いに操
作線無効化部材７０００の剪断部７０００ｖに向かって幅が狭くなる先窄み形状（操作線
Ｌを捕獲し得る形状）の第二の傾斜部１５０ｋｂと、からなるテーパ状の誘導部１５０ｋ
を有している。そして、この誘導部１５０ｋに不正球Ｑの転がりや外部からの引張りで張
力を受けた操作線Ｌが巻回状に摺接すると、操作線Ｌに加わる張力によって前記第一の傾
斜部１５０ｋａから第二の傾斜部１５０ｋｂを滑るようにして該操作線Ｌが操作線無効化
部材７０００に誘導される。これにより、操作線Ｌを操作線無効化部材７０００で確実に
捉えることができる。このようにして正常なファール球の円滑な流下と、不正球Ｑに取り
付けられた操作線Ｌの誘導を担っている。なお、操作線Ｌをより捕獲しやすくするために
、誘導部１５０ｋの第一の傾斜部１５０ｋａと第二の傾斜部１５０ｋｂの角部を湾曲状に
形成しておくようにしてもよい。
【０１６２】
　ファールカバーユニット１５０に設けられた第２の操作線無効化部材７０００は以上の
ように構成されているため、下皿球供給口２１１ｃから遊技領域５ａに連通する空間を用
いて、操作線Ｌを取付けた不正球Ｑを遊技領域５ａに侵入させるとともに、下皿球供給口
２１１ｃ側に出ている操作線Ｌを操作して、不正球Ｑを用いて不正な球流路を形成したり
、不正球Ｑを第一始動口等に出し入れさせるような不正行為を抑止することができる。
　例えば、下皿球供給口２１１ｃからセル板等の専用工具を使って不正球Ｑを返却通路部
１０１４に押し込んで逆流させて球発射装置５４０の発射位置に送り込むような不正行為
（以下「不正行為Ａ」という。）が行われた場合、不正球Ｑが連絡通路１５０ｈの上部通
路壁１５０ｉとファール球受部１５０ｃの底壁１５０ｇとの折り返し部分を越えて発射レ
ール５４４の発射位置に向かうと、それに引っ張られて（張力が負荷されて）操作線Ｌが
同折り返し部分に沿ってＵターン状に回り込む。そうすると操作線Ｌが、誘導部１５０ｋ
のテーパに沿って操作線無効化部材７０００に案内され、第一片部７０１０と第二片部７
０２０によるＶ字状の剪断部７０００ｖに入り込んで最終的に切断され、結果的に操作線
Ｌが操作できなくなるから不正球Ｑを用いた不正行為を抑止することが可能となる。
　また、操作線Ｌに複数の不正球Ｑをつなげてそのうちの１つを打球供給口１４２ａから
発射位置に送り込み、それを意図的にファール球にして、球用開口である下皿球供給口２
１１ｃからファール球となった不正球に繋げられた操作線Ｌを掴んで後続の不正球Ｑを遊
技領域５ａに発射する不正行為（以下「不正行為Ｂ」という。）が行われた場合にも、連
絡通路１５０ｈの上部通路壁１５０ｉとファール球受部１５０ｃの底壁１５０ｇとの折り
返し部分に存在する操作線Ｌが、後続の不正球Ｑの発射により引っ張られて（張力が負荷
されて）操作線Ｌが同折り返し部分に押し付けられ、上記と同様に操作線Ｌが剪断部７０
００ｖに入り込んで切断され、結果的に操作線Ｌが操作できなくなるから不正球Ｑを用い
た不正行為を抑止することが可能となる。なお、図３７Ａ、図３７Ｂは、不正行為Ｂが行
われた場合を想定した説明図である。また、上記した不正行為Ｂに対しては、第１の不正
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防止手段たる操作線無効化部材７００等がファール球となる不正球Ｑに十分に効果を発揮
できない可能性（例えば、ファール球となる程度の強さで不正球Ｑが発射されても操作線
Ｌが第１の不正防止手段で無効化されない可能性）もあるため、本形態は、第１の不正防
止手段による不正対策を補強する効果も有している。このため、不正行為Ｂを対象にする
場合には、第１、第２の不正防止手段たる操作線無効化部材７００，７０００、さらには
後述する第３の不正防止手段たる操作線無効化部材７０００Ｈ，７０００Ｓを適宜併用す
ることが好ましく、第１の操作線無効化部材７００と、それとは別の第２の操作線無効化
部材７０００或は第３の操作線無効化部材７０００Ｈ，７０００Ｓを一台のパチンコ機１
に一緒に設けるとよい。この場合、第１の操作線無効化部材７００と第２の操作線無効化
部材７０００は、扉枠３側に一緒に且つ外部に露出しない状態に設けられているため目立
ちにくく、従って球詰まり等のトラブルで扉枠３を開いても不正対策情報が漏れにくい。
また、操作線無効化部材７００，７０００は、切れ味の低下等が防犯性能を左右するため
、扉枠３と一緒に交換されるようにすれば防犯性能を維持することが容易である。
【０１６３】
　ところで上記した第１、第２の不正防止手段たる操作線無効化部材７００，７０００は
、剪断部７００ｖ，７０００ｖによって操作線Ｌを切断して無効化するものであるが、操
作線Ｌを挟止させる、すなわち操作線Ｌを例えば二枚の金属板７０１１，７０２２間に挟
み込んで柔軟な操作線Ｌを押し引き不能又は押し引き困難な状態にして操作線Ｌに繋がる
不正球Ｑを容易に操作できないように無効化するようにしてもよい。
【０１６４】
　具体的には、例えば図３７Ｃ、図３７Ｄに示したように操作線無効化部材７０００を図
３７Ｃ拡大図の斜線部で接合した二枚の金属板７０１１，７０２２で形成し、該金属板７
０１１，７０２２の先端の非接合部前半をＶ字状に拡開させて導入案内部７０３３とし、
非接合部後半を挟止部７０４４とする。このような操作線無効化部材７０００は、蓋部材
１５２の内面に固着して取り付けられ、さらに、安全上の配慮から従業員や遊技機組立者
等の手に接触困難なように、ユニット本体１５１及び蓋部材１５２によって外部からカバ
ーして収容されている。
　かかる操作線無効化部材７０００によれば、図３７Ｄ拡大図に示したように操作線Ｌが
、不正球Ｑに引っ張られて連絡通路１５０ｈの上部通路壁１５０ｉとファール球受部１５
０ｃの底壁１５０ｇとの折り返し部分をＵターン状に回り込むとき、同折り返し部分の誘
導部１５０ｋのテーパに沿って操作線無効化部材７０００に案内され、金属板７０１１と
金属板７０２２の非接合部後半の挟止部７０４４によってピンセットのごとくに挟まれて
挟止される。
　これにより、前述した不正行為Ａにより下皿球供給口２１１ｃから逆流した不正球Ｑが
発射レール５４４の発射位置に到達すること、或は、不正行為Ｂにより意図的にファール
球にした不正球Ｑが球用開口である下皿球供給口２１１ｃに到達することを抑制すること
が可能になると共に、仮にそこまで到達したとしても、操作線Ｌが操作線無効化部材７０
００に挟まれた状態にあるため、下皿球供給口２１１ｃから柔軟な操作線Ｌをいくら押し
入れようとしてもそこで弛むのみであって結果的に操作線Ｌの繰り出し量が調整できない
（遊技領域５ａにぶら下がった不正球Ｑの高さが調整できない）ようになるから不正球Ｑ
を用いた不正行為を抑止することが可能となる。
　なお、上述した形態では、二枚の金属板７０１１，７０２２の先端の非接合部前半をＶ
字状に拡開させて導入案内部７０３３とし、非接合部後半を挟止部７０４４とする構成と
したが、これに代えて、一枚の金属板を板面を重ねるように折り曲げて、折り曲がった一
方の板面の先端部分をＶ字状に拡開させて導入案内部７０３３（誘導部）とし、両板面の
挟幅部分を挟止部７０４４とする構成としてもよい。これにより、上述の不正抑止効果と
同様の効果を奏しつつ、金属板の部品点数を減らすことによる組付作業効率を向上させる
ことができる。
【０１６５】
　また、操作線Ｌを挟止させる操作線無効化部材７０００は、図示しないが図３７Ｄの第
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二の傾斜部１５０ｋｂの隙間に両面テープを設置するか或は硬化しない性質の粘着剤を充
填するなどして粘着部を形成し、そうして第二の傾斜部１５０ｋｂに誘導された操作線Ｌ
が該粘着部に接着されて動けなくなるようにしてもよい。
【０１６６】
　また、操作線Ｌを挟止させる操作線無効化部材７０００は、二枚の金属板７０１１，７
０２２からなる上記のものを、図３７Ｅに示したようにコイルスプリングに変更し、この
コイルスプリングを、前記誘導部１５０ｋの第二の傾斜部１５０ｋｂの誘導方向と自己の
中心軸線とが略直交するように設置して形成してもよい。かかるコイルスプリングの隣合
うコイル同士の間に第二の傾斜部１５０ｋｂで案内された操作線Ｌが嵌り込んで挟止され
る。
　なお、コイルスプリングは、引張りコイルスプリングや捩りコイルスプリングのような
無荷重時に隣合うコイル同士が当接している構造のものが、圧縮コイルスプリングのよう
に圧縮状態にして設置する必要があるものに比べて設置作業上有利である。
　また、コイルスプリングは、無荷重時の真っ直ぐな状態で設置してももちろんよいが、
図３７Ｅに示したように操作線Ｌの進入側のコイル同士が若干拡開する向きに湾曲させて
設置する方が、操作線Ｌの進入が円滑になるため好ましい。
　このように操作線無効化部材７０００をコイルスプリングで形成した場合には、安価に
製造できるため低コストにすることができる。
【０１６７】
　また、上記の操作線無効化部材７０００に対し、球用開口（下皿球供給口２１１ｃ）か
らセル板等の異物を差し込んで該セル板で操作線無効化部材７０００への誘導部１５０ｋ
を塞ごうとするさらなる不正工作が考えられるが、これに対応すべく上述した形態では、
ファール球の返却通路部１０１４の進路変更部分（本形態では下皿球供給口２１１ｃ直上
に対応する部分）に、かかるセル板（異物）が入り込むスリット１０１５を形成している
（図３７Ａ参照）。これにより、球用開口（下皿球供給口２１１ｃ）から異物を差し込ん
で誘導部１５０ｋを塞ごうとするさらなる不正工作も抑止することができる。なお、球用
開口（下皿球供給口２１１ｃ）からセル板等の異物を差し込んで誘導部１５０ｋを塞ごう
とする不正工作の対応としては、上述のスリット１０１５のようにセル板等の異物を取り
込む取り込み口を形成するものに限らず、図３７Ａに二点鎖線で示したように、セル板等
の異物を衝突させて誘導部１５０ｋまでの到達を阻害する突起状の障害部１０１６を設け
る構成として、さらに高度な不正防止が達成できるようにしてもよい。
【０１６８】
　また、これまで説明した第１、第２の操作線無効化部材７００，７０００は、操作線Ｌ
の進入を待って無効化する静的構造になっているが、図３７Ｋ、図３７Ｌ、図３７Ｍ、図
３７Ｎ、図３７Ｐに示したように、不正球Ｑの存在によって操作線Ｌを積極的に無効化す
る動的な操作線無効化部材７０００Ｄにしてもよい。
【０１６９】
　図３７Ｋ、図３７Ｌ、図３７Ｍは、動的な操作線無効化部材７０００Ｄの一つの具体例
を示したものであり、その操作線無効化部材７０００Ｄは、ファール球返却通路（返却通
路部１０１４）の進路変更部（下皿球供給口２１１ｃ直上に対応する角部）に揺動可能に
軸着されている。
【０１７０】
　すなわち、操作線無効化部材７０００Ｄは、図３７Ｋにおいて、水平な板状の球受部２
６４５と、該球受部２６４５の右端に垂直に突設した板状の無効化部２６４６と、球受部
２６４５と無効化部２６４６が交わる角部に形成した軸孔２６４７と、無効化部２６４６
の上縁から右側に突設された前記軸孔２６４７を中心とする弧状の球止部２６４８と、を
有し、前記軸孔２６４７にファールカバーユニット１５０に植設された支持軸２６４９が
回転自在に挿通されていて、図３７Ｌ（ａ）の球受け姿勢から反時計回りに約９０゜回転
した図３７Ｌ（ｂ）のリリース姿勢に揺動し得る。また、操作線無効化部材７０００Ｄに
は、前記球受部２６４５と無効化部２６４６の軸孔２６４７を挟んだ反対側にバランスウ
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ェイト２６５０が設けられており、該バランスウェイト２６５０の付勢によって球受部２
６４５に外力（具体的には遊技球１個分の荷重）が作用しない状態で図３７Ｌ（ａ）の球
受け姿勢が保たれ、一方、球受部２６４５に遊技球１個分の荷重が作用したとき図３７Ｌ
（ｂ）のリリース姿勢に揺動するようになっている。
　また、操作線無効化部材７０００Ｄの無効化部２６４６の端縁は、軸孔２６４７を中心
に旋回してファール球返却通路（返却通路部１０１４）を横切る交差辺部２６５１になっ
ており、操作線無効化部材７０００Ｄが図３７Ｌ（ｂ）のリリース姿勢に揺動したとき該
交差辺部２６５１がファール球返却通路の受部２６５２に嵌まるようになっている。
【０１７１】
　以上の動的な操作線無効化部材７０００Ｄを備えたファールカバーユニット１５０に通
常のファール球が流入した場合は、該ファール球が図３７Ｌ（ａ）のようにファール球返
却通路の連絡通路１５０ｈを流下し、進路変更部で下向きに進路を変えた直後に球受け姿
勢にある操作線無効化部材７０００Ｄの球受部２６４５に載る。このファール球の荷重に
より操作線無効化部材７０００Ｄが支持軸２６４９を中心に反時計回りに回動して図３７
Ｌ（ｂ）のリリース姿勢に変わる。そうすると操作線無効化部材７０００Ｄの球受部２６
４５に載っていたファール球が下流の貯留通路１５０ｅに放出されるため、該ファール球
から解放された操作線無効化部材７０００Ｄがバランスウェイト２６５０の付勢により元
の球受け姿勢に復動する。
　なお、まれに複数のファール球が一度に発生する場合があるが、そうした場合でも先の
ファール球が操作線無効化部材７０００Ｄで処理される間、後のファール球が図３７Ｌ（
ｂ）のように弧状の球止部２６４８で止められ、操作線無効化部材７０００Ｄが復動して
から続けて処理される。したがってファール球が複数個同時に発生しても、一個ずつ順番
に支障なく処理することができる。
【０１７２】
　次に、動的な操作線無効化部材７０００Ｄを備えたファールカバーユニット１５０に上
記した不正行為Ｂ（操作線Ｌに複数の不正球Ｑをつなげてそのうちの１つを打球供給口１
４２ａから発射位置に送り込み、その不正球を意図的に弱く発射することによりファール
球にして球用開口である下皿球供給口２１１ｃから取り出し、さらにその不正球に繋げら
れた操作線Ｌを掴んで後続の不正球Ｑを遊技領域５ａに発射する不正行為）による不正球
Ｑが流入した場合は、該不正球Ｑが図３７Ｍ（ａ）のように連絡通路１５０ｈを流下し、
進路変更部で下向きに進路を変えた直後に球受け姿勢にある操作線無効化部材７０００Ｄ
の球受部２６４５に載る。そしてこの不正球Ｑの荷重により操作線無効化部材７０００Ｄ
が支持軸２６４９を中心に反時計回りに回動して図３７Ｍ（ｂ）のリリース姿勢に変わる
。このとき操作線無効化部材７０００Ｄの無効化部２６４６も回動し、その端縁の交差辺
部２６５１がファール球返却通路を横切って通路側の受部２６５２に嵌まるが、交差辺部
２６５１がファール球返却通路を横切る際、そこを通る操作線Ｌも当然に横切るため、該
操作線Ｌが図３７Ｍ（ｂ）のように交差辺部２６５１と受部２６５２の間に挟まって動け
ない状態（挟止）になる。そうすると操作線Ｌに繋がっている不正球Ｑが落下不能になる
ため、操作線無効化部材７０００Ｄの球受部２６４５が不正球Ｑから解放されずにリリー
ス姿勢を継続することになる。もちろん操作線無効化部材７０００Ｄは、球用開口たる下
皿球供給口２１１ｃから手を入れても届かない位置にあるため、この位置に止まる不正球
Ｑが外部から取り出されるおそれはない。
　なお、交差辺部２６５１と受部２６５２の間で操作線Ｌを蛇行させるなどして操作線Ｌ
の逆進が困難になるようにしておけば、操作線無効化部材７０００Ｄに捕捉された状態の
不正球Ｑを打球供給口１４２ａ側に引き戻すことも困難になる。これにより操作線無効化
部材７０００Ｄに残った不正球Ｑを証拠球として保存・回収することができる。
【０１７３】
　以上の動的な操作線無効化部材７０００Ｄは、不正球Ｑの自重を利用したものであるが
、該操作線無効化部材７０００Ｄを図３７Ｎに示したように電動駆動手段で作動させるよ
うにしてもよい。
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　すなわち図３７Ｎの操作線無効化部材７０００Ｄは、前記のバランスウェイト２６５０
を設けた部分に電動駆動手段たるソレノイド２６５３のプランジャ２６５４を連結すると
共に操作線無効化部材７０００Ｄの無効化部２６４６に球検出器２６５５を設けてなり、
球受部２６４５に遊技球が載ってそれが球検出器２６５５によって検出されるとソレノイ
ド２６５３のプランジャ２６５４が上昇して操作線無効化部材７０００Ｄが球受け姿勢か
らリリース姿勢に変化し、また、球受部２６４５から遊技球が放出されてそれが球検出器
２６５５によって検出（遊技球有りから無しへの信号の変化）されるとソレノイド２６５
３のプランジャ２６５４が下降して操作線無効化部材７０００Ｄがリリース姿勢から球受
け姿勢に復動するようになっている。
　斯かる操作線無効化部材７０００Ｄの球受部２６４５に正常なファール球が載った場合
は、ファール球の発生と放出が球検出器２６５５の信号の変化によって検出され、それを
受けてソレノイド２６５３が適宜作動するため、自重利用の操作線無効化部材７０００Ｄ
と同様にファール球が一個ずつ処理される。
　一方、操作線無効化部材７０００Ｄの球受部２６４５に不正球Ｑが載った場合は、不正
球Ｑが球検出器２６５５で検出されるため、ソレノイド２６５３のプランジャ２６５４が
上昇して操作線無効化部材７０００Ｄが不正球Ｑを伴ってリリース姿勢に変化するものの
、上記のように操作線Ｌが無効化部２６４６の交差辺部２６５１と受部２６５２に挟止さ
れて不正球Ｑが落下せず、球検出器２６５５から放出の信号が発せられないため、ソレノ
イド２６５３のプランジャ２６５４が上昇位置に止まる。よって不正球Ｑが狙った球用開
口から取り出せないため、不正を未然に防止することができる。
【０１７４】
　なお、上記した動的な操作線無効化部材７０００Ｄは、無効化部２６４６の交差辺部２
６５１及び／又は受部２６５２に切断刃を設けておくことにより、操作線Ｌを切断して無
効化することができる。また、本形態の操作線無効化部材７０００Ｄは、球受部２６４５
が返却通路部１０４を塞いだ状態で球用開口側からの不正球Ｑの侵入を阻止する機能を有
するため、後述する不正球逆進防止手段として利用することもできる。よって、より高い
不正防止機能を発揮する。
　また、動的な操作線無効化部材７０００Ｄは、上記の構成以外にも、例えば無効化部を
、直線的に進退して連絡通路１５０ｈを開閉するシャッター板構造に形成すると共にその
シャッター板の先端をファール球返却通路を横切る交差辺部となし、また、連絡通路１５
０ｈの流路の途中であって前記交差辺部の可動領域より下流に球検出器を設置すると共に
交差辺部の可動領域を通過した後の不正球Ｑを該球検出器で検出して無効化部を作動させ
るようになし、そうして連絡通路１５０ｈを横切った交差辺部で操作線Ｌを挟止又は切断
させるようにしてもよい。
　また、上記した動的な操作線無効化部材７０００Ｄは、球送給ユニット１４０の第１の
操作線無効化部材７００に適用することもできる。具体的には、球送給ユニット１４０に
設けられている球送給ソレノイド１４５を操作線無効化部材７０００Ｄのソレノイド２６
５３に置き換え、球送給部材１４４を操作線無効化部材７０００Ｄに置き換える。この場
合、不正球Ｑが球送給ユニット１４０内に止まって球発射装置５４０へ供給されなくなる
ため、不正抑止効果を確実に高めることができる。
【０１７５】
　また、図３７Ｐは、動的な操作線無効化部材７０００Ｄであって、操作線Ｌを巻き取っ
て無効化するものである。
　すなわち、この操作線無効化部材７０００Ｄは、ファールカバーユニット１５０の連絡
通路１５０ｈ内に該通路と直交する向きの回転軸２６５６を中心に回転し得るように取り
付けられた角リング状の無効化部２６４６と、該無効化部２６４６を回転させる電動駆動
手段たるモーター２６５７と、該無効化部２６４６の連絡通路１５０ｈを横切る横棒を交
差辺部２６５１として該交差辺部２６５１の可動（回転）領域より下流に設けられた球検
出器２６５５と、からなり、該球検出器２６５５でファール球が検出される度に無効化部
２６４６を１回転させるようにしたものである。
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　斯かる操作線無効化部材７０００Ｄを備えたファールカバーユニット１５０に通常のフ
ァール球が流入した場合は、該ファール球が連絡通路１５０ｈに入って無効化部２６４６
を潜り抜け、そのファール球が球検出器２６５５で検出されることで無効化部２６４６が
１回空回りするが、ファール球はそのまま流下して球用開口から外部に放出される。
　一方、この操作線無効化部材７０００Ｄを備えたファールカバーユニット１５０に上記
した不正行為Ｂによる不正球Ｑが流入した場合は、不正球Ｑが無効化部２６４６を潜った
時点で操作線Ｌも無効化部２６４６を通るため、不正球Ｑが球検出器２６５５で検出され
て無効化部２６４６が１回転すると操作線Ｌが無効化部２６４６に巻き付く。したがって
不正球Ｑが連絡通路１５０ｈ内に止まるため、不正者の手に渡るおそれがない。
　なお、不正球Ｑを検出する球検出器２６５５は、不正球Ｑに付された操作線Ｌの張力を
受けて変位するものでもよく、そうした場合は、不正球Ｑを確実に検出することができる
ため、前記した操作線Ｌを巻き取る操作線無効化部材７０００Ｄの無駄な空回しをなくす
ることができる。
【０１７６】
　以上、動的な操作線無効化部材に関する説明には、次のような技術的思想が含まれる。
　「遊技球で遊技を行う遊技領域と、
　遊技球を発射する球発射装置と、
　前記球発射装置の発射位置から前記遊技領域に連通する発射球通路を形成する発射通路
部と、
　前記発射球通路の途中に開設されたファール球落下口と機前の外部に遊技球を放出する
球用開口とを結ぶファール球返却通路を形成する返却通路部と、
　不正球に付された操作線の機前からの操作を防止し得る不正防止手段と、を備え、
　前記不正防止手段は、前記操作線を挟止又は切断又は巻き取って無効化する操作線無効
化部材であり、
　該操作線無効化部材は、遊技球の前記ファール球返却通路を横切る交差辺部を備えると
共に前記不正球が該交差辺部の可動領域を通過した後に該交差辺部を作動させて前記ファ
ール球返却通路を横切らせるようになし、そうして前記交差辺部で前記ファール球返却通
路を通る前記操作線を挟止又は切断又は巻き取って無効化するものであることを特徴とす
る遊技機。」
【０１７７】
　次に、前記したファール球落下口１０１３に設けられた第３の不正防止手段は、図１０
Ａ、図１０Ｂ、図３７Ａ、図３７Ｉ、図３７Ｊに示したように、発射レール５４４の端部
（終端部）に設けられた操作線無効化部材７０００Ｈと外レール１００１の端部（具体的
には樹脂製のレール基台１００１ｘ）に設けられた操作線無効化部材７０００Ｓとからな
る。
【０１７８】
　発射レール５４４の飛び出し側の端部に設けられた操作線無効化部材７０００Ｈは、鋭
利な切断刃であり、その刃先に作業者の手が直接触れないように金属製の三角プレートを
櫛歯状に並べた安全カバー部１０１７でカバーしてなる。なお、切断刃は、この安全カバ
ー部１０１７によって支持されている。
　したがって、前記のように、下皿球供給口２１１ｃからセル板等の専用工具を使って不
正球Ｑを返却通路部１０１４に押し込んで逆流させ、球発射装置５４０の発射位置に送り
込むような不正行為Ａが行われた場合、不正球Ｑが発射レール５４４の端部に載って傾斜
により転がって発射位置に向かうと、それに引っ張られて（張力が負荷されて）操作線Ｌ
が操作線無効化部材７０００Ｈの切断刃に触れて切断される。よって操作線Ｌが操作でき
なくなる。
　また、操作線Ｌに複数の不正球Ｑをつなげてそのうちの１つを打球供給口１４２ａから
発射位置に送り込み、それを意図的にファール球にして球用開口である下皿球供給口２１
１ｃから不正球Ｑに繋げられた操作線Ｌを掴んで後続の不正球Ｑを遊技領域５ａに発射す
る不正行為Ｂが行われた場合にも、不正球Ｑがファール球となって返却通路部１０１４を
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落下する過程で操作線Ｌが操作線無効化部材７０００Ｈの切断刃に触れるため、その段階
で切断される。よって操作線Ｌが操作できなくなる。
【０１７９】
　一方、外レール１００１を構成する樹脂製のレール基台１００１ｘに設けられた操作線
無効化部材７０００Ｓは、図１０Ａ、図３７Ａ及び図３７Ｉに示したように硬質樹脂製の
線材をブラシ状に多数突設してなる。
　かかる操作線無効化部材７０００Ｓによれば、仮に不正球Ｑが遊技領域５ａに到達して
操作線Ｌにつながった状態でぶら下がり、その操作線Ｌの端を球用開口である下皿球供給
口２１１ｃを介して不正者が掴んでいるとしても、遊技領域５ａの不正球Ｑを上昇させる
べく操作線Ｌを外部から引っ張ったとき、その張力により操作線Ｌが操作線無効化部材７
０００Ｓの線材同士の間に入り込むため、その後、不正球Ｑを下降させるべく操作線Ｌを
操る手の力を緩めても、操作線Ｌが操作線無効化部材７０００Ｓの線材群から受ける抵抗
で滑りにくくなっているから緩めた手の動きが不正球Ｑに伝わらない。つまり遊技領域５
ａにある不正球Ｑが下げられないため、結果的に不正球Ｑを用いた不正行為を抑止するこ
とができる。
【０１８０】
　このように第３の不正防止手段は、不正行為Ａ、Ｂの初期段階で発射レール５４４側の
操作線無効化部材７０００Ｈが効果を発揮し、また、仮にそれが破られたとしても外レー
ル１００１側の操作線無効化部材７０００Ｓが効果を発揮するため、より高度な不正防止
効果が得られる。
　なお、操作線無効化部材７０００Ｈ，７０００Ｓの何れか一方を単独で使用することも
もちろん可能であり、また、操作線無効化部材７０００Ｈと操作線無効化部材７０００Ｓ
の具体的な無効化部材も両形態同士で入れ替えたり、同じ無効化部材を採用してもよい。
　また、操作線無効化部材７０００Ｈ，７０００Ｓを本形態のように別部品化して発射レ
ール５４４や外レール１００１に取り付ける場合の他、例えば発射レール５４４を構成す
る金属板を適宜加工して操作線無効化部材７０００Ｈを一体に形成したり、或は外レール
１００１を構成する樹脂製のレール基台１００１ｘに線材を一体成形するか、または該レ
ール基台１００１ｘの角部に図８ＢのようにＶ溝状の挟止部７０００Ｓｖを刻設し該挟止
部７０００Ｓｖの溝奥に操作線Ｌを誘引して挟止するようにしてもよい。
　さらにまた、外レール１００１の操作線無効化部材７０００Ｓを、図３７Ｊに示したよ
うに第２の操作線無効化部材７０００と同じ構成、例えば図３７Ｃ、図３７Ｄで説明した
二枚の金属板７０１１，７０２２で形成し、外レール１００１のレール基台１００１ｘに
第一の傾斜部１５０ｋａと第二の傾斜部１５０ｋｂとからなる誘導部１５０ｋを設ける構
成にしてもよい。
【０１８１】
　以上、不正球Ｑに取り付けられた操作線Ｌを無効化する第２の操作線無効化部材７００
０を返却通路部１０１４に設ける形態について、また、同じく第３の操作線無効化部材７
０００をファール球落下口１０１３に設ける形態について説明したが、もちろん本発明は
上記形態に限定されるものではない。
　例えば、上記形態では操作線無効化部材７０００をファール球受部１５０ｃの底壁１５
０ｇと連絡通路１５０ｈの上部通路壁１５０ｉとの折り返し部分、つまり連絡通路１５０
ｈの入口部分に設けたが、当該操作線無効化部材７０００を連絡通路１５０ｈの出口部分
（図３７Ａ矢示ｚ参照）に設けたり、図３６Ｂ（ａ）の球放出口１５０ｄの後面側に設け
たり、ファール球落下口１０１３を構成する外レール１００１の始端部と発射レール５４
４の終端部のそれぞれに設ける等、操作線Ｌが返却通路部１０１４の一部に当接して屈曲
する部位であって操作線Ｌが不正球Ｑの重量等と不正者による引張り力とによる張力を受
けて真っ直ぐ張ろうとした場合に押圧力を受ける部位であることを条件として、返却通路
部１０１４内のどの位置に設けるようにしてもよい。なお、本形態の操作線無効化部材７
０００の設置位置は、球用開口から遊技者が指先を挿入しても触れることができない位置
としており、この位置が、遊技者の安全面及び操作線無効化部材７０００自体に対する不
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正工作が困難になる防犯面を考慮すると好ましい。
【０１８２】
　また、本形態では操作線無効化部材７０００を連絡通路１５０ｈの一方に片寄せて設け
るようにしたが、図３７Ｆ（ａ），（ｂ）のように通路幅一杯に操作線無効化部材７００
０として切断刃を配置するようにしてもよい。なお、図３７Ｆ（ａ），（ｂ）では、ファ
ール球受部１５０ｃの底壁１５０ｇの終端部分と連絡通路１５０ｈの始端部分を櫛歯状の
安全カバー部１０１７にして切断刃の刃先が作業者に触れないようになっている。この場
合の操作線無効化部材７０００の切断刃は、周知の折れ刃構造又はチップ構造のものを使
用し、これを上部通路壁１５０ｉの上面の鞘状ホルダー部１０１８に設置すると共にユニ
ット本体１５１と蓋部材１５２の夫々に装填口１０１９と排出口１０２０を設け、そうし
て切断刃をところてん式に押し出して新旧交換し得るようにすれば、常にシャープな切れ
味を持続させることができる。
　その他、図３７Ｆ（ａ），（ｂ）において符合１０２１は、前記安全カバー部１０１７
の谷部に切り込んだ操作線Ｌ用の挟止割線部であり、該挟止割線部１０２１に操作線Ｌが
食い込み得るようになっている。したがって、もし仮に切断刃の操作線無効化部材７００
０が操作線Ｌの切断に失敗したとしても、底壁１５０ｇ等の前記挟止割線部１０２１に操
作線Ｌが食い込み得るため、不正防止の確実性が向上する。
【０１８３】
　また、上述の形態ではファール球が下皿に返却される例を示したが、ファール球が上皿
（下皿がない場合を含む）に返却される構造の遊技機もあり、こうした遊技機の場合、上
皿球供給口（球用開口）から遊技領域５ａに連通する空間を用いて、操作線Ｌを取付けた
不正球Ｑを遊技領域５ａに侵入させる不正行為（上述した不正行為Ａ、Ｂに類似する不正
行為）が行われる虞がある。こうした遊技機の場合には、上皿球供給口から遊技領域５ａ
に連通する空間に位置するファール返却通路の所定部位に、上述した実施例と同様に第２
の不正防止手段を設けることが例示できる。
【０１８４】
　また、上述の形態では、返却通路部１０１４を構成するファールカバーユニット１５０
を扉枠３側に設けたが、該ファールカバーユニット１５０は本体枠４側に設けてもよい。
【０１８５】
　また、上述の形態では、返却通路部１０１４を構成するファールカバーユニット１５０
に第２の不正防止手段を一つ設けるようにしたが、複数設けるようにしてもよい。例えば
、返却通路部１０１４に上述した形態の折り返し部分のような屈曲部が複数形成される通
路構成の場合、屈曲部の各々に（折り返し部分の各々に）、上述した形態のような第２の
不正防止手段を設けるようにしてもよい。これにより、不正球Ｑを用いた不正行為の抑止
効果を一層高めることが可能となる。
【０１８６】
　また、上述の形態では、返却通路部１０１４を構成するファールカバーユニット１５０
に第２の不正防止手段として金属板を設けるようにしたが、金属板でなく同様の構成の樹
脂成型物を設けるものとしたり、あるいは、ファールカバーユニット１５０の成型そのも
のを特殊な形状として第２の不正防止手段として機能し得るようにしてもよい。例えば、
前述した形態における第２の不正防止手段である金属板を設けず、代わりに、ファール球
受部１５０ｃの底壁１５０ｇと連絡通路１５０ｈの上部通路壁１５０ｉとの折り返し部分
に設けられるテーパ状の誘導部１５０ｋの最も幅が狭い部分（最狭部分）で操作線Ｌを捕
獲し得るように、返却通路部１０１４を構成する樹脂成型部品にスリット状の捕獲部を形
成するようにしておき、この誘導部１５０ｋの最狭部分である捕獲部で不正球Ｑに取り付
けられた操作線Ｌが挟止される構成としてもよい。このような構成でも、上述した形態と
同等の不正抑止効果を奏することができる。
【０１８７】
　また、上述の形態では不正球Ｑに取り付けられた操作線Ｌを操作線無効化部材７０００
によって切断又は挟止するようにしたが、上述した不正行為Ａの対策に特化したものとし
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て、図３７Ｇ，図３７Ｈ，図３７Ｋでは、正常なファール球の流下に影響を与えることな
く、球用開口からの不正球Ｑの侵入を阻止する（不正球Ｑの逆進・逆流を阻止する）不正
球逆進防止手段を設けることによって、不正球Ｑによる不正を防止するようにしている。
　具体的には、図３７Ｇのように、返却通路部１０１４の進路変更部（下皿球供給口２１
１ｃ直上に対応する部分）に、例えば不正球Ｑを押し込むセル板（異物）のような専用工
具だけでなく、不正球Ｑそのものを別通路に誘引して動きを封じるための誘引部１０２２
を設けることが例示できる（第１の不正球逆進防止手段）。これにより、正常なファール
球の流下に影響を与えることなく、上述した不正行為Ａのような不正球Ｑを逆流させる不
正行為を抑止できる。加えて、誘引部１０２２の入口部分に、逆流した不正球Ｑの該誘引
部１０２２への侵入方向にのみ揺動可能な捕獲弁（誘引部１０２２への侵入を許容し、且
つ、誘引部１０２２からの離脱を不能とする片開き式の弁、図示省略）を設けるようにし
てもよく、これにより不正球Ｑを使用した痕跡、不正行為を行った証拠を残すことができ
る。
　また、図３７Ｈのように、返却通路部１０１４の所定部位に遊技球の流下方向にのみ揺
動可能な逆止弁１０２３を設けて、不正球Ｑの逆進（逆流）を阻止することが例示できる
（第２の不正球逆進防止手段）。このような構成によっても、正常なファール球の流下に
影響を与えることなく、上述した不正行為Ａのような不正球Ｑを逆流させる不正行為を抑
止できる。なお、図３７Ｋの操作線無効化部材７０００Ｄも一種の逆止弁であり、前記逆
止弁１０２３と同様な効果を発揮する。
　また、上記した静的な操作線無効化部材と動的な操作線無効化部材は、両方を兼ね備え
るようにしてももちろんよい。
【０１８８】
　また、上記の形態では第１の操作線無効化部材７００とは別の操作線無効化部材を返却
通路部１０１４に設けるようにしたが、かかる操作線無効化部材を例えばファール球落下
口１０１３と発射位置との間或はファール球落下口１０１３と内レール１００２の上端と
の間に設けるようにしてもよい。
【０１８９】
　また、上述の形態では遊技機としてパチンコ機１に適用したものを示したが、これに限
定するものではなく、パチスロ機や、パチンコ機とパチスロ機とを融合させてなる遊技機
に、適用しても良く、この場合でも、上記と同様の作用効果を奏することができる。
【０１９０】
［３－２．ガラスユニット］
　扉枠３におけるガラスユニット１６０について、主に図２９及び図３０等を参照して詳
細に説明する。ガラスユニット１６０は、扉枠ベースユニット１００における扉枠ベース
１０１の扉窓１０１ａを閉鎖するように、後方からガラスユニット取付部１０１ｈ内に挿
入されて着脱可能に取付けられている。このガラスユニット１６０は、扉枠３を本体枠４
に対して閉めた時に、本体枠４に取付けられている遊技盤５の遊技領域５ａを遊技者側（
前方）から視認可能とすると共に、遊技領域５ａの前方を閉鎖するものである。
【０１９１】
　ガラスユニット１６０は、扉枠ベース１０１の扉窓１０１ａの内周形状よりも大きくガ
ラスユニット取付部１０１ｈに取付可能な枠状のガラス枠１６１と、ガラス枠１６１の枠
内を閉鎖し外周がガラス枠１６１に取付けられている透明な二つのガラス板１６２と、扉
枠ベースユニット１００における扉枠ベース１０１の後側に回転可能に取付けられガラス
枠１６１を扉枠ベース１０１に取付けるための一対のガラスユニット取付部材１６３と、
を備えている。
【０１９２】
　ガラス枠１６１は、正面視左右上隅よりも下側の位置から外方へ平板状に延出している
一対の取付片１６１ａと、下端から下方へ突出していると共に下辺に沿って延びている帯
板状の係止片１６１ｂと、を有している。ガラス枠１６１の取付片１６１ａは、ガラスユ
ニット取付部材１６３の突出部１６３ｂと当接可能とされている。係止片１６１ｂは、扉
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枠ベース１０１と扉枠補強ユニット１１０の中間補強フレーム１１４との間の空間内に挿
入可能とされている（図９７を参照）。二つのガラス板１６２は、ガラス枠１６１の前端
側と後端側とに夫々取付けられており、互いの間に空間が形成されるように前後に離間し
ている（図９７を参照）。
【０１９３】
　ガラスユニット取付部材１６３は、扉枠ベース１０１の後側で前後に延びた軸線周りに
対して回転可能に取付けられる円盤状の基部１６３ａと、基部１６３ａから回転軸線に対
して直角方向へ棒状に突出している突出部１６３ｂと、を有している。ガラスユニット取
付部材１６３は、扉枠ベース１０１の後面における扉窓１０１ａの四隅のうち上側の二つ
の隅の外側に、夫々回転可能に取付けられる。
【０１９４】
　ガラスユニット１６０を扉枠ベース１０１に取付けるには、まず、扉枠ベース１０１に
取付けられているガラスユニット取付部材１６３を、突出部１６３ｂが基部１６３ａより
も上方に位置するように回転させた状態とする。そして、扉枠ベース１０１の後側から、
ガラスユニット１６０のガラス枠１６１の係止片１６１ｂを、扉枠ベース１０１と扉枠補
強ユニット１１０の中間補強フレーム１１４との間の隙間に上方から挿入した上で、ガラ
ス枠１６１の前端を扉枠ベース１０１のガラスユニット取付部１０１ｈの後面に当接させ
る。その後、ガラスユニット取付部材１６３を、突出部１６３ｂが基部１６３ａよりも下
方に位置するように回転させて、突出部１６３ｂをガラス枠１６１の取付片１６１ａの後
面と当接させる。これにより、ガラスユニット１６０が扉枠ベース１０１に取付けられる
。
【０１９５】
　ガラスユニット１６０を扉枠ベース１０１から取外す場合は、上記と逆の手順により、
取外すことができる。これにより、ガラスユニット１６０は、扉枠ベース１０１（扉枠ベ
ースユニット１００）に対して着脱可能となっている。
【０１９６】
　なお、ガラスユニット１６０では、ガラスユニット取付部材１６３の突出部１６３ｂが
、基部１６３ａよりも下方に位置している回転位置の時に、突出部１６３ｂによりガラス
枠１６１の後方への移動を規制しているため、ガラスユニット取付部材１６３に振動等が
作用しても、突出部１６３ｂが基部１６３ａよりも上方となるように位置へ回転すること
はない。従って、ガラス枠１６１の後方への移動の規制が自然に解除されることはなく、
ガラスユニット１６０が扉枠ベース１０１から自然に外れることはない。
【０１９７】
［３－３．防犯カバー］
　扉枠３における防犯カバー１７０について、主に図２９及び図３０等を参照して詳細に
説明する。防犯カバー１７０は、ガラスユニット１６０の後面下部を覆うように扉枠ベー
スユニット１００の後側に取付けられ、透明な合成樹脂により形成されている。防犯カバ
ー１７０は、外周が所定形状に形成された平板状の本体部１７１と、本体部１７１の外周
縁に沿って後方へ短く突出した平板状の後方突片１７２と、左右に離間して配置され本体
部１７１よりも前方に突出し、扉枠ベース１０１の後側に係止可能とされている一対の係
止片１７３と、を備えている。
【０１９８】
　防犯カバー１７０の本体部１７１は、扉枠ベースユニット１００に取付けた状態で下端
がガラスユニット１６０の下端よりも下方へ突出するように形成されている。また、本体
部１７１は、上端が、パチンコ機１に組立てた状態で、遊技盤５における遊技領域５ａの
下端に沿った形状に形成されている。詳述すると、本体部１７１の上端は、後述する前構
成部材１０００の内レール１００２の一部、アウト誘導部１００３、右下レール１００４
の一部、及び右レール１００５に沿った形状に形成されており、パチンコ機１に組立てた
状態で遊技領域５ａ内に突出しないように形成されている。
【０１９９】
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　後方突片１７２は、本体部１７１の外周縁の略全周に亘って形成されている。従って、
防犯カバー１７０は、本体部１７１と後方突片１７２とによって、後方へ開放された浅い
箱状に形成されており、強度・剛性が高くなっている。また、後方突片１７２は、本体部
１７１の外周縁とは異なる本体部１７１の後面の一部からも後方に突出している。この本
体部１７１の後面の一部から後方に突出している後方突片１７２は、パチンコ機１に組立
てた状態で遊技盤５の前構成部材１０００における外レール１００１の一部と沿うように
形成されている。
【０２００】
　なお、後方突片１７２は、パチンコ機１に組立てた状態で、遊技盤５における外レール
１００１と内レール１００２との間に位置する部位には形成されていない。これにより、
外レール１００１と内レール１００２との間を通る遊技球Ｂ（球発射装置５４０により発
射された遊技球Ｂ）が、防犯カバー１７０の後方突片１７２に当接することはなく、遊技
領域５ａ内への遊技球Ｂの打込みを阻害することはない。
【０２０１】
　一対の係止片１７３は、扉枠ベースユニット１００（スピーカダクト１０３及びケーブ
ルカバー１０９）の後側に弾性係止される。これにより、防犯カバー１７０は、扉枠ベー
スユニット１００に対して容易に着脱することができる。
【０２０２】
　防犯カバー１７０は、パチンコ機１に組立てた状態で、本体部１７１の前面がガラスユ
ニット１６０の後面（ガラス枠１６１の後端）と当接し、本体部１７１の下辺から後方へ
突出している部位を除いた後方突片１７２が、前構成部材１０００の防犯凹部１００９内
に挿入された状態となる。また、防犯カバー１７０は、本体部１７１の下辺から後方に突
出している後方突片１７２が、前構成部材１０００の下面と接するように前構成部材１０
００の前面よりも後方へ突出している状態となる。これにより、防犯カバー１７０と遊技
盤５（前構成部材１０００）との間が、防犯カバー１７０の後方突片１７２と前構成部材
１０００の防犯凹部１００９とによって複雑に屈曲した状態となるため、遊技盤５の前面
下方より防犯カバー１７０と前構成部材１０００との間を通してピアノ線等の不正な工具
を遊技領域５ａ内に侵入させようとしても、後方突片１７２や防犯凹部１００９に阻まれ
ることとなり、遊技領域５ａ内への不正な工具の侵入を阻止することができる。
【０２０３】
［３－４．ハンドルユニット］
　扉枠３におけるハンドルユニット１８０について、主に図３８等を参照して詳細に説明
する。図３８（ａ）は扉枠におけるハンドルユニットを分解して前から見た分解斜視図で
あり、（ｂ）はハンドルユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。ハンドルユ
ニット１８０は、扉枠ベースユニット１００のハンドル取付部材１０２に取付けられ、遊
技者が操作することで、上皿２０１内の遊技球Ｂを遊技盤５の遊技領域５ａ内に打込むこ
とができるものである。
【０２０４】
　ハンドルユニット１８０は、扉枠ベースユニット１００におけるハンドル取付部材１０
２の筒部１０２ａに取付けられるハンドルベース１８１と、ハンドルベース１８１の前端
に回転可能に取付けられるハンドル１８２と、ハンドル１８２の前端側を覆うようにハン
ドルベース１８１に取付けられる円盤状のカバー台座１８３と、カバー台座１８３の前側
に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されているハンドル装飾基板１８４と、ハ
ンドル装飾基板１８４の前側を覆うようにカバー台座１８３に取付けられているハンドル
カバー１８５と、を備えている。
【０２０５】
　また、ハンドルユニット１８０は、ハンドル１８２の後側でハンドルベース１８１の前
面に取付けられるインナーベース１８６と、前端にハンドル１８２が取付けられると共に
インナーベース１８６とハンドルベース１８１とによって回転可能に取付けられ外周に駆
動ギア部１８７ａを有している軸部材１８７と、軸部材１８７の駆動ギア部１８７ａと噛
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合している伝達ギア１８８と、伝達ギア１８８と一体回転する検知軸１８９ａを有しハン
ドルベース１８１とインナーベース１８６との間に挟持されているハンドル回転検知セン
サ１８９と、を備えている。
【０２０６】
　更に、ハンドルユニット１８０は、一端側がハンドルベース１８１に取付けられると共
に他端側がハンドル１８２に取付けられハンドル１８２を初期回転位置（正面視で反時計
周りの方向への回転端）へ復帰させるように付勢しているハンドル復帰バネ１９０と、一
端側がインナーベース１８６に取付けられると共に他端側が伝達ギア１８８に取付けられ
伝達ギア１８８を介してハンドル回転検知センサ１８９の検知軸１８９ａを正面視で時計
回りの方向へ付勢している補助バネ１９１と、を備えている。
【０２０７】
　また、ハンドルユニット１８０は、インナーベース１８６の後方でハンドルベース１８
１に取付けられているハンドルタッチセンサ１９２と、先端側がハンドルベース１８１の
前端外周面の正面視おける左側から外方に突出していると共に基端側がインナーベース１
８６の後方でハンドルベース１８１に前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられている
単発ボタン１９３と、単発ボタン１９３の押圧操作を検知しハンドルベース１８１に取付
けられている単発ボタン操作センサ１９４と、を備えている。
【０２０８】
　ハンドルユニット１８０のハンドルベース１８１は、前後に延びた円筒状の基部１８１
ａと、基部１８１ａの前端から半径方向へ突出している円盤状の前端部１８１ｂと、円筒
状の基部１８１ａの外周面から窪んでいると共に軸方向に延びており周方向へ不等間隔で
三つ形成されている溝部１８１ｃと、を備えている。ハンドルベース１８１の基部１８１
ａは、外径がハンドル取付部材１０２の筒部１０２ａの内径よりも若干小さく形成されて
いる。また、三つの溝部１８１ｃは、ハンドル取付部材１０２における筒部１０２ａの三
つの突条１０２ｃと対応した位置に形成されている。従って、三つの溝部１８１ｃを三つ
の突条１０２ｃと一致させた状態で、基部１８１ａをハンドル取付部材１０２の筒部１０
２ａ内に挿入させることができると共に、三つの溝部１８１ｃ内に夫々突条１０２ｃが挿
入されることで、ハンドルベース１８１がハンドル取付部材１０２に対して相対回転不能
な状態となる。
【０２０９】
　ハンドル１８２は、外周面から周方向に離れて外方へ突出している四つの第一突起１８
２ａ、第二突起１８２ｂ、第三突起１８２ｃ、及び第四突起１８２ｄと、回転軸（軸部材
１８７）を中心として円弧状に延びていると共に前後方向に貫通している二つのスリット
１８２ｅと、スリット１８２ｅよりも回転中心に対して内側の位置から後方に突出してお
りハンドル復帰バネ１９０の他端側が係止される係止突部１８２ｆと、を備えている。
【０２１０】
　四つの第一突起１８２ａ、第二突起１８２ｂ、第三突起１８２ｃ、及び第四突起１８２
ｄは、正面視において時計回りの方向に順番に備えられている。詳述すると、第一突起１
８２ａは、ハンドル１８２の一般外周面から最も突出した部位の正面視時計回りの方向の
側面が、外側へ膨らむように膨出しており、反対側である反都決周りの方向の側面が、内
側へ湾曲するように凹んでいる（抉れている）。第二突起１８２ｂは、ハンドル１８２の
一般外周面から最も突出した部位が、第一突起１８２ａの最も突出した部位から時計回り
の方向へ約８５度の回転角度で離れており、第一突起１８２ａよりはやや低く突出してい
る。この第二突起１８２ｂは、最も突出した部位の正面視時計回りの方向の側面が、外側
へ膨らむように膨出しており、反対側である反時計周りの方向の側面が、内側へ湾曲する
ように凹んでおり、第一突起１８２ａと相似した形状に形成されている。
【０２１１】
　第三突起１８２ｃは、ハンドル１８２の一般外周面から最も突出した部位が、第二突起
１８２ｂの最も突出した部位から時計回りの方向へ約７０度の回転角度で離れており、第
一突起１８２ａの約半分の高さで突出している。この第三突起１８２ｃは、両側の側面が
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略直線状に傾斜しており、時計回りの方向の側面が反対側である反時計回りの方向の側面
よりもなだらかに傾斜している。第四突起１８２ｄは、ハンドル１８２の一般外周面から
最も突出した部位が、第三突起１８２ｃの最も突出した部位から時計回りの方向へ約５５
度の回転角度で離れており、第一突起１８２ａよりもやや高く突出している。この第四突
起１８２ｄは、両側の側面が略直線状に傾斜しており、略二等辺三角形に形成されている
。
【０２１２】
　カバー台座１８３は、円盤状に形成されており、後面から後方へ突出している三つの取
付ボス１８３ａを備えている。三つの取付ボス１８３ａは、ハンドル１８２のスリット１
８２ｅを前方から貫通してハンドルベース１８１の前面に取付けられる。ハンドルカバー
１８５の取付ボス１８３ａが、ハンドル１８２のスリット１８２ｅを貫通していることか
ら、取付ボス１８３ａがスリット１８２ｅの周方向端部に当接することとなり、ハンドル
１８２の回転角度を規制している。本例では、ハンドル１８２を、約１２０度の回転角度
の範囲内で回転させることができる。
【０２１３】
　ハンドルカバー１８５は、前面が前方へ丸く膨出しており、透光性を有している。ハン
ドルカバー１８５は、内部に、透明な部材で立体的に形成されたレンズ部材が備えられて
いる。このハンドルカバー１８５は、ハンドル装飾基板１８４の前面のＬＥＤを適宜発光
させることで、発光装飾させられる。
【０２１４】
　このハンドルユニット１８０は、扉枠ベース１０１のハンドル取付座面１０１ｂに対し
て、ハンドル取付部材１０２を介して取付けられる。この扉枠ベース１０１のハンドル取
付座面１０１ｂは、平面視において、右端側が左端側よりも後方に位置するように傾斜し
ており、外側（開放側）を向いているため、ハンドル取付部材１０２を介して取付けられ
るハンドルユニット１８０も平面視で外側に傾斜（換言すると、パチンコ機１の前面に直
交する線に対してその先端部がパチンコ機１の外側に向かうように傾斜している。）して
扉枠３に取付固定される。これにより、遊技者がハンドルユニット１８０のハンドル１８
２が握り易く、違和感がなく回動操作を行わせることができる。
【０２１５】
　ハンドルユニット１８０のハンドル回転検知センサ１８９は、可変抵抗器とされており
、ハンドル１８２を回転させると、軸部材１８７及び伝達ギア１８８を介してハンドル回
転検知センサ１８９の検知軸１８９ａが回転する。この検知軸１８９ａの回転角度に応じ
てハンドル回転検知センサ１８９の内部抵抗が変化し、ハンドル回転検知センサ１８９の
内部抵抗に応じて後述する球発射装置５４０における発射ソレノイド５４２の駆動力が変
化して、ハンドル１８２の回転角度に応じた強さで遊技球Ｂが遊技領域５ａ内へ打込まれ
る。
【０２１６】
　ハンドルタッチセンサ１９２は、ハンドルユニット１８０に作用する静電気を検知する
ものであり、遊技者がハンドル１８２等に接触することで、遊技者から作用する静電気を
検知し、遊技者のハンドル１８２等への接触を検出する。そして、ハンドルタッチセンサ
１９２が遊技者の接触を検出している時に、ハンドル１８２を回動させると、ハンドル回
転検知センサ１８９の検知が受付けられ、ハンドル１８２の回転角度に応じた強さで発射
ソレノイド５４２の駆動が制御されて、遊技球Ｂを打込むことができる。つまり、遊技者
がハンドル１８２に触れずに、何らかの方法でハンドル１８２を回転させて遊技球Ｂを遊
技領域５ａ内に打込もうとしても、ハンドルタッチセンサ１９２が遊技者の接触を検知し
ていないことから、発射ソレノイド５４２は駆動されず、遊技球Ｂを打込むことができな
いようになっている。これにより、遊技者が本来とは異なる方法でハンドル１８２を回転
させて遊技が行われるのを防止することができ、パチンコ機１を設置する遊技ホールに係
る負荷（負担）を軽減させることができる。
【０２１７】
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　また、ハンドルユニット１８０は、遊技者がハンドル１８２を回転操作中に、単発ボタ
ン１９３を押圧すると、単発ボタン操作センサ１９４が単発ボタン１９３の操作を検知し
、払出制御基板６３３の発射制御部６３３ｂによって発射ソレノイド５４２の駆動が停止
させられる。これにより、ハンドル１８２の回転操作を戻さなくても、遊技球Ｂの発射を
一時的に停止させることができると共に、単発ボタン１９３の押圧操作を解除することで
、単発ボタン１９３を操作する前の打込み強さで再び遊技球Ｂを遊技領域５ａ内に打込む
ことができる。
【０２１８】
　更に、ハンドルユニット１８０は、ハンドル１８２に、四つの第一突起１８２ａ、第二
突起１８２ｂ、第三突起１８２ｃ、及び第四突起１８２ｄを備えており、ハンドル１８２
を正面視時計回りの方向へ最も回転させて、遊技球Ｂを最も強く遊技領域５ａ内に打込む
ようにした（所謂、「右打ち」した）時に、第四突起１８２ｄが、ハンドル１８２を回転
させていない時の第一突起１８２ａの位置と、略同じ位置となるため、第四突起１８２ｄ
を第一突起１８２ａとしてハンドル１８２を持ち替えることで、遊技者が楽な状態で「右
打ち」の位置でハンドル１８２を維持させることができ、遊技者の疲労感を軽減させて遊
技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０２１９】
［３－５．皿ユニットの全体構成］
　扉枠３における皿ユニット２００について、主に図３９乃至図４２を参照して詳細に説
明する。図３９は扉枠の皿ユニットを見た斜視図であり、図４０は皿ユニットを後ろから
見た斜視図である。図４１は皿ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図で
あり、図４２は皿ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。皿ユ
ニット２００は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面における扉窓１０
１ａよりも下側の部位に取付けられる。皿ユニット２００は、遊技領域５ａ内に打込むた
めの遊技球Ｂを貯留する上皿２０１と、上皿２０１の下側に配置されており上皿２０１や
ファールカバーユニット１５０から供給される遊技球Ｂを貯留可能な下皿２０２と、を備
えている。
【０２２０】
　皿ユニット２００は、上皿２０１を有しており扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース
１０１の前面に取付けられている皿ベースユニット２１０と、皿ベースユニット２１０の
前面に取付けられており下皿２０２を有している皿装飾ユニット２５０と、皿装飾ユニッ
ト２５０及び皿ベースユニット２１０の前面に取付けられており遊技者が操作可能な演出
操作ユニット３００と、を備えている。
【０２２１】
　皿ベースユニット２１０は、左右に延びた平板状の皿ユニットベース２１１と、皿ユニ
ットベース２１１の前面上部に取付けられ上皿２０１を有している上皿本体２１２と、上
皿本体２１２の右方に取付けられており前方へ突出している取付ベース２１３と、取付ベ
ース２１３の右方に取付けられている皿ユニット中継基板２１４と、取付ベース２１３の
上面に取付けられている球貸操作ユニット２２０と、取付ベース２１３の下方に取付けら
れている上皿球抜前ユニット２３０と、上皿球抜前ユニット２３０の後方に取付けられて
いる上皿球抜後ユニット２４０と、を備えている。
【０２２２】
　皿装飾ユニット２５０は、皿ユニットベース２１１の前面下部に取付けられており下皿
２０２を有している下皿本体２５１と、下皿本体２５１の外周を覆うように皿ユニットベ
ース２１１の前面に取付けられる皿ユニット本体２５２と、下皿本体２５１の下面に取付
けられている下皿球抜ユニット２６０と、皿ユニット本体２５２の前面上部に左右に離間
して夫々取付けられている皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５と、
皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５の夫々の下方に取付けられてい
る皿左下装飾ユニット２８０及び皿右下装飾ユニット２８５と、を備えている。
【０２２３】
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　演出操作ユニット３００は、遊技者が操作可能な演出操作部３０１として、遊技者が回
転操作可能な回転操作部３０２と、遊技者が押圧操作可能な押圧操作部３０３と、を備え
ている。演出操作ユニット３００は、皿装飾ユニット２５０の前面に取付けられる演出操
作部カバーユニット３１０と、演出操作部カバーユニット３１０に内に収容される操作部
ベース３２０と、操作部ベース３２０の上面に取付けられており回転操作部３０２を有し
ている円環状の演出操作リング３３０と、回転操作部３０２を回転させる回転駆動ユニッ
ト３４０と、回転駆動ユニット３４０の回転を回転操作部３０２に伝達させる操作リング
用伝達ギア３５０と、操作リング用伝達ギア３５０を回転可能に取付けているギア取付部
材３５１と、を備えている。
【０２２４】
　また、演出操作ユニット３００は、演出操作リング３３０を発光装飾させる演出操作リ
ング装飾基板３５２と、演出操作リング装飾基板３５２の上側を覆う装飾基板カバー３５
３と、操作部ベース３２０の下面に取付けられている振動スピーカ３５４と、演出操作リ
ング３３０の環内に臨むように操作部ベース３２０に取付けられている演出操作ボタンユ
ニット３６０と、操作部ベース３２０の後面に取付けられている操作部中継基板ユニット
３９０と、を備えている。
【０２２５】
　皿ユニット２００は、全体が前方へ膨出しており、左右方向中央において演出操作部３
０１の上面が斜め上前方を向くように演出操作ユニット３００が配置されており、上面に
おける演出操作ユニット３００の左側に上皿２０１が演出操作ユニット３００の右側に球
貸操作ユニット２２０が配置されていると共に、上皿２０１の下側で演出操作ユニット３
００の左側に下皿２０２が配置されている。
【０２２６】
［３－５ａ．上皿］
　皿ユニット２００の上皿２０１について、主に図３９乃至図４２等を参照して詳細に説
明する。上皿２０１は、皿ユニットベース２１１と上皿本体２１２とによって形成されて
おり、正面視左右の中央より左側の方が大きく前方へ膨出し、上方へ開放された容器状に
形成されている。上皿２０１（上皿本体２１２）は、扉枠３の左右方向の幅に対して左端
から右方へ約１／３の部位が最も前方に膨出している。上皿２０１は、最も膨出した部位
から正面視右方へ向かうに従って、前端が後方へ後退しており、前後方向の奥行が遊技球
Ｂの外径よりも若干大きい誘導通路部２０１ａ（図４６を参照）を有している。上皿２０
１は、誘導通路部２０１ａを含む底面の全体が、右端側が低くなるように傾斜しており、
誘導通路部２０１ａの正面視右端側が、球貸操作ユニット２２０の下方へ潜り込んでいる
。
【０２２７】
　上皿２０１は、皿ユニット２００に組立てた状態で、その底面が、皿ユニットベース２
１１の上皿球供給口２１１ａよりも下側の位置から上皿球送給口２１１ｅの上端に対して
遊技球Ｂの外径よりも若干下側の位置へ向かって低くなるように傾斜している。これによ
り、上皿球供給口２１１ａから前方へ放出された遊技球Ｂが、上皿２０１内に受けられて
貯留させることができると共に、受けられた遊技球Ｂを誘導通路部２０１ａの右端側から
上皿球送給口２１１ｅを通って球送給ユニット１４０側へ供給させることができる。
【０２２８】
　なお、誘導通路部２０１ａには、パチンコ機１において電気的に接地（アース）されて
いる金属製のアース金具２０１ｂが備えられており、遊技球Ｂが接触（転動）することで
、遊技球Ｂに帯電した静電気を除去させることができる。
【０２２９】
［３－５ｂ．下皿］
　皿ユニット２００の下皿２０２について、主に図３９乃至図４２等を参照して詳細に説
明する。下皿２０２は、上皿２０１の下方で、正面視おいて皿ユニット２００（扉枠３）
の左右方向中央よりも左側に配置されている。下皿２０２は、下皿本体２５１と皿ユニッ
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トベース２１１とで形成されている。下皿２０２は、遊技球Ｂを貯留可能な容器状に形成
されており、底壁に上下に貫通し遊技球Ｂを排出可能とされた下皿球抜孔２０２ａを備え
ている。下皿２０２の下皿球抜孔２０２ａは、下皿球抜ユニット２６０によって開閉可能
に閉鎖されている。
【０２３０】
　下皿２０２は、平面視の形状が左右に延びた略四角形に形成されており、左右方向中央
より左側の前端が右側よりも前方へ突出している。下皿２０２は、上下に貫通している下
皿球抜孔２０２ａが、右端付近の前端付近に配置されている。この下皿２０２は、底面が
下皿球抜孔２０２ａへ向かって低くなるように傾斜している。下皿２０２の下皿球抜孔２
０２ａは、皿ユニット２００に組立てた状態で、下皿球供給口２１１ｃの前方で演出操作
ユニット３００の下方に位置している。
【０２３１】
　下皿２０２は、下皿球抜孔２０２ａを閉鎖している状態で、下皿球供給口２１１ｃから
前方へ放出された遊技球Ｂを貯留することができると共に、下皿球抜孔２０２ａを開放す
ることで貯留されている遊技球Ｂを皿ユニット２００の下方（例えば、ドル箱）へ排出さ
せることができる。また、下皿２０２の下皿球抜孔２０２ａが開放されている状態では、
下皿球抜孔２０２ａが下皿球供給口２１１ｃの前方に配置されていることから、下皿球供
給口２１１ｃから前方へ放出された遊技球Ｂを、最短距離の移動で速やかに下皿球抜孔２
０２ａから下方へ排出させることができる。
【０２３２】
［３－５ｃ．皿ベースユニット］
　皿ユニット２００における皿ベースユニット２１０について、主に図４３乃至図４６を
参照して詳細に説明する。図４３は皿ユニットにおける皿ベースユニットを前から見た斜
視図であり、図４４は皿ユニットにおける皿ベースユニットを後ろから見た斜視図である
。また、図４５は皿ベースユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり
、図４６は皿ベースユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。皿
ベースユニット２１０は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面における
扉窓１０１ａの下方に取付けられると共に、前面に、皿装飾ユニット２５０及び演出操作
ユニット３００が取付けられるものである。
【０２３３】
　皿ベースユニット２１０は、扉枠ベースユニット１００の前面下部に取付けられ左右に
延びた平板状の皿ユニットベース２１１と、皿ユニットベース２１１の前面上部に取付け
られ上皿２０１を有している上皿本体２１２と、皿ユニットベース２１１の前面上部にお
ける上皿本体２１２の右方に取付けられており前方へ突出している取付ベース２１３と、
皿ユニットベース２１１の前面で取付ベース２１３の右方に取付けられている皿ユニット
中継基板２１４と、を備えている。
【０２３４】
　また、皿ベースユニット２１０は、取付ベース２１３の上面に取付けられている球貸操
作ユニット２２０と、取付ベース２１３の下方で皿ユニットベース２１１の前面に取付け
られている上皿球抜前ユニット２３０と、上皿球抜前ユニット２３０の後方で皿ユニット
ベース２１１の後側に取付けられている上皿球抜後ユニット２４０と、を備えている。
【０２３５】
［３－５ｃ－１．皿ユニットベース］
　皿ベースユニット２１０の皿ユニットベース２１１について、主に図４５及び図４６を
参照して詳細に説明する。皿ユニットベース２１１は、扉枠ベースユニット１００の扉枠
ベース１０１の前面における扉窓１０１ａの下方に取付けられ、扉枠ベース１０１の全幅
に亘って左右に延びた平板状（後方が開放された浅い箱状）に形成されている。
【０２３６】
　皿ユニットベース２１１は、正面視左上隅付近で前後に貫通していると共に後方へ筒状
に延びている上皿球供給口２１１ａと、上皿球供給口２１１ａの下方で前後に貫通してお
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り前側にパンチングメタルが取付けられているスピーカ口２１１ｂと、正面視左右中央に
対して左寄りの下部において前後に貫通していると共に後方へ筒状に延びている下皿球供
給口２１１ｃと、下皿球供給口２１１ｃの後方へ筒状に延びている部位の右側壁において
遊技球Ｂが通過可能な大きさに切欠かれている切欠部２１１ｄと、下皿球供給口２１１ｃ
の正面視右上側で前後に貫通していると共に上下に延びており上部が上皿本体２１２の右
端に位置する上皿球送給口２１１ｅと、を備えている。
【０２３７】
　また、皿ユニットベース２１１は、上皿球送給口２１１ｅの右方で前方へ突出しており
取付ベースが載置される載置突部２１１ｆと、上皿球送給口２１１ｅの左方で上皿本体の
下方において前後に貫通しており上皿球抜後ユニット２４０における上皿球抜スライダ２
４２の作動伝達部２４２ｂが挿通されるスライダ挿通口２１１ｇと、正面視右下隅で前後
に貫通しており扉枠ベースユニット１００のハンドル取付部材１０２の筒部１０２ａが挿
通されるハンドル挿通口２１１ｈと、正面視右隅付近で前後に貫通しておりシリンダ錠１
３０のシリンダ本体１３１が挿通されるシリンダ挿通口２１１ｉと、を備えている。
【０２３８】
　皿ユニットベース２１１の上皿球供給口２１１ａは、扉枠３に組立てた状態で、前端が
上皿２０１の後壁に開口し、筒状の後端が扉枠ベース１０１の上皿用球通過口１０１ｇを
前側から貫通してファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａの前端と接続して
いる。これにより、払出ユニット５６０の払出装置５８０から払出された遊技球Ｂが、上
皿球供給口２１１ａを通って上皿２０１内に供給（払出）される。
【０２３９】
　下皿球供給口２１１ｃは、扉枠３に組立てた状態で、前端が下皿２０２の後壁に開口し
、筒状の後端が扉枠ベース１０１の下皿用球通過口１０１ｆを前側から貫通してファール
カバーユニット１５０の球放出口１５０ｄの前端と接続している。これにより、ファール
カバーユニット１５０の貯留通路１５０ｅ内を流通する遊技球Ｂが、下皿球供給口２１１
ｃを通って下皿２０２内に供給される。また、下皿球供給口２１１ｃの筒状に延びている
部位に形成されている切欠部２１１ｄには、上皿球抜後ユニット２４０の後ベース２４１
における球抜誘導路２４１ｃの下流端が接続されている。これにより、上皿２０１に貯留
されている遊技球Ｂが、上皿球抜ボタン２２２の操作により、上皿球送給口２１１ｅ、球
送給ユニット１４０の進入口１４１ａ及び球抜口１４１ｂ、上皿球抜後ユニット２４０の
球送給誘導路２４１ｂ及び球抜誘導路２４１ｃ、及び切欠部２１１ｄを介して、下皿球供
給口２１１ｃから下皿２０２内に排出される。
【０２４０】
　上皿球送給口２１１ｅは、皿ベースユニット２１０に組立てた状態で、上皿球抜後ユニ
ット２４０における後ベース２４１の球受口２４１ａの前方に位置しており、上皿２０１
内の遊技球Ｂが、上皿球抜後ユニット２４０の球受口２４１ａから球送給誘導路２４１ｂ
へ供給される。
【０２４１】
［３－５ｃ－２．上皿本体］
　皿ベースユニット２１０の上皿本体２１２について、主に図４５及び図４６等を参照し
て詳細に説明する。上皿本体２１２は、皿ユニットベース２１１の前面に取付けられ、皿
ユニットベース２１１と協働して上皿２０１を形成するものである。上皿本体２１２は、
上方及び後方が開放された容器状（皿状）に形成されている。上皿本体２１２は、左右に
延びており、正面視左右の中央より左側の方が大きく前方へ膨出している。上皿本体２１
２は、最も前方へ膨出した部位から正面視右方へ向かうに従って、前端が後方へ後退して
おり、前後方向の奥行が遊技球Ｂの外径よりも若干大きい幅に形成されている。上皿本体
２１２の底面は、右端が最も低くなるように傾斜している。上皿本体２１２は、右端付近
の上方が閉鎖されている。
【０２４２】
　上皿本体２１２は、皿ユニット２００に組立てた状態で、右端付近の上方が閉鎖されて
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いる部位が、球貸操作ユニット２２０の下方に潜り込むように取付けられている。また、
上皿本体２１２は、上部における左右方向の中間部に、演出操作ユニット取付部２１２ａ
が形成されており、この演出操作ユニット取付部２１２ａに演出操作ユニット３００の一
部が取付けられる。
【０２４３】
［３－５ｃ－３．取付ベース］
　皿ベースユニット２１０の取付ベース２１３について、主に図４５及び図４６を参照し
て詳細に説明する。取付ベース２１３は、皿ユニットベース２１１の載置突部２１１ｆの
上面に載置された状態で皿ユニットベース２１１の前面に取付けられると共に、上側に球
貸操作ユニット２２０が取付けられるものである。取付ベース２１３は、上方が開放され
た浅い箱状に形成されている。取付ベース２１３は、左端付近において上下に貫通してい
る挿通口２１３ａと、後端右隅において上下に貫通している貫通口２１３ｂと、を備えて
いる。
【０２４４】
　取付ベース２１３の挿通口２１３ａは、上皿球抜前ユニット２３０の前スライダ２３２
が挿通されるものである。また、貫通口２１３ｂは、球貸操作ユニット２２０と扉枠主中
継基板１０４とを接続するための配線ケーブルが挿通されるものである。
【０２４５】
［３－５ｃ－４．皿ユニット中継基板］
　皿ベースユニット２１０の皿ユニット中継基板２１４は、扉枠ベースユニット１００に
おける扉枠副中継基板１０５と、皿左上装飾基板２７３、皿右上装飾基板２７８、皿左下
装飾基板２８３、皿右下装飾基板２８８、及び操作部中継基板３９２との接続を中継する
ためのものである。皿ユニット中継基板２１４は、皿ユニットベース２１１の前面におけ
る載置突部２１１ｆより右側に取付けられる。この皿ユニット中継基板２１４は、皿ユニ
ットベース２１１に取付けた状態では、後面が皿ユニットベース２１１の後側に臨んでい
る。
【０２４６】
［３－５ｃ－５．球貸操作ユニット］
　皿ベースユニット２１０の球貸操作ユニット２２０について、主に図３９乃至図４６等
を参照して詳細に説明する。球貸操作ユニット２２０は、取付ベース２１３を介して皿ユ
ニットベース２１１の前面に取付けられている。この球貸操作ユニット２２０は、上皿２
０１に貯留されている遊技球Ｂを下皿２０２へ排出したり、パチンコ機１に隣接して設け
られた球貸機（図示は省略）に対して現金やプリペイドカードを投入した上で、所定数の
遊技球Ｂを皿ユニット２００の上皿２０１内へ貸出したり、球貸機に投入された現金やプ
リペイドカードの残量を表示したり、球貸機に投入された現金やプリペイドカードを貸出
された遊技球Ｂの分を差し引いて返却したり、するためのものである。
【０２４７】
　球貸操作ユニット２２０は、取付ベース２１３の上側に取付けられるベース部２２１と
、ベース部２２１の上面の左端付近に配置されている上皿球抜ボタン２２２と、ベース部
２２１の上面における上皿球抜ボタン２２２の右方に配置されており透光性を有した円盤
状の球貸操作ベース２２３と、球貸操作ベース２２３の前部左側に配置されている球貸ボ
タン２２４と、球貸操作ベース２２３の前部右側に配置されている返却ボタン２２５と、
球貸操作ベース２２３の後部下方に配置されている球貸表示部（図示は省略）と、を備え
ている。
【０２４８】
　上皿球抜ボタン２２２は、ベース部２２１の上面から円柱状に上方へ突出しており、遊
技者が押圧操作することで下方へ移動することができる。球貸ボタン２２４は、円形状に
形成されている。返却ボタン２２５は、三角形状に形成されている。球貸表示部は、三つ
の７セグメントＬＥＤにより構成されており、発光している状態で透明な球貸操作ベース
２２３を通して視認することができる。
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【０２４９】
　球貸操作ユニット２２０は、上皿球抜ボタン２２２を押圧操作することで、上皿２０１
に貯留されている遊技球Ｂを下皿へ排出することができる。また、球貸機に現金や残金の
あるプリペイドカードを投入した上で、球貸ボタン２２４を押圧操作すると、所定数の遊
技球Ｂが上皿２０１に供給される。返却ボタン２２５を押圧操作すると、球貸機に投入さ
れている現金やプリペイドカードに対して、貸出された遊技球Ｂの分を差し引いて返却す
る。球貸表示部には、球貸機に投入されている現金やプリペイドカードの残量が表示され
る。また、球貸表示部には、球貸機が故障した時にエラーコードが表示される。
【０２５０】
［３－５ｃ－６．上皿球抜前ユニット及び上皿球抜後ユニット］
　皿ベースユニット２１０における上皿球抜前ユニット２３０及び上皿球抜後ユニット２
４０について、主に図４５及び図４６等を参照して詳細に説明する。上皿球抜前ユニット
２３０及び上皿球抜後ユニット２４０は、球貸操作ユニット２２０の上皿球抜ボタン２２
２が押圧操作された時に、球送給ユニット１４０と協働して、上皿２０１内に貯留されて
いる遊技球Ｂを下皿２０２へ排出させるためのものである。
【０２５１】
　上皿球抜前ユニット２３０は、皿ユニットベース２１１の前面における載置突部２１１
ｆの左方で球貸操作ユニット２２０の下方に取付けられる。上皿球抜後ユニット２４０は
、皿ユニットベース２１１の後面における上皿球抜前ユニット２３０の後方となる部位に
取付けられる。
【０２５２】
　上皿球抜前ユニット２３０は、皿ユニットベース２１１の前面に取付けられており上下
に延びた筒状の前ベース２３１と、前ベース２３１の筒内に上下方向へ移動可能に挿入さ
れている前スライダ２３２と、を備えている。前ベース２３１は、皿ユニットベース２１
１の前面における上皿球送給口２１１ｅ及びスライダ挿通口２１１ｇの前方付近に取付け
られている。前スライダ２３２は、上下に延びており、上端が上皿球抜ボタン２２２の下
端と当接していると共に、下端が上皿球抜後ユニット２４０の上皿球抜スライダ２４２の
作動受部２４２ａの上面と当接している。
【０２５３】
　上皿球抜後ユニット２４０は、上皿球送給口２１１ｅ及びスライダ挿通口２１１ｇを後
方から閉鎖するように皿ユニットベース２１１の後面に取付けられる後ベース２４１と、
後ベース２４１の前面に上下方向へスライド可能に取付けられている上皿球抜スライダ２
４２と、上皿球抜スライダ２４２を上方へ付勢しているバネ２４３と、後ベース２４１の
後側に取付けられている後カバー２４４と、を備えている。
【０２５４】
　後ベース２４１は、上皿球抜スライダ２４２をスライド可能に取付ける部位から上方へ
突出していると共に前方へ向かって開口しており遊技球Ｂが通過可能な球受口２４１ａと
、球受口２４１ａに受入れられた遊技球Ｂを後ベース２４１の後面において下方へ誘導し
た後に後方へ誘導する球送給誘導路２４１ｂと、後ベース２４１の後面において球送給誘
導路２４１ｂよりも下側の位置から遊技球Ｂを下方へ誘導した後に背面視右方へ誘導する
球抜誘導路２４１ｃと、を備えている。
【０２５５】
　球受口２４１ａは、皿ベースユニット２１０に組立てた状態で、上皿２０１の誘導通路
部２０１ａ下流端（正面視右端）において、皿ユニットベース２１１の上皿球送給口２１
１ｅを通して前方へ向かって開口する位置に形成されている。球送給誘導路２４１ｂは、
扉枠３に組立てた状態で、下部の後方に球送給ユニット１４０の進入口１４１ａが位置す
るように形成されている。これにより、上皿２０１に供給された遊技球Ｂが、球受口２４
１ａ及び球送給誘導路２４１ｂを通って球送給ユニット１４０の進入口１４１ａに進入す
るようになっている。
【０２５６】
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　球抜誘導路２４１ｃの左右に延びている部位は、上皿球抜スライダ２４２をスライド可
能に取付けている部位よりも背面視右方へ突出していると共に、背面視右端側が低くなる
ように傾斜しており、背面視右側面に開口している。球抜誘導路２４１ｃの左右に延びて
いる部位は、後側が後カバー２４４によって閉鎖される。球抜誘導路２４１ｃは、扉枠３
に組立てた状態で、球送給誘導路２４１ｂの下方で上下に延びている部位の上部が、球送
給ユニット１４０の球抜口１４１ｂの前方に位置すると共に、左右に延びている部位の背
面視右端が皿ユニットベース２１１における下皿球供給口２１１ｃの切欠部２１１ｄに接
続されるように形成されている。これにより、球送給ユニット１４０の球抜口１４１ｂか
ら排出された遊技球Ｂは、球抜誘導路２４１ｃ及び切欠部２１１ｄを介して下皿球供給口
２１１ｃから下皿２０２内へ放出される。
【０２５７】
　上皿球抜スライダ２４２は、正面視の形状が四角形に形成されており、左上隅から前方
へ突出している作動受部２４２ａと、作動受部２４２ａの後側となる後面から後方へ突出
している作動伝達部２４２ｂと、を備えている。作動受部２４２ａは、上面が平坦に形成
されている。また、作動伝達部２４２ｂは、上面が後方へ向かうに従って下方へ位置する
ように傾斜しており、上面の後端と繋がるように下面が水平に延びている。
【０２５８】
　上皿球抜スライダ２４２は、扉枠３に組立てた状態で、作動受部２４２ａが、皿ユニッ
トベース２１１のスライダ挿通口２１１ｇを後側から貫通して前方へ突出していると共に
、作動受部２４２ａの上面に上皿球抜前ユニット２３０の前スライダ２３２の下端が当接
している。また、上皿球抜スライダ２４２は、扉枠３に組立てた状態で、作動伝達部２４
２ｂが、後ベース２４１の後方に突出していると共に、上面に球送給ユニット１４０の球
抜部材１４３における作動棹１４３ｃが当接している。
【０２５９】
　バネ２４３は、上端が後ベース２４１に取付けられていると共に、下端が上皿球抜スラ
イダ２４２に取付けられており、上皿球抜スライダ２４２を上方へ付勢している。従って
、上皿球抜スライダ２４２は、バネ２４３の付勢力により上方への移動端に位置しており
、バネ２４３の付勢力に抗することで下方へ移動することができる。
【０２６０】
　上皿球抜前ユニット２３０及び上皿球抜後ユニット２４０は、バネ２４３の付勢力によ
り、上皿球抜スライダ２４２が上方への移動端に位置させていると共に、上皿球抜スライ
ダ２４２の作動受部２４２ａの上面に当接している前スライダ２３２を介して上皿球抜ボ
タン２２２を上方へ移動端に位置させている。また、バネ２４３の付勢力により、上皿球
抜スライダ２４２が上方への移動端に位置させていることから、作動伝達部２４２ｂの上
面に当接している作動棹１４３ｃの下方への移動を阻止しており、球抜部材１４３の仕切
部１４３ａを進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間に位置させて、両者の間を仕切って
いる。
【０２６１】
　従って、上皿球抜ボタン２２２を押圧していない状態では、球送給ユニット１４０にお
いて進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間が仕切られており、上皿２０１から球受口２
４１ａへ送られた遊技球Ｂを、進入口１４１ａ及び球送給部材１４４を介して打球供給口
１４２ａから球発射装置５４０側へ送ることができる。
【０２６２】
　一方、上皿球抜ボタン２２２を、バネ２４３の付勢力に抗して下方へ押圧すると、前ス
ライダ２３２を介して上皿球抜スライダ２４２が下方へ移動し、上皿球抜スライダ２４２
の作動伝達部２４２ｂの上面に当接している球抜部材１４３の作動棹１４３ｃが下方へ移
動できるようになり、球抜部材１４３の錘部１４３ｄの荷重により球抜部材１４３が回動
して仕切部１４３ａが進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間から後退する。これにより
、上皿２０１から球受口２４１ａ及び球送給誘導路２４１ｂを通って進入口１４１ａに進
入した遊技球Ｂが、進入口１４１ａの下方に開口している球抜口１４１ｂから前方へ排出
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されることとなる。そして、球抜口１４１ｂから前方へ排出された遊技球Ｂは、球抜誘導
路２４１ｃを通って切欠部２１１ｄから下皿球供給口２１１ｃ内へ誘導された後に、下皿
球供給口２１１ｃから下皿２０２内へ放出され、上皿２０１内の遊技球Ｂが下皿２０２内
へ排出されることとなる。
【０２６３】
　上皿球抜ボタン２２２の下方への押圧を解除すると、バネ２４３の付勢力により上皿球
抜スライダ２４２が上方へ移動し、作動受部２４２ａと当接している前スライダ２３２を
介して上皿球抜ボタン２２２が上昇すると共に、作動伝達部２４２ｂと当接している作動
棹１４３ｃにより球抜部材１４３が回動して進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間に仕
切部１４３ａが位置して元の状態に復帰することとなる。
【０２６４】
　このように、上皿球抜前ユニット２３０及び上皿球抜後ユニット２４０によって、上皿
２０１内の遊技球Ｂを、球送給ユニット１４０を介して球発射装置５４０側へ送給したり
、下皿２０２側へ排出したりすることができる。
【０２６５】
［３－５ｄ．皿装飾ユニット］
　皿ユニット２００における皿装飾ユニット２５０について、主に図４７乃至図５０等を
参照して詳細に説明する。図４７は皿ユニットにおける皿装飾ユニットを前から見た斜視
図であり、図４８は皿装飾ユニットを後ろから見た斜視図である。また、図４９は皿装飾
ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図５０は皿装飾ユニット
を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。皿装飾ユニット２５０は、下皿
２０２を有しており皿ベースユニット２１０の前面に取付けられると共に、左右方向中央
に前方から演出操作ユニット３００が取付けられるものである。皿装飾ユニット２５０は
、皿ユニット２００の略全体を装飾している。
【０２６６】
　皿装飾ユニット２５０は、皿ユニットベース２１１の前面下部に取付けられ皿ユニット
ベース２１１と協働して下皿２０２を形成する下皿本体２５１と、下皿本体２５１の外周
を覆うように皿ユニットベース２１１の前面に取付けられる皿ユニット本体２５２と、下
皿本体２５１の下面に取付けられている下皿球抜ユニット２６０と、皿ユニット本体２５
２の前面上部に左右に離間して夫々取付けられている皿左上装飾ユニット２７０及び皿右
上装飾ユニット２７５と、皿ユニット本体２５２の全面で皿左上装飾ユニット２７０及び
皿右上装飾ユニット２７５の夫々の下方に取付けられている皿左下装飾ユニット２８０及
び皿右下装飾ユニット２８５と、を備えている。
【０２６７】
［３－５ｄ－１．下皿本体］
　皿装飾ユニット２５０における下皿本体２５１について、主に図４７乃至図５０等を参
照して詳細に説明する。下皿本体２５１は、皿ベースユニット２１０の皿ユニットベース
２１１と協働して下皿２０２を形成するものである。下皿本体２５１は、左右に延びてい
ると共に、上方及び後方が開放された容器状（皿状）に形成されている。この下皿本体２
５１は、皿ユニットベース２１１の前面下部における左右方向中央より左側の部位に、開
放されている後方が閉鎖されるように取付けられる。
【０２６８】
　下皿本体２５１は、平面視の形状が左右に延びた略四角形に形成されており、左右方向
中央より左側の前端が右側よりも前方へ突出している。下皿本体２５１には、平面視にお
いて、右端の前端付近において、上下に貫通している下皿球抜孔２０２ａが形成されてい
る。下皿本体２５１は、底面が、下皿球抜孔２０２ａへ向かって低くなるように傾斜して
いる。下皿球抜孔２０２ａは、下皿球抜ユニット２６０の下皿球抜蓋２６５によって開閉
可能に閉鎖される。
【０２６９】
　下皿本体２５１は、皿装飾ユニット２５０に組立てた状態で、外周と下面の一部とが皿
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ユニット本体２５２に覆われた状態となる。また、下皿本体は、皿ユニット２００に組立
てた状態で、底面が皿ユニットベース２１１の下皿球供給口２１１ｃよりも下方に位置し
ていると共に、下皿球抜孔２０２ａが下皿球供給口２１１ｃの前方に位置している。これ
により、下皿球供給口２１１ｃから前方へ放出された遊技球Ｂを、貯留することができる
。
【０２７０】
［３－５ｄ－２．皿ユニット本体］
　皿装飾ユニット２５０における皿ユニット本体２５２について、主に図４７乃至図５０
等を参照して詳細に説明する。皿ユニット本体２５２は、皿ベースユニット２１０におけ
る皿ユニットベース２１１の前面に取付けられ、皿ユニット２００の前面を装飾するもの
である。皿ユニット本体２５２は、上部側では左右方向の中央が前方へ突出するように膨
出しており、下部側では左右方向の左側が前方へ突出するように膨出している。また、皿
ユニット本体２５２は、上面が、左右方向の中央が最も低くなるように湾曲している。皿
ユニット本体２５２は、後方へ開放された箱状に形成されている。
【０２７１】
　皿ユニット本体２５２は、上部において左右両端から左右方向中央へ向かうに従って前
方へ膨出していると共に下方へ延びており左右に離間している上部サイド膨出部２５２ａ
と、下部において左右方向中央より左側が下皿本体２５１の外周を被覆するように前方へ
膨出している下部前面装飾部２５２ｂと、下部前面装飾部２５２ｂの下端から後方へ平板
状に延びている底板部２５２ｃと、を備えている。
【０２７２】
　左右の上部サイド膨出部２５２ａは、後方が開放された箱状に形成されており、夫々の
前面に皿左上装飾ユニット２７０及び皿左下装飾ユニット２８０と皿右上装飾ユニット２
７５及び皿右下装飾ユニット２８５が取付けられる。左側の上部サイド膨出部２５２ａは
、下面の右端が下部前面装飾部２５２ｂと接続されている。また、右側の上部サイド膨出
部２５２ａは、下端が下部前面装飾部２５２ｂと接続されている。
【０２７３】
　皿ユニット本体２５２は、左側の上部サイド膨出部２５２ａと下部前面装飾部２５２ｂ
との間で前後に貫通している下皿開口部２５２ｄが形成されている。下皿開口部２５２ｄ
は、遊技者の手指が挿入可能な大きさで、左方へ向かうに従って上下が広くなるように形
成されている。下皿開口部２５２ｄは、下皿本体２５１と左側の上部サイド膨出部２５２
ａの下面とによって、前後に延びた筒状に形成されている。
【０２７４】
　また、皿ユニット本体２５２は、下部前面装飾部２５２ｂにおける下皿本体２５１の外
周を被覆している部位の前面下端から上方へ切欠かれている前面切欠部２５２ｅと、底板
部２５２ｃにおける下皿本体２５１の下方となる部位において切欠かれている底面切欠部
２５２ｆと、を備えている。前面切欠部２５２ｅ及び底面切欠部２５２ｆには、下皿球抜
ユニット２６０が挿入される。
【０２７５】
　更に、皿ユニット本体２５２は、下部前面装飾部２５２ｂの右下隅において前後に貫通
しておりハンドル取付部材１０２の筒部１０２ａが挿通されるハンドル挿通口２５２ｇと
、ハンドル挿通口２５２ｇの上方で下部前面装飾部２５２ｂを前後に貫通しておりシリン
ダ錠１３０のシリンダ本体１３１が挿通されるシリンダ挿通口２５２ｈと、左右方向中央
となる一対の上部サイド膨出部２５２ａの間に形成されており演出操作ユニット３００が
取付けられる演出操作ユニット取付部２５２ｉと、を備えている。演出操作ユニット取付
部２５２ｉは、皿ユニット本体２５２の左右方向の幅の約１／３の幅に形成されている。
【０２７６】
　皿ユニット本体２５２は、皿ユニット２００に組立てた状態で、皿ベースユニット２１
０の前面を全体的に覆うように形成されており、下皿開口部２５２ｄを通してスピーカ口
２１１ｂが前方へ臨んだ状態となる。また、皿装飾ユニット２５０に組立てた状態では、



(52) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

前面切欠部２５２ｅから下皿球抜ユニット２６０の下皿球抜ボタン２６３が前方へ臨むと
共に、下皿球抜ユニット２６０の下皿球抜ベース２６１が底面切欠部２５２ｆを閉鎖して
下面同士が同一面上の状態となる。
【０２７７】
［３－５ｄ－３．下皿球抜ユニット］
　皿装飾ユニット２５０における下皿球抜ユニット２６０について、主に図４７乃至図５
０等を参照して詳細に説明する。下皿球抜ユニット２６０は、下皿本体２５１の下面に取
付けられ、下皿球抜孔２０２ａを開閉させることで、下皿２０２に遊技球Ｂを貯留させた
り、下皿２０２から遊技球Ｂを排出させたりするためのものである。
【０２７８】
　下皿球抜ユニット２６０は、下皿本体２５１の下面に取付けられており平面視右前隅に
上下に貫通している貫通孔を有した平板状の下皿球抜ベース２６１と、下皿球抜ベース２
６１の上面側において前後へスライド可能に取付けられているスライダ２６２と、スライ
ダ２６２の前端に取付けられている下皿球抜ボタン２６３と、スライダ２６２を前方へ付
勢しているバネ２６４と、スライダ２６２の前後方向への移動によって貫通孔を開閉する
下皿球抜蓋２６５と、スライダ２６２を介して下皿球抜蓋２６５を開状態に保持する保持
機構２６６と、を備えている。
【０２７９】
　下皿球抜ベース２６１は、皿ユニット本体２５２の底面切欠部２５２ｆを閉鎖する大き
さに形成されており、下皿２０２（下皿本体２５１）の下皿球抜孔２０２ａと一致する位
置に上下に貫通している貫通孔が形成されている。下皿球抜ベース２６１の貫通孔は、下
皿球抜孔２０２ａと同じ大きさに形成されている。スライダ２６２は、前後に延びた平板
状に形成されており、下皿球抜ベース２６１における左右方向中央から左寄りの部位に、
前後へスライド可能に取付けられている。スライダ２６２は、上方へ円柱状に突出してい
る突ピンを備えている。
【０２８０】
　下皿球抜蓋２６５は、左端側が、スライダ２６２よりも左方の位置で、上下に延びた軸
周りに対して回転可能に下皿球抜ベース２６１に取付けられており、右端側が、スライダ
２６２を越えて右方へ延出しており右端側が貫通孔を閉鎖可能に形成されている。下皿球
抜蓋２６５には、スライダ２６２の突ピンが摺動可能に挿入される左右に延びたスリット
が形成されている。
【０２８１】
　下皿球抜ユニット２６０は、皿装飾ユニット２５０に組立てた状態で、下皿球抜ベース
２６１が皿ユニット本体２５２の底面切欠部２５２ｆを閉鎖していると共に、下皿球抜ベ
ース２６１の下面が底板部２５２ｃの下面と同一面上に位置している。また、下皿球抜ボ
タン２６３が、皿ユニット本体２５２の前面切欠部２５２ｅから前方に臨んでいる。下皿
球抜ユニット２６０は、通常の状態では、スライダ２６２がバネ２６４の付勢力により前
方側の移動端に位置していると共に、下皿球抜蓋２６５の右端側が貫通孔の直上に位置し
ており、貫通孔（下皿球抜孔２０２ａ）を閉鎖している。
【０２８２】
　この通常の状態では、下皿球抜孔２０２ａが下皿球抜蓋２６５によって閉鎖されており
、下皿２０２に遊技球Ｂを貯留させることができる。また、通常の状態では、下皿球抜ボ
タン２６３の前面が、下部前面装飾部２５２ｂの前面における前面切欠部２５２ｅの周囲
の前面と略一致している。
【０２８３】
　通常の状態において、下皿球抜ボタン２６３を後方へ押圧して、バネ２６４の付勢力に
抗して後方へ移動させると、下皿球抜ボタン２６３と伴にスライダ２６２が後方へ移動す
ることとなる。このスライダ２６２が後方へ移動することで、スライダ２６２の突ピンが
スリットを介して下皿球抜蓋２６５を後方へ押圧し、下皿球抜蓋２６５が左端側を中心に
して右端側が後方へ移動する方向へ回動することとなる。そして、貫通孔の直上に位置し
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ていた下皿球抜蓋２６５の右端側が、貫通孔の位置から後方へ移動することで、貫通孔が
開放されて下皿球抜孔２０２ａが開いた状態となり、下皿球抜孔２０２ａを通して下皿２
０２内の遊技球Ｂを皿ユニット２００の下方へ排出させることができる。
【０２８４】
　なお、下皿球抜ボタン２６３の押圧によりスライダ２６２を後方へ移動させると、スラ
イダ２６２の後端が保持機構２６６によって保持されるようになっており、下皿球抜ボタ
ン２６３の押圧を解除しても、スライダ２６２がバネ２６４の付勢力によって前方へ移動
することはない。これにより、下皿球抜蓋２６５の右端側が後方へ回動したままの状態と
なり、下皿球抜孔２０２ａが開放されたままの状態で維持され、下皿２０２内の遊技球Ｂ
を連続して下方へ排出させることができる。
【０２８５】
　この状態から下皿球抜孔２０２ａを閉鎖するには、下部前面装飾部２５２ｂの前面より
も後退している下皿球抜ボタン２６３を後方へ押圧すると、保持機構２６６によるスライ
ダ２６２の保持が解除される。そして、下皿球抜ボタン２６３の押圧を放すと、スライダ
２６２がバネ２６４の付勢力により前方へ移動し、下皿球抜ボタン２６３の前面が下部前
面装飾部２５２ｂの前面と一致した状態に復帰すると共に、下皿球抜蓋２６５が回動して
右端側が貫通孔の直上に位置し、下皿球抜孔２０２ａが下皿球抜蓋２６５により閉鎖され
た状態となる。これにより、下皿２０２内に遊技球Ｂを貯留させることができる。
【０２８６】
［３－５ｄ－４．皿左上装飾ユニット及び皿右上装飾ユニット］
　皿装飾ユニット２５０における皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７
５について、主に図４７乃至図５０等を参照して詳細に説明する。皿左上装飾ユニット２
７０及び皿右上装飾ユニット２７５は、皿ユニット本体２５２の上部サイド膨出部２５２
ａにおける前面の上部に取付けられる。皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニッ
ト２７５は、皿ユニット２００の上部で演出操作ユニット３００の左右両側を装飾するも
のである。
【０２８７】
　皿左上装飾ユニット２７０は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿左上
装飾体２７１と、皿左上装飾体２７１の後側に取付けられている皿左上リフレクタ２７２
と、皿左上リフレクタ２７２の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿左上装飾基板２７３と、を備えている。
【０２８８】
　皿左上装飾体２７１は、左端から右端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
移動するように曲線状に延びており、左側の上部サイド膨出部２５２ａの上部に取付けら
れる。皿左上装飾体２７１は、前方へ膨出した半円弧が、左端では中心軸が斜め左上に延
びていると共に、右端では中心軸が左右に延びており、半円筒が捩れているような形状に
形成されている。この皿左上装飾体２７１は、乳白色に形成されている。
【０２８９】
　皿左上リフレクタ２７２は、皿左上装飾体２７１の内部に後方から挿入されており、皿
左上装飾基板２７３のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿左上装飾
基板２７３に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
ることで、皿左上装飾体２７１を発光装飾させることができる。
【０２９０】
　皿左上装飾ユニット２７０は、扉枠３に組立てた状態で、左端が扉枠左サイドユニット
４００の下端と連続し、右端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３１２
の皿中央上装飾体３１２ａの左端と連続している。皿左上装飾ユニット２７０は、皿左上
装飾体２７１において長手方向の途中にリブを有していないことから、皿左上装飾基板２
７３の複数のＬＥＤを発光させると、皿左上装飾体２７１の前面全体を略均一に発光装飾
させることができ、蛍光灯が埋め込まれているように見せることができる。
【０２９１】
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　皿右上装飾ユニット２７５は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿右上
装飾体２７６と、皿右上装飾体２７６の後側に取付けられている皿右上リフレクタ２７７
と、皿右上リフレクタ２７７の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿右上装飾基板２７８と、を備えている。
【０２９２】
　皿右上装飾体２７６は、右端から左端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
移動するように曲線状に延びており、右側の上部サイド膨出部２５２ａの上部に取付けら
れる。皿右上装飾体２７６は、前方へ膨出した半円弧が、右端では中心軸が斜め右上に延
びていると共に、左端では中心軸が左右に延びており、半円筒が捩れているような形状に
形成されている。この皿右上装飾体２７６は、乳白色に形成されている。
【０２９３】
　皿右上リフレクタ２７７は、皿右上装飾体２７６の内部に後方から挿入されており、皿
右上装飾基板２７８のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿右上装飾
基板２７８に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
ることで、皿右上装飾体２７６を発光装飾させることができる。
【０２９４】
　皿右上装飾ユニット２７５は、扉枠３に組立てた状態で、右端が扉枠右サイドユニット
４１０の下端と連続し、左端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３１２
の皿中央上装飾体３１２ａの右端と連続している。皿右上装飾ユニット２７５は、皿右上
装飾体２７６において長手方向の途中にリブを有していないことから、皿右上装飾基板２
７８の複数のＬＥＤを発光させると、皿右上装飾体２７６の前面全体を略均一に発光装飾
させることができ、蛍光灯が埋め込まれているように見せることができる。
【０２９５】
［３－５ｄ－５．皿左下装飾ユニット及び皿右下装飾ユニット］
　皿装飾ユニット２５０における皿左下装飾ユニット２８０及び皿右下装飾ユニット２８
５について、主に図４７乃至図５０等を参照して詳細に説明する。皿左下装飾ユニット２
８０及び皿右下装飾ユニット２８５は、皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニッ
ト２７５に夫々沿って延びるように、皿ユニット本体２５２の上部サイド膨出部２５２ａ
における前面の下部に取付けられる。皿左下装飾ユニット２８０及び皿右下装飾ユニット
２８５は、皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５と協働して、皿ユニ
ット２００の前面と演出操作ユニット３００の左右両側を装飾するものである。
【０２９６】
　皿左下装飾ユニット２８０は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿左下
装飾体２８１と、皿左下装飾体２８１の後側に取付けられている皿左下リフレクタ２８２
と、皿左下リフレクタ２８２の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿左下装飾基板２８３と、を備えている。
【０２９７】
　皿左下装飾体２８１は、左端から右端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
移動するように曲線状に延びていると共に、平面視において後方に中心を有した円弧状に
延びており、左側の上部サイド膨出部２５２ａの下部に取付けられる。皿左下装飾体２８
１は、皿左上装飾体２７１及び皿右上装飾体２７６よりも小さい半径で前方へ膨出した半
円弧が、左端では中心軸がやや斜め左上後方に延びていると共に、右端では中心軸が左右
に延びており、半円筒が曲げられているような形状に形成されている。皿左下装飾体２８
１は、左端が球面状に形成されている。皿左下装飾体２８１は、左端側へ向かうに従って
細くなるように半円弧の曲率が変化している。この皿左下装飾体２８１は、乳白色に形成
されている。
【０２９８】
　皿左下リフレクタ２８２は、皿左下装飾体２８１の内部に後方から挿入されており、皿
左下装飾基板２８３のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿左下装飾
基板２８３に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
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ることで、皿左下装飾体２８１を発光装飾させることができる。
【０２９９】
　皿左下装飾ユニット２８０は、扉枠３に組立てた状態で、左端が皿左上装飾ユニット２
７０の左端の下方に位置し、右端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３
１２の皿中央下装飾体３１２ｂの左端と連続している。皿左下装飾ユニット２８０は、皿
左下装飾体２８１の左端が球面状に形成されていることから、左端が扉枠３内へ潜り込ん
でいるように見える。皿左下装飾ユニット２８０は、皿左下装飾体２８１において長手方
向の途中にリブを有していないことから、皿左下装飾基板２８３の複数のＬＥＤを発光さ
せると、皿左下装飾体２８１の前面全体を略均一に発光装飾させることができ、蛍光灯が
埋め込まれているように見せることができる。
【０３００】
　皿右下装飾ユニット２８５は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿右下
装飾体２８６と、皿右下装飾体２８６の後側に取付けられている皿右下リフレクタ２８７
と、皿右下リフレクタ２８７の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿右下装飾基板２８８と、を備えている。
【０３０１】
　皿右下装飾体２８６は、右端から左端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
移動するように曲線状に延びていると共に、平面視において後方に中心を有した円弧状に
延びており、右側の上部サイド膨出部２５２ａの下部に取付けられる。皿右下装飾体２８
６は、皿左上装飾体２７１及び皿右上装飾体２７６よりも小さい半径で前方へ膨出した半
円弧が、右端では中心軸がやや斜め右上後方に延びていると共に、左端では中心軸が左右
に延びており、半円筒が曲げられているような形状に形成されている。皿右下装飾体２８
６は、右端が球面状に形成されている。皿右下装飾体２８６は、右端側へ向かうに従って
細くなるように半円弧の曲率が変化している。この皿右下装飾体２８６は、乳白色に形成
されている。
【０３０２】
　皿右下リフレクタ２８７は、皿右下装飾体２８６の内部に後方から挿入されており、皿
右下装飾基板２８８のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿右下装飾
基板２８８に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
ることで、皿右下装飾体２８６を発光装飾させることができる。
【０３０３】
　皿右下装飾ユニット２８５は、扉枠３に組立てた状態で、右端が皿右上装飾ユニット２
７５の右端の下方に位置し、左端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３
１２の皿中央下装飾体３１２ｂの右端と連続している。皿右下装飾ユニット２８５は、皿
右下装飾体２８６の右端が球面状に形成されていることから、右端が扉枠３内へ潜り込ん
でいるように見える。皿右下装飾ユニット２８５は、皿右下装飾体２８６において長手方
向の途中にリブを有していないことから、皿右下装飾基板２８８の複数のＬＥＤを発光さ
せると、皿右下装飾体２８６の前面全体を略均一に発光装飾させることができ、蛍光灯が
埋め込まれているように見せることができる。
【０３０４】
［３－５ｅ．演出操作ユニットの全体構成］
　皿ユニット２００における演出操作ユニット３００の全体構成について、主に図５１乃
至図５４等を参照して詳細に説明する。図５１は、皿ユニットにおける演出操作ユニット
を演出操作ボタンの進退方向から見た平面図である。図５２（ａ）は演出操作ユニットを
前から見た斜視図であり、（ｂ）は演出操作ユニットを後ろから見た斜視図である。図５
３は演出操作ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図５４は演
出操作ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。演出操作ユニッ
ト３００は、皿ユニット２００における左右方向中央に備えられており、皿ユニット２０
０を装飾していると共に、遊技者参加型演出が実行された際に遊技者が操作して演出に参
加することができるものである。演出操作ユニット３００は、皿ベースユニット２１０と



(56) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

皿装飾ユニット２５０とに取付けられている。
【０３０５】
　演出操作ユニット３００は、遊技者が操作可能な演出操作部３０１を備えている。演出
操作部３０１は、遊技者が回転操作可能な回転操作部３０２と、遊技者が押圧操作可能な
押圧操作部３０３と、から構成されている。演出操作部３０１は、回転操作部３０２が、
外径に対して約３／５の大きさの内径を有した円環状に形成されており、その環内に押圧
操作部３０３が配置されている。押圧操作部３０３は、回転操作部３０２の中心に配置さ
れ、回転操作部３０２の内径の半分よりも若干大きい直径の中央押圧操作部３０３ａと、
中央押圧操作部３０３ａの外周と回転操作部３０２の内周との間に配置されている円環状
の外周押圧操作部３０３ｂとで構成されている。
【０３０６】
　演出操作ユニット３００は、皿装飾ユニット２５０の前面に取付けられる演出操作部カ
バーユニット３１０と、演出操作部カバーユニット３１０に内に収容される操作部ベース
３２０と、操作部ベース３２０の上面に取付けられており回転操作部３０２を有している
円環状の演出操作リング３３０と、演出操作リング３３０の回転操作部３０２を回転させ
る回転駆動ユニット３４０と、回転駆動ユニット３４０と演出操作リング３４０の回転操
作部３０２との間で回転を伝達させる操作リング用伝達ギア３５０と、操作リング用伝達
ギア３５０を回転可能に操作部ベース３２０に取付けているギア取付部材３５１と、を備
えている。
【０３０７】
　また、演出操作ユニット３００は、演出操作リング３３０の下方で操作部ベース３２０
の上面に取付けられており上面に複数のＬＥＤが実装されている演出操作リング装飾基板
３５２と、演出操作リング装飾基板３５２の上側を覆うように操作部ベース３２０に取付
けられている装飾基板カバー３５３と、操作部ベース３２０の下面に取付けられている振
動スピーカ３５４と、演出操作リング３３０の環内に臨むように操作部ベース３２０に取
付けられている演出操作ボタンユニット３６０と、操作部ベース３２０の後面に取付けら
れている操作部中継基板ユニット３９０と、を備えている。
【０３０８】
［３－５ｅ－１．演出操作部カバーユニット］
　演出操作ユニット３００の演出操作部カバーユニット３１０について、主に図５３及び
図５４等を参照して詳細に説明する。演出操作部カバーユニット３１０は、皿装飾ユニッ
ト２５０の皿ユニット本体２５２の演出操作ユニット取付部２５２ｉに取付けられ、皿ユ
ニット２００の左右方向中央で演出操作ユニット３００の前面を装飾するものである。演
出操作部カバーユニット３１０は、上方及び後方が開放された容器状に形成されている。
【０３０９】
　演出操作部カバーユニット３１０は、下方へ窪んだ半球状のユニット下カバー３１１と
、ユニット下カバー３１１の前側上端に取付けられており前方へ膨出した半円環状のユニ
ット前カバー３１２と、ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａ内に後方から
取付けられている皿中央上リフレクタ３１３と、皿中央上リフレクタ３１３に取付けられ
ており前方へ向かって光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている皿中央上装飾基板３
１４と、ユニット前カバー３１２の皿中央下装飾体３１２ｂ内に後方から取付けられてい
る皿中央下リフレクタ３１５と、皿中央下リフレクタ３１５に取付けられており前方へ向
かって光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている皿中央下装飾基板３１６と、を備え
ている。
【０３１０】
　ユニット下カバー３１１は、ユニット下カバー３１１は、前後方向中央後寄りから前側
が、下方へ膨出した半球面状に形成されており、これより後側が、皿ユニット本体２５２
の演出操作ユニット取付部２５２ｉに、上方から載置されるように取付けられる。ユニッ
ト下カバー３１１は、前部の半円弧状に延びている上端縁に形成される仮想の平面に垂直
な軸線が、上方へ向かうに従って前方へ位置するように、傾斜した状態で取付けられる。
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本形態では、鉛直線に対して約１８度（１８．６５度）の角度で傾斜している。ユニット
下カバー３１１は、皿ユニット２００に組立てた時に、最も低くなる部位に複数の排水孔
３１１ａが形成されている。
【０３１１】
　ユニット前カバー３１２は、ユニット前カバー３１２は、平面視の形状がユニット下カ
バー３１１の前端に沿うように前方へ膨出した半円弧状に形成されており、ユニット下カ
バー３１１の前部上端に取付けられている。ユニット前カバー３１２は、前方へ膨出した
半円弧がユニット下カバー３１１の前端に沿うように半円弧状に延びている皿中央上装飾
体３１２ａと、皿中央上装飾体３１２ａの下方で前方へ膨出した半円弧がユニット下カバ
ー３１１の前端に沿うように半円弧状に延びている皿中央下装飾体３１２ｂと、を備えて
いる。ユニット前カバー３１２は、皿中央下装飾体３１２ｂの下端がユニット下カバー３
１１に取付けられている。
【０３１２】
　ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａと皿中央下装飾体３１２ｂは、略同
じ太さ（半径）の円筒を、半割にした上で割面を中心側へ向けて半円弧状に延びるように
屈曲させた形状に形成されている。皿中央上装飾体３１２ａに対して皿中央下装飾体３１
２ｂは、大きい曲率で半円弧状に延びていると共に、皿中央上装飾体３１２ａに対して皿
中央下装飾体３１２ｂは、若干細い太さの半円筒状に形成されている。ユニット前カバー
３１２は、皿ユニット２００に組立てた状態で、皿中央上装飾体３１２ａの前端が、皿中
央下装飾体３１２ｂの前端よりも前方へ突出している。また、皿ユニット２００に組立て
た状態では、皿中央上装飾体３１２ａの左右両端が、皿左上装飾ユニット２７０の右端及
び皿右上装飾ユニット２７５の左端と夫々連続していると共に、皿中央下装飾体３１２ｂ
の左右両端が、皿左下装飾ユニット２８０の右端及び皿右下装飾ユニット２８５の左端と
夫々連続している。ユニット前カバー３１２は、透光性を有し、乳白色に形成されている
。
【０３１３】
　また、ユニット前カバー３１２は、扉枠３に組立てた状態で、その前端が扉枠３の前端
となっており、扉枠ベース１０１の前面からユニット前カバー３１２の前端までの距離が
、扉枠ベース１０１の左右方向の全幅の約１／２の距離となっている。
【０３１４】
　皿中央上リフレクタ３１３は、前方へ膨出した半円弧状に形成されており、ユニット前
カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａ内に後方から挿入されて取付けられる。皿中央上
リフレクタ３１３は、皿中央上装飾基板３１４に実装されているＬＥＤからの光が、後方
（内側）へ漏れるのを遮断している。皿中央上装飾基板３１４は、皿中央上装飾体３１２
ａに沿うように半円弧状に形成されており、上面に前方（外側）へ向かって光を照射可能
な複数のＬＥＤが実装されている。皿中央上装飾基板３１４の複数のＬＥＤは、フルカラ
ーＬＥＤとされており、発光させることで皿中央上装飾体３１２ａを発光装飾させること
ができる。
【０３１５】
　皿中央下リフレクタ３１５は、前方へ膨出した半円弧状に形成されており、ユニット前
カバー３１２の皿中央下装飾体３１２ｂ内に後方から挿入されて取付けられる。皿中央下
リフレクタ３１５は、皿中央下装飾基板３１６に実装されているＬＥＤからの光が、後方
（内側）へ漏れるのを遮断している。皿中央下装飾基板３１６は、皿中央下装飾体３１２
ｂに沿うように半円弧状に形成されており、上面に前方（外側）へ向かって光を照射可能
な複数のＬＥＤが実装されている。皿中央下装飾基板３１６の複数のＬＥＤは、フルカラ
ーＬＥＤとされており、発光させることで皿中央下装飾体３１２ｂを発光装飾させること
ができる。
【０３１６】
　演出操作部カバーユニット３１０は、ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２
ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂにおいて、半円弧状に延びている途中に補強用のリブを有
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していないことから、皿中央上装飾基板３１４のＬＥＤ及び皿中央下装飾基板３１６のＬ
ＥＤを発光させると、夫々の全体を略均一に発光装飾させることができ、蛍光灯が埋め込
まれているように見せることができる。
【０３１７】
　演出操作部カバーユニット３１０は、皿ユニット２００に組立てた状態で、前端が、上
皿２０１や下皿２０２よりも前方へ大きく突出している。また、演出操作部カバーユニッ
ト３１０は、皿中央上装飾体３１２ａが皿左上装飾体２７１及び皿右上装飾体２７６と連
続していると共に、皿中央下装飾体３１２ｂが皿左下装飾体２８１及び皿右下装飾体２８
６と連続している。これにより、演出操作ユニット３００を目立たせていると共に、一体
的な装飾により見栄えを良くしている。
【０３１８】
［３－５ｅ－２．操作部ベース］
　演出操作ユニット３００の操作部ベース３２０について、主に図５３及び図５４等を参
照して詳細に説明する。操作部ベース３２０は、演出操作部カバーユニット３１０内に上
方から挿入され、下端が演出操作部カバーユニット３１０に取付けられると共に、上部後
端が皿ベースユニット２１０における上皿本体２１２の演出操作ユニット取付部２１２ａ
に取付けられる。操作部ベース３２０は、上方が開放された容器状に形成されている。
【０３１９】
　操作部ベース３２０は、外形が略立方体の箱状に形成されており上方が開放されている
本体部３２１と、本体部３２１の上端から外方へ延出しており外周が円形状に形成されて
いるフランジ部３２２と、本体部３２１の底面から下方へ突出している複数（ここでは四
つ）の脚部３２３と、フランジ部３２２の後端に形成されており皿ベースユニット２１０
に取付けられる上部取付部３２４と、本体部３２１の左外側でフランジ部３２２を貫通し
て上方に開口しており操作リング用伝達ギア３５０を回転可能に支持するためのギア軸受
部３２５と、を備えている。
【０３２０】
　操作部ベース３２０は、本体部３２１が、内部に演出操作ボタンユニット３６０を収容
可能な大きさに形成されている。本体部３２１は、底壁に下側から振動スピーカ３５４が
取付けられると共に、下面における振動スピーカ３５４が取付けられる部位が平坦面に形
成されている。本体部３２１の底壁は、振動スピーカ３５４からの振動に対して共振し易
く形成されており、振動を増幅させることができると共に、振動を音声や音楽等のサウン
ドに変換して出力させることができる。
【０３２１】
　本体部３２１の底壁の上面には、演出操作ボタンユニット３６０におけるボタンユニッ
トベース３６１の脚部３６１ｂが取付けられる。また、本体部３２１は、底壁の外周縁に
おいて、本体部３２１内に侵入した液体を排出させる貫通孔が形成されている。本体部３
２１は、左側壁外側に回転駆動ユニット３４０が取付けられると共に、後側壁外側に操作
部中継基板ユニット３９０が取付けられる。
【０３２２】
　フランジ部３２２は、外周がユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａの内周
と略一致する直径に形成されている。フランジ部３２２の上面には、演出操作リング装飾
基板３５２及び装飾基板カバー３５３が取付けられると共に、演出操作リング３３０のリ
ング取付ベース３３１が取付けられる。複数の脚部３２３は、下端が演出操作部カバーユ
ニット３１０におけるユニット下カバー３１１の上面に取付けられる。
【０３２３】
　ギア軸受部３２５は、ギア取付部材と協働して操作リング用伝達ギアを、左右に延びた
軸周りに対して回転可能に取付けることができる。ギア軸受部３２５に操作リング用伝達
ギア３５０を取付けた状態では、操作リング用伝達ギア３５０の上部が上方へ突出した状
態となると共に、操作リング用伝達ギア３５０の駆動側ギア部３５０ｂがフランジ部３２
２の下方において外側に露出した状態となる。
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【０３２４】
　操作部ベース３２０は、演出操作ユニット３００に組立てた状態で、フランジ部３２２
の上面が、ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａの上面よりも若干下方に位
置している。また、演出操作ユニット３００に組立てた状態では、本体部３２１の下面に
振動スピーカ３５４が接した状態で取付けられている。
【０３２５】
［３－５ｅ－３．演出操作リング］
　演出操作ユニット３００の演出操作リング３３０について、主に図５５及び図５６等を
参照して詳細に説明する。図５５（ａ）は演出操作ユニットの演出操作リングを上前から
見た斜視図であり、（ｂ）は演出操作リングを下前から見た斜視図である。図５６（ａ）
は演出操作リングを分解して上前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は演出操作リングを
分解して下前から見た分解斜視図である。演出操作リング３３０は、操作部ベース３２０
におけるフランジ部３２２の上面に取付けられ、遊技者が回転操作可能な回転操作部３０
２を有している。演出操作リング３３０（回転操作部３０２）は、直径（外径）が上皿２
０１の前後方向の寸法の約２倍の大きさとされており、内径が外径の約３／５の大きさの
円環状に形成されている。本形態では、演出操作リング３３０の外径が約１３ｃｍとされ
ている。
【０３２６】
　演出操作リング３３０は、操作部ベース３２０のフランジ部３２２の上面に取付けられ
る円環状のリング取付ベース３３１と、リング取付ベース３３１に回転可能に載置される
円環状の回転ベース３３２と、回転ベース３３２の外周面と当接しリング取付ベース３３
１に上下に延びた軸周りに回転可能に取付けられている複数のブッシュ３３３と、リング
取付ベース３３１に取付けられており回転ベース３３２の上方への移動を規制しているリ
ング抜止部材３３４と、を備えている。
【０３２７】
　また、演出操作リング３３０は、回転ベース３３２の上面に取付けられており回転操作
部３０２の一部を構成しているリング外上カバー３３５と、リング外上カバー３３５の下
側に取付けられており回転操作部３０２の一部を構成しているリング外下カバー３３６と
、リング外上カバー３３５の内周側で回転ベース３３２の上面に取付けられており回転操
作部３０２の一部を構成しているリング内カバー３３７と、を備えている。リング外上カ
バー３３５、リング外下カバー３３６、及びリング内カバー３３７は、夫々透光性を有し
た円環状に形成されている。
【０３２８】
　リング取付ベース３３１は、外径が操作部ベース３２０のフランジ部３２２の外径より
も若干大きく、内径がフランジ部３２２の内径と略同じ大きさに形成されている。リング
取付ベース３３１は、内周縁に沿った上面側に回転ベース３３２が周方向へ摺動可能に載
置される載置部３３１ａと、上面における載置部３３１ａよりも外側で周方向へ離間して
複数（ここでは四つ）の部位から上方へ円筒状に突出しておりブッシュ３３３を回転可能
に取付けるためのボス部３３１ｂと、上面における載置部３３１ａよりも外側で周方向へ
間隔をあけて複数の部位において上下に貫通している貫通口３３１ｃと、を備えている。
複数の貫通口３３１ｃは、演出操作リング装飾基板３５２のＬＥＤと対応する位置に形成
されている。
【０３２９】
　回転ベース３３２は、外径がリング取付ベース３３１の載置部３３１ａの直径（外径）
よりも若干小さく、内径がリング取付ベース３３１の内径よりも小さく形成されている。
回転ベース３３２は、下面から下方へ突出していると共に周方向へ延びているリングギア
３３２ａを備えている。リングギア３３２ａは、回転ベース３３２の中心側へ向かうに従
って下方へ突出するように傘歯車に形成されている。リングギア３３２ａは、リング取付
ベース３３１の内径よりも外径が小さく形成されており、演出操作リング３３０に組立て
た状態では、リング取付ベース３３１の内周側から下方へ臨んだ状態となる。このリング
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ギア３３２ａは、演出操作ユニット３００に組立てた状態で、操作リング用伝達ギア３５
０のリング側ギア部３５０ａと噛合する。
【０３３０】
　リング外上カバー３３５は、円形における外部且つ上部を構成している円弧が円環状に
延びている外上表面部３３５ａと、外上表面部３３５ａに立体的に形成されており周方向
へ複数配置されている装飾部３３５ｂと、外上表面部３３５ａの内周端から下方へ延出し
た後に中心側へ延出しており周方向へ複数配置されている外上カバー取付部３３５ｃと、
を備えている。リング外上カバー３３５の外上表面部３３５ａは、円の１／４の範囲の円
弧が円環状に延びた形状に形成されている。装飾部３３５ｂは、外形が六角形に形成され
ている。外上カバー取付部３３５ｃは、外上表面部３３５ａの下端よりも若干下方へ延出
しており、回転ベース３３２の上面に取付けられるものである。
【０３３１】
　リング外下カバー３３６は、円形における外部且つ下部を構成している円弧が円環状に
延びている外下表面部３３６ａと、外下表面部３３６ａの内側から上方且つ中心側へ突出
しており周方向へ複数配置されている外下カバー取付部３３６ｂと、を備えている。リン
グ外下カバー３３６の外下表面部３３６ａは、円の１／８の範囲の円弧が円環状に延びた
形状に形成されている。外下カバー取付部３３６ｂは、リング外上カバー３３５に取付け
られるものである。
【０３３２】
　リング内カバー３３７は、円形における内部且つ上部を構成している円弧が円環状に延
びている内表面部３３７ａと、内表面部３３７ａの内側端部から中心軸に平行に下方へ延
びている筒状の筒表面部３３７ｂと、筒表面部３３７ｂの外周に形成されており周方向へ
複数配置されている内カバー取付部３３７ｃと、を備えている。リング内カバー３３７の
内表面部３３７ａは、円の１／８の範囲の円弧が円環状に延びた形状に形成されている。
筒表面部３３７ｂは、円筒状の内径が回転ベース３３２の内径と同じ大きさである。内カ
バー取付部３３７ｃは、回転ベース３３２の上面に取付けられるものである。
【０３３３】
　リング外上カバー３３５、リング外下カバー３３６、及びリング内カバー３３７は、演
出操作リング３３０に組立てた状態で、外上表面部３３５ａ、外下表面部３３６ａ、及び
内表面部３３７ａが、連続するように形成されており、外上表面部３３５ａ、外下表面部
３３６ａ、及び内表面部３３７ａによって、円の１／２以上の範囲の部位を構成し、全体
がドーナツ状となる。演出操作リング３３０は、演出操作リング装飾基板３５２によって
発光装飾可能とされている。
【０３３４】
［３－５ｅ－４．回転駆動ユニット］
　演出操作ユニット３００における回転駆動ユニット３４０について、主に図５７乃至図
５９等を参照して詳細に説明する。図５７（ａ）は演出操作ユニットの回転駆動ユニット
を前から見た斜視図であり、（ｂ）は回転駆動ユニットを後ろから見た斜視図である。図
５８は回転駆動ユニットを分解して右前から見た分解斜視図であり、図５９は回転駆動ユ
ニットを分解して左前から見た分解斜視図である。回転駆動ユニット３４０は、演出操作
リング３３０の回転操作部３０２を回転駆動させたり、回転操作部３０２の回転操作を検
知したりするためのものである。回転駆動ユニット３４０は、操作部ベース３２０の本体
部３２１における左側面の外側に取付けられる。
【０３３５】
　回転駆動ユニット３４０は、操作部ベース３２０の本体部３２１に取付けられる回転駆
動ベース３４１と、回転駆動ベース３４１の右側面後部に回転軸が左方へ突出するように
取付けられる操作リング駆動モータ３４２と、操作リング駆動モータ３４２の回転軸に取
付けられる駆動ギア３４３と、駆動ギア３４３により回転させられる変速ギア３４４と、
変速ギア３４４により回転させられると共に操作リング用伝達ギア３５０を回転させる伝
達検知ギア部材３４５と、変速ギア３４４及び伝達検知ギア部材３４５を回転駆動ベース
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を協働して回転可能に取付けていると共に駆動ギア３４３、変速ギア３４４及び伝達検知
ギア部材３４５左方から被覆しているギアカバー３４６と、を備えている。
【０３３６】
　また、回転駆動ユニット３４０は、ギアカバー３４６に取付けられており伝達検知ギア
部材３４５の回転位置を検知している第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ
３４８と、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８を左方から覆うよう
にギアカバー３４６に取付けられているセンサカバー３４９と、を備えている。
【０３３７】
　回転駆動ベース３４１は、左右方向が短く前後方向へ長く延びており左方へ開放されて
いる浅い箱状に形成されている。操作リング駆動モータ３４２は、ステッピングモータと
されている。駆動ギア３４３は、平歯車とされている。変速ギア３４４は、駆動ギアと噛
合する平歯車状の第一ギア３４４ａと、第一ギア３４４ａと一体回転すると共に大径に形
成されている平歯車状の第二ギア３４４ｂと、から構成されている。変速ギア３４４の第
二ギア３４４ｂは、伝達検知ギア部材３４５のギア部３４５ａと噛合する。
【０３３８】
　伝達検知ギア部材３４５は、変速ギア３４４よりも大径（第二ギア３４４ｂの直径の２
倍の大きさ）のギア部３４５ａと、ギア部３４５ａの左側面から左方へ突出しており周方
向に一定の間隔で列設されている複数の検知片３４５ｂと、を備えている。ギア部３４５
ａは、変速ギア３４４の第二ギア３４４ｂと噛合すると共に、操作リング用伝達ギア３５
０の駆動側ギア部３５０ｂと噛合する。複数の検知片３４５ｂは、周方向の長さが周方向
へ離間している間隔と同じ長さとされている。本形態では、検知片３４５ｂは、４５度の
回転角度の間隔で、周方向に八つ配置されている。これら検知片３４５ｂは、第一回転検
知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８によって検知される。
【０３３９】
　第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８は、伝達検知ギア部材３４５
の検知片３４５ｂを検知するものである。第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知セ
ンサ３４８は、周方向へ列設されている検知片３４５ｂの間隔に対して、整数倍とは異な
る間隔で周方向へ離間して配置されている。本形態では、第一回転検知センサ３４７及び
第二回転検知センサ３４８は、１０１．２５度の回転角度で離間している。これにより、
伝達検知ギア部材３４５が回転した時に、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知セ
ンサ３４８が同じタイミングで検知片３４５ｂを検知することはなく、一方が先に検知片
３４５ｂを検知するようになっている。これにより、伝達検知ギア部材３４５を介して演
出操作リング３３０における回転操作部３０２の回転方向や回転速度を検知することがで
きる。
【０３４０】
　回転駆動ユニット３４０は、組立てた状態で、伝達検知ギア部材３４５のギア部３４５
ａの上部が上方へ露出しており、ギア部３４５ａの露出した部位が操作リング用伝達ギア
３５０の駆動側ギア部３５０ｂと噛合する。また、回転駆動ユニット３４０は、演出操作
ユニット３００に組立てた状態で、全体が演出操作部カバーユニット３１０内に位置して
いる。
【０３４１】
　回転駆動ユニット３４０は、操作リング駆動モータ３４２の駆動により、駆動ギア３４
３、変速ギア３４４、伝達検知ギア部材３４５、及び操作リング用伝達ギアを介して、演
出操作リング３３０の回転操作部３０２を任意の方向へ回転させることができる。また、
回転駆動ユニット３４０は、操作リング駆動モータ３４２により駆動ギア３４３を、所定
の回転角度の範囲で正転・逆転を繰返させることで、回転操作部３０２を往復回動させて
振動させることができる。
【０３４２】
　また、回転駆動ユニット３４０は、遊技者により演出操作リング３３０の回転操作部３
０２が回転させられると、操作リング用伝達ギア３５０を介して伝達検知ギア部材３４５
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が回転し、伝達検知ギア部材３４５の検知片３４５ｂが第一回転検知センサ３４７及び第
二回転検知センサ３４８によって検知され、回転操作部３０２の回転操作を検知すること
ができる。従って、回転操作部３０２の回転方向に応じて遊技者参加型演出の内容を変化
させることができる。
【０３４３】
　また、回転駆動ユニット３４０では、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知セン
サ３４８によって回転操作部３０２の回転操作を検知することができるため、回転操作さ
れた回転方向と同じ方向へ操作リング駆動モータ３４２を駆動させることで、遊技者の回
転操作をアシストすることができる。或いは、回転操作部３０２の回転方向とは反対の方
向へ操作リング駆動モータ３４２を駆動させることで、遊技者の回転操作に負荷を与える
ことができる。従って、これらを適宜組合せることで、回転操作部３０２に、遊技者参加
型演出の内容に応じた操作感を付与したり、クリック感を付与したりすることができる。
【０３４４】
［３－５ｅ－５．操作リング用伝達ギア］
　演出操作ユニット３００の操作リング用伝達ギア３５０について、主に図５３及び図５
４等を参照して詳細に説明する。操作リング用伝達ギア３５０は、回転駆動ユニット３４
０の伝達検知ギア部材３４５と演出操作リング３４０の回転操作部３０２の回転ベース３
３２との間で回転を伝達させるものであり、操作部ベース３２０のギア軸受部３２５に回
転可能に取付けられるものである。
【０３４５】
　操作リング用伝達ギア３５０は、演出操作リング３４０の回転ベース３３２におけるリ
ングギア３３２ａと噛合する傘歯車状のリング側ギア部３５０ａと、リング側ギア部３５
０ａと一体回転し回転駆動ユニット３４０の伝達検知ギア部材３４５におけるギア部３４
５ａと噛合する平歯車状の駆動側ギア部３５０ｂと、を備えている。リング側ギア部３５
０ａと駆動側ギア部３５０ｂは、ピッチ円が同じ直径に形成されている。傘歯車状のリン
グ側ギア部３５０ａは、回転ベース３３２の回転軸の方向へ窄まっている。
【０３４６】
　操作リング用伝達ギア３５０は、回転軸が左右方向へ延びていると共に、演出操作リン
グ３４０の回転ベース３３２の回転軸と交わるように、操作部ベース３２０に取付けられ
る。操作リング用伝達ギア３５０は、操作部ベース３２０のギア軸受部３２５に上方から
挿入された上で、ギア取付部材３５１が操作部ベース３２０に取付けられることで、操作
部ベース３２０に回転可能に取付けられる。
【０３４７】
　操作リング用伝達ギア３５０は、演出操作ユニット３００に組立てられた状態で、リン
グ側ギア部３５０ａが演出操作リング３３０における回転ベース３３２のリングギア３３
２ａと噛合していると共に、駆動側ギア部３５０ｂが回転駆動ユニット３４０における伝
達検知ギア部材３４５のギア部３４５ａと噛合している。従って、操作リング用伝達ギア
３５０は、演出操作リング３３０の回転操作部３０２の回転操作を回転駆動ユニット３４
０側へ伝達させることができると共に、回転駆動ユニット３４０の操作リング駆動モータ
３４２の回転駆動を演出操作リング３３０の回転操作部３０２に伝達させて回転させるこ
とができる。
【０３４８】
［３－５ｅ－６．演出操作リング装飾基板］
　演出操作ユニット３００における演出操作リング装飾基板３５２について、主に図５３
及び図５４等を参照して説明する。演出操作リング装飾基板３５２は、操作部ベース３２
０におけるフランジ部３２２の上面に取付けられ、上面に複数のＬＥＤが実装されている
。演出操作リング装飾基板３５２は、演出操作リング３３０の下方に取付けられており、
複数のＬＥＤを適宜発光させることで演出操作リング３３０（回転操作部３０２）を発光
装飾させることができる。
【０３４９】
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　演出操作リング装飾基板３５２は、円環を前後に分割したような形態に形成されており
、前側の前装飾基板３５２ａと、後側の後装飾基板３５２ｂとで構成されている。前装飾
基板３５２ａ及び後装飾基板３５２ｂの上面の夫々に、複数のＬＥＤが外周に沿って列設
されている。演出操作リング装飾基板３５２の複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされ
ている。
【０３５０】
　演出操作リング装飾基板３５２は、演出操作ユニット３００に組立てた状態で、演出操
作リング３３０のリング取付ベース３３１の下方に位置している。演出操作リング装飾基
板３５２は、上側が透明な装飾基板カバー３５３によって被覆されている。装飾基板カバ
ー３５３は、演出操作リング装飾基板３５２と同様に、前後に分割された形態に形成され
ており、前装飾基板３５２ａを上側から覆い操作部ベース３２０のフランジ部３２２に取
付けられる前基板カバー３５３ａと、後装飾基板３５２ｂを上側から覆い操作部ベース３
２０のフランジ部３２２に取付けられる後基板カバー３５３ｂと、で構成されている。
【０３５１】
　演出操作リング装飾基板３５２は、上面に実装されている複数のＬＥＤを発光させるこ
とで、装飾基板カバー３５３及びリング取付ベース３３１の貫通口３３１ｃを通して、回
転操作部３０２を構成しているリング外上カバー３３５、リング外下カバー３３６、及び
リング内カバー３３７を、内部から発光装飾させることができる。従って、回転操作部３
０２内にＬＥＤが備えられているような発光装飾を遊技者に見せることができる。
【０３５２】
［３－５ｅ－７．振動スピーカ］
　演出操作ユニット３００における振動スピーカ３５４について、主に図５３及び図５４
等を参照して詳細に説明する。振動スピーカ３５４は、操作部ベース３２０における本体
部３２１の下面に出力方向を上方へ向けて取付けられており、音声や音楽等のサウンドに
加えて、多彩な周波数の振動を出力することができるものである。
【０３５３】
　振動スピーカ３５４は、操作部ベース３２０の底壁を振動板として振動させることで、
音声や音楽等のサウンド（音）を出力することができる。また、振動スピーカ３５４は、
操作部ベース３２０を介して演出操作ユニット３００全体を振動させることができる。こ
の振動スピーカ３５４は、偏芯させた錘をモータで回転させる振動装置と比較して、様々
な周波数の振動を発生させることができ、より多彩な演出を遊技者に提示することができ
る。
【０３５４】
［３－５ｅ－８．演出操作ボタンユニット］
　演出操作ユニット３００における演出操作ボタンユニット３６０について、主に図６０
乃至図６２等を参照して詳細に説明する。図６０は演出操作ユニットの演出操作ボタンユ
ニットを分解して前上から見た分解斜視図であり、図６１は演出操作ボタンユニットを分
解して前下から見た分解斜視図である。図６２（ａ）は押圧操作部が下降位置の時の演出
操作ボタンユニットの断面図であり、（ｂ）押圧操作部が上昇位置の時の演出操作ボタン
ユニットの断面図である。演出操作ボタンユニット３６０は、演出操作リング３３０の環
内に臨むように操作部ベース３２０に取付けられており、遊技者が押圧操作可能な押圧操
作部３０３を有している。演出操作ボタンユニット３６０の押圧操作部３０３は、円柱状
の中央押圧操作部３０３ａと、中央押圧操作部３０３ａの外周を覆うように形成されてい
る円筒状の外周押圧操作部３０３ｂと、で構成されている。
【０３５５】
　演出操作ボタンユニット３６０は、外周が略円形状に形成されており操作部ベース３２
０の本体部３２１内に取付けられるボタンユニットベース３６１と、ボタンユニットベー
ス３６１の中心軸を境にして対象に配置されており上方へ円柱状に延出している一対のガ
イドシャフト３６２と、一対のガイドシャフト３６２の上端同士を連結しており外周がボ
タンユニットベース３６１よりも小さい円形状に形成されている円盤状の上部ベース３６
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３と、上部ベース３６３とボタンユニットベース３６１との間において一対のガイドシャ
フト３６２によって上下方向へ移動可能に取付けられており外周がボタンユニットベース
３６１と略同じ大きさの円形状に形成されている円盤状の昇降ベース３６４と、一対のガ
イドシャフト３６２が夫々挿通されており昇降ベース３６４を上方へ付勢している一対の
昇降バネ３６５と、を備えている。
【０３５６】
　また、演出操作ボタンユニット３６０は、ボタンユニットベース３６１の中心から上方
へ円柱状に延出しており上端が上部ベース３６３に取付けられている中央シャフト３６６
と、ボタンユニットベース３６１の下面に回転軸が上方へ突出するように取付けられてい
る操作ボタン昇降駆動モータ３６７と、操作ボタン昇降駆動モータ３６７の回転軸に取付
けられている平歯車状の昇降駆動ギア３６８と、昇降駆動ギア３６８と噛合しておりボタ
ンユニットベース３６１の上側に回転可能に取付けられている平歯車状の従動ギア３６９
と、従動ギア３６９により回転させられ中央シャフト３６６が挿通されて回転可能に取付
けられている昇降カム駆動ギア部材３７０と、昇降カム駆動ギア部材３７０と下端が連結
されていると共に中央シャフト３６６が挿通されて回転可能に取付けられており回転する
ことで昇降ベース３６４を昇降させる昇降カム部材３７１と、昇降駆動ギア３６８、従動
ギア３６９、及び昇降カム駆動ギア部材３７０を上方から覆うようにボタンユニットベー
ス３６１の上側に取付けられている円盤状のギアカバー３７２と、を備えている。
【０３５７】
　更に、演出操作ボタンユニット３６０は、内径が上部ベースよりも大径で上下に延びた
有底筒状に形成されており昇降ベース３６４より上側で一対のガイドシャフト３６２によ
って上下方向へ移動可能に取付けられている中央ボタン本体３７３と、中央ボタン本体３
７３と昇降ベース３６４との間に配置されており中央ボタン本体３７３を上方へ付勢して
いる一対のボタンバネ３７４と、中央ボタン本体３７３と略同じ径で上端側が閉鎖された
有底筒状に形成されており上部ベース３６３の上方を覆うように中央ボタン本体３７３の
上端に取付けられている中央ボタンカバー３７５と、上部ベース３６３の上面に取付けら
れており上方へ光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている中央ボタン装飾基板３７６
と、を備えている。演出操作ボタンユニット３６０は、中央ボタン本体３７３と中央ボタ
ンカバー３７５とで中央押圧操作部３０３ａを構成している。
【０３５８】
　また、演出操作ボタンユニット３６０は、昇降ベース３６４の上面における中央ボタン
本体３７３よりも外側の部位に取付けられており上面に複数のＬＥＤが実装されている円
環状の外周ボタン装飾基板３７７と、外周ボタン装飾基板３７７の上側を覆うと共に中央
ボタン本体３７３の外周を覆うように昇降ベース３６４に取付けられている外周基板カバ
ー３７８と、外周基板カバー３７８における中央ボタン本体３７３の外周を覆っている部
位の外周側で外周ボタン装飾基板３７７の上方に配置されており立体的な装飾が施された
透光性を有する円筒状の外周装飾レンズ３７９と、外周装飾レンズ３７９の外周及び上面
を覆うように昇降ベース３６４に取付けられており中央において中央ボタンカバー３７５
が上方へ臨む透明な外周ボタンカバー３８０と、を備えている。演出操作ボタンユニット
３６０は、外周基板カバー３７８と外周装飾レンズ３７９と外周ボタンカバー３８０とで
、外周押圧操作部３０３ｂを構成している。
【０３５９】
　また、演出操作ボタンユニット３６０は、ボタンユニットベース３６１に取付けられて
おり押圧操作部３０３の押圧操作を検知する押圧検知センサ３８１と、ボタンユニットベ
ース３６１に取付けられており昇降カム駆動ギア部材３７０の回転位置を検知することで
昇降ベース３６４の昇降を検知する昇降検知センサ３８２と、を備えている。
【０３６０】
　ボタンユニットベース３６１は、円盤状に形成されているベース本体３６１ａと、ベー
ス本体３６１ａから下方へ突出している複数の脚部３６１ｂと、を備えている。ボタンユ
ニットベース３６１のベース本体３６１ａは、外径が、操作部ベース３２０における本体
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部３２１の内周径よりも若干小さい大きさに形成されている。このベース本体３６１ａは
、上面に、一対のガイドシャフト３６２、中央シャフト３６６、従動ギア３６９、昇降カ
ム駆動ギア部材３７０、及びギアカバー３７２が取付けられ、下面に、押圧検知センサ３
８１及び昇降検知センサ３８２が取付けられる。ボタンユニットベース３６１は、脚部３
６１ｂの下端が操作部ベース３２０における本体部３２１の底壁に取付けられる。
【０３６１】
　一対のガイドシャフト３６２は、ボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａの
上面において、中心から前方及び後方へ、ベース本体３６１ａの直径の半分の距離の位置
に夫々取付けられている。一対のガイドシャフト３６２及び中央シャフト３６６は、金属
棒によって形成されている。一対のガイドシャフト３６２は、中央シャフト３６６よりも
太く形成されている。
【０３６２】
　上部ベース３６３は、外径がボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａの外径
の約１／２の大きさに形成されている。一対の昇降バネ３６５は、コイルスプリングとさ
れており、下端がボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａに当接していると共
に、上端が昇降ベース３６４に当接している。昇降バネ３６５は、ボタンバネ３７４より
も付勢力の強いバネとされている。
【０３６３】
　昇降ベース３６４は、外径がボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａの外径
と略同じ大きさに形成されている。昇降ベース３６４は、一対のガイドシャフト３６２が
夫々摺動可能に挿入される一対のガイド孔３６４ａと、中央において昇降カム部材３７１
が通過可能な大きさで上下に貫通している中央孔３６４ｂと、中央孔３６４ｂの周縁から
上方へ円筒状に突出している立壁部３６４ｃと、立壁部３６４ｃの下端付近において中央
孔３６４ｂの内へ互いに対向するように突出している一対の案内ピン３６４ｄと、を備え
ている。一対の案内ピン３６４ｄは、同一軸芯上で互いに対向していると共に、軸芯周り
に回転可能に取付けられている。
【０３６４】
　昇降ベース３６４は、一対のガイド孔３６４ａに一対のガイドシャフト３６２が挿通さ
れることで、上下方向へ昇降可能に案内される。昇降ベース３６４は、立壁部３６４ｃの
上端が上部ベース３６３に当接することで、上方への移動が規制されると共に、上部ベー
ス３６３との間に中央ボタン本体３７３の底部３７３ｂが移動可能な空間を形成している
。また、昇降ベース３６４は、一対の案内ピン３６４ｄが、昇降カム部材３７１のカム部
３７１ａに案内されることで、上下方向へ移動させられる。
【０３６５】
　昇降カム駆動ギア部材３７０は、従動ギア３６９と噛合する平歯車状のギア部３７０ａ
と、ギア部３７０ａから上方へ突出しており昇降カム部材３７１の下端が連結される連結
部３７０ｂと、ギア部３７０ａから下方へ筒状に突出していると共に対向している二箇所
が切欠かれており昇降検知センサ３８２により検知される昇降検知片３７０ｃと、を備え
ている。昇降カム駆動ギア部材３７０は、ギア部３７０ａの中心に中央シャフト３６６が
挿入されることで、回転可能に取付けられる。
【０３６６】
　昇降カム部材３７１は、中心に中央シャフト３６６が挿通されることで、回転可能に取
付けられる。昇降カム部材３７１は、円柱状の外周面において周方向へ１８０度離間して
おり、外方へ突出している一対のカム部３７１ａを備えている。一対のカム部３７１ａは
、昇降ベース３６４の案内ピン３６４ｄを案内するものである。
【０３６７】
　カム部３７１ａは、下端付近において軸芯に対して直角方向へ延びている第一カム３７
１ｂと、第一カム３７１ｂの中間で上方へ窪んでいる係止部３７１ｃと、第一カム３７１
ｂの一方の端部から軸芯と平行に上方へ延びている第二カム３７１ｄと、第一カム３７１
ｂの第二カム３７１ｄとは反対側の端部から螺旋状に上方へ延びている第三カム３７１ｅ
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と、を備えている（図６２を参照）。第二カム３７１ｄと第三カム３７１ｅは、同じ高さ
まで上方へ延びており、隣接するカム部３７１ａ同士の間では、昇降ベース３６４の案内
ピン３６４ｄの直径よりも小さい距離で離間している。
【０３６８】
　また、昇降カム部材３７１は、下端に昇降カム駆動ギア部材３７０の連結部３７０ｂと
連結する被連結部３７１ｆを備えている。
【０３６９】
　昇降カム部材３７１は、カム部３７１ａにおいて、第二カム３７１ｄが、昇降カム部材
３７１を平面視において反時計回りの方向へ回転させた時に、第一カム３７１ｂの後端側
から上方へ延出するように形成されている。昇降カム部材３７１は、回転することで、カ
ム部３７１ａにより昇降ベース３６４の案内ピン３６４ｄを案内して昇降ベース３６４を
昇降させることができる。
【０３７０】
　中央ボタン本体３７３は、中央ボタン本体３７３は、上下に延びた円筒状の筒部３７３
ａと、筒部３７３ａの下端側を閉鎖している底部３７３ｂと、底部３７３ｂを貫通してお
り一対のガイドシャフト３６２が摺動可能に挿入される一対のガイド孔３７３ｃと、底部
３７３ｂの中央において昇降ベース３６４の立壁部３６４ｃの外径よりも大きい径で貫通
している中央口３７３ｄと、底部３７３ｂから下方へ突出しており押圧検知センサ３８１
により検知される押圧検知片３７３ｅと、底部３７３ｂから後方へ円柱状に突出しており
ボタンバネ３７４に挿通される一対のガイドボス３７３ｆと、を備えている。
【０３７１】
　中央ボタン本体３７３は、筒部３７３ａと底部３７３ｂとによって、有底筒状に形成さ
れている。中央ボタン本体３７３は、底部３７３ｂが上部ベース３６３と昇降ベース３６
４との間に配置されると共に、筒部３７３ａの上端が上部ベース３６３よりも上方へ突出
するように形成されている。中央口３７３ｄは、下方へ短く延びた円筒状に形成されてお
り、下端が昇降ベース３６４の上面に当接することで、中央ボタン本体３７３の下方への
移動が規制される。中央ボタン本体３７３の中央口３７３ｄを通って、昇降ベース３６４
の立壁部３６４ｃの上端が上部ベース３６３に当接する。
【０３７２】
　中央ボタン本体３７３は、一対のガイドボス３７３ｆが挿通されている一対のボタンバ
ネ３７４によって上方へ付勢されている。一対のガイドボス３７３ｆは、下端が昇降ベー
ス３６４を貫通して下方へ延出するように形成されており、下端にワッシャが挿通された
ビスが取付けられる。ガイドボス３７３ｆの下端に取付けられたワッシャが昇降ベース３
６４の下面に当接することで、中央ボタン本体３７３の上方への移動が規制される。
【０３７３】
　中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅは、一対のボタンバネ３７４の付勢力に抗
して中央ボタン本体３７３の底部３７３ｂ（中央口３７３ｄの下端）が昇降ベース３６４
の上面に当接した時に、昇降ベース３６４を貫通して下方へ突出するように形成されてい
る。この中央ボタン本体３７３は、不透明に形成されている。一対のボタンバネ３７４は
、昇降バネ３６５よりも付勢力の弱いコイルバネとされている。
【０３７４】
　中央ボタンカバー３７５は、中央ボタン本体３７３の筒部３７３ａと略同じ直径の円盤
状の天板部３７５ａと、天板部３７５ａの外周から下方へ延出している筒状の周壁部３７
５ｂと、を備えており、透光性を有するように形成されている。中央ボタンカバー３７５
は、天板部３７５ａと周壁部３７５ｂとによって有底筒状に形成されている。この中央ボ
タンカバー３７５は、周壁部３７５ｂの下端が中央ボタン本体３７３における筒部３７３
ａの上端に取付けられる。
【０３７５】
　中央ボタン装飾基板３７６は、上面に実装されている複数のＬＥＤがフルカラーＬＥＤ
とされている。中央ボタン装飾基板３７６は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、中
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央ボタンカバー３７５を発光装飾させることができる。外周ボタン装飾基板３７７は、上
面に実装されている複数のＬＥＤがフルカラーＬＥＤとされている。外周ボタン装飾基板
３７７は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、外周装飾レンズ３７９及び外周ボタン
カバー３８０を発光装飾させることができる。
【０３７６】
　外周基板カバー３７８は、外周ボタン装飾基板３７７の上側を覆い昇降ベース３６４に
取付けられる円環状の基板部３７８ａと、基板部３７８ａの内周から上方へ筒状に延出し
ており中央ボタン本体３７３の外周を覆う円筒部３７８ｂと、を備えている。外周基板カ
バー３７８は、透明に形成されている。
【０３７７】
　外周装飾レンズ３７９は、上方へ向かうに従って周方向へ移動するように延びている捩
れた部位が、周方向に一定の間隔で列設されている。外周装飾レンズ３７９は、外周基板
カバー３７８における基板部３７８ａの上側に取付けられている。外周ボタンカバー３８
０は、外周装飾レンズ３７９の外周を覆う円筒状の筒状部３８０ａと、筒状部３８０ａの
上端から中心側へ延出している円環状の環状部３８０ｂと、を備えている。外周ボタンカ
バー３８０は、筒状部３８０ａの下端が昇降ベース３６４に取付けられる。環状部３８０
ｂは、内径が外周基板カバー３７８の円筒部３７８ｂと略同じ大きさに形成されている。
【０３７８】
　演出操作ボタンユニット３６０は、組立てた状態では、図６２（ａ）に示すように、昇
降ベース３６４が一対の昇降バネ３６５によって上方へ付勢された状態で、昇降ベース３
６４の案内ピン３６４ｄが、昇降カム部材３７１のカム部３７１ａにおける係止部３７１
ｃに下方から挿入されている。この状態では、昇降ベース３６４が下方へ移動した下降位
置の状態となっており、一対の昇降バネ３６５が圧縮されている。また、この状態では、
中央ボタン本体３７３がボタンバネ３７４の付勢力により上方側への移動端に位置してお
り、中央ボタンカバー３７５の上面が、外周ボタンカバー３８０の上面よりも上方へ突出
した状態となっている。
【０３７９】
　従って、演出操作ユニット３００に組立てた状態では、外周ボタンカバー３８０の上面
が演出操作リング３３０の上面よりも僅かに上方へ突出していると共に、中央ボタンカバ
ー３７５の上面が外周ボタンカバー３８０の上面よりも上方へ突出している（図６３等を
参照）。
【０３８０】
　この状態（図６２（ａ）の状態）で、中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３
ａ）を下方へ押圧して、ボタンバネ３７４の付勢力に抗して下方へ移動させると、中央ボ
タン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１により検知され、中央押圧
操作部３０３ａの押圧操作が検知される。中央押圧操作部３０３ａを押圧操作した状態で
は、中央ボタンカバー３７５の上面が、外周ボタンカバー３８０の上面と略一致した高さ
となっている（図６５（ｃ）を参照）。
【０３８１】
　また、この状態で、外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）を下方へ押圧
操作しても、外周ボタンカバー３８０は下方へ移動することはなく、中央ボタン本体３７
３の押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１に検知されることもない。つまり、押圧
操作部３０３の押圧操作が検知されない。
【０３８２】
　この下降位置の状態で、操作ボタン昇降駆動モータ３６７により昇降駆動ギア３６８を
平面視において反時計回りの方向へ回転させると、昇降駆動ギア３６８と噛合している従
動ギア３６９を介して昇降カム駆動ギア部材３７０が平面視反時計回りの方向へ回転し、
昇降カム駆動ギア部材３７０と連結されている昇降カム部材３７１も同じ方向へ回転する
こととなる。この昇降カム部材３７１が反時計回りの方向へ回転すると、図６２において
正面に見えているカム部３７１ａが右方へ移動することとなり、昇降ベース３６４の案内
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ピン３６４ｄが、係止部３７１ｃから第一カム３７１ｂにおける係止部３７１ｃの左方の
部位へ転動すると共に、案内ピン３６４ｄを介して昇降ベース３６４が昇降バネ３６５の
付勢力に抗して下方へ移動する。
【０３８３】
　そして、昇降カム部材３７１の回転に伴って、第一カム３７１ｂに沿って相対的に左方
へ転動する案内ピン３６４ｄが、第一カム３７１ｂの左端から第二カム３７１ｄ側へ位置
すると、第二カム３７１ｄが第一カム３７１ｂに対して垂直に上方へ延びていることから
、昇降バネ３６５の付勢力により案内ピン３６４ｄが第二カム３７１ｄに沿って上方へ移
動することとなり、案内ピン３６４ｄと一緒に昇降ベース３６４が上昇して上昇位置の状
態となる。
【０３８４】
　上昇位置の状態では、図６２（ｂ）に示すように、昇降ベース３６４の案内ピン３６４
ｄが、一方のカム部３７１ａの第二カム３７１ｄと残りのカム部３７１ａの第三カム３７
１ｅとに接した状態となっている。この状態で、操作ボタン昇降駆動モータ３６７の駆動
が一旦停止される。
【０３８５】
　上昇位置の状態では、昇降ベース３６４の立壁部３６４ｃの上端が上部ベース３６３の
下面に当接しており、昇降ベース３６４のこれ以上の上方への移動が規制されている。ま
た、上昇位置の状態では、下降位置の時の中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０
３ａ）と外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）との位置関係が保持されて
おり、中央ボタンカバー３７５及び外周ボタンカバー３８０を含む押圧操作部３０３全体
が上方へ移動していると共に、中央ボタンカバー３７５の上面が外周ボタンカバー３８０
の上面よりも上方へ突出している。
【０３８６】
　演出操作ユニット３００に組立てた状態で、上昇位置へ移動させると、中央ボタンカバ
ー３７５及び外周ボタンカバー３８０が、演出操作リング３３０の上面よりも大きく突出
した状態となる（図６５（ｂ）等を参照）。
【０３８７】
　この上昇位置の状態で、中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３ａ）を、ボタ
ンバネ３７４の付勢力よりも強い力で下方へ押圧した場合、中央ボタンカバー３７５及び
中央ボタン本体３７３がボタンバネ３７４の付勢力に抗して下方へ移動し、中央ボタン本
体３７３が昇降ベース３６４に当接することとなる。中央ボタン本体３７３が昇降ベース
３６４に当接している状態では、中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが昇降ベー
ス３６４よりも下方へ突出した状態となっているが、昇降ベース３６４がボタンユニット
ベース３６１から離れているため、押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１によって
検知されることはない。
【０３８８】
　中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３ａ）を、昇降バネ３６５の付勢力より
も強い力で下方へ押圧した場合、中央ボタンカバー３７５及び中央ボタン本体３７３がボ
タンバネ３７４の付勢力に抗して、中央ボタン本体３７３が昇降ベース３６４に当接した
上で、昇降ベース３６４が、昇降バネ３６５の付勢力に抗して下方へ移動し、昇降ベース
３６４の下端がボタンユニットベース３６１に当接することとなる。昇降ベース３６４が
ボタンユニットベース３６１に当接することで、昇降ベース３６４が下降位置の状態とな
り、昇降ベース３６４と共に外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）も下降
位置の状態となる。
【０３８９】
　このように、中央ボタン本体３７３が昇降ベース３６４に当接した状態で、昇降ベース
３６４がボタンユニットベース３６１に当接すると、昇降ベース３６４から下方へ突出し
ている中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが、押圧検知センサ３８１に検知され
た状態となり、中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３ａ）の押圧が検知される
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。
【０３９０】
　一方、上昇位置の状態で、外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）を、昇
降バネ３６５の付勢力よりも力で下方へ押圧した場合、外周ボタンカバー３８０を介して
昇降ベース３６４が昇降バネ３６５の付勢力に抗して下方へ移動し、昇降ベース３６４の
下端がボタンユニットベース３６１に当接することとなる。この状態では、昇降ベース３
６４と共に外周ボタンカバー３８０が下降位置の状態となるが、中央ボタンカバー３７５
（中央押圧操作部３０３ａ）がボタンバネ３７４の付勢力により上方へ突出していること
から、中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが昇降ベース３６４から下方へ突出し
ておらず、押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１により検知されない。
【０３９１】
　中央ボタンカバー３７５及び外周ボタンカバー３８０を（押圧操作部３０３を）、上昇
位置から下降位置へ戻すには、操作ボタン昇降駆動モータ３６７により、昇降カム部材３
７１を平面視反時計回りの方向へ回転させると、図６２（ｂ）において、昇降ベース３６
４の案内ピン３６４ｄの左上と当接している第三カム３７１ｅが、右方（案内ピン３６４
ｄの方向）へ移動することとなるため、第三カム３７１ｅによって案内ピン３６４ｄが下
方へ押圧され、案内ピン３６４ｄを介して昇降ベース３６４が昇降バネ３６５の付勢力に
抗して下方へ移動することとなる。
【０３９２】
　そして、昇降カム部材３７１の回転に伴って案内ピン３６４ｄが第三カム３７１ｅの下
端から第一カム３７１ｂ側へ移動すると、昇降ベース３６４の下方への移動が停止し、案
内ピン３６４ｄが第一カム３７１ｂに沿って転動する。その後、案内ピン３６４ｄが第一
カム３７１ｂの途中の係止部３７１ｃの位置に到達すると、昇降バネ３６５の付勢力によ
り案内ピン３６４ｄが上方へ窪んだ係止部３７１ｃ内に挿入されると共に、操作ボタン昇
降駆動モータ３６７による昇降カム部材３７１の回転を停止させることで、元の下降位置
の状態となる。
【０３９３】
［３－５ｅ－９．操作部中継基板ユニット］
　演出操作ユニット３００における操作部中継基板ユニット３９０について、主に図５３
及び図５４等を参照して詳細に説明する。操作部中継基板ユニット３９０は、操作部ベー
ス３２０の後面に取付けられている。操作部中継基板ユニット３９０は、操作部ベース３
２０における本体部３２１の後面に取付けられる箱状の基板ボックス３９１と、基板ボッ
クス３９１内に取付けられている操作部中継基板３９２と、を備えている。
【０３９４】
　基板ボックス３９１は、演出操作ユニット３００に組立てた時に、回転駆動ユニット３
４０の操作リング駆動モータ３４２を後側から覆うモータカバー部３９１ａを有している
。操作部中継基板３９２は、皿中央上装飾基板３１４、皿中央下装飾基板３１６、操作リ
ング駆動モータ３４２、第一回転検知センサ３４７、第二回転検知センサ３４８、演出操
作リング装飾基板３５２、振動スピーカ３５４、操作ボタン昇降駆動モータ３６７、中央
ボタン装飾基板３７６、外周ボタン装飾基板３７７、押圧検知センサ３８１、及び昇降検
知センサ３８２と、皿ベースユニット２１０の皿ユニット中継基板２１４との接続を中継
している。
【０３９５】
［３－５ｅ－１０．演出操作ユニットの作用］
　次に、演出操作ユニット３００の作用について、主に図６３乃至図６５等を参照して詳
細に説明する。図６３は、演出操作ユニットの左側面図において演出操作リングと回転駆
動ユニットとの関係を示す説明図である。図６４は、演出操作ユニットを押圧操作部の押
圧方向から見た平面図において演出操作リングと演出操作リング装飾基板との関係を示す
説明図である。図６５（ａ）は通常の状態で示す皿ユニットの正面図であり、（ｂ）は押
圧操作部が上昇位置の時の皿ユニットの正面図であり、（ｃ）は押圧操作部の中央押圧操
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作部を押圧した時の皿ユニットの正面図である。
【０３９６】
　演出操作ユニット３００は、上面に遊技者が操作可能な演出操作部３０１を備えている
。演出操作部３０１は、大きな円環状の回転操作部３０２と、回転操作部３０２の環内に
配置されている押圧操作部３０３とで構成されている。押圧操作部３０３は、回転操作部
３０２の中心に位置する円柱状の中央押圧操作部３０３ａと、中央押圧操作部３０３ａと
回転操作部３０２との間に配置されている円環状の外周押圧操作部３０３ｂとで構成され
ている。
【０３９７】
　回転操作部３０２は、演出操作リング３３０のリング外上カバー３３５、リング外下カ
バー３３６、及びリング内カバー３３７によって形成されている。中央押圧操作部３０３
ａは、演出操作ボタンユニット３６０の中央ボタンカバー３７５及び中央ボタン本体３７
３によって形成されており、外周押圧操作部３０３ｂは、外周ボタンカバー３８０及び外
周基板カバー３７８によって形成されている。
【０３９８】
　演出操作ユニット３００は、円環状の回転操作部３０２（演出操作リング３３０）の上
面によって形成される仮想の平面の前方側が低くなるように傾斜した状態で皿ユニット２
００に組立てられる。従って、回転操作部３０２の環内に配置されている押圧操作部３０
３の押圧方向が、下方へ向かうに従って後方へ移動する（換言すると、上方へ向かうに従
って前方へ移動する）ように傾斜している。
【０３９９】
　演出操作ユニット３００は、通常の状態では、回転操作部３０２の上面よりも押圧操作
部３０３が僅かに上方へ突出した状態となっている。詳しくは、演出操作リング３３０の
上面よりも外周ボタンカバー３８０の上面が僅かに上方へ突出していると共に、外周ボタ
ンカバー３８０の上面よりも中央ボタンカバー３７５の上面が上方へ突出した状態となっ
ている（図６３等を参照）。
【０４００】
　この通常の状態で、回転駆動ユニット３４０の操作リング駆動モータ３４２により、伝
達検知ギア部材３４５を左側面視で時計回りの方向へ回転させると、操作リング用伝達ギ
ア３５０を介して演出操作リング３３０の回転操作部３０２が、平面視において時計周り
の方向へ回転する。一方、操作リング駆動モータ３４２により、伝達検知ギア部材３４５
を左側面視で反時計周りの方向へ回転させると、演出操作リング３３０の回転操作部３０
２が平面視において反時計回りの方向へ回転する。
【０４０１】
　操作リング駆動モータ３４２は、ステッピングモータとされており、所定の回転角度の
範囲で正転・逆転を繰返させることで、回転操作部３０２を往復回動させて振動させるこ
とができる。この振動は、振動スピーカ３５４による振動とは異なり、回転操作部３０２
のみが振動する。
【０４０２】
　演出操作リング３３０の回転操作部３０２は、操作リング駆動モータ３４２により回転
させられるだけでなく、遊技者によっても回転させることができる。回転操作部３０２を
平面視において時計回りの方向へ回転させると、操作リング用伝達ギア３５０を介して回
転駆動ユニット３４０の伝達検知ギア部材３４５が左側面視において時計回りの方向へ回
転し、回転操作部３０２を平面視において反時計回りの方向へ回転させると、伝達検知ギ
ア部材３４５が左側面視において反時計回りの方向へ回転する。この伝達検知ギア部材３
４５は、第一回転検知センサ３４７と第二回転検知センサ３４８の二つのセンサによって
回転を検知している。
【０４０３】
　伝達検知ギア部材３４５の回転は、複数の検知片３４５ｂを第一回転検知センサ３４７
及び第二回転検知センサ３４８によって検知することで、回転を検知している。詳述する
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と、周方向に等間隔で列設されている複数の検知片３４５ｂの間隔に対して、周方向に離
間している第一回転検知センサ３４７と第二回転検知センサ３４８との間隔が、整数倍と
ならない間隔とされている。これにより、第一回転検知センサ３４７と第二回転検知セン
サ３４８とが、同じタイミングで検知片３４５ｂを検知しないように構成されている。
【０４０４】
　本形態では、伝達検知ギア部材３４５が左側面視において時計回りの方向へ回転すると
、第二回転検知センサ３４８が検知片３４５ｂを検知してから第一回転検知センサ３４７
が検知片３４５ｂを検知する。これに対して、伝達検知ギア部材３４５が左側面視におい
て反時計回りの方向へ回転すると、第一回転検知センサ３４７が検知片３４５ｂを検知し
てから第二回転検知センサ３４８が検知片３４５ｂを検知する。従って、第一回転検知セ
ンサ３４７と第二回転検知センサ３４８とが、検知片３４５ｂを検知する順番によって、
伝達検知ギア部材３４５（回転操作部３０２）の回転方向を検知することができる。また
、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８における検知片３４５ｂの検
知時間によって、伝達検知ギア部材３４５（回転操作部３０２）の回転速度を検知するこ
とができる。
【０４０５】
　このように、回転操作部３０２の回転操作を検知することができるため、回転操作部３
０２の回転方向に応じて遊技者参加型演出の内容を変化させることができる。また、回転
操作部３０２の回転操作を検知した時に、操作リング駆動モータ３４２により、回転操作
部３０２を回転操作方向と同じ方向へ回転駆動させることで、回転操作を軽くしてアシス
トすることができる。或いは、操作リング駆動モータ３４２により、回転操作部３０２を
回転操作方向と反対方向へ回転駆動させることで、回転操作を重くしたり、クリック感を
付与したりすることができる。
【０４０６】
　演出操作リング３３０の回転操作部３０２は、リング外上カバー３３５、リング外下カ
バー３３６、及びリング内カバー３３７によって形成されており、円の半分以上の円弧が
環状に延びている形状に形成されている。換言すると、回転操作部３０２がドーナツ状に
形成されている。そして、回転操作部３０２は、図示するように、外周面、上面、及び内
周面の一部、が露出した状態で取付けられているため、遊技者の手で掴み易い形状に形成
されている。
【０４０７】
　これにより、回転操作部３０２に対して遊技者が様々な方向から触れることができるた
め、遊技者のやり易い思い思いの仕方で回転操作部３０２を回転操作させることができ、
回転操作部３０２の操作性が高められている。また、回転操作部３０２は、押圧操作部３
０３が下降位置又は上昇位置の何れの状態の時でも、回転操作することができる。なお、
回転操作部３０２は、下面側が操作部ベース３２０に取付けられているため、自動車のハ
ンドルのように握ることはできない。
【０４０８】
　演出操作ユニット３００は、図６４に示すように、演出操作リング３３０の下方に、複
数のＬＥＤが円環状に列設されている演出操作リング装飾基板３５２を備えている。これ
により、演出操作リング装飾基板３５２のＬＥＤを発光させることで、演出操作リング３
３０の回転操作部３０２を発光装飾させることができる。また、演出操作リング装飾基板
３５２では、複数のＬＥＤを回転操作部３０２に沿って環状に列設しているため、回転操
作部３０２の回転に合わせて、列設されている複数のＬＥＤを順次発光させることで、回
転している回転操作部３０２の特定の部位のみを発光装飾させることができる。これによ
り、回転する回転操作部３０２内に、ＬＥＤ（装飾基板）が備えられているように遊技者
を錯覚させることができる。
【０４０９】
　演出操作ユニット３００は、通常の状態では、図６５（ａ）に示すように、回転操作部
３０２の環内に配置されている押圧操作部３０３が、その上面が回転操作部３０２の上面
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よりも僅かに上方に突出した下降位置の状態となっている。この状態では、回転操作部３
０２を回転させることができると共に、押圧操作部３０３における中央押圧操作部３０３
ａを押圧操作することができる。中央押圧操作部３０３ａを下方へ押圧操作すると、中央
押圧操作部３０３ａ（中央ボタンカバー３７５）の上面が、外周押圧操作部３０３ｂ（外
周ボタンカバー３８０）の上面と略同じ高さまで下降し、押圧検知センサ３８１により押
圧が検知される。
【０４１０】
　この通常（下降位置）の状態では、押圧操作部３０３における外周押圧操作部３０３ｂ
を下方へ押圧しても、外周押圧操作部３０３ｂ（外周ボタンカバー３８０）が下方へ移動
することはなく、押圧検知センサ３８１により押圧が検知されることはない。
【０４１１】
　通常の状態で、操作ボタン昇降駆動モータ３６７により、昇降カム部材３７１を平面視
において反時計回りの方向へ回転させると、昇降ベース３６４の案内ピン３６４ｄがカム
部３７１ａ（第一カム３７１ｂ）から外れて、一対の昇降バネ３６５の付勢力により、昇
降ベース３６４と共に押圧操作部３０３が勢いよく上方へ突出して上昇位置の状態となる
（図６５（ｂ）を参照）。この上昇位置の状態では、押圧操作部３０３の上面が回転操作
部３０２の上面よりも大きく上方に位置している。換言すると、中央ボタンカバー３７５
及び外周ボタンカバー３８０が、演出操作リング３３０の上面よりも大きく上方へ突出し
ている。
【０４１２】
　押圧操作部３０３が上昇位置の状態で、中央押圧操作部３０３ａを下方へ押圧すると、
まず、ボタンバネ３７４の付勢力に抗して中央押圧操作部３０３ａが下方へ移動し、中央
押圧操作部３０３ａの上面と外周押圧操作部３０３ｂの上面とが略同じ高さの状態となる
。この状態では、押圧検知センサ３８１が押圧を検知しない。更に、昇降バネ３６５の付
勢力に抗して中央押圧操作部３０３ａが外周押圧操作部３０３ｂと一緒に下方へ移動し、
中央押圧操作部３０３ａ及び外周押圧操作部３０３ｂの上面が回転操作部３０２の上面と
略同じ高さの状態となる（図６５（ｃ）を参照）。この状態では、押圧検知センサ３８１
が押圧を検知する。
【０４１３】
　また、押圧操作部３０３が上昇位置の状態で、外周押圧操作部３０３ｂを下方へ押圧す
ると、中央押圧操作部３０３ａの上面が外周押圧操作部３０３ｂの上面よりも上方へ突出
している状態のまま、外周押圧操作部３０３ｂと中央押圧操作部３０３ａとが下方へ移動
し、外周押圧操作部３０３ｂの上面が回転操作部３０２の上面と略同じ高さの状態となる
（図６５（ａ）を参照）。この状態では、押圧検知センサ３８１が押圧を検知しない。
【０４１４】
　このように、本形態の押圧操作部３０３は、下降位置或いは上昇位置に関わらず、中央
押圧操作部３０３ａを、下方への移動端まで押圧しないと、押圧検知センサ３８１により
検知されないようになっている。従って、遊技者に対して、中央押圧操作部３０３ａをし
っかりと押圧操作させることを促すことが可能となるため、遊技者参加型演出において演
出操作部３０１の操作に注意を引付けさせることができ、遊技者参加型演出をより楽しま
せることができる。
【０４１５】
　なお、押圧操作部３０３が上昇位置の状態でも、回転操作部３０２を回転させることが
できる。従って、押圧操作部３０３を上昇位置の状態とした時では、遊技者によっては、
押圧操作部３０３を手がかりにして回転操作が楽になったり、押圧操作部３０３が邪魔に
なって回転操作がし難くなったりすることから、回転操作部３０２の操作性を変化させる
ことができ、より多彩な操作を楽しませることができる。
【０４１６】
［３－６．扉枠左サイドユニット］
　扉枠３における扉枠左サイドユニット４００について、主に図６６乃至図６８を参照し
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て詳細に説明する。図６６（ａ）は扉枠の扉枠左サイドユニットを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は扉枠左サイドユニットを後ろから見た斜視図である。図６７は扉枠左サイド
ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図６８は扉枠左サイドユニットを分解
して後ろから見た分解斜視図である。扉枠左サイドユニット４００は、皿ユニット２００
の上側で扉枠ベースユニット１００の前面左部に取付けられており、正面視において遊技
領域５ａの左外側を装飾するものである。
【０４１７】
　扉枠左サイドユニット４００は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面
における扉窓１０１ａの左外側に取付けられる扉枠左サイドベース４０１と、扉枠左サイ
ドベース４０１の前面に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されている扉枠左サ
イド装飾基板４０２と、扉枠左サイド装飾基板４０２の前側を覆うように扉枠左サイドベ
ース４０１に取付けられている左サイドリフレクタ４０３と、左サイドリフレクタ４０３
の前側を覆うように扉枠左サイドベース４０１に取付けられている扉枠左サイド装飾体４
０４と、を備えている。
【０４１８】
　扉枠左サイドベース４０１は、上下に延びており前方へ開放された箱状に形成されてい
る。扉枠左サイド装飾基板４０２は、上下に延びた帯板状に形成されており、左サイド上
装飾基板４０２ａと左サイド下装飾基板４０２ｂとで構成されている。扉枠左サイド装飾
基板４０２は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされている。
扉枠左サイド装飾基板４０２は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠左サイド装
飾体４０４を発光装飾させることができる。
【０４１９】
　左サイドリフレクタ４０３は、扉枠左サイド装飾基板４０２に実装されているＬＥＤと
対応する位置に前後に貫通している貫通孔４０３ａが形成されている。扉枠左サイド装飾
体４０４は、透光性を有した乳白色に形成されている。扉枠左サイド装飾体４０４は、前
方へ膨出した半円弧が上下に延びた形態に形成されている。これにより、扉枠左サイド装
飾体４０４は、後方へ開放された半チューブ状に形成されている。
【０４２０】
　扉枠左サイドユニット４００は、下端が皿ユニット２００における皿左上装飾ユニット
２７０の皿左上装飾体２７１の左端と連続するように形成されており、上端が扉枠トップ
ユニット４５０扉枠トップ装飾体４５３の左側下端と連続するように形成されている。
【０４２１】
　扉枠左サイドユニット４００は、左右方向の幅と前後方向の奥行が、略同じ距離に形成
されている。扉枠左サイドユニット４００は、扉枠３に組立てた状態で、扉枠ベース１０
１の扉窓１０１ａの左外側を装飾しており、円柱状の蛍光灯が埋め込まれているように見
せている。
【０４２２】
［３－７．扉枠右サイドユニット］
　扉枠３における扉枠右サイドユニット４１０について、主に図６９乃至図７１を参照し
て詳細に説明する。図６９（ａ）は扉枠の扉枠右サイドユニットを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は扉枠右サイドユニットを後ろから見た斜視図である。図７０は扉枠右サイド
ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図７１は扉枠右サイドユニットを分解
して後ろから見た分解斜視図である。扉枠右サイドユニット４１０は、皿ユニット２００
の上側で扉枠ベースユニット１００の前面右部に取付けられており、正面視において遊技
領域５ａの右外側を装飾するものである。
【０４２３】
　扉枠右サイドユニット４１０は、扉枠３の右辺から皿ユニット２００の上皿２０１や下
皿２０２と略同じ位置まで前方へ平板状に延出しており、左右方向へ貫通しているサイド
窓４１０ａと、サイド窓４１０ａ内に複数配置されている発光可能なサイド窓内装飾部４
１０ｂと、を備えている。この扉枠右サイドユニット４１０は、パチンコ機１が設置され
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た遊技ホール等において、右側に配置されているパチンコ機の遊技領域内を見え難くした
り、右側のパチンコ機で遊技している遊技者から本パチンコ機１の遊技領域５ａ内を見え
難くしたりすることができ、遊技のプライバシーを保護するような遊技者のパーソナル空
間を形成することができる。
【０４２４】
　扉枠右サイドユニット４１０は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面
における扉窓１０１ａの右外側に取付けられ上下に延びている扉枠右サイドベース４１１
と、扉枠右サイドベース４１１の前面に取付けられており前方へ円筒状に延出し上下に列
設されている複数のサイド窓内装飾部４１０ｂを有するサイド窓内装飾部材４１２と、前
面におけるサイド窓内装飾部材４１２の複数のサイド窓内装飾部４１０ｂと対応する部位
に複数のＬＥＤが実装されており扉枠右サイドベース４１１の前側に取付けられているサ
イド窓内装飾部装飾基板４１３と、サイド窓内装飾部材４１２の複数のサイド窓内装飾部
４１０ｂの内部に夫々挿入されている内部リフレクタ４１４と、を備えている。
【０４２５】
　また、扉枠右サイドユニット４１０は、サイド窓内装飾部材４１２の前端よりも前方に
配置されており上下に延びている右サイドリフレクタ４１５と、扉枠右サイドベース４１
１に取付けられており扉枠右サイドベース４１１と右サイドリフレクタ４１５の右側面を
被覆するように上下方向及び前後方向へ平板状に延びていると共に左右方向へ貫通しサイ
ド窓４１０ａを構成する貫通口４１６ａが形成されている扉枠右サイド外パネル４１６と
、扉枠右サイドベース４１１及び右サイドリフレクタ４１５に取付けられており扉枠右サ
イドベース４１１と右サイドリフレクタ４１５の左側面を被覆するように上下方向及び前
後方向へ平板状に延びていると共に左右方向へ貫通しサイド窓４１０ａを構成する貫通口
４１７ａが形成されている扉枠右サイド内パネルと４１７と、を備えている。
【０４２６】
　更に、扉枠右サイドユニット４１０は、右サイドリフレクタ４１５の後面に取付けられ
ており前面に複数のＬＥＤが実装されている扉枠右サイド装飾基板４１８と、右サイドリ
フレクタ４１５の前側を覆うように右サイドリフレクタ４１５に取付けられている扉枠右
サイド装飾体４１９と、を備えている。
【０４２７】
　扉枠右サイドベース４１１は、上下に延びており後方へ開放された箱状に形成されてい
る。サイド窓内装飾部材４１２は、上下方向に列設されている複数（ここでは三つ）のサ
イド窓内装飾部４１０ｂの下端同士を連結している平板状の連結ベース４１２ａを有して
いる。サイド窓内装飾部材４１２のサイド窓内装飾部４１０ｂは、前端側が後端側よりも
外径がやや小さくなった円錐台状の円筒に形成されていると共に、円筒の前端が半球状に
形成されている。サイド窓内装飾部材４１２は、サイド窓内装飾部４１０ｂの前端が扉枠
右サイド外パネル４１６に取付けられる。サイド窓内装飾部材４１２は、扉枠右サイドベ
ース４１１の前面において、上下方向中央に対して下寄りの位置から上側の部位に取付け
られる。サイド窓内装飾部材４１２は、透光性を有した乳白色に形成されている。
【０４２８】
　サイド窓内装飾部装飾基板４１３は、扉枠右サイドベース４１１の前面において、サイ
ド窓内装飾部材４１２の連結ベース４１２ａの後方となる部位に取付けられる。サイド窓
内装飾部装飾基板４１３に備えられている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされてい
る。サイド窓内装飾部装飾基板４１３は、複数のサイド窓内装飾部４１０ｂの夫々の後方
となる部位に、四つのＬＥＤがサイド窓内装飾部４１０ｂの軸芯を中心として上下左右の
十字状に配置されている。
【０４２９】
　内部リフレクタ４１４は、正面視の形状がＸ状に形成されており、挿入されるサイド窓
内装飾部４１０ｂの内面に沿うように前後方向に延びている。内部リフレクタ４１４は、
サイド窓内装飾部４１０ｂの内部を、上下左右の四つに仕切っている。
【０４３０】
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　右サイドリフレクタ４１５は、扉枠右サイドベース４１１と同じ高さで上下に延びてお
り、前後方向の形状が、上端から下端へ向かうに従って、前方へ移動した後に後方へ移動
するような波状に形成されている。右サイドリフレクタ４１５は、前後に貫通し、扉枠右
サイド装飾基板４１８のＬＥＤが前方へ臨む複数の貫通孔４１５ａが形成されている。
【０４３１】
　扉枠右サイド外パネル４１６は、平板状で上下及び前後に延びており、後辺が鉛直に直
線状に延びていると共に、前辺が右サイドリフレクタ４１５に沿って波状に延びている。
扉枠右サイド外パネル４１６は、左右方向へ貫通している貫通口４１６ａが、上下に延び
た変楕円形状に形成されていると共に、サイド窓内装飾部材４１２の連結ベース４１２ａ
の前側と扉枠右サイド装飾基板４１８（右サイドリフレクタ４１５）の後側とを被覆可能
に形成されている。扉枠右サイド外パネル４１６は、不透光性に形成されている。
【０４３２】
　扉枠右サイド内パネル４１７は、平板状で上下及び前後に延びており、後辺が鉛直に直
線状に延びていると共に、前辺が右サイドリフレクタ４１５に沿って波状に延びている。
扉枠右サイド内パネル４１７は、左右方向へ貫通している貫通口４１７ａが、上下に延び
た変楕円形状に形成されていると共に、サイド窓内装飾部材４１２の連結ベース４１２ａ
の前側と扉枠右サイド装飾基板４１８（右サイドリフレクタ４１５）の後側とを被覆可能
に形成されている。扉枠右サイド内パネル４１７は、不透光性に形成されている。
【０４３３】
　扉枠右サイド装飾基板４１８は、上下に延びた帯板状に形成されており、右サイド上装
飾基板４１８ａと、右サイド下装飾基板４１８ｂとで構成されている。扉枠右サイド装飾
基板４１８は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされている。
扉枠右サイド装飾基板４１８は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠右サイド装
飾体４１９を発光装飾させることができる。
【０４３４】
　扉枠右サイド装飾体４１９は、透光性を有した乳白色に形成されている。扉枠右サイド
装飾体４１９は、前方へ膨出した半円弧が、右サイドリフレクタ４１５に沿うように波状
に上下に延びた形態に形成されている。これにより、扉枠右サイド装飾体４１９は、後方
へ開放された半チューブ状に形成されている。
【０４３５】
　扉枠右サイドユニット４１０は、下端が皿ユニット２００における皿右上装飾ユニット
２７５の皿右上装飾体２７６の右端と連続するように形成されていると共に、上端が扉枠
トップユニット４５０の扉枠トップ装飾体４５３の右側下端と連続するように形成されて
いる。
【０４３６】
　扉枠右サイドユニット４１０は、扉枠３に組立てた状態で、扉枠ベース１０１の扉窓１
０１ａの右外側を装飾しており、扉枠右サイド装飾体４１９の部位が円柱状の蛍光灯が埋
め込まれているように見える。扉枠右サイドユニット４１０は、上から１／４の部位が最
も前方へ突出するように前端（前辺）が波状に前方へ延びており、衝立状に形成されてい
る。扉枠右サイドユニット４１０は、左右方向へ貫通しているサイド窓４１０ａを有して
おり、サイド窓４１０ａを通して反対側を視認することができる。
【０４３７】
　扉枠右サイドユニット４１０は、サイド窓４１０ａ内に、前後に延びた円筒状（円柱状
）のサイド窓内装飾部４１０ｂを備えており、サイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤ
を発光させることで、サイド窓内装飾部４１０ｂを発光装飾させることができる。そして
、サイド窓内装飾部４１０ｂを発光装飾させることで、サイド窓４１０ａ内を眩しくする
ことができ、サイド窓４１０ａを通して反対側を見え難くすることができる。
【０４３８】
　本形態の扉枠右サイドユニット４１０によれば、通常の状態では、複数のサイド窓内装
飾部４１０ｂを発光装飾させるサイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤが消灯している
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ため、サイド窓４１０ａにおける三つのサイド窓内装飾部４１０ｂの間を通して、本パチ
ンコ機１の横（島設備の端）から遊技領域５ａ内を視認することができる。従って、遊技
をするパチンコ機として本パチンコ機１（本遊技盤５）を探している遊技者が、島設備に
沿って本パチンコ機１の前方まで移動しなくても、本パチンコ機１を簡単に見つけること
ができ、本パチンコ機１での遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させるこ
とができる。
【０４３９】
　また、扉枠右サイドユニット４１０にサイド窓４１０ａが貫通していてもサイド窓内装
飾部４１０ｂを含むその他の部位によって、近隣に位置している遊技者の視線を遮ること
ができるため、他の遊技者から遊技領域５ａの全体を見え辛くすることができ、他の遊技
者から見られているような感じを受け難くすることで他の遊技者に気兼ねすることなく遊
技を行わせることができる。
【０４４０】
　更に、サイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤにより三つのサイド窓内装飾部４１０
ｂを発光させると、その光によりサイド窓４１０ａ内を眩しくすることができ、サイド窓
４１０ａを通した視認性を変化させる。この際に、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを、
円柱状としていることから、光が帯状且つ放射状に放射されることとなるため、サイド窓
内装飾部４１０ｂを眩しくさせて間から反対側を視認し難くすることができ、隣等の他の
遊技者から遊技領域５ａ内を覗かれ難くすることができる。このように、遊技領域５ａ内
を覗かれ難くすることができることから、他の遊技者が本パチンコ機１に注目するのを回
避させることができるため、注目されることで他の遊技者が気になって遊技に専念できな
いことから不快感を覚えたり、ミスが誘発されることで損した気分になったりするのを防
止することができ、遊技者を遊技に専念させることで遊技をより楽しませて興趣の低下を
抑制させることができる。
【０４４１】
［３－８．扉枠トップユニット］
　扉枠３における扉枠トップユニット４５０について、主に図７２乃至図７４等を参照し
て詳細に説明する。図７２（ａ）は扉枠における扉枠トップユニットを前から見た斜視図
であり、（ｂ）は扉枠トップユニットを後ろから見た斜視図であり、（ｃ）はトップ下カ
バーを外した状態で示す扉枠トップユニットの底面図である。図７３は扉枠トップユニッ
トを分解して前上から見た分解斜視図であり、図７４は扉枠トップユニットを分解して前
下から見た分解斜視図である。扉枠トップユニット４５０は、扉枠左サイドユニット４０
０及び扉枠右サイドユニット４１０の上側で扉枠ベースユニット１００の前面上部に取付
けられるものである。
【０４４２】
　扉枠トップユニット４５０は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面に
おける扉窓１０１ａよりも上側に取付けられる扉枠トップベース４５１と、扉枠トップベ
ース４５１の左右両側と前面上部を覆うように扉枠トップベース４５１に取付けられてい
るトップ上カバー４５２と、トップ上カバー４５２の前端に取付けられている扉枠トップ
装飾体４５３と、扉枠トップ装飾体４５３の下端と扉枠トップベース４５１の下端とを連
結している扉枠トップ底板４５４と、を備えている。
【０４４３】
　また、扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ装飾体４５３の後方でトップ上カバー
４５２の前面中央に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されている扉枠トップ中
央装飾基板４５５と、扉枠トップ装飾体４５３の後方でトップ上カバー４５２の前面にお
ける扉枠トップ中央装飾基板４５５の左方に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装
されている扉枠トップ左装飾基板４５６と、扉枠トップ装飾体４５３の後方でトップ上カ
バー４５２の前面における扉枠トップ中央装飾基板４５５の右方に取付けられており前面
に複数のＬＥＤが実装されている扉枠トップ右装飾基板４５７と、を備えている。
【０４４４】
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　また、扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ装飾体４５３と扉枠トップ中央装飾基
板４５５との間に配置されトップ上カバー４５２の前面に取付けられているトップ中央リ
フレクタ４５８と、扉枠トップ装飾体４５３と扉枠トップ左装飾基板４５６との間に配置
されトップ上カバー４５２の前面に取付けられているトップ左リフレクタ４５９と、扉枠
トップ装飾体４５３と扉枠トップ右装飾基板４５７との間に配置されトップ上カバー４５
２の前面に取付けられているトップ右リフレクタ４６０と、を備えている。
【０４４５】
　更に、扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ底板４５４の上面中央に取付けられて
いる中央スピーカボックス４６１と、中央スピーカボックス４６１に下方へ向けて取付け
られている一対のトップ中央スピーカ４６２と、扉枠トップベース４５１の前面左右両端
付近に取付けられている一対のスピーカブラケット４６３と、一対のスピーカブラケット
４６３に夫々取付けられている一対のトップサイドスピーカ４６４と、扉枠トップ底板４
５４を下方から覆うように扉枠トップ底板４５４に取付けられているトップ下カバー４６
５と、トップ下カバー４６５の外周縁を下方から押圧するように扉枠トップ底板４５４に
取付けられている下カバー枠４６６と、扉枠トップベース４５１の上部右端付近に取付け
られている扉枠トップ中継基板４６７と、扉枠トップベース４５１の上方を覆うようにト
ップ上カバー４５２に取付けられている扉枠トップ天板４６８と、を備えている。
【０４４６】
　扉枠トップベース４５１は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の左右方向
の幅と同じ長さで左右に延びている平板状の本体部４５１ａと、本体部４５１ａの前面に
おける左右両端付近から前方へ突出している前方突出部４５１ｂと、を備えている。本体
部４５１ａは、下辺が、扉枠ベース１０１における扉窓１０１ａの上縁と沿うように、左
右方向の中央が上方へ位置するような湾曲状に形成されている。左右の前方突出部４５１
ｂは、前端が下方へ向かうに従って後方へ移動するように傾斜しており、後方へ開放され
た箱状に形成されている。正面視右側の前方突出部４５１ｂは、上方にも開放されている
。
【０４４７】
　トップ上カバー４５２は、正面視の形状が、扉枠トップベース４５１と略同じ形状に形
成されている。トップ上カバー４５２は、扉枠トップベース４５１の左右の前方突出部４
５１ｂの夫々の外側を覆うと共に、左右の前方突出部４５１ｂの前端上部の間を結ぶよう
な形状に形成されている。トップ上カバー４５２の前端は、左右方向中央が前方へ最も突
出しており、左右方向中央から左右方向両端へ向かうに従って、下方及び後方へ移動する
ように湾曲状に延びている。また、トップ上カバー４５２は、上面に後端から前方へ向か
って大きく切欠かれた開口部４５２ａを有している。この開口部４５２ａは、扉枠トップ
天板４６８によって閉鎖される。
【０４４８】
　扉枠トップ装飾体４５３は、透光性を有した乳白色に形成されている。扉枠トップ装飾
体４５３は、前方へ膨出した半円弧が、左右両端から左右方向中央へ向かうに従って曲率
が小さくなると共に、トップ上カバー４５２の前端に沿うように、左右方向へ延びた形態
に形成されている。これにより、扉枠トップ装飾体４５３は、後方へ開放された半チュー
ブ状に形成されている。扉枠トップ装飾体４５３は、左右方向の両端が下方へ延びるよう
に向いており、扉枠左サイド装飾体４０４及び扉枠右サイド装飾体４１９の上端と夫々連
続するように形成されている。
【０４４９】
　扉枠トップ底板４５４は、扉枠トップ装飾体４５３の下端と扉枠トップベース４５１の
本体部４５１ａの下端同士を連結するように前後方向へ延びていると共に、左右方向中央
が上方へ膨出するように左右方向へ延びている。扉枠トップ底板４５４は、前後方向の中
央が下方へ突出するように折れ曲がった形態に形成されている。扉枠トップ底板４５４は
、左右方向へ離間しており前端と後端とを結ぶと共に上方へ平板状に延びている一対の補
強リブ４５４ａと、一対の補強リブ４５４ａの間において上下に貫通しておりトップ中央
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スピーカ４６２が臨む一対の中央スピーカ口４５４ｂと、一対の補強リブ４５４ａの夫々
の左右方向外側において上下に貫通しておりトップサイドスピーカ４６４が臨む一対のサ
イドスピーカ口４５４ｃと、を有している。扉枠トップ底板４５４の上面における一対の
補強リブ４５４ａの間に中央スピーカボックス４６１が取付けられる。
【０４５０】
　扉枠トップ中央装飾基板４５５は、左右に延びた帯板状に形成されている。扉枠トップ
中央装飾基板４５５は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされ
ている。この扉枠トップ中央装飾基板４５５は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、
扉枠トップ装飾体４５３の中央部分を発光装飾させることができる。
【０４５１】
　扉枠トップ左装飾基板４５６は、左右に延びた帯板状に形成されている。扉枠トップ左
装飾基板４５６は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされてい
る。この扉枠トップ左装飾基板４５６は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠ト
ップ装飾体４５３の左部分を発光装飾させることができる。
【０４５２】
　扉枠トップ右装飾基板４５７は、左右に延びた帯板状に形成されている。扉枠トップ右
装飾基板４５７は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされてい
る。この扉枠トップ右装飾基板４５７は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠ト
ップ装飾体４５３の右部分を発光装飾させることができる。
【０４５３】
　トップ中央リフレクタ４５８、トップ左リフレクタ４５９、及びトップ右リフレクタ４
６０は、夫々左右方向に延びており、扉枠トップ中央装飾基板４５５、扉枠トップ左装飾
基板４５６、及び扉枠トップ右装飾基板４５７に夫々実装されているＬＥＤと対応する位
置に前後に貫通している貫通孔が形成されている。
【０４５４】
　中央スピーカボックス４６１は、左右に延びた箱状に形成され、一対のトップ中央スピ
ーカ４６２が下前を向くように取付けられる。この中央スピーカボックス４６１は、扉枠
トップ底板４５４の上面における一対の補強リブ４５４ａの間に取付けられる。トップ中
央スピーカ４６２は、フルレンジスピーカとされており、広い周波数帯域で音声や音楽等
のサウンドを出力するものである。
【０４５５】
　スピーカブラケット４６３は、扉枠トップベース４５１における左右の前方突出部４５
１ｂの下面に取付けられる。トップサイドスピーカ４６４は、ツイータとされており、音
声や音楽等のサウンドの高音域を出力するものである。
【０４５６】
　トップ下カバー４６５は、無数の貫通孔を有した金属板からなるパンチングメタルによ
って形成されている。トップ下カバー４６５を通して、トップ中央スピーカ４６２やトッ
プサイドスピーカ４６４から出力されたサウンドが、前方且つ下方へ向けて放射される。
【０４５７】
　扉枠トップ中継基板４６７は、扉枠トップ中央装飾基板４５５、扉枠トップ左装飾基板
４５６、扉枠トップ右装飾基板４５７、トップ中央スピーカ４６２、及びトップサイドス
ピーカ４６４と、扉枠ベースユニット１００の扉枠副中継基板１０５との接続を中継する
ためのものである。
【０４５８】
　扉枠トップ天板４６８は、トップ上カバー４５２の開口部４５２ａを閉鎖するものであ
り、前端がトップ上カバー４５２に係止されると共に、後端が扉枠ベースユニット１００
に取付けられる。
【０４５９】
　扉枠トップユニット４５０は、扉枠３に組立てた状態で、扉枠ベース１０１の扉窓１０
１ａの上外側を装飾している。扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ装飾体４５３の



(79) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

左右両端が、扉枠左サイド装飾体４０４及び扉枠右サイド装飾体４１９の上端と夫々連続
しており、一体的な装飾を形成している。また、扉枠トップユニット４５０は、一対のト
ップ中央スピーカ４６２及び一対のトップサイドスピーカ４６４によって、音声や音楽等
のサウンドを遊技者側へ出力することができる。
【０４６０】
［３－９．扉枠の装飾］
　扉枠３における装飾について、主に図７５等を参照して詳細に説明する。図７５は、各
装飾基板と共に示す扉枠の正面図である。扉枠３は、図示するように、正面視中央に、ガ
ラスユニット１６０の透明なガラス板１６２によって閉鎖されている上下に延びた略四角
形の扉窓１０１ａを有している。扉枠３は、皿ユニット２００の皿左上装飾体２７１、皿
右上装飾体２７６、演出操作ユニット３００の皿中央上装飾体３１２ａ、扉枠左サイドユ
ニット４００の扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイドユニット４１０の扉枠右サイド
装飾体４１９、及び扉枠トップユニット４５０の扉枠トップ装飾体４５３によって、扉窓
１０１ａの外周が全周に亘って囲まれている。
【０４６１】
　扉窓１０１ａの外周を囲っている皿左上装飾体２７１、皿右上装飾体２７６、皿中央上
装飾体３１２ａ、扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイド装飾体４１９、及び扉枠トッ
プ装飾体４５３は、半チューブ状に形成されているため、扉窓１０１ａの全周が蛍光灯で
囲まれているような装飾を遊技者に見せることができる。
【０４６２】
　扉枠３では、扉窓１０１ａの外周を囲っている皿左上装飾体２７１、皿右上装飾体２７
６、皿中央上装飾体３１２ａ、扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイド装飾体４１９、
及び扉枠トップ装飾体４５３の後方に、皿左上装飾基板２７３、皿右上装飾基板２７８、
皿中央上装飾基板３１４、扉枠左サイド装飾基板４０２、扉枠右サイド装飾基板４１８、
扉枠トップ中央装飾基板４５５、扉枠トップ左装飾基板４５６、及び扉枠トップ右装飾基
板４５７が配置されているため、それら装飾基板のＬＥＤを適宜発光させることで、扉窓
１０１ａの外周全体を発光装飾させたり、扉窓１０１ａの外周に沿って光が移動するよう
に発光演出を遊技者に見せたり、することができる。
【０４６３】
　扉枠３の皿ユニット２００では、上面に、上皿２０１の前後方向の距離よりも直径が大
きい円環状でドーナツ形状の回転操作部３０２と、回転操作部３０２の環内に同軸状に配
置された円筒状の外周押圧操作部３０３ｂと円柱状の中央押圧操作部３０３ａとからなる
押圧操作部３０３とが取付けられていると共に、回転操作部３０２の下方に回転操作部３
０２と同じような半円弧のドーナツ形状（半円筒状、若しくは、半チューブ状）で直径の
大きな二つの皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂが上下に二つ離間して
取付けられていると共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの両端と
連続するように同じような形状の扉枠左サイドユニット４００の扉枠左サイド装飾体４０
４、扉枠右サイドユニット４１０の扉枠右サイド装飾体４１９、及び扉枠トップユニット
４５０の扉枠トップ装飾体４５３が遊技領域５ａの外周を囲むように扉枠ベース１０１の
扉窓１０１ａの外側に取付けられている。
【０４６４】
　これにより、皿ユニット２００において、回転操作部３０２と二つの皿中央上装飾体３
１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂとで三つのドーナツ形状の部材が上下に並んでいると
共に、回転操作部３０２、外周押圧操作部３０３ｂ、及び中央押圧操作部３０３ａが同心
円状に並んでいるため、見た目のインパクトを高めることができ、回転操作部３０２や押
圧操作部３０３を目立たせることができる。
【０４６５】
　また、皿左上装飾体２７１、皿右上装飾体２７６、及び皿中央上装飾体３１２ａの下方
に配置されている皿左下装飾体２８１、皿右下装飾体２８６及び皿中央下装飾体３１２ｂ
を、半チューブ状のチューブの太さを若干細くしていると共に、皿中央下装飾体３１２ｂ
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の下方に半球面状のユニット下カバー３１１を備えている。これにより、演出操作ユニッ
ト３００では下端から上方へ向かうほど大きくなっているため、上下方向に対する遠近感
を強調することが可能となり、上側に配置されている遊技者が操作可能な回転操作部３０
２や押圧操作部３０３を大きく見せることができ、遊技者の関心を皿ユニット２００の上
面の演出操作ユニット３００における回転操作部３０２や押圧操作部３０３へ強く引付け
させて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４６６】
　更に、皿ユニット２００の上面に、ドーナツ形状の回転操作部３０２を上方へ向かうに
従って前方へ位置するように延びている軸周りに回転可能に取付けており、回転操作部３
０２の上面が、前端側が低くなるように傾斜した状態となるため、回転操作部３０２や押
圧操作部３０３の上面が本パチンコ機１の前方に着座した遊技者の頭（顔）の方向を向く
こととなり、遊技者から回転操作部３０２や押圧操作部３０３の全容を見え易くすること
ができ、回転操作部３０２や押圧操作部３０３を大きく見せることができる。また、上述
したように、回転操作部３０２や押圧操作部３０３の全容が判り易くなるため、遊技者に
対して回転操作部３０２がドーナツ形状であることを認識させ易くすることができる。従
って、遊技者に対して、ドーナツ形状の回転操作部３０２が回転操作するものであること
を即座に認識させることができるため、遊技者参加型演出が実行された時に、即座に遊技
者が回転操作部３０２を回転操作することができ、回転操作部３０２の操作により遊技者
参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４６７】
　また、回転操作部３０２の直径を上皿２０１の前後方向の距離よりも大きくしていると
共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの直径を回転操作部３０２よ
りも大きくしており、パチンコ機１の皿ユニット２００において、回転操作部３０２や皿
中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの前端側が上皿２０１よりも前方へ大
きく突出した状態となると共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂが
回転操作部３０２の外周を装飾している状態となるため、回転操作部３０２や皿中央上装
飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂを大きく目立たせることができると同時に、皿
中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂによって回転操作部３０２周りの見栄
えを良くすることができる。従って、遊技者に対して、一見して他のパチンコ機とは異な
るパチンコ機１であることを認識させることができ、遊技者の関心を強く引付けさせるこ
とができると共に、遊技者に対する訴求力を高めることができ、遊技するパチンコ機とし
て本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。
【０４６８】
［４．本体枠の全体構成］
　パチンコ機１における本体枠４の全体構成について、主に図７６乃至図８２を参照して
詳細に説明する。図７６はパチンコ機における本体枠の正面図であり、図７７はパチンコ
機における本体枠の背面図である。図７８は本体枠を右前から見た斜視図であり、図７９
は本体枠を左前から見た斜視図であり、図８０は本体枠を後ろから見た斜視図である。図
８１は本体枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図８２は本体枠を主
な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【０４６９】
　本体枠４は、遊技球Ｂを打込むことで遊技が行われる遊技領域５ａを有した遊技盤５を
保持すると共に、遊技球Ｂを遊技者側へ払出したり、遊技に使用された遊技球Ｂをパチン
コ機１の後方（遊技ホールの島設備側）へ排出したり、するためのものである。本体枠４
は、図示するように、前方が開放された箱状に形成されており、内部に前方から遊技盤５
が着脱可能に収容される。本体枠４は、正面左辺側前端の上下において、遊技ホールの島
設備に取付けられる枠状の外枠２に開閉可能に取付けられると共に、開放された前面側が
閉鎖されるように扉枠３が開閉可能に取付けられる。
【０４７０】
　本体枠４は、後部が外枠２の枠内に挿入可能とされると共に遊技盤５の外周を支持可能
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とされた枠状の本体枠ベースユニット５００と、本体枠ベースユニット５００の正面視左
側の上端に取付けられ外枠２の外枠上ヒンジ組立体５０に回転可能に取付けられると共に
扉枠３の扉枠上ヒンジ組立体１２０が回転可能に取付けられる本体枠上ヒンジ部材５１０
と、本体枠ベースユニット５００の正面視左側の下端に取付けられ外枠２の外枠下ヒンジ
部材６０に回転可能に取付けられると共に扉枠３の扉枠下ヒンジ部材１２５が回転可能に
取付けられる本体枠下ヒンジ組立体５２０と、を備えている。
【０４７１】
　また、本体枠４は、本体枠ベースユニット５００の正面視左側面に取付けられる本体枠
補強フレーム５３０と、本体枠ベースユニット５００の前面下部に取付けられており遊技
盤５の遊技領域５ａ内に遊技球Ｂを打込むための球発射装置５４０と、本体枠ベースユニ
ット５００の後側におけるの正面視上辺及び左辺に沿って取付けられている逆Ｌ字状の払
出ベースユニット５５０と、払出ベースユニット５５０の後側に取付けられており遊技者
側へ遊技球Ｂを払出すための払出ユニット５６０と、本体枠ベースユニット５００の後面
下部に取付けられている基板ユニット６２０と、本体枠ベースユニット５００の後側に開
閉可能に取付けられ本体枠ベース５０１に取付けられた遊技盤５の後側を覆う裏カバー６
４０と、本体枠ベースユニット５００の正面視右側面に取付けられており外枠２と本体枠
４、及び扉枠３と本体枠４の間を施錠する施錠ユニット６５０と、を備えている。
【０４７２】
　本体枠ベースユニット５００は、正面視の形状が上下に延びた長方形の枠状に形成され
ている本体枠ベース５０１と、扉枠３側と接続するための接続ケーブル５０３を案内する
接続ケーブル案内部材５０２と、遊技盤５を着脱可能に保持するための遊技盤ロック部材
５０５と、を備えている。
【０４７３】
　払出ベースユニット５５０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１の後
側に取付けられる払出ベース５５１と、払出ベース５５１に取付けられており左右に延び
た箱状で上方へ開放されている球タンク５５２と、る球タンク５５２の左側に取付けられ
ており上方へ開放された溝状に左方へ延びているタンクレール５５３と、タンクレール５
５３の上端に取付けられている第一レールカバー５５４と、第一レールカバー５５４から
正面視左方に離間してタンクレール５５３の上端に取付けられている第二レールカバー５
５５と、第一レールカバー５５４と第二レールカバー５５５の間の位置でタンクレール５
５３の上端に取付けられている球整流部材５５６と、タンクレール５５３の下流側端に取
付けられている球止部材５５７と、を備えている。
【０４７４】
　払出ユニット５６０は、タンクレール５５３からの遊技球Ｂを蛇行状に下方へ誘導する
球誘導ユニット５７０と、球誘導ユニット５７０により誘導された遊技球Ｂを払出制御基
板６３３からの指示に基づいて一つずつ払出す払出装置５８０と、払出装置５８０を通っ
た遊技球Ｂを下方へ誘導する上部満タン球経路ユニット６００と、上部満タン球経路ユニ
ット６００を通った遊技球Ｂを扉枠３側又は基板ユニット６２０側へ誘導する下部満タン
球経路ユニット６１０と、を備えている。
【０４７５】
　基板ユニット６２０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１に取付けら
れるスピーカユニット６２０ａと、本体枠ベース５０１の後面に取付けられるベースユニ
ット６２０ｂと、ベースユニット６２０ｂの後側に取付けられている電源ユニット６２０
ｃと、電源ユニット６２０ｃの後側に取付けられている払出制御ユニット６２０ｄと、ス
ピーカユニット６２０ａの後面に取付けられているインターフェイスユニット６２０ｅと
、を備えている。
【０４７６】
　施錠ユニット６５０は、本体枠ベース５０１に取付けられるユニットベース６５１と、
ユニットベース６５１から前方へ突出しており扉枠３と係止可能な複数の扉枠用鉤６５２
と、ユニットベース６５１から後方へ突出しており外枠２と係止可能な複数の外枠用鉤６



(82) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

５３と、扉枠用鉤６５２又は外枠用鉤６５３を上下方向へ移動させる伝達シリンダ６５４
と、扉枠用鉤６５２を下方へ付勢していると共に外枠用鉤６５３を上方へ付勢している錠
バネ６５５と、外枠用鉤６５３を下方へ移動させる外枠用開錠レバー６５６と、を備えて
いる。
【０４７７】
［４－１．本体枠ベースユニット］
　本体枠４における本体枠ベースユニット５００について、主に図７６乃至図８４等を参
照して詳細に説明する。図８３（ａ）は本体枠における正面左下隅を示す拡大斜視図であ
り、（ｂ）は本体枠に対して扉枠を開いた時の本体枠の正面左下隅を示す拡大斜視図であ
る。図８４は、本体枠に対する扉枠の開閉時における本体枠の接続ケーブル案内部材の動
作を示す説明図である。本体枠ベースユニット５００は、前方から後部が外枠２の枠内に
挿入されると共に、前方から挿入された遊技盤５の外周を保持するものである。
【０４７８】
　本体枠ベースユニット５００は、正面視の形状が上下に延びた長方形の枠状に形成され
ている本体枠ベース５０１と、本体枠ベース５０１の前面における左下隅に取付けられて
おり接続ケーブル５０３を案内する接続ケーブル案内部材５０２と、本体枠ベース５０１
の前面下部に前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられており遊技盤５を着脱可能に保
持するための遊技盤ロック部材５０５と、を備えている。
【０４７９】
　本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１は、正面視の形状が上下に延びた長
方形に形成されているベース本体５０１ａと、ベース本体５０１ａの上端よりやや下側の
位置から全高の約３／４の高さの範囲で前後に貫通しており遊技盤５が前側から挿入され
る遊技盤挿入口５０１ｂと、遊技盤挿入口５０１ｂの下辺を形成しており遊技盤５が載置
される遊技盤載置部５０１ｃと、遊技盤載置部５０１ｃの左右方向中央から上方へ突出し
ており遊技盤５の下端の左右及び後方への移動を規制する遊技盤規制部５０１ｄと、を備
えている。
【０４８０】
　また、本体枠ベース５０１は、ベース本体５０１ａの前面における遊技盤載置部５０１
ｃの正面視右下側で後方へ窪んでおり球発射装置５４０を取付けるための発射装置取付部
５０１ｅと、発射装置取付部５０１ｅの正面視右側で前後に貫通しており施錠ユニット６
５０の伝達シリンダ６５４が挿通されるシリンダ挿通口５０１ｆと、遊技盤載置部５０１
ｃの正面視左下側で前後に貫通しており基板ユニット６２０におけるスピーカユニット６
２０ａの本体枠スピーカ６２２を前方へ臨ませる円形状のスピーカ用開口部５０１ｇと、
本体枠ベース５０１は、スピーカ用開口部５０１ｇの下方で後方へ窪んでいると共に左右
に延びており接続ケーブル案内部材５０２が取付けられるケーブル取付凹部５０１ｈと、
ケーブル取付凹部５０１ｈの正面視右端上部において前後に貫通しているケーブル挿通口
５０１ｉと、を備えている。
【０４８１】
　更に、本体枠ベース５０１は、ベース本体５０１ａにおける遊技盤挿入口５０１ｂの正
面視右辺から後方へ板状に延出しており、右側面に施錠ユニット６５０が取付けられると
共に、後端に裏カバー６４０が回動可能に取付けられる後方延出部５０１ｊと、ベース本
体５０１ａの後面における正面視左端の上下両端部付近に形成されており、本体枠上ヒン
ジ部材５１０及び本体枠下ヒンジ組立体５２０を取付けるための上ヒンジ取付部５０１ｋ
及び下ヒンジ取付部５０１ｌと、を備えている。
【０４８２】
　本体枠ベース５０１には、前面における遊技盤載置部５０１ｃの下方でスピーカ用開口
部５０１ｇの右方の位置に、遊技盤ロック部材５０５が前後に延びた軸周りに回転可能に
取付けられる。遊技盤ロック部材５０５は、遊技盤挿入口５０１ｂに挿通された遊技盤５
の前方への移動を規制可能とすることで、遊技盤挿入口５０１ｂに挿入された遊技盤５を
着脱可能としている。



(83) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

【０４８３】
　本体枠ベース５０１のケーブル取付凹部５０１ｈは、下ヒンジ取付部５０１ｌの右端側
からスピーカ用開口部５０１ｇよりも右方で遊技盤ロック部材５０５が取付けられ部位の
下方の位置まで左右方向に延びている。ケーブル取付凹部５０１ｈは、接続ケーブル案内
部材５０２を収容可能な大きさに形成されており、接続ケーブル案内部材５０２の右端側
を上下に延びた軸周りに回転可能に取付けることができる。
【０４８４】
　本体枠ベースユニット５００の接続ケーブル案内部材５０２は、左右に延びた平板状の
案内本体５０２ａと、案内本体５０２ａの上下両辺において夫々前方へ突出していると共
に案内本体５０２ａの右端よりも右方へ延出している帯板状の一対の枠片５０２ｂと、一
対の枠片５０２ｂの右端同士を連結している円柱状の取付軸５０２ｃと、案内本体５０２
ａの上下両端において前後に貫通していると共に左右方向へ列設されている複数の貫通孔
５０２ｄと、を備えている。
【０４８５】
　接続ケーブル案内部材５０２は、左右方向の長さが、本体枠ベース５０１のケーブル取
付凹部５０１ｈの左右方向の長さよりも若干短い長さとされており、ケーブル取付凹部５
０１ｈ内に収容可能な大きさに形成されている。接続ケーブル案内部材５０２は、取付軸
５０２ｃが、ケーブル取付凹部５０１ｈ内における右端付近において上下に延びた軸周り
に回転可能に取付けられる。これにより、接続ケーブル案内部材５０２は、左端側が前方
へ突出するように回動（ヒンジ回転）することができる。
【０４８６】
　この接続ケーブル案内部材５０２は、接続ケーブル５０３を案内するためのものである
。接続ケーブル５０３は、複数の配線コードからなり、一方の端部が基板ユニット６２０
のインターフェイス基板６３５に接続されると共に、反対側の端部が扉枠３の扉枠主中継
基板１０４及び扉枠副中継基板１０５に接続される。
【０４８７】
　続いて、接続ケーブル案内部材５０２による作用効果について説明する。接続ケーブル
案内部材５０２は、図８４等に示すように、本体枠ベース５０１に対して、左右方向にお
ける扉枠３をヒンジ回転可能に取付ける側（左側）とは反対側の端部（右側端部）が、扉
枠３のヒンジ軸と平行に延びた軸周りに回転可能に取付けられる。
【０４８８】
　そして、本体枠４のインターフェイス基板６３５と扉枠３の扉枠主中継基板１０４及び
扉枠副中継基板１０５とを接続する接続ケーブル５０３は、インターフェイス基板６３５
に接続されている側が、接続ケーブル案内部材５０２の案内本体５０２ａの右方から左方
へ延びるように案内本体５０２ａの前面に当接させた状態で、案内本体５０２ａの上下両
端側に形成されている複数の貫通孔５０２ｄのうち左右方向が同じ位置の一組の貫通孔５
０２ｄに挿通した結束バンド５０４により、案内本体５０２ａと一緒に締付けられること
で、案内本体５０２ａに取付けられる。
【０４８９】
　本体枠４の接続ケーブル案内部材５０２は、パチンコ機１に組立て扉枠３を本体枠４に
対して閉じた状態で、扉枠３の扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継基板１０５の後方に
位置している（図８４（ａ）を参照）。この状態では、接続ケーブル５０３が、接続ケー
ブル案内部材５０２から左方へ延び出した後、下ヒンジ取付部５０１ｌの前方で曲げ返さ
れて扉枠３のケーブルホルダ１０３ａを通って扉枠中継基板カバー１０７内へ延出してい
る。扉枠３のケーブルホルダ１０３ａは、接続ケーブル案内部材５０２の左端よりも左方
に配置されている。
【０４９０】
　この状態で、扉枠３を本体枠４に対して開くようにヒンジ回転させると、接続ケーブル
案内部材５０２の左端側が、接続ケーブル５０３における扉枠３に取付けられている側に
よって前方へ引っ張られ、接続ケーブル案内部材５０２が右端の取付軸５０２ｃを中心に



(84) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

して回動することとなる。この際に、本形態では、扉枠３の開角度αと、接続ケーブル案
内部材５０２の開角度βとの関係が、　α／２≧β　（望ましくは、α／３≧β）　を満
たすように形成されている（図８４（ｂ）を参照）。
【０４９１】
　接続ケーブル案内部材５０２の開角度βは、扉枠３が閉じている状態（扉枠３の開角度
αが０度の状態）では、０度となっている。接続ケーブル案内部材５０２の開角度βは、
扉枠３を開いて開角度αが大きくなるに従って、大きくなるが、開角度αがある程度（例
えば、約９０度）よりも大きくなると、増加が停止するように推移する。本形態では、開
角度βの最大角度が、４５度未満とされている。
【０４９２】
　このように、扉枠３を開けた時に、接続ケーブル案内部材５０２の左端側が、本体枠ベ
ース５０１よりも前方へ移動するように接続ケーブル案内部材５０２が回動するため、接
続ケーブル案内部材５０２に接続ケーブル５０３が案内されることで、扉枠３と本体枠４
との間で接続ケーブル５０３が垂れ下がってしまうのを防止することができる。
【０４９３】
　開いた扉枠３を閉める時には、接続ケーブル５０３における扉枠３に取付けられている
部位が相対的に後方へ移動することとなるため、接続ケーブル５０３によって接続ケーブ
ル案内部材５０２の左端側が後方へ押圧され、接続ケーブル案内部材５０２が取付軸５０
２ｃを中心にして左端側が後方へ移動するように回動することとなる。この際に、接続ケ
ーブル案内部材５０２が、４５度未満の開角度βで開いているため、接続ケーブル案内部
材５０２が扉枠３の閉じる方向への移動を阻害することはなく、扉枠３をスムーズに閉め
ることができる。また、接続ケーブル５０３が接続ケーブル案内部材５０２に案内されて
いるため、扉枠３を閉める際に、接続ケーブル５０３が扉枠３と本体枠４との間に挟まれ
ることはなく、接続ケーブル５０３に不具合が生じるのを防止することができる。
【０４９４】
　また、本体枠４に対して扉枠３を閉じた時に、接続ケーブル案内部材５０２に案内され
ている接続ケーブル５０３を、１８０度折返していることから、接続ケーブル５０３の折
返している部位に、折り癖を付けることができる。これにより、扉枠３を開くことで、接
続ケーブル５０３の１８０度折返されている部位が開くように変化した時に、折り癖によ
り接続ケーブル５０３に対して閉じようとする力が作用することとなるため、扉枠３を閉
じる際に、その折り癖により接続ケーブル５０３（接続ケーブル案内部材５０２）が開く
方向へ移動するのを阻止することができると共に、接続ケーブル５０３（接続ケーブル案
内部材５０２）を閉じる方向へ誘導させることができ、扉枠３を円滑に閉じさせることが
できる。
【０４９５】
　更に、扉枠３側において、折返されている接続ケーブル５０３を接続ケーブル案内部材
５０２の先端よりも扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下ヒンジピン１２６の中心軸（軸芯
）に近い位置でケーブルホルダ１０３ａによって保持していることから、本体枠４に対し
て扉枠３を閉じる際に、ケーブルホルダ１０３ａによって保持されている接続ケーブル５
０３により、接続ケーブル案内部材５０２の先端側を扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下
ヒンジピン１２６の中心軸（軸芯）側へ引寄せることができる。
【０４９６】
　また、本形態では、接続ケーブル案内部材５０２の回転中心を通り、扉枠上ヒンジピン
１２２及び扉枠下ヒンジピン１２６の中心軸（軸芯）を中心として、スピーカダクト１０
３におけるケーブルホルダ１０３ａよりも扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下ヒンジピン
１２６の中心軸（軸芯）側で後方へ突出している部位（押圧部）を通る円に接する接線と
、本体枠４の前面と交差する角度が、４５度以下となるように構成している。これにより
、これにより、本体枠４に対して扉枠３を閉じる時に、押圧部が接続ケーブル５０３に当
接することにより、接続ケーブル５０３を介して開いている接続ケーブル案内部材５０２
の先端側を閉じる方向へ押圧することができるため、扉枠３の閉方向への移動に伴って接
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続ケーブル案内部材５０２をスムーズに閉じさせることができ、扉枠３を確実に閉じるこ
とができる。また、扉枠３の開閉に伴って回転（開閉）する接続ケーブル案内部材５０２
の最大開角度βを、４５度以下とすることができるため、扉枠３を閉じる際に、接続ケー
ブル案内部材５０２を閉じる方向へ確実に回転させることができ、上述と同様の作用効果
を奏することができる。
【０４９７】
［４－２．本体枠上ヒンジ部材］
　本体枠４における本体枠上ヒンジ部材５１０について、主に図８１及び図８２等を参照
して詳細に説明する。本体枠上ヒンジ部材５１０は、本体枠ベースユニット５００の本体
枠ベース５０１における上ヒンジ取付部５０１ｋに取付けられ、外枠２の外枠上ヒンジ組
立体５０に回転可能に取付けられると共に、扉枠３の扉枠上ヒンジ組立体１２０を回転可
能に取付けるものである。
【０４９８】
　本体枠上ヒンジ部材５１０は、水平に延びた平板状の板材の後部が下方へＬ字状に折り
曲げられている上ヒンジ本体５１１と、上ヒンジ本体５１１の前端から上方へ円柱状に突
出しており外枠上ヒンジ組立体５０に軸支される本体枠上ヒンジピン５１２と、を備えて
いる。上ヒンジ本体５１１は、水平に延びた部位における本体枠上ヒンジピン５１２の正
面視左側で上下方向に貫通しており扉枠上ヒンジ組立体１２０を軸支するための扉枠用上
ヒンジ孔５１１ａを備えている。
【０４９９】
　本体枠上ヒンジ部材５１０は、上ヒンジ本体５１１における下方へ折り曲げられて上下
に延びている部位が、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１における上ヒン
ジ取付部５０１ｋに取付けられる。本体枠上ヒンジ部材５１０は、本体枠上ヒンジピン５
１２が、外枠上ヒンジ組立体５０における外枠上ヒンジ部材５１の軸受溝５１ｃ内に挿入
されて軸支される。上ヒンジ本体５１１の扉枠用上ヒンジ孔５１１ａには、扉枠３の扉枠
上ヒンジ組立体１２０における扉枠上ヒンジピン１２２が下方から回転可能に挿入される
。
【０５００】
　この本体枠上ヒンジ部材５１０は、本体枠下ヒンジ組立体５２０と協働して、本体枠４
を外枠２に対してヒンジ回転可能に取付けることができると共に、本体枠４に対して扉枠
３をヒンジ回転可能に取付けることができる。
【０５０１】
［４－３．本体枠下ヒンジ組立体］
　本体枠４における本体枠下ヒンジ組立体５２０について、主に図８１及び図８２等を参
照して詳細に説明する。本体枠下ヒンジ組立体５２０は、本体枠ベースユニット５００の
本体枠ベース５０１における下ヒンジ取付部５０１ｌに取付けられ、外枠２の外枠下ヒン
ジ部材６０に回転可能に取付けられると共に、扉枠３の扉枠下ヒンジ部材１２５が回転可
能に取付けられる。
【０５０２】
　本体枠下ヒンジ組立体５２０は、水平に延びた平板状の板材の後部が上方へＬ字状に折
り曲げられている下ヒンジ第一本体５２１と、下ヒンジ第一本体５２１の上側に配置され
ており水平に延びた平板状の板材の後部が上方へＬ字状に折り曲げられている下ヒンジ第
二本体５２２と、を備えている。本体枠下ヒンジ組立体５２０は、下ヒンジ第一本体５２
１の水平に延びている部位から上方へ間隔をあけて下ヒンジ第二本体５２２の水平に延び
ている部位が配置されていると共に、下ヒンジ第一本体５２１の垂直に延びている部位の
前面に、下ヒンジ第二本体５２２の垂直に延びている部位が当接している。
【０５０３】
　下ヒンジ第一本体５２１は、水平に延びている部位の前端付近で上下に貫通しており外
枠２の外枠下ヒンジ部材６０における外枠下ヒンジピン６０ｃが下方から挿入される外枠
用下ヒンジ孔５２１ａを有している。外枠用下ヒンジ孔５２１ａは、本体枠上ヒンジ部材
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５１０の本体枠上ヒンジピン５１２と同軸上に形成されている。
【０５０４】
　下ヒンジ第二本体５２２は、水平に延びている部位の前端付近で上下に貫通しており扉
枠３の扉枠下ヒンジ部材１２５の扉枠下ヒンジピン１２６が上方から挿入される扉枠用下
ヒンジ孔５２２ａと、水平に延びている部位の左辺における扉枠用下ヒンジ孔５２２ａよ
りも後側の位置から上方へ延出しており扉枠３の回動範囲を規制するための規制片５２２
ｂと、を備えている。扉枠用下ヒンジ孔５２２ａは、本体枠上ヒンジ部材５１０の上ヒン
ジ本体５１１における扉枠用上ヒンジ孔５１１ａと同軸上に形成されている。
【０５０５】
　本体枠下ヒンジ組立体５２０は、下ヒンジ第一本体５２１と下ヒンジ第二本体５２２と
における垂直に延びている部位が、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１に
おける下ヒンジ取付部５０１ｌに取付けられる。本体枠下ヒンジ組立体５２０は、本体枠
上ヒンジ部材５１０と協働して、本体枠４を外枠２に対してヒンジ回転可能に取付けるこ
とができると共に、本体枠４に対して扉枠３をヒンジ回転可能に取付けることができる。
【０５０６】
［４－４．本体枠補強フレーム］
　本体枠４における本体枠補強フレーム５３０について、主に図８１及び図８２等を参照
して詳細に説明する。本体枠補強フレーム５３０は、本体枠ベースユニット５００におけ
る本体枠ベース５０１の左側面に取付けられる。本体枠補強フレーム５３０は、平面視の
断面形状が、右側が開放されたコ字状に形成されており、一定の断面形状で上下に延びて
いる。本形態では、本体枠補強フレーム５３０が、金属の押出型材によって形成されてい
る。
【０５０７】
　本体枠補強フレーム５３０には、前端から右方へ延びている部位の後側に、本体枠ベー
ス５０１の遊技盤挿入口５０１ｂに挿入された遊技盤５が前方及び上下に移動するのを規
制する左位置規制部材５３１が、上下に離間して二つ取付けられている。
【０５０８】
　本体枠補強フレーム５３０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１の左
側（ヒンジ側）を補強していると共に、外枠２と本体枠４の間を通した左側からの本体枠
４内（遊技盤５）への不正な工具の差し込みを防止している。
【０５０９】
［４－５．球発射装置］
　本体枠４における球発射装置５４０について、主に図８５等を参照して詳細に説明する
。図８５（ａ）は本体枠における球発射装置を前から見た斜視図であり、（ｂ）は球発射
装置を後ろから見た斜視図である。球発射装置５４０は、本体枠ベースユニット５００の
前面下部に取付けられており、扉枠３における皿ユニット２００の上皿２０１に貯留され
ている遊技球Ｂを、本体枠４に取付けられた遊技盤５の遊技領域５ａ内に打込むためのも
のである。球発射装置５４０は、扉枠３の前面右下隅のハンドルユニット１８０のハンド
ル１８２の回動角度に応じた強さで遊技球Ｂを打込むことができる。
【０５１０】
　球発射装置５４０は、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０１の発射
装置取付部５０１ｅに取付けられる平板状の発射ベース５４１と、発射ベース５４１の正
面視右部の後面に取付けられており回動軸が発射ベース５４１を貫通して前方へ延出して
いるロータリーソレノイドからなる発射ソレノイド５４２と、発射ソレノイド５４２の回
転軸に基端が取付けられている打球槌５４３と、打球槌５４３の先端付近から左斜め上方
へ延出するように発射ベース５４１の前面に取付けられており遊技球Ｂが転動可能な発射
レール５４４と、を備えている。
【０５１１】
　球発射装置５４０は、扉枠３の球送給ユニット１４０から遊技球Ｂが発射レール５４４
の上面右端の発射位置に供給されるようになっており、発射レール５４４の発射位置に遊
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技球Ｂが供給されている状態で、ハンドル１８２を回動操作すると、その回動操作角度に
応じた強さで発射ソレノイド５４２が駆動して、打球槌５４３により遊技球Ｂを打球する
。そして、打球槌５４３により打たれた遊技球Ｂは、発射レール５４４と遊技盤５の外レ
ール１００１及び内レール１００２よりなる発射通路部１０１２の発射球通路（図３７Ａ
参照）を通って遊技領域５ａ内に打込まれる。
【０５１２】
　なお、遊技球Ｂの打込強さ等の関係で、発射した遊技球Ｂが遊技領域５ａ内に到達しな
かった場合は、図３７Ａに示したように、発射レール５４４と外レール１００１の間に開
設されたファール球落下口１０１３から返却通路部１０１４を構成するファールカバーユ
ニット１５０のファール球受部１５０ｃへ落下し、ファールカバーユニット１５０内を通
って球用開口たる下皿球供給口２１１ｃから下皿２０２に排出される。
【０５１３】
［４－６．払出ベースユニット］
　本体枠４における払出ベースユニット５５０について、主に図８６等を参照して詳細に
説明する。図８６（ａ）は本体枠の払出ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ
）は払出ベースユニットを後ろから見た斜視図である。払出ベースユニット５５０は、逆
Ｌ字状に形成されており、本体枠ベースユニット５００の後側に取付けられる。
【０５１４】
　払出ベースユニット５５０は、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０
１の後側に取付けられる払出ベース５５１を備えている。払出ベース５５１は、前後方向
が略一定の幅で左右に延びている天板部５５１ａと、天板部５５１ａの正面視左辺から前
後方向の幅が天板部と略同じ幅で下方へ長く延びている左側板部５５１ｂと、天板部５５
１ａの正面視右辺から前後方向の幅が天板部５５１ａと略同じ幅で下方へ短く延びている
右側板部５５１ｃと、天板部５５１ａの後辺から右側板部５５１ｃの下辺と同じ位置まで
下方へ延びている背板上部５５１ｄと、左側板部５５１ｂの後辺よりも前方寄りの位置か
ら右方へ略一定の幅で下端付近まで延びている背板左部５５１ｅと、背板左部５５１ｅの
右辺から後方へ左側板部５５１ｂの後辺と同じ位置まで延びている内側板部５５１ｆと、
左側板部５５１ｂの下辺の前部から右方へ背板左部５５１ｅの右辺と略同じ位置まで延び
ている底板部５５１ｇと、底板部５５１ｇの右辺と内側板部５５１ｆの下辺とを連結して
いる連結板部５５１ｈと、を備えている。払出ベース５５１は、正面視において逆Ｌ字状
に形成されており、前方とＬ字の内方へ開放された箱状に形成されている。
【０５１５】
　払出ベース５５１は、天板部５５１ａが本体枠ベース５０１の遊技盤挿入口５０１ｂの
左右方向の幅と略同じ長さで左右に延びていると共に、左側板部５５１ｂが遊技盤挿入口
５０１ｂの上下方向の高さと略同じ長さで上下に延びている。払出ベース５５１は、天板
部５５１ａ、左側板部５５１ｂ、及び右側板部５５１ｃの前端が本体枠ベース５０１の後
側に取付けられる。
【０５１６】
　また、払出ベース５５１は、左側板部５５１ｂ、背板左部５５１ｅ、及び内側板部５５
１ｆによって、後方へ開放されており上下に延びている浅い凹部状の部位を備えており、
その部位に払出ユニット５６０が取付けられる。また、払出ベース５５１は、内側板部５
５１ｆの正面視右側面の上部において右方へ突出しており、裏カバー６４０が取付けられ
る裏カバー取付部５５１ｉを有している。
【０５１７】
　払出ベースユニット５５０は、払出ベース５５１の天板部５５１ａの上面に取付けられ
ており左右に延びた箱状で上方へ開放されている球タンク５５２と、払出ベース５５１の
左右に延びている部位の上側における球タンク５５２の左側に取付けられており上方へ開
放された溝状に左方へ延びているタンクレール５５３と、を備えている。
【０５１８】
　また、払出ベースユニット５５０は、タンクレール５５３の上端における左右方向の途
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中に取付けられている第一レールカバー５５４と、第一レールカバー５５４から正面視左
方に離間してタンクレール５５３の上端に取付けられておりタンクレール５５３の左端ま
で延びている第二レールカバー５５５と、第一レールカバー５５４と第二レールカバー５
５５の間の位置でタンクレール５５３の上端に取付けられている球整流部材５５６と、タ
ンクレール５５３の下端における正面視左端付近に取付けられている球止部材５５７と、
を備えている。
【０５１９】
　球タンク５５２は、左右方向が払出ベース５５１の天板部５５１ａの左右方向の幅の約
半分の長さに形成されていると共に、前後方向が天板部５５１ａの前後方向の奥行よりも
短い長さに形成されている。球タンク５５２は、天板部５５１ａの上面において、左右方
向の右寄りの位置に取付けられている。球タンク５５２の底面は、左端側が低くなるよう
に傾斜している。球タンク５５２は、左端側がタンクレール５５３と連通している。
【０５２０】
　タンクレール５５３は、払出ベース５５１の天板部５５１ａの上面における左右方向中
央より左側の後端付近に取付けられている。タンクレール５５３は、平面視の形状が、球
タンク５５２と連通している右端から左方且つ後方へ斜めで前後方向の奥行が遊技球Ｂの
外径の数倍の奥行から略一つ分の奥行になるように延びた後に、前後方向の奥行が遊技球
Ｂの外径よりも若干大きい奥行で左方へ真直ぐに延びた形状に形成されている。タンクレ
ール５５３は、左端側が低くなるように底面が傾斜しており、底面の左端が遊技球Ｂの外
径よりも若干大きい大きさで下方へ向かって開口している。タンクレール５５３の底面の
左端の開口が、払出ユニット５６０の球誘導ユニット５７０における誘導通路５７０ａの
上端開口と連通している。
【０５２１】
　また、タンクレール５５３は、左方へ真直ぐに延びている部位の上端が、左端側の高さ
が遊技球Ｂの外径よりも若干大きい高さとなるように、底面よりも水平に対して急な角度
で左端側が低くなるように傾斜している。タンクレール５５３は、左方へ真直ぐに延びて
いる部位の後端が、天板部５５１ａの後辺と略一致するように天板部５５１ａの上面に取
付けられる。また、タンクレール５５３は、左方へ真直ぐ延びている部位の上端に、第一
レールカバー５５４、第二レールカバー５５５、球整流部材５５６、及び球止部材５５７
が取付けられる。
【０５２２】
　第一レールカバー５５４及び第二レールカバー５５５は、タンクレール５５３における
左方へ真直ぐに延びている部位の上端に取付けられる。第一レールカバー５５４及び第二
レールカバー５５５は、タンクレール５５３の上端の前後方向の奥行が、タンクレール５
５３内の遊技球Ｂの圧力によって、広がったり、狭くなったりするのを防止するためのも
のである。
【０５２３】
　球整流部材５５６は、タンクレール５５３の上端における第一レールカバー５５４と第
二レールカバー５５５との間に部位において、第一レールカバー５５４側の端部が前後方
向に延びた軸周りに対して回転可能に取付けられている。球整流部材５５６は、タンクレ
ール５５３内へ突出し左右方向に延びている整流片５５６ａを備えている（図９２を参照
）。この整流片５５６ａによって上下二段になって流通している遊技球Ｂの上段側の遊技
球Ｂの流れを遅らせて、下流側では一段となって流れるように整流することで、タンクレ
ール５５３内の高さが低くなっても球詰りしないようにしている。
【０５２４】
　球止部材５５７は、タンクレール５５３の下面における正面視左端付近において、左右
方向へスライド可能に取付けられており、左方へスライドさせることで、タンクレール５
５３の底面左端の開口を閉鎖して、タンクレール５５３から下流の払出ユニット側へ遊技
球Ｂが流通しないようにすることができる。
【０５２５】
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　更に、払出ベースユニット５５０は、払出ベース５５１の左右に延びている部位の上面
における球タンク５５２の正面視左方に取付けられている外部端子板５５８を、更に備え
ている。外部端子板５５８は、パチンコ機１とパチンコ機１が設置される遊技ホールの島
設備との間で電気的な接続を行うためのものである。外部端子板５５８は、図示は省略す
るが、本体枠ベース５０１の遊技盤挿入口５０１ｂ側へ臨んだアース接続部を備えている
。アース接続部には、遊技盤５側から延びたアース線が接続される。
【０５２６】
［４－７．払出ユニットの全体構成］
　本体枠４における払出ユニット５６０の全体構成について、主に図８７及び図８８等を
参照して詳細に説明する。図８７（ａ）は本体枠における払出ユニットを前から見た斜視
図であり、（ｂ）は払出ユニットを後ろから見た斜視図である。図８８（ａ）は払出ユニ
ットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は払出ユニットを主な
構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。払出ユニット５６０は、払出ベースユ
ニット５５０の払出ベース５５１の背板左部５５１ｅの後面に取付けられるものである。
【０５２７】
　払出ユニット５６０は、タンクレール５５３からの遊技球Ｂを蛇行状に下方へ誘導する
球誘導ユニット５７０と、球誘導ユニット５７０の下側に配置されており球誘導ユニット
５７０により誘導された遊技球Ｂを払出制御基板６３３からの指示に基づいて一つずつ払
出す払出装置５８０と、払出装置５８０を通った遊技球Ｂを下方へ誘導する上部満タン球
経路ユニット６００と、上部満タン球経路ユニット６００を通った遊技球Ｂを扉枠３側又
は基板ユニット６２０側へ誘導する下部満タン球経路ユニット６１０と、を備えている。
【０５２８】
　球誘導ユニット５７０は、タンクレール５５３により一列に整列された遊技球Ｂを、払
出装置５８０へ供給する。払出装置５８０は、球誘導ユニット５７０から供給された遊技
球Ｂが流通可能な払出通路５８０ａと、払出通路５８０ａの途中から分岐している球抜通
路５８０ｂとを有しており、通常の状態では、払出制御基板６３３からの指示に基づいて
払出通路５８０ａから上部満タン球経路ユニット６００側へ遊技球Ｂを放出し、球抜レバ
ー５９３が操作される球抜通路５８０ｂから上部満タン球経路ユニット６００側へ遊技球
Ｂを放出するものである。
【０５２９】
　上部満タン球経路ユニット６００は、払出装置５８０の払出通路５８０ａから放出され
た遊技球Ｂと、球抜通路５８０ｂから放出された遊技球Ｂとを、分けて下方へ誘導するも
のである。下部満タン球経路ユニット６１０は、上部満タン球経路ユニット６００を介し
て、払出装置５８０の払出通路５８０ａから放出された遊技球Ｂを扉枠３側へ誘導し、球
抜通路５８０ｂから放出された遊技球Ｂを基板ユニット６２０側へ誘導するものである。
【０５３０】
［４－７ａ．球誘導ユニット］
　払出ユニット５６０における球誘導ユニット５７０について、主に図８７及び図８８等
を参照して詳細に説明する。球誘導ユニット５７０は、払出ベースユニット５５０におけ
る払出ベース５５１の背板左部５５１ｅの後面上部に後方から取付けられ、タンクレール
５５３からの遊技球Ｂを受取って払出装置５８０側へ遊技球Ｂを誘導するためのものであ
る。
【０５３１】
　球誘導ユニット５７０は、遊技球Ｂが流通可能な蛇行状に延びた誘導通路５７０ａを有
しており前方へ開放されている箱状の誘導ユニットベース５７１と、誘導ユニットベース
５７１の前側を閉鎖している平板状の誘導通路前蓋５７２と、誘導通路５７０ａ内を流通
する遊技球Ｂにより可動する可動片部材５７３と、可動片部材５７３の可動を検知するこ
とで誘導通路５７０ａ内の遊技球Ｂの有無を検知する球切検知センサ５７４と、を備えて
いる（図９２を参照）。
【０５３２】
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　球誘導ユニット５７０は、誘導ユニットベース５７１及び誘導通路前蓋５７２の正面視
の形状が、上下に延びた四角形に形成されている。誘導通路５７０ａは、誘導ユニットベ
ース５７１の上面の左端付近において上方へ開口しており、上端から誘導ユニットベース
５７１の高さ方向中央付近まで垂直に下方へ延びた後に、右方へ屈曲し、誘導ユニットベ
ース５７１の左右方向の幅の間で折返しを繰返しながら蛇行状に下方へ延びて、誘導ユニ
ットベース５７１の下面の左端付近において下方へ開口している。
【０５３３】
　誘導通路５７０ａは、遊技球Ｂが流通する流通方向に対して、前後右方の奥行と、左右
方向の幅とが、遊技球Ｂの外径よりも若干大きく形成されており、遊技球Ｂを一列で誘導
することができる。
【０５３４】
　球誘導ユニット５７０は、上部付近において、可動片部材５７３が誘導通路５７０ａ内
へ進退可能に取付けられている。詳しくは、可動片部材５７３は、上部が誘導通路５７０
ａの正面視右外側の部位で前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられており、自重によ
り下端の一部が誘導通路５７０ａ内へ突出するように形成されている。この可動片部材５
７３は、誘導通路５７０ａ内へ突出している部位に遊技球Ｂが当接することで、突出して
いる部位が遊技球Ｂに押されて誘導通路５７０ａ内から後退して突出していない状態とな
る。
【０５３５】
　球切検知センサ５７４は、可動片部材５７３の一部が誘導通路５７０ａ内へ突出してい
る時には、可動片部材５７３を検知せず、可動片部材５７３の一部が誘導通路５７０ａ内
から後退して突出していない時には、可動片部材５７３を検知する。従って、球切検知セ
ンサ５７４は、誘導通路５７０ａ内に遊技球Ｂが存在している時には検知の状態となり、
誘導通路５７０ａ内に遊技球Ｂが存在していない時には非検知の状態となる。
【０５３６】
　球誘導ユニット５７０は、本体枠４に組立てた状態で、誘導通路５７０ａの上流端が、
タンクレール５５３の下流端と連通していると共に、誘導通路５７０ａの下流端が、払出
装置５８０の払出通路５８０ａの上流端と連通している。球誘導ユニット５７０は、遊技
球Ｂを誘導する誘導通路５７０ａが蛇行状に延びていることから、球誘導ユニット５７０
の全高によりも誘導通路５７０ａが長く延びており、誘導通路５７０ａ内に多くの遊技球
Ｂを貯留することができる。また、球誘導ユニット５７０は、球切検知センサ５７４によ
って誘導通路５７０ａ内の遊技球Ｂの有無を検知することができるため、誘導通路５７０
ａを介して球タンク５５２内の遊技球Ｂの有無を検知することができる。
【０５３７】
［４－７ｂ．払出装置］
　払出ユニット５６０における払出装置５８０について、主に図８７乃至図９０等を参照
して詳細に説明する。図８９は、払出ユニットの払出装置を払出羽根の前後方向中央で切
断した背面断面図である。図９０（ａ）は球抜可動片が開状態の時に払出装置を払出羽根
の前後方向中央で切断した背面断面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＡ－Ａ線で切断し
た断面図である。払出装置５８０は、払出ベースユニット５５０の払出ベース５５１にお
ける背板左部５５１ｅの後面の球誘導ユニット５７０の下側に後方から着脱可能に取付け
られる。
【０５３８】
　払出装置５８０は、後方へ開放された箱状で遊技球Ｂが流通可能な払出通路５８０ａ及
び払出通路５８０ａの途中から分岐している球抜通路５８０ｂを有している払出装置本体
５８１と、払出装置本体５８１を後側から閉鎖している平板状の払出装置後蓋５８２と、
払出装置本体５８１の前側に取付けられており後方へ開放された浅い箱状の払出装置前蓋
５８３と、を備えている。
【０５３９】
　また、払出装置５８０は、払出装置本体５８１の後面に取付けられており回転軸が払出
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装置本体５８１と払出装置前蓋５８３との間に突出している払出モータ５８４と、払出モ
ータ５８４の回転軸に取付けられている平歯車状の駆動ギア５８５と、駆動ギア５８５と
噛合しており払出装置本体５８１と払出装置前蓋５８３とによって回転可能に取付けられ
ている平歯車状の第一伝達ギア５８６と、第一伝達ギア５８６と噛合しており払出装置本
体５８１と払出装置前蓋５８３とによって回転可能に取付けられている平歯車状の第二伝
達ギア５８７と、第二伝達ギア５８７と噛合している平歯車状の払出ギア５８８ａ及び払
出ギア５８８ａよりも外方へ延出している複数の検知片５８８ｂを有し払出装置本体５８
１と払出装置前蓋５８３との間で回転可能に取付けられている払出ギア部材５８８と、払
出装置本体５８１と払出装置後蓋５８２との間で払出ギア部材５８８と一体回転し払出通
路５８０ａ内に突出している複数の羽根片５８９ａを有した払出羽根５８９と、払出装置
本体５８１の後側に取付けられており払出ギア部材５８８の検知片５８８ｂを検知する羽
根回転検知センサ５９０と、を備えている。
【０５４０】
　更に、払出装置５８０は、払出通路５８０ａの下流端において払出装置本体５８１と払
出装置後蓋５８２とによって取付けられており遊技球Ｂを検知する払出検知センサ５９１
と、払出装置本体５８１と払出装置後蓋５８２とによって払出通路５８０ａから分岐する
部位で球抜通路５８０ｂを開閉可能に取付けられている球抜可動片５９２と、球抜可動片
５９２が球抜通路５８０ｂを閉鎖している位置で保持可能とされており払出装置本体５８
１と払出装置後蓋５８２とによって上下方向へスライド可能に取付けられている球抜レバ
ー５９３と、を備えている。
【０５４１】
　払出装置５８０は、平面視の形状が上下に延びた四角形に形成されている。払出装置５
８０は、左右方向の幅が、球誘導ユニット５７０の左右方向の幅よりも正面視右方へ大き
く形成されている。
【０５４２】
　払出装置５８０の払出通路５８０ａは、図８９に示すように、背面視において、上流端
が左右方向の中央から左寄りの位置で上方へ開口しており、下流端が左右方向の右端付近
の位置で下方へ開口している。払出通路５８０ａは、上流端から下方へ向かうに従って少
しずつ左方へ移動するように上から全高の約１／３の高さほど下方へ斜めに延び、そこか
ら右方やや斜め下へ折れ曲がった後に、左右の幅の約１／３のところで折れ曲がって払出
羽根５８９の中心（回転軸）へ向かうように下方へ略垂直に延びている。そして、払出羽
根５８９の中心よりも上側において、遊技球Ｂの外径よりも若干大きい幅で背面視右方へ
折れ曲がった後に、払出羽根５８９の外周との間に遊技球Ｂよりも若干大きい隙間が形成
されるように払出羽根５８９と同心円の円弧状に下方へ延びた上で、払出羽根５８９の中
心よりも背面視右方の位置で下流端まで下方へ垂直に延びている。
【０５４３】
　払出通路５８０ａ内において、払出羽根５８９よりも下方で下流端の直上に払出検知セ
ンサ５９１が配置されている。
【０５４４】
　球抜通路５８０ｂは、払出通路５８０ａ内における上流端から斜め下方へ延びて右方へ
折れ曲がっている部位で分岐して、背面視左辺に沿って下端まで垂直に延びており、底面
の背面視におけ左端付近で下方へ開口している。
【０５４５】
　払出装置本体５８１及び払出装置後蓋５８２は、払出通路５８０ａと球抜通路５８０ｂ
とが分岐している部位における球抜可動片５９２が取付けられている側において、互いに
対向し遊技球Ｂの外径よりも狭い隙間を形成するように夫々から後方及び前方へ突出して
いると共に、夫々が払出通路５８０ａと球抜通路５８０ｂの背面視における左側壁と連続
するように形成されている本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａを備えて
いる。本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａは、払出通路５８０ａにおけ
る球抜通路５８０ｂと分岐して上から約１／３の高さの位置で背面視右方へ延びている部
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位の背面視左方の位置に形成されている。本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５
８２ａは、背面視において左斜め上へ窪むように湾曲しており、主に球抜通路５８０ｂの
側壁を構成するように形成されている。本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２
ａとの間を通って球抜可動片５９２が回動する。
【０５４６】
　払出モータ５８４は、払出装置本体５８１における払出通路５８０ａが上流端から斜め
下方へ延びている部位の背面視右方に取付けられている。駆動ギア５８５、第一伝達ギア
５８６、第二伝達ギア５８７、及び払出ギア部材５８８は、払出装置本体５８１の前方に
配置されており、前側が払出装置前蓋５８３によって被覆されている。払出ギア部材５８
８は、外方へ延出している平板状の検知片５８８ｂが、周方向へ１２０度の角度の間隔で
三つ備えられている。
【０５４７】
　払出羽根５８９は、払出装置本体５８１と払出装置後蓋５８２との間に配置されている
。払出羽根５８９は、外方へ平板状に延出している複数の羽根片５８９ａが、周方向へ１
２０度の角度の間隔で三つ備えられている。羽根片５８９ａは、払出通路５８０ａ内にお
ける上方から回転軸に向かって延びた後に背面視右方へ延びている部位において、払出通
路の側壁との間が遊技球Ｂの外径よりも狭くなるように、払出通路５８０ａ内へ突出して
いる。払出羽根５８９は、三つの羽根片５８９ａの間に、中心側へ遊技球Ｂの半径よりも
若大きい半径の円弧で窪んだ球収容部５８９ｂを備えている。この球収容部５８９ｂには
、遊技球Ｂを一つのみ収容可能とされている。これにより、払出羽根５８９は、羽根片５
８９ａによって払出通路５８０ａ内の遊技球Ｂが、払出羽根５８９よりも下流側へ移動す
るのを規制することができると共に、背面視時計回りの方向へ回転することで球収容部５
８９ｂに収容された遊技球Ｂを下流側へ移動させることができる。
【０５４８】
　払出ギア部材５８８と払出羽根５８９は、払出装置後蓋５８２と払出装置前蓋５８３と
によって同軸上で一体回転可能に取付けられている。羽根回転検知センサ５９０は、背面
視において、払出ギア部材５８８の回転軸の背面視左方に配置されている。羽根回転検知
センサ５９０は、払出羽根５８９と一体回転する払出ギア部材５８８の検知片５８８ｂを
検知することで、払出羽根５８９の回転を検知するためのものである。
【０５４９】
　球抜可動片５９２は、上端が、本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａの
上端において前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられている。球抜可動片５９２は、
く字状に屈曲しており、窪んでいる側が払出通路５８０ａ内を向くように取付けられてい
る。球抜可動片５９２は、前後方向の奥行が、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁
５８２ａとの間の隙間よりも小さく形成されており、本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側
ガイド壁５８２ａの間の隙間を通って、球抜通路５８０ｂ内へ突出したり球抜通路５８０
ｂ外へ後退したりすることができる。
【０５５０】
　球抜レバー５９３は、球抜可動片５９２の上端付近の背面視左方において上下方向へス
ライド可能に、払出装置本体５８１及び払出装置後蓋５８２に取付けられている。球抜レ
バー５９３は、一部が払出装置後蓋５８２を貫通して後方へ突出しており、その突出して
いる部位を操作することで、スライドさせることができる。球抜レバー５９３は、下降端
に位置させることで、下部が球抜可動片５９２と当接可能となり、球抜可動片５９２の背
面視時計回りの方向への回動を規制することができ、球抜可動片５９２によって球抜通路
５８０ｂを閉鎖させることができる。また、球抜レバー５９３は、上昇端に位置させるこ
とで、球抜可動片５９２を球抜通路５８０ｂの外側へ回動できるようにすることができ、
球抜通路５８０ｂを開くことができる（図９０を参照）。
【０５５１】
　球抜レバー５９３を上昇させて球抜可動片５９２を回動可能な状態とすると、球抜可動
片５９２の上流側で数珠繋ぎのような状態となっていた遊技球Ｂが、球抜可動片５９２を
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越えて球抜通路５８０ｂ側へ流下することとなる。この際に、球抜通路５８０ｂが払出通
路５８０ａの上流側から真直ぐに直線状に延びているため、払出通路５８０ａの上流から
流下してきた遊技球Ｂが、真直ぐに球抜通路５８０ｂ側へ流下すると共に、球抜通路５８
０ｂの下流側が島設備側に連通していることから、払出羽根５８９のように遊技球Ｂの流
れを抑制するようなものがないため、遊技球Ｂが払出通路５８０ａ側よりも早く流下する
こととなる。
【０５５２】
　このように、球抜可動片５９２を回動可能としている状態では、球抜通路５８０ｂ内を
遊技球Ｂが早い速度で流下することから、球抜通路５８０ｂ内に突出している球抜可動片
５９２の下端側に遊技球Ｂが勢い良く当接することとなるが、球抜可動片５９２が払出装
置本体５８１の本体側ガイド壁５８１ａと払出装置後蓋５８２の後蓋側ガイド壁５８２ａ
との間を通して球抜通路５８０ｂの内面よりも外側へ移動することができることから、そ
の当接の力によって球抜可動片５９２が球抜通路５８０ｂの外側へ移動することとなるた
め、球抜可動片５９２が球抜通路５８０ｂの壁面と遊技球Ｂとの間に挟まれることはなく
、遊技球Ｂにより球抜可動片５９２に強い力が作用しないようにすることができ、遊技球
Ｂの衝突による球抜可動片５９２の耐久性の低下や破損を抑制させることができる。
【０５５３】
　このようなことから、球抜可動片５９２を破損し難くすることができることから、球抜
通路５８０ｂの下流側の島設備側へより多くの遊技球Ｂをより早く排出させることができ
るため、パチンコ機１の交換やメンテナンス等にかかる時間の増加を抑制させることがで
き、遊技ホール側の負担を軽減させることができる。
【０５５４】
　また、球抜可動片５９２が回動可能な状態の時に、球抜可動片５９２が遊技球Ｂよりも
狭い間隔の本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間を通して球抜通路５
８０ｂの外側へ移動するため、球抜通路５８０ｂ内に突出している球抜可動片５９２に遊
技球Ｂが当接することで球抜可動片５９２が本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５
８２ａとの間を通して外側へ移動する際に、球抜可動片５９２と一緒に遊技球Ｂが本体側
ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間側へ移動しても、遊技球Ｂよりも間隔
の狭い本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間により、遊技球Ｂのみが
外側への移動を阻止することができる。
【０５５５】
　そして、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間によって遊技球Ｂの
外側への移動が阻止されることで、球抜可動片５９２から遊技球Ｂが離れることとなり、
その後の球抜可動片５９２の移動が慣性力によることとなるため、球抜可動片５９２に対
して強い力が作用することはなく、球抜可動片５９２を破損し難くすることができると共
に、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間から遊技球Ｂが球抜通路５
８０ｂの外側へ飛び出すことはなく、遊技球Ｂを球抜通路５８０ｂの下流側へ確実に流通
させることができる。
【０５５６】
［４－７ｃ．上部満タン球経路ユニット］
　払出ユニット５６０における上部満タン球経路ユニット６００について、主に図８７及
び図８８等を参照して詳細に説明する。上部満タン球経路ユニット６００は、払出ベース
ユニット５５０における払出ベース５５１の背板左部５５１ｅの後面下部で払出装置５８
０の下側に後方から取付けられる。上部満タン球経路ユニット６００は、払出装置５８０
から下方へ放出され遊技球Ｂを、下部満タン球経路ユニット６１０へ誘導するためのもの
である。上部満タン球経路ユニット６００は、正面視の形状が上下に延びた四角形に形成
されている。
【０５５７】
　上部満タン球経路ユニット６００は、払出ベース５５１に取付けられ後側が開放された
箱状の上部満タンベース６０１と、上部満タンベース６０１の後側に取付けられており前
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側が開放された箱状の上部満タンカバー６０２と、上部満タンカバー６０２の上端付近に
回転可能に取付けられており払出装置５８０を上方へ押圧可能な払出装置押圧部材６０３
と、を備えている。上部満タンベース６０１は、正面視右辺から右方へ突出しており、裏
カバーを取付けるための裏カバー取付部６０１ａを備えている。
【０５５８】
　また、上部満タン球経路ユニット６００は、上面における正面視左端付近において上方
へ開口しており下から全高の約２／３の高さの位置まで左辺に沿って下方へ延出している
上部払出球受通路６００ａと、上部払出球受通路６００ａと連通しており正面視右方へ全
幅の約３／４ほど延びていると共に下から全高の約１／６の高さまで下方へ延出している
上部球貯留通路６００ｂと、上部球貯留通路６００ｂの左右方向中央より正面視左側から
下方へ延びており下面において下方へ開口している上部通常払出通路６００ｃと、上部通
常払出通路６００ｃと隣接し上部球貯留通路６００ｂの左右方向中央より正面視右側から
下方へ延びており下面において下方へ開口している上部満タン払出通路６００ｄと、上面
における正面視右端付近において上方へ開口して下方へ略垂直に延びた後に下面の右端付
近において下方へ開口している上部球抜通路６００ｅと、を備えている（図９２を参照）
。
【０５５９】
　上部満タン球経路ユニット６００は、下面において、正面視左側から、上部通常払出通
路６００ｃ、上部満タン払出通路６００ｄ、及び上部球抜通路６００ｅが、順に並んで下
方へ開口している。上部満タン球経路ユニット６００は、払出ユニット５６０に組立てた
状態で、上部払出球受通路６００ａの上流端が、払出装置５８０における払出通路５８０
ａの下流端の直下で開口しており、上部球抜通路６００ｅの上流端が、払出装置５８０に
おける球抜通路５８０ｂの下流端の直下で開口している。これにより、払出装置５８０の
払出通路５８０ａから放出（払出）された遊技球Ｂは、上部払出球受通路６００ａ及び上
部球貯留通路６００ｂを通って、上部通常払出通路６００ｃ又は上部満タン払出通路６０
０ｄの何れかから下方へ放出される。また、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方
へ放出された遊技球Ｂは、上部球抜通路６００ｅを通って下方へ放出される。
【０５６０】
［４－７ｄ．下部満タン球経路ユニット］
　払出ユニット５６０における下部満タン球経路ユニット６１０について、主に図８７及
び図８８等を参照して詳細に説明する。下部満タン球経路ユニット６１０は、払出ベース
ユニット５５０における払出ベース５５１の底板部５５１ｇに載置されると共に、上部満
タン球経路ユニット６００の下部に取付けられる。下部満タン球経路ユニット６１０は、
上部満タン球経路ユニット６００から下方へ放出された遊技球Ｂを、扉枠３側へ誘導した
り、基板ユニット６２０側へ誘導したりするものである。下部満タン球経路ユニット６１
０は、前端側が低くなるように前後方向に延びていると共に、後端が上方へ延びている。
【０５６１】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、下部通常払出通路６１０ａ、下部満タン払出通路
６１０ｂ、及び下部球抜通路６１０ｃを有しており前後方向に延びていると共に上方へ開
放されている下部満タンベース６１１と、下部満タンベース６１１の上側に取付けられて
いる下部満タンカバー６１２と、下部満タンベース６１１の前端に前後に延びた軸周りに
回動可能に取付けられており下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂ
の下流端開口を開閉可能としている払出通路開閉扉６１３と、下部通常払出通路６１０ａ
及び下部満タン払出通路６１０ｂの下流端開口を閉鎖する方向へ払出通路開閉扉６１３を
付勢している閉鎖バネ６１４と、を備えている。
【０５６２】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、後端の上方へ延びている部位の上面に、正面視左
から順に、下部通常払出通路６１０ａ、下部満タン払出通路６１０ｂ、及び下部球抜通路
６１０ｃが並んだ状態で、夫々の上流端が上方へ向かって開口している。下部通常払出通
路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂは、左右に並んだ状態で前方へ延びた上で、
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下部満タン球経路ユニット６１０の前端において前方へ向かって開口している。下部満タ
ン払出通路６１０ｂは、下部通常払出通路６１０ａよりも若干低い状態で前方へ延びてい
る。下部球抜通路６１０ｃは、下部満タン払出通路６１０ｂの正面視右側面に沿って前方
へ延びており、前後方向の途中において右方へ向かって開口している。
【０５６３】
　払出通路開閉扉６１３は、下部通常払出通路６１０ａと下部満タン払出通路６１０ｂと
の夫々の前端開口の間の位置で回動可能に取付けられている。この払出通路開閉扉６１３
は、閉鎖バネ６１４によって正面視時計回りの方向へ付勢されており、通常の状態では、
下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの夫々の前端開口（下流端開
口）を閉鎖している。払出通路開閉扉６１３は、前方へ突出している作動突部６１３ａを
備えている。作動突部６１３ａは、正面視の形状が、払出通路開閉扉６１３の回動中心を
中心とした短い円弧状に形成されており、前端面が、反時計回りの方向の端部側へ近付く
に従って前方へ突出するように傾斜している。この作動突部６１３ａは、本体枠４に対し
て扉枠３を閉めた時に、扉枠３におけるファールカバーユニット１５０の扉開閉当接部１
５０ｆと当接するように形成されている。
【０５６４】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、払出ユニット５６０に組立てた状態で、後部上端
において上方へ開口している下部通常払出通路６１０ａ、下部満タン払出通路６１０ｂ、
下部球抜通路６１０ｃが、夫々上部満タン球経路ユニット６００の上部通常払出通路６０
０ｃ、上部満タン払出通路６００ｄ、及び上部球抜通路６００ｅの下流端の直下に位置し
ている。これにより、上部通常払出通路６００ｃから下方へ放出された遊技球Ｂは、下部
通常払出通路６１０ａを流通し、上部満タン払出通路６００ｄから下方へ放出された遊技
球Ｂは下部満タン払出通路６１０ｂを流通し、上部球抜通路６００ｅから下方へ放出され
た遊技球Ｂは下部球抜通路６１０ｃを流通することとなる。
【０５６５】
　また、下部満タン球経路ユニット６１０は、パチンコ機１に組立てた状態で、下部通常
払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの前端（下流端）が、扉枠３における
ファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａ及び満タン球受口１５０ｂの直後で
開口している。また、下部球抜通路６１０ｃの下流端は、基板ユニット６２０のベースユ
ニット６２０ｂにおける左方へ開口した球抜誘導部６２７と対向するように開口している
。
【０５６６】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、通常の状態（本体枠４に対して扉枠３を閉じてい
る状態）では、払出通路開閉扉６１３の作動突部６１３ａがファールカバーユニット１５
０の扉開閉当接部１５０ｆと当接することで、閉鎖バネ６１４の付勢力に抗して正面視反
時計回りの方向へ回動している。これにより、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン
払出通路６１０ｂの夫々の下流端の開口が開いた状態となっており、ファールカバーユニ
ット１５０の貫通球通路１５０ａ及び満タン球受口１５０ｂと連通した状態となっている
。
【０５６７】
　一方、本体枠４に対して扉枠３を開いた状態とすると、払出通路開閉扉６１３の作動突
部６１３ａがファールカバーユニット１５０の扉開閉当接部１５０ｆから離れることとな
り、払出通路開閉扉６１３が閉鎖バネ６１４の付勢力によって正面視時計回りの方向へ回
動し、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの夫々の下流端の開口
が閉じられた状態となる。この状態では、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出
通路６１０ｂ内の遊技球Ｂが、夫々の前端開口から前方へ移動することができなくなる。
これにより、本体枠４に対して扉枠３を開けても、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満
タン払出通路６１０ｂから遊技球Ｂがこぼれることはない。
【０５６８】
［４－７ｅ．払出ユニットにおける遊技球の流れ］
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　続いて、払出ユニット５６０における遊技球Ｂの流れについて、主に図９２を参照して
詳細に説明する。払出ユニット５６０は、本体枠４に組立てた状態では、払出ベース５５
１の後面に取付けられている。通常の状態では、払出装置５８０の球抜レバー５９３が下
降端に位置しており、払出通路５８０ａから分岐している球抜通路５８０ｂを分岐部分に
おいて閉鎖している。また、下部満タン球経路ユニット６１０では、払出通路開閉扉６１
３が開状態となっている。
【０５６９】
　上方へ開放されている球タンク５５２には、パチンコ機１を設置している遊技ホール島
設備から、例えば、球誘導ユニット５７０の球切検知センサ５７４による球切れの検知に
基づいて、所定数の遊技球Ｂが供給される。球タンク５５２に供給・貯留された遊技球Ｂ
は、タンクレール５５３によって一列に整列された状態で、球誘導ユニット５７０の誘導
通路５７０ａを通って払出装置５８０の払出通路５８０ａ内へと送られる。払出モータ５
８４が回転していない状態では、遊技球Ｂが払出羽根５８９よりも下流側へ移動（流下）
することができず、払出羽根５８９よりも上流側に複数の遊技球Ｂが滞留した状態となる
。
【０５７０】
　そして、球誘導ユニット５７０の誘導通路５７０ａ内の遊技球Ｂが可動片部材５７３を
押圧し、球切検知センサ５７４が可動片部材５７３を検知することなる。これにより、少
なくとも可動片部材５７３から払出羽根５８９までの間の通路内に遊技球Ｂが貯留されて
いることが判る。
【０５７１】
　この状態で、払出モータ５８４により払出羽根５８９が背面視時計周りの方向へ回転す
ると、球収容部５８９ｂに収容された遊技球Ｂが背面視時計回りの方向へ移動し、払出通
路５８０ａにおける払出羽根５８９よりも下流側へ放出される。そして、払出羽根５８９
（球収容部５８９ｂ）から放出された遊技球Ｂは、払出検知センサ５９１に検知された後
に、上部満タン球経路ユニット６００の上部払出球受通路６００ａへと送られる。
【０５７２】
　上部満タン球経路ユニット６００の上部払出球受通路６００ａへ送られた遊技球Ｂは、
通常の状態では、上部球貯留通路６００ｂを通って、上部払出球受通路６００ａの直下に
配置されている上部通常払出通路６００ｃへと流下する。そして、上部通常払出通路６０
０ｃへと流下した遊技球Ｂは、下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常払出通路６１
０ａ、扉枠３のファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａを通って、皿ユニッ
ト２００における皿ユニットベース２１１の上皿球供給口２１１ａから上皿２０１内へ放
出される。
【０５７３】
　払出装置５８０から多くの遊技球Ｂが払出されて、上皿２０１内が遊技球Ｂで一杯にな
ると、上皿球供給口２１１ａから前方へ遊技球Ｂを放出することができなくなるため、払
出装置５８０から払出された遊技球Ｂが、下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常払
出通路６１０ａ内に滞留するようになり、更に遊技球Ｂが払出されると、下部通常払出通
路６１０ａと上流側で連通している上部満タン球経路ユニット６００の上部通常払出通路
６００ｃ内にも滞留することとなる。そして、上部通常払出通路６００ｃ内が遊技球Ｂで
一杯になった状態で、更に遊技球Ｂが払出されると、上部通常払出通路６００ｃの上流側
で連通している上部球貯留通路６００ｂ内に遊技球Ｂが滞留し始める共に、遊技球Ｂが上
部通常払出通路６００ｃと隣接している上部満タン払出通路６００ｄ側へ流下し初める。
【０５７４】
　そして、上部満タン払出通路６００ｄ側へ流下した遊技球Ｂは、下部満タン球経路ユニ
ット６１０の下部満タン払出通路６１０ｂを通って、扉枠３のファールカバーユニット１
５０における満タン球受口１５０ｂに受けられる。その後、満タン球受口１５０ｂに受け
られた遊技球Ｂは、貯留通路１５０ｅ、球放出口１５０ｄ、及び皿ユニットベース２１１
の下皿球供給口２１１ｃを通って下皿２０２内へ放出される。これにより、上皿２０１が
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遊技球Ｂで満タンになった状態で、更に遊技球Ｂが払出された場合、遊技球Ｂを自動的に
下皿２０２へ払出させることができる。
【０５７５】
　なお、下皿２０２が遊技球Ｂで一杯になって、下皿球供給口２１１ｃから前方へ遊技球
Ｂを放出することができなくなった状態で、更に遊技球Ｂが払出されると、下皿球供給口
２１１ｃの上流側のファールカバーユニット１５０の貯留通路１５０ｅ内に遊技球Ｂが滞
留して貯留されることとなる。そして、貯留通路１５０ｅ内にある程度の数の遊技球Ｂが
貯留されると、可動片１５３が可動して満タン検知センサ１５４に検知され、上皿２０１
及び下皿２０２が遊技球Ｂで満杯（満タン）になっていることを遊技者に案内すると共に
、払出装置５８０の払出モータ５８４を、満タン検知センサ１５４が非検知の状態となる
まで一時的に停止させる。
【０５７６】
　パチンコ機１のメンテナンスや交換等の際に、球タンク５５２内に貯留されている遊技
球Ｂをパチンコ機１から排出する場合は、払出装置５８０の球抜レバー５９３を下降端の
位置から上方へスライドさせて上昇端の位置の状態とする。その後、球抜可動片５９２の
下端側が遊技球Ｂに押されて、背面視時計回りの方向へ回動することとなり、球抜可動片
５９２が本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間を通って、球抜通路５
８０ｂの外側へ押し出された状態となる。これにより、払出通路５８０ａから分岐してい
る球抜通路５８０ｂへ遊技球Ｂが進入可能となり、上流側の遊技球Ｂが球抜通路５８０ｂ
を通って下方へ放出される。
【０５７７】
　この際に、球抜可動片５９２の部位では、流下する遊技球Ｂが、球抜可動片５９２より
も本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａに強く当接するため、球抜可動片
５９２が破損し難くなっている。
【０５７８】
　そして、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方へ放出された遊技球Ｂは、上部満
タン球経路ユニット６００の上部球抜通路６００ｅ、及び下部満タン球経路ユニット６１
０の下部球抜通路６１０ｃを通って、下部球抜通路６１０ｃの下流端開口から基板ユニッ
ト６２０の球抜誘導部６２７へ放出された後に、排出球受部６２８及び球排出口６２９を
通ってパチンコ機１の後方外部（遊技ホールの島設備側）に排出される。
【０５７９】
［４－８．基板ユニット］
　本体枠４における基板ユニット６２０について、主に図９３乃至図９７等を参照して詳
細に説明する。図９３（ａ）は本体枠の基板ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）
は基板ユニットを後ろから見た斜視図である。図９４は、基板ユニットを後ろ下から見た
斜視図である。図９５は基板ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であ
り、図９６は基板ユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。図９
７は、左右方向中央で切断したパチンコ機の下部を示す拡大側面断面図である。基板ユニ
ット６２０は、本体枠ベースユニット５００の後面下部に取付けられている。
【０５８０】
　基板ユニット６２０は、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０１の後
面における遊技盤載置部５０１ｃよりも下側に取付けられるスピーカユニット６２０ａと
、スピーカユニット６２０ａの一部を後方から覆うように本体枠ベース５０１の後面に取
付けられるベースユニット６２０ｂと、ベースユニット６２０ｂの後側に取付けられてい
る電源ユニット６２０ｃと、電源ユニット６２０ｃの後側に取付けられている払出制御ユ
ニット６２０ｄと、払出制御ユニット６２０ｄの一部を後方から覆うようにスピーカユニ
ット６２０ａの後面に取付けられているインターフェイスユニット６２０ｅと、を備えて
いる。
【０５８１】
　スピーカユニット６２０ａは、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０
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１の後面における遊技盤載置部５０１ｃよりも下側に取付けられるスピーカカバー６２１
と、スピーカカバー６２１の後面における正面視左端付近において前方へ向けて取付けら
れている本体枠スピーカ６２２と、本体枠スピーカ６２２の後側を覆うようにスピーカカ
バー６２１の後側に取付けられており前方へ開放された容器状のスピーカボックス６２３
と、を備えている。
【０５８２】
　スピーカカバー６２１は、左右方向へ延びており、正面視左端付近において前後に貫通
しており上下に延びた複数のスリットにより構成されている円形状のスピーカ取付部６２
１ａと、スピーカ取付部６２１ａの正面視右方側で後方から前方へ膨出するように窪んで
いる空間用前凹部６２１ｂと、空間用前凹部６２１ｂの下面から下方へ突出していると共
に左右方向へ延びており斜め下後へ向けて開口している接続部６２１ｃと、を備えている
。
【０５８３】
　スピーカカバー６２１のスピーカ取付部６２１ａに、後側から本体枠スピーカ６２２が
前方へ向けて取付けられる。また、スピーカカバー６２１の接続部６２１ｃは、下端が外
枠２の外枠下組立体４０における幕板後部材４３の接続筒部４３ａの上端と一致するよう
に４５度の角度で傾斜している。本体枠スピーカ６２２は、主に低音を出力するコーン型
スピーカとされている
【０５８４】
　スピーカボックス６２３は、前方へ開放された容器状に形成されており、本体枠スピー
カ６２２の後側となる部位が後方へ最も大きく突出しており、正面視右方へ向かうに従っ
て、階段状に後方への突出が小さくなるように形成されている。これにより、スピーカボ
ックス６２３の正面視中央より右側の後方の空間を十分に確保することができ、ベースユ
ニット６２０ｂや電源ユニット６２０ｃ等が配置できるようにしている。スピーカボック
ス６２３は、スピーカカバー６２１の接続部６２１ｃを除いた後面の全体を被覆する（閉
じる）ように形成されている。
【０５８５】
　スピーカユニット６２０ａは、スピーカカバー６２１とスピーカボックス６２３とで本
体枠スピーカ６２２から後方へ出力されるサウンドを封じ込めるエンクロージャ６２４の
一部を形成している。このエンクロージャ６２４は、スピーカカバー６２１においてスピ
ーカ取付部６２１ａの正面視右方に前方へ膨出した空間用前凹部６２１ｂが形成されてい
ることから、スピーカボックス６２３が右方へ向かうに従って後方への突出量が小さくな
るように階段状に形成されていても、本体枠スピーカ６２２よりも右方の空間を充分に広
く確保されている。
【０５８６】
　スピーカユニット６２０ａは、外枠２に対して本体枠４を閉じた状態とすると、スピー
カカバー６２１の接続部６２１ｃがシール部材４８を挟むように接続筒部４３ａに接続さ
れ、本体枠スピーカ６２２の後方の空間と、外枠２の幕板内部空間４０ａとが連通した状
態となる。従って、本体枠スピーカ６２２の後側に、スピーカカバー６２１、スピーカボ
ックス６２３、幕板前部材４２、及び幕板後部材４３によって、広い空間のエンクロージ
ャ６２４を形成することができ、本体枠スピーカ６２２の後方へ出力されたサウンドを幕
板前部材４２の開口部４２ａから前方へ出力（放射）させることができる。
【０５８７】
　詳述すると、上述したように、スピーカユニット６２０ａでは、本体枠スピーカ６２２
の後方の空間（エンクロージャ６２４の一部）を、比較的広い奥行で正面視右方まで延出
させて、接続部６２１ｃ及び接続筒部４３ａを介して外枠下組立体４０側へ連通させてい
ることから、本体枠スピーカ６２２から後方へ出力されたサウンドにおいて、特に低音域
を減衰させることなく、外枠下組立体４０側へ伝達させることができると共に、伝達され
た低音域を二つのポート部材４７を通すことで共振・増幅させて幕板前部材４２の開口部
４２ａから前方へ放射することができる。
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【０５８８】
　この際に、幕板前部材４２の開口部４２ａから前方へ放射されるサウンドは、位相が反
転された状態で、放射されるようにしているため、本体枠スピーカ６２２の前面から出力
されて皿ユニット２００のスピーカ口２１１ｂから放射されたサウンドに対して、増幅さ
せるように共振することとなり、本体枠スピーカ６２２の口径が小さくても重低音が響く
大きなサウンドを出力することができる。
【０５８９】
　つまり、本形態では、本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４がバスレフ型とさ
れており、遊技者に対して重低音を聞かせることができる。これにより、本体枠スピーカ
６２２の前面から出力されて皿ユニット２００のスピーカ口２１１ｂから放射されるサウ
ンドと、本体枠スピーカ６２２の後面から出力されて外枠２のグリル部材４６から放射さ
れるサウンドとによって、豊かな低音を有したサウンドを遊技者に聴かせることができる
。
【０５９０】
　また、スピーカユニット６２０ａは、スピーカカバー６２１に、スピーカ取付部６２１
ａの下部と空間用前凹部６２１ｂとの間の位置で前後方向に貫通している貫通口６２１ｄ
が形成されていると共に、スピーカボックス６２３に、貫通口６２１ｄと連通して筒状に
延びており前後に貫通している貫通筒６２３ａが形成されている。スピーカユニット６２
０ａに組立てた状態では、貫通口６２１ｄと貫通筒６２３ａが互いに連通し、エンクロー
ジャ６２４とは独立した状態となる。これら貫通口６２１ｄ及び貫通筒６２３ａには、接
続ケーブル５０３が挿通される。
【０５９１】
　基板ユニット６２０のベースユニット６２０ｂは、スピーカボックス６２３の一部を後
方から覆うように本体枠ベース５０１の後面に取付けられる前ベース６２５と、前ベース
６２５の後側に取付けられており後面に電源ユニット６２０ｃが取付けられる後ベース６
２６と、を備えている。
【０５９２】
　また、ベースユニット６２０ｂは、前ベース６２５と後ベース６２６とで協働して形成
しており、下部満タン球経路ユニット６１０の下部球抜通路６１０ｃから放出された遊技
球Ｂを受取って正面視右方へ誘導する球抜誘導部６２７と、球抜誘導部６２７の下流側で
正面視右方において上方へ開口しており遊技盤５から下方に排出された遊技球Ｂを受ける
排出球受部６２８と、球抜誘導部６２７及び排出球受部６２８を通った遊技球Ｂを下方へ
排出する球排出口６２９と、を備えている。
【０５９３】
　球抜誘導部６２７は、上流端が正面視において左側面の上部に左方へ向けて開口してお
り、下流端が排出球受部６２８の左端側に開口している。球抜誘導部６２７は、本体枠４
に組立てた状態で、上流端の開口が、下部満タン球経路ユニット６１０の下部球抜通路６
１０ｃの下流端開口と一致するように対向しており、下部球抜通路６１０ｃから放出され
た遊技球Ｂを受取って、排出球受部６２８へ誘導することができる。
【０５９４】
　排出球受部６２８は、上方へ開放されていると共に、左右に長く延びている。排出球受
部６２８の底面は、正面視左端が球抜誘導部６２７の底面と連続しており、右方へ向かう
に従って低くなるように傾斜している。
【０５９５】
　ベースユニット６２０ｂは、球タンク５５２から抜かれた遊技球Ｂや、遊技盤５から排
出された遊技球Ｂを、球抜誘導部６２７や排出球受部６２８によって正面視右方へ誘導し
た後に、球排出口６２９から下方へ排出するようにしているため、正面視において左右方
向中央より左側の空間を広く確保し易くすることができる。これにより、スピーカユニッ
ト６２０ａのエンクロージャ６２４の空間を広くすることができ、従来のパチンコ機より
も豊かな低音を有したサウンドを遊技者に聴かせることができる。
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【０５９６】
　基板ユニット６２０の電源ユニット６２０ｃは、ベースユニット６２０ｂの後ベース６
２６の後側に取付けられている電源基板６３０と、電源基板６３０の後側を覆うように後
ベース６２６に取付けられている電源基板カバー６３１と、を備えている。
【０５９７】
　払出制御ユニット６２０ｄは、電源ユニット６２０ｃにおける電源基板カバー６３１の
後側に着脱可能に取付けられる箱状の払出制御基板ボックス６３２と、払出制御基板ボッ
クス６３２内に収容されている払出制御基板６３３（図９７を参照）と、を備えている。
払出制御基板６３３は、皿ユニット２００における球貸操作ユニット２２０の球貸ボタン
２２４の押圧操作や、遊技盤５の主制御基板等からの払出コマンドに応じて、払出装置５
８０の払出モータ５８４を制御して、指示された数の遊技球Ｂを遊技者側（上皿２０１又
は下皿２０２）に払出すためのものである。払出制御基板ボックス６３２は、開閉の痕跡
が残るように形成されている。これにより、払出制御基板６３３に対する不正な改造を察
知することができ、不正行為に対する抑止力を高めている。
【０５９８】
　インターフェイスユニット６２０ｅは、スピーカユニット６２０ａにおけるスピーカボ
ックス６２３の後側に取付けられている基板ベース６３４と、基板ベース６３４の後面に
取付けられているインターフェイス基板６３５と、インターフェイス基板６３５の後側を
覆うように基板ベース６３４に取付けられているインターフェイス基板カバー６３６と、
を備えている。
【０５９９】
　基板ベース６３４は、スピーカボックス６２３の後面における本体枠スピーカ６２２の
後方となる後方へ最も突出している部位に取付けられている。インターフェイス基板６３
５は、接続ケーブル５０３の一方（本体枠４側）の端部が接続されている。インターフェ
イス基板６３５は、電源基板６３０、払出制御基板６３３、主制御基板、周辺制御基板、
等が接続されると共に、パチンコ機１の外部に設置されているＣＲユニットと接続される
。インターフェイス基板カバー６３６は、払出制御ユニット６２０ｄの一部を覆うように
基板ベース６３４（インターフェイス基板６３５）よりも正面視右方へ延出している。
【０６００】
［４－９．裏カバー］
　本体枠４における裏カバー６４０について、主に図７６乃至図８２を参照して詳細に説
明する。裏カバー６４０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１の遊技盤
挿入口５０１ｂ内に前方から挿入されて取付けられた遊技盤５の後側を覆うものである。
裏カバー６４０は、正面視における右辺が、本体枠ベース５０１の後方延出部５０１ｊの
上下に延びている後端に、上下に延びた軸周りに回転可能に取付けられ、左辺が、払出ベ
ース５５１の裏カバー取付部５５１ｉと上部満タン球経路ユニット６００の裏カバー取付
部６０１ａとに取付けられる。
【０６０１】
　裏カバー６４０は、上下左右に延びた平板の正面視右辺側が前方へ折り曲げられたよう
な形状に形成されており、本体枠４に組立てた状態で、後面が払出ベース５５１の背板上
部５５１ｄの後面と略同一面上に位置するように形成されている。裏カバー６４０は、前
後に貫通し上下に延びている複数のスリット６４１が形成されている。本形態では、裏カ
バー６４０は、透明な合成樹脂によって形成されており、パチンコ機１の後側から本体枠
４内を視認することができる。
【０６０２】
［４－１０．施錠ユニット］
　本体枠４における施錠ユニット６５０について、主に図９８を参照して詳細に説明する
。図９８（ａ）は本体枠の施錠ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は施錠ユニッ
トを後ろから見た斜視図である。施錠ユニット６５０は、本体枠４の本体枠ベース５０１
に取付けられ、本体枠４と扉枠３、本体枠４と外枠２、との間を施錠するものである。
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【０６０３】
　施錠ユニット６５０は、本体枠ベース５０１の後方延出部５０１ｊの右側面に取付けら
れ上下に延びているユニットベース６５１と、ユニットベース６５１から前方へ突出して
おり扉枠３と係止可能な複数の扉枠用鉤６５２と、ユニットベース６５１から後方へ突出
しており外枠２と係止可能な複数の外枠用鉤６５３と、ユニットベース６５１の前端下部
から前方へ突出しており回転方向によって扉枠用鉤６５２又は外枠用鉤６５３を上下方向
へ移動させる伝達シリンダ６５４と、を備えている。
【０６０４】
　また、施錠ユニット６５０は、扉枠用鉤６５２を下方へ付勢していると共に外枠用鉤６
５３を上方へ付勢している錠バネ６５５と、ユニットベース６５１の前端における伝達シ
リンダ６５４よりも上方の位置から前方へ突出しており下方へスライドさせることで、外
枠用鉤６５３を下方へ移動させる外枠用開錠レバー６５６と、を備えている。
【０６０５】
　施錠ユニット６５０は、本体枠４に組立てた状態で、複数（三つ）の扉枠用鉤６５２、
伝達シリンダ６５４、及び外枠用開錠レバー６５６が、本体枠ベース５０１の前面よりも
前方へ突出している。伝達シリンダ６５４は、本体枠ベース５０１のシリンダ挿通口５０
１ｆを通って前方へ突出し、本体枠４に対して扉枠３を閉じた状態とすることで、前端が
扉枠３のシリンダ錠１３０の回転伝達部材１３３と係合し、鍵穴１３２に挿入された鍵の
回転が伝達されて回転する。
【０６０６】
　施錠ユニット６５０は、複数（三つ）の扉枠用鉤６５２が、扉枠３の扉枠ベースユニッ
ト１００における扉枠補強ユニット１１０の鉤掛部材１１６に係止され、複数（二つ）の
外枠用鉤６５３が、外枠２における外枠右組立体２０の上鉤掛部材２４と下鉤掛部材２５
とに係止される。
【０６０７】
　施錠ユニット６５０は、パチンコ機１に組立てた状態で、シリンダ錠１３０の鍵穴１３
２に対応している鍵を差し込んで、正面視反時計回りの方向へ回転させると、伝達シリン
ダ６５４を介して複数の扉枠用鉤６５２が上方へ移動し、本体枠４に対して扉枠３が開錠
される。一方、鍵を正面視時計回りの方向へ回転させると、伝達シリンダ６５４を介して
複数の外枠用鉤６５３が下方へ移動し、外枠２に対して本体枠４が開錠される。本体枠４
に対して扉枠３を開いた状態では、外枠用開錠レバー６５６を下方へスライドさせると、
複数の外枠用鉤６５３が下方へ移動し、外枠２に対して本体枠４が開錠される。このよう
にして、本体枠４と扉枠３との間や、本体枠４と外枠２との間の施錠を、開錠することが
できる。
【０６０８】
　本体枠４と扉枠３との間や、本体枠４と外枠２との間を施錠する場合は、扉枠用鉤６５
２及び外枠用鉤６５３の先端側が細くなるように傾斜しているため、本体枠４に対して扉
枠３を閉じたり、外枠２に対して本体枠４を閉じたりすると、扉枠用鉤６５２や外枠用鉤
６５３が、鉤掛部材１１６や上鉤掛部材２４及び下鉤掛部材２５を乗り越えるように下方
や上方へ移動した後に、錠バネ６５５の付勢力によって施錠状態となる。
【０６０９】
［５．遊技盤の全体構成］
　パチンコ機１における遊技盤５の全体構成について、主に図９９乃至図１０１を参照し
て詳細に説明する。図９９はパチンコ機における遊技盤の正面図である。図１００は遊技
盤を主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図１０１は遊技盤を主な構成毎
に分解して後ろから見た分解斜視図である。パチンコ機１の遊技盤５は、遊技者がハンド
ルユニット１８０のハンドル１８２を操作することで遊技球Ｂが打込まれる遊技領域５ａ
を有している。遊技領域５ａには、遊技球Ｂの受入れ又は通過により遊技者に対して所定
の特典（例えば、所定数の遊技球Ｂの払出し）を付与する一般入賞口２００１、第一始動
口２００２、ゲート部２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５が備えられ
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ている。従って、遊技盤５は、遊技球Ｂが、遊技領域５ａ内の一般入賞口２００１、第一
始動口２００２、ゲート部２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５等に、
受入れられたり通過したりするように、ハンドル１８２の打込操作と遊技領域５ａ内での
遊技球Ｂの流通とを楽しませる遊技を行うためのものである。
【０６１０】
　遊技盤５は、遊技領域５ａの外周を区画し外形が正面視略四角形状とされた前構成部材
１０００と、前構成部材１０００の後側に取付けられており遊技領域５ａの後端を区画す
る板状の遊技パネル１１００と、を備えている。遊技パネル１１００の前面における遊技
領域５ａ内となる部位には、遊技球Ｂと当接する複数の障害釘が所定のゲージ配列で植設
されている（図示は省略）。また、遊技盤５は、遊技パネル１１００の後側下部に取付け
られている基板ホルダ１２００と、基板ホルダ１２００の後面に取付けられており遊技球
Ｂを遊技領域５ａ内へ打込むことで行われる遊技内容を制御する主制御基板１３１０（図
１０２を参照）を有している主制御ユニット１３００と、を備えている。
【０６１１】
　また、遊技盤５は、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて遊技状況を表示し前
構成部材１０００の左下隅に遊技者側へ視認可能に取付けられている機能表示ユニット１
４００と、遊技パネル１１００の後側に配置されている周辺制御ユニット１５００と、正
面視において遊技領域５ａの中央に配置されており所定の演出画像を表示可能な演出表示
装置１６００と、遊技パネル１１００の前面に取付けられる表ユニット２０００と、遊技
パネル１１００の後面に取付けられる裏ユニット３０００と、を更に備えている。裏ユニ
ット３０００の後面に演出表示装置１６００が取付けられていると共に、演出表示装置１
６００の後面に周辺制御ユニット１５００が取付けられている。
【０６１２】
　遊技パネル１１００は、外周が枠状の前構成部材１０００の内周よりもやや大きく形成
されていると共に透明な平板状のベースパネル１１１０と、ベースパネル１１１０の外周
を保持しており前構成部材１０００の後側に取付けられると共に後面に裏ユニット３００
０が取付けられる枠状のパネルホルダ１１２０と、を備えている。
【０６１３】
　表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内に打込まれた遊技球Ｂを受入可能に常時開口し
ている複数（ここでは四つ）の一般入賞口２００１と、複数の一般入賞口２００１とは遊
技領域５ａ内の異なる位置で遊技球Ｂを受入可能に常時開口している第一始動口２００２
と、遊技領域５ａ内の所定位置に取付けられており遊技球Ｂの通過を検知するゲート部２
００３と、遊技球Ｂがゲート部２００３を通過することにより抽選される普通抽選結果に
応じて遊技球Ｂの受入れが可能となる第二始動口２００４と、第一始動口２００２又は第
二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選される第一特別抽選結果又は第二特別
抽選結果に応じて何れかにおいて遊技球Ｂの受入れが可能となる大入賞口２００５と、を
備えている。
【０６１４】
　また、表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内の左右方向中央で遊技領域５ａの下端の
直上に取付けられており第一始動口２００２と一つの一般入賞口２００１を有している始
動口ユニット２１００と、始動口ユニット２１００の正面視左方で内レール１００２に沿
うように取付けられており二つの一般入賞口２００１を有しているサイドユニット２２０
０と、遊技領域５ａ内の正面視右下隅となる始動口ユニット２１００の正面視右方に取付
けられており一つの一般入賞口２００１、ゲート部２００３、第二始動口２００４、及び
大入賞口２００５を有しているアタッカユニット２４００と、始動口ユニット２１００及
びサイドユニット２２００よりも上方で、遊技領域５ａ内の正面視略中央やや上寄りに取
付けられている枠状のセンター部材２５００と、を備えている。
【０６１５】
　裏ユニット３０００は、パネルホルダ１１２０の後面に取付けられ前方が開放されてい
る箱状で後壁に四角い開口部３０１０ａを有している裏箱３０１０と、裏箱３０１０の後
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面に取付けられており演出表示装置１６００を着脱可能に取付けるためのロック機構３０
２０と、裏箱３０１０の後面における開口部３０１０ａよりも下側で背面視左端に取付け
られているパネル中継基板３０３１と、裏箱３０１０内に取付けられている複数の裏演出
ユニット３１００と、を備えている。
【０６１６】
［５－１．前構成部材］
　遊技盤５における前構成部材１０００について、主に図９９乃至図１０１を参照して詳
細に説明する。前構成部材１０００は、正面視の外形が略正方形とされ、内形が略円形状
に前後方向へ貫通しており、内形の内周によって遊技領域５ａの外周を区画している。こ
の前構成部材１０００は、正面視で左右方向中央から左寄りの下端から時計回りの周方向
へ沿って円弧状に延び正面視左右方向中央上端を通り過ぎて右斜め上部まで延びた外レー
ル１００１と、外レール１００１に略沿って前構成部材１０００の内側に配置され正面視
左右方向中央下部から正面視左斜め上部まで円弧状に延びた内レール１００２と、内レー
ル１００２の下端の正面視右側で遊技領域５ａの最も低くなった位置に形成されており後
方へ向かって低くなるように傾斜しているアウト誘導部１００３と、を備えている。
【０６１７】
　また、前構成部材１０００は、アウト誘導部１００３の正面視右端から前構成部材１０
００の右辺付近まで右端側が僅かに高くなるように直線状に傾斜している右下レール１０
０４と、右下レール１００４の右端から前構成部材１０００の右辺に沿って外レール１０
０１の上端の下側まで延びており上部が前構成部材１０００の内側へ湾曲している右レー
ル１００５と、右レール１００５の上端と外レール１００１の上端とを繋いでおり外レー
ル１００１に沿って転動して来た遊技球Ｂが当接する衝止部１００６と、を備えている。
【０６１８】
　また、前構成部材１０００は、内レール１００２の上端に回動可能に軸支され、外レー
ル１００１との間を閉鎖するように内レール１００２の上端から上方へ延出した閉鎖位置
と正面視時計回りの方向へ回動して外レール１００１との間を開放した開放位置との間で
のみ回動可能とされると共に閉鎖位置側へ復帰するように図示しないバネによって付勢さ
れた逆流防止部材１００７を、備えている。
【０６１９】
　更に、前構成部材１０００は、枠内における正面視左右方向中央下部で、アウト誘導部
１００３の後端において前後に貫通しているアウト球口１００８を備えている。アウト誘
導部１００３によって後方へ誘導された遊技球Ｂは、アウト球口１００８を通って前構成
部材１０００（遊技パネル１１００）の後方へ排出される。
【０６２０】
　また、前構成部材１０００は、外レール１００１及び内レール１００２における下端か
ら略垂直に延びた付近の部位の外側、アウト誘導部１００３及び右下レール１００４の下
側、及び右レール１００５の外側、の夫々の部位において、前端から後方へ窪んだ防犯凹
部１００９を備えている。この防犯凹部１００９は、遊技盤５を本体枠４に取付けて、本
体枠４に対して扉枠３を閉じた状態とすると、扉枠３における防犯カバー１７０の後方へ
突出した後方突片１７２が挿入された状態となる。これにより、防犯カバー１７０と遊技
盤５（前構成部材１０００）との間が、防犯カバー１７０の後方突片１７２と前構成部材
１０００の防犯凹部１００９とによって複雑に屈曲した状態となるため、遊技盤５の前面
下方より防犯カバー１７０と前構成部材１０００との間を通してピアノ線等の不正な工具
を遊技領域５ａ内に侵入させようとしても、後方突片１７２や防犯凹部１００９に阻まれ
ることとなり、遊技領域５ａ内への不正な工具の侵入を阻止することができる。
【０６２１】
　また、前構成部材１０００は、正面視左下隅において下端から上方へ切欠かれている切
欠部１０１０を備えている。この切欠部１０１０は、遊技パネル１１００におけるパネル
ホルダ１１２０の切欠部１１２２と一致しており、遊技盤５を本体枠４に取付けた時に、
切欠部１０１０及び切欠部１１２２を貫通して下部満タン球経路ユニット６１０の下部通
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常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの前端開口が前方へ臨むようになっ
ている。
【０６２２】
［５－２．遊技パネル］
　遊技盤５における遊技パネル１１００について、主に図９９乃至図１０１を参照して詳
細に説明する。遊技パネル１１００は、前構成部材１０００の後面に取付けられており、
表ユニット２０００及び裏ユニット３０００が取付けられるものである。遊技パネル１１
００は、外周が枠状の前構成部材１０００の内周よりもやや大きく形成されていると共に
透明な合成樹脂で形成されている平板状のベースパネル１１１０と、ベースパネル１１１
０の外周を保持しており前構成部材１０００の後側に取付けられると共に後面に裏ユニッ
ト３０００が取付けられる枠状のパネルホルダ１１２０と、を備えている。
【０６２３】
　遊技パネル１１００のベースパネル１１１０は、アクリル樹脂、ポリカーボネイト樹脂
、ポリアリレート樹脂、メタクリル樹脂等の合成樹脂板や、ガラスや金属等の無機質板に
より形成されている。このベースパネル１１１０の板厚は、パネルホルダ１１２０よりも
薄く、障害釘を前面に植設したり表ユニット２０００を取付けたりしても十分に保持可能
な必要最低限の厚さ（８～１０ｍｍ）とされている。なお、本形態では、透明な合成樹脂
板によってベースパネル１１１０が形成されている。
【０６２４】
　ベースパネル１１１０は、遊技領域５ａ内において最も低い位置となり前構成部材１０
００のアウト球口１００８と対応した位置に下端から上方へ窪んだアウト凹部１１１１が
形成されている。また、ベースパネル１１１０には、前後に貫通しており表ユニット２０
００を取付けるための貫通孔１１１２が複数形成されている。
【０６２５】
　遊技パネル１１００のパネルホルダ１１２０は、ベースパネル１１１０を包含する大き
さで外形が略四角形状とされ、ベースパネル１１１０よりも厚く（本例では、約２０ｍｍ
）形成されている。パネルホルダ１１２０は、合成樹脂（例えば、熱可塑性合成樹脂）に
より形成されている。このパネルホルダ１１２０は、ベースパネル１１１０を着脱可能に
保持し前面側から後方側に向かって凹んだ上で、内側が略遊技領域５ａと同等の大きさで
前後方向に貫通している貫通口１１２１を備えている。
【０６２６】
　また、パネルホルダ１１２０は、正面視左下隅において下端から上方へ切欠かれている
切欠部１１２２を備えている。この切欠部１１２２は、前構成部材１０００の切欠部１０
１０と一致するように形成されており、遊技盤５を本体枠４に取付けた時に、切欠部１０
１０及び切欠部１１２２を貫通して貫通して下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常
払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの前端開口が前方へ臨むようになって
いる。
【０６２７】
［５－３．基板ホルダ］
　遊技盤５における基板ホルダ１２００について、主に図１００及び図１０１を参照して
詳細に説明する。基板ホルダ１２００は、上方及び前方が開放された横長の箱状に形成さ
れており、底面が左右方向中央へ向かって低くなるように傾斜している。基板ホルダ１２
００は、底面における左右方向中央において、前端から後方へ向かって切欠かれている排
出部１２０１を有している。この基板ホルダ１２００は、遊技盤５に組立てた状態で、遊
技パネル１１００の後側に取付けられている裏ユニット３０００の下部を下側及び後側か
ら覆っていると共に、後面に主制御ユニット１３００の主制御基板ボックス１３２０が取
付けられている。
【０６２８】
　基板ホルダ１２００は、パチンコ機１に組立てた状態で、排出部１２０１が、本体枠４
の基板ユニット６２０におけるベースユニット６２０ｂの排出球受部６２８の直上に位置
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している。これにより、アウト球口１００８を通って遊技パネル１１００の後側へ排出さ
れた遊技球Ｂ、及び、表ユニット２０００及び裏ユニット３０００から下方へ排出された
遊技球Ｂ、を全て受けることができ、底面に形成された排出部１２０１から下方の排出球
受部６２８へ排出させることができる。
【０６２９】
［５－４．主制御基板ユニット］
　遊技盤５における主制御ユニット１３００について、主に図１００及び図１０１を参照
して詳細に説明する。主制御ユニット１３００は、基板ホルダ１２００の後面に着脱可能
に取付けられている。主制御ユニット１３００は、遊技内容及び遊技球Ｂの払出し等を制
御する主制御基板１３１０（図１０２を参照）と、主制御基板１３１０を収容しており基
板ホルダ１２００に取付けられる主制御基板ボックス１３２０と、を備えている。
【０６３０】
　主制御基板ボックス１３２０は、複数の封印機構を備えており、一つの封印機構を用い
て主制御基板ボックス１３２０を閉じると、次に、主制御基板ボックス１３２０を開ける
ためにはその封印機構を破壊する必要があり、主制御基板ボックス１３２０の開閉の痕跡
を残すことができる。従って、開閉の痕跡を見ることで、主制御基板ボックス１３２０の
不正な開閉を発見することができ、主制御基板１３１０への不正行為に対する抑止力が高
められている。
【０６３１】
　主制御ユニット１３００の主制御基板１３１０は、インターフェイス基板６３５、及び
周辺制御基板１５１０と、接続されている。また、主制御基板１３１０は、パネル中継基
板３０３１を介して、機能表示ユニット１４００、ゲートセンサ２４０１、第二始動口セ
ンサ２４０２、大入賞口センサ２４０３、始動口ソレノイド２４０４、アタッカソレノイ
ド２４０５、一般入賞口センサ３００１、第一始動口センサ３００２、磁気センサ３００
３、と接続されている。
【０６３２】
［５－５．機能表示ユニット］
　遊技盤５における機能表示ユニット１４００について、主に図９９を参照して詳細に説
明する。機能表示ユニット１４００は、遊技領域５ａの外側で前構成部材１０００の左下
隅に取付けられている。機能表示ユニット１４００は、パチンコ機１に組立てた状態で、
扉枠３の扉窓１０１ａを通して前方（遊技者側）から視認することができる。この機能表
示ユニット１４００は、主制御基板１３１０からの制御信号に基づき複数のＬＥＤを用い
て、遊技状態（遊技状況）や、普通抽選結果や特別抽選結果等を表示するものである。
【０６３３】
　機能表示ユニット１４００は、図９９において拡大して示すように、遊技状態を表示す
る三つのＬＥＤからなる状態表示器１４０１と、ゲート部２００３に対する遊技球Ｂの通
過により抽選される普通抽選結果を表示する二つのＬＥＤからなる普通図柄表示器１４０
２と、ゲート部２００３に対する遊技球Ｂの通過に係る保留数を表示する二つのＬＥＤか
らなる普通保留表示器１４０３と、を備えている。
【０６３４】
　また、機能表示ユニット１４００は、第一始動口２００２への遊技球Ｂの受入れにより
抽選された第一特別抽選結果を表示する八つのＬＥＤからなる第一特別図柄表示器１４０
４と、第一始動口２００２への遊技球Ｂの受入れに係る保留数を表示する二つのＬＥＤか
らなる第一特別保留数表示器１４０５と、第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れによ
り抽選された第二特別抽選結果を表示する八つのＬＥＤからなる第二特別図柄表示器１４
０６と、第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れに係る保留数を表示する二つのＬＥＤ
からなる第二特別保留数表示器１４０７と、を備えている。
【０６３５】
　更に、機能表示ユニット１４００は、第一特別抽選結果又は第二特別抽選結果が「大当
り」等の時に、大入賞口２００５の開閉パターンの繰返し回数（ラウンド数）を表示する
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五つのＬＥＤからなるラウンド表示器１４０８、を備えている。
【０６３６】
　この機能表示ユニット１４００では、備えられているＬＥＤを、適宜、点灯、消灯、及
び、点滅、等させることにより、保留数や図柄等を表示することができる。
【０６３７】
［５－６．周辺制御ユニット］
　遊技盤５における周辺制御ユニット１５００について、主に図１０１を参照して説明す
る。周辺制御ユニット１５００は、裏ユニット３０００の裏箱３０１０の後面に取付けら
れている演出表示装置１６００の後側に取付けられている。周辺制御ユニット１５００は
、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて遊技者に提示する演出を制御する周辺制
御基板１５１０（図１０２を参照）と、周辺制御基板１５１０を収容している周辺制御基
板ボックス１５２０と、を備えている。周辺制御基板１５１０は、図示は省略するが、発
光演出、サウンド演出、及び可動演出、等を制御するための周辺制御部１５１１と、演出
画像を制御するための演出表示制御部１５１２と、を備えている。
【０６３８】
　周辺制御ユニット１５００の周辺制御基板１５１０は、主制御基板１３１０、演出操作
ユニット３００、扉枠３側の各種装飾基板、演出表示装置１６００、等と接続されている
。
【０６３９】
［５－７．演出表示装置］
　遊技盤５における演出表示装置１６００について、主に図９９乃至図１０１を参照して
説明する。演出表示装置１６００は、正面視において遊技領域５ａの中央に配置されてお
り、遊技パネル１１００の後側に、裏ユニット３０００の裏箱３０１０を介して取付けら
れている。演出表示装置１６００は、裏箱の後壁の略中央の後面に対して、着脱可能に取
付けられている。演出表示装置１６００は、遊技盤５を組立てた状態で、枠状のセンター
部材２５００の枠内を通して、前側（遊技者側）から視認することができる。演出表示装
置１６００は、白色ＬＥＤをバックライトとした１２ｉｎｃｈのフルカラーの液晶表示装
置である。演出表示装置は、周辺制御基板１５１０に接続されており、所定の静止画像や
動画を表示することができる。
【０６４０】
　演出表示装置１６００は、正面視左側面から外方へ突出している二つの左固定片１６０
１と、正面視右側面から外方へ突出している右固定片１６０２と、を備えている。この演
出表示装置１６００は、液晶画面を前方へ向けた状態で、後述する裏箱３０１０の枠状の
液晶取付部３０１０ｂ内の正面視左内周面に開口している二つの固定溝３０１０ｃに、裏
箱３０１０の斜め後方から二つの左固定片１６０１を挿入した上で、右固定片１６０２側
を前方へ移動させて、右固定片１６０２をロック機構３０２０の開口部内に挿入し、ロッ
ク機構３０２０を下方へスライドさせることにより、裏箱３０１０に取付けられる。
【０６４１】
［５－８．表ユニット］
　遊技盤５における表ユニット２０００について、主に図９９乃至図１０１を参照して詳
細に説明する。表ユニット２０００は、遊技パネル１１００のベースパネル１１１０に、
前方から取付けられており、前端がベースパネル１１１０の前面よりも前方へ突出してい
ると共に、後端の一部が貫通孔１１１２を貫通してベースパネル１１１０の後面よりも後
方へ突出している。
【０６４２】
　表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内に打込まれた遊技球Ｂを受入可能としており常
時開口している複数（ここでは四つ）の一般入賞口２００１と、複数の一般入賞口２００
１とは遊技領域５ａ内の異なる位置で遊技球Ｂを受入可能に常時開口している第一始動口
２００２と、遊技領域５ａ内の所定位置に取付けられており遊技球Ｂの通過を検知するゲ
ート部２００３と、遊技球Ｂがゲート部２００３を通過することにより抽選される普通抽
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選結果に応じて遊技球Ｂの受入れが可能となる第二始動口２００４と、第一始動口２００
２又は第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選される第一特別抽選結果又は
第二特別抽選結果に応じて何れかにおいて遊技球Ｂの受入れが可能となる大入賞口２００
５と、を備えている。
【０６４３】
　複数（ここでは四つ）の一般入賞口２００１は、遊技領域５ａ内の下部に配置されおり
、左右方向中央に対して左側に三つ、右側に一つ夫々配置されている。第一始動口２００
２は、遊技領域５ａ内の左右方向中央で最下端にあるアウト球口１００８の直上に配置さ
れている。ゲート部２００３は、遊技領域５ａ内における正面視右端付近で上下方向中央
の下寄りに配置されている。第二始動口２００４は、ゲート部２００３の直下に配置され
ている。大入賞口２００５は、左右方向中央より右側の一般入賞口２００１の右上方で第
一始動口２００２と第二始動口２００４との間の高さに配置されている。
【０６４４】
　表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内の左右方向中央でアウト球口１００８の直上に
取付けられており一つの一般入賞口２００１と第一始動口２００２とを有している始動口
ユニット２１００と、始動口ユニット２１００の正面視左方で内レール１００２に沿うよ
うに取付けられており二つの一般入賞口２００１を有しているサイドユニット２２００と
、始動口ユニット２１００の正面視右方に取付けられており一つの一般入賞口２００１、
ゲート部２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５を有しているアタッカユ
ニット２４００と、遊技領域５ａ内の略中央に取付けられている枠状のセンター部材２５
００と、センター部材２５００に取付けられている表演出ユニット２６００と、を備えて
いる。
【０６４５】
　表ユニット２０００のアタッカユニット２４００は、ゲート部２００３を通過した遊技
球Ｂを検知するゲートセンサ２４０１と、第二始動口２００４に受入れられた遊技球Ｂを
検知する第二始動口センサ２４０２と、大入賞口２００５に受入れられた遊技球Ｂを検知
する大入賞口センサ２４０３（カウントセンサとも称する）と、を備えている（図１０２
を参照）。また、アタッカユニット２４００は、ゲート部２００３の遊技球Ｂの通過によ
り抽選される普通抽選結果に応じて第二始動口２００４を開閉させる始動口ソレノイド２
４０４と、第一始動口２００２又は第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選
される第一特別抽選結果又は第二特別抽選結果に応じて大入賞口２００５を開閉させるア
タッカソレノイド２４０５と、を備えている。
【０６４６】
　表ユニット２０００のセンター部材２５００は、遊技領域５ａ内において、始動口ユニ
ット２１００、及びサイドユニット２２００よりも上方で、正面視略中央やや上寄りに配
置されており、遊技パネル１１００のベースパネル１１１０の前面に取付けられている。
センター部材２５００は、枠状に形成されており、枠内を通して遊技パネル１１００の後
方に配置された演出表示装置１６００や裏ユニット３０００に備えられている各種演出ユ
ニット等を前方から視認することができる。
【０６４７】
　枠状のセンター部材２５００は、下辺を除いた全周が、遊技パネル１１００のベースパ
ネル１１１０の前面よりも前方へ突出しており、遊技領域５ａ内に打込まれた遊技球Ｂが
、枠内に侵入できないようになっている。
【０６４８】
　センター部材２５００は、正面視左側の外周面に、遊技領域５ａ内の遊技球Ｂが進入可
能に開口しているワープ入口２５０１と、ワープ入口２５０１に進入した遊技球Ｂを放出
可能とされ枠内に開口しているワープ出口２５０２と、ワープ出口２５０２から放出され
た遊技球Ｂを左右方向に転動させた後に遊技領域５ａ内へ放出可能なステージ棚２５０３
と、を備えている。
【０６４９】
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　センター部材２５００のステージ棚２５０３は、左右方向の中央側が窪んだ湾曲状で、
始動口ユニット２１００の第一始動口２００２の直上と対応した位置、つまり、センター
部材２５００を遊技パネル１１００（ベースパネル１１１０）に取付けた状態で左右方向
の略中央の位置が、その左右両側よりも若干高くなるような波状に形成されている。この
ステージ棚２５０３は、左右方向中央の左右両側よりも若干高くなっている部位（頂部）
と、その左右両側の最も低くなっている部位（谷部）とが、前方へ向かって低くなるよう
に傾斜しており、それらの部位から遊技球Ｂを遊技領域５ａ内へ放出させることができる
。
【０６５０】
　センター部材２５００は、遊技盤５に組立てた状態で、ステージ棚２５０３の左右方向
中央の高くなっている部位（頂部）が、始動口ユニット２１００の第一始動口２００２の
直上に位置している。これにより、ステージ棚２５０３の中央から遊技球Ｂが放出される
と、極めて高い確率で第一始動口２００２に受入れられる。
【０６５１】
　センター部材２５００は、遊技盤５に組立てた状態で、正面視において上面の左右方向
中央より右側と、右側面の上部とが、遊技領域５ａの外周（外レール１００１及び右レー
ル１００５）との間で遊技球Ｂの外径よりも若干大きい隙間が形成されるように取付けら
れている。そして、センター部材２５００の右側面上部の下方にアタッカユニット２４０
０が取付けられている。従って、遊技球Ｂがセンター部材２５００の右側を流通するよう
に遊技領域５ａ内に打込む（所謂、右打ちする）と、高い確率でゲート部２００３に対し
て遊技球Ｂを通過させることができると共に、高い確率で開放されている（開いている）
大入賞口２００５に対して遊技球Ｂを受入させることができる。
【０６５２】
　表演出ユニット２６００は、詳細に図示は省略するが、第一始動口２００２や第二始動
口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選された第一特別抽選結果や第二特別抽選結果
に応じて、可動したり発光したりする複数の演出装飾体を備えており、可動演出や発光演
出を行うことができるものである。表演出ユニット２６００は、複数の演出装飾体を適宜
用いて、発光演出や可動演出等を行うことが可能であり、それらを適宜組合せることで多
彩なパターンの演出を遊技者に提示することができ、遊技者を飽きさせ難くすることがで
きると共に、各種の演出によって遊技者を楽しませることができ、遊技者の遊技に対する
興趣が低下するのを抑制することができる。
【０６５３】
　表ユニット２０００において、一般入賞口２００１に受入れられた遊技球Ｂは、遊技パ
ネル１１００の後側の裏ユニット３０００へ送られて一般入賞口センサ３００１により検
知された上で、下方の基板ホルダ１２００へ排出される。また、第一始動口２００２に受
入れられた遊技球Ｂは、遊技パネル１１００の後側の裏ユニット３０００へ送られて第一
始動口センサ３００２により検知された上で、下方の基板ホルダ１２００へ排出される。
【０６５４】
　また、第二始動口２００４に受入れられた遊技球Ｂは、第二始動口センサ２４０２に検
知された後に、遊技パネル１１００の後側へ送られて、下方の基板ホルダ１２００へ排出
される。大入賞口２００５に受入れられた遊技球Ｂは、大入賞口センサ２４０３に検知さ
れた後に、遊技パネル１１００の後側へ送られて、下方の基板ホルダ１２００へ排出され
る。
【０６５５】
［５－９．裏ユニット］
　遊技盤５における裏ユニット３０００について、主に図９９乃至図１０１を参照して説
明する。裏ユニット３０００は、遊技パネル１１００におけるパネルホルダ１１２０の後
面に取付けられており、後側に演出表示装置１６００及び周辺制御ユニット１５００が取
付けられている。裏ユニット３０００は、表ユニット２０００の一般入賞口２００１に受
入れられた遊技球Ｂを検知する一般入賞口センサ３００１と、第一始動口２００２に受入
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れられた遊技球Ｂを検知する第一始動口センサ３００２と、第一始動口２００２付近に作
用する磁気を検知する磁気センサ３００３と、を備えている（図１０２を参照）。
【０６５６】
　裏ユニット３０００は、パネルホルダ１１２０の後面に取付けられ前方が開放されてい
る箱状で後壁に四角い開口部３０１０ａを有している裏箱３０１０と、裏箱３０１０の後
面に取付けられており演出表示装置１６００を着脱可能に取付けるためのロック機構３０
２０と、裏箱３０１０の後面における開口部３０１０ａよりも下側で背面視左端に取付け
られているパネル中継基板３０３１と、裏箱３０１０内に取付けられている裏演出ユニッ
ト３１００と、を備えている。
【０６５７】
　裏ユニット３０００の裏箱３０１０は、前方が開放されている箱状で後壁に四角く貫通
している開口部３０１０ａと、開口部３０１０ａの周縁から間隔を開けて後方へ突出して
いる平板枠状の液晶取付部３０１０ｂと、液晶取付部３０１０ｂにおける背面視右辺にお
いて枠内の内側から外方へ向かって窪んでおり演出表示装置１６００の左固定片１６０１
が挿入される二つの固定溝３０１０ｃと、液晶取付部３０１０ｂの背面視左辺の上下方向
中央において後端から裏箱３０１０の後壁まで切欠かれロック機構３０２０が取付けられ
る切欠部３０１０ｄと、を備えている。
【０６５８】
　裏箱３０１０の開口部３０１０ａは、演出表示装置１６００の表示画面と略同じ大きさ
に形成されている。また、液晶取付部３０１０ｂは、枠内に演出表示装置１６００を嵌め
込むことが可能な大きさに形成されている。裏箱３０１０は、後面における切欠部３０１
０ｄの背面視左側にロック機構３０２０が上下にスライド可能に取付けられる。
【０６５９】
　また、裏箱３０１０は、前端から外方へ延出している平板状の固定片部３０１０ｅを備
えている。この固定片部３０１０ｅは、前面が遊技パネル１１００のパネルホルダ１１２
０の後面に当接した状態で、パネルホルダ１１２０に取付けられる。裏箱３０１０は、裏
演出ユニット３１００等を取付けるためのボスや取付孔等が適宜位置に形成されている。
【０６６０】
　パネル中継基板３０３１は、主制御基板１３１０と、機能表示ユニット１４００、ゲー
トセンサ２４０１、第二始動口センサ２４０２、大入賞口センサ２４０３、始動口ソレノ
イド２４０４、アタッカソレノイド２４０５、一般入賞口センサ３００１、第一始動口セ
ンサ３００２、及び磁気センサ３００３との接続を中継するためのものである。
【０６６１】
　裏演出ユニット３１００は、詳細に図示は省略するが、第一始動口２００２や第二始動
口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選された第一特別抽選結果や第二特別抽選結果
に応じて、可動したり発光したりする複数の演出装飾体を備えており、可動演出や発光演
出を行うことができるものである。裏演出ユニット３１００は、複数の演出装飾体を適宜
用いて、発光演出や可動演出等を行うことが可能であり、それらを適宜組合せることで多
彩なパターンの演出を遊技者に提示することができ、遊技者を飽きさせ難くすることがで
きると共に、各種の演出によって遊技者を楽しませることができ、遊技者の遊技に対する
興趣が低下するのを抑制することができる。
【０６６２】
［６．制御構成］
　次に、パチンコ機１の各種制御を行う制御構成について、図１０２を参照して説明する
。図１０２は、パチンコ機の制御構成を概略で示すブロック図である。パチンコ機１の主
な制御構成は、図示するように、遊技盤５に取付けられる主制御基板１３１０及び周辺制
御基板１５１０と、本体枠４に取付けられる払出制御基板６３３と、から構成されており
、夫々の制御が分担されている。主制御基板１３１０は、遊技動作（遊技の進行）を制御
する。周辺制御基板１５１０は、主制御基板１３１０からのコマンドに基づいて遊技中の
各種演出を制御する周辺制御部１５１１と、周辺制御部１５１１からのコマンドに基づい
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て演出表示装置１６００での演出画像の表示を制御する演出表示制御部１５１２と、を備
えている。払出制御基板６３３は、遊技球Ｂの払出し等を制御する払出制御部６３３ａと
、ハンドル１８２の回転操作による遊技球Ｂの発射を制御する発射制御部６３３ｂと、を
備えている。
【０６６３】
［６－１．主制御基板］
　遊技の進行を制御する主制御基板１３１０は、詳細な図示は省略するが、各種処理プロ
グラムや各種コマンドを記憶するＲＯＭや一時的にデータを記憶するＲＡＭ等が内蔵され
るマイクロプロセッサである主制御ＭＰＵと、入出力デバイス（Ｉ／Ｏデバイス）として
の主制御Ｉ／Ｏポートと、各種検出スイッチからの検出信号が入力される主制御入力回路
と、各種ソレノイドを駆動するための主制御ソレノイド駆動回路と、主制御ＭＰＵに内蔵
されているＲＡＭに記憶された情報を完全に消去するためのＲＡＭクリアスイッチと、を
備えている。主制御ＭＰＵは、その内蔵されたＲＯＭやＲＡＭのほかに、その動作（シス
テム）を監視するウォッチドックタイマや不正を防止するための機能等も内蔵されている
。
【０６６４】
　主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、第一始動口２００２に受入れられた遊技球Ｂを
検出する第一始動口センサ３００２、第二始動口２００４に受入れられた遊技球Ｂを検出
する第二始動口センサ２４０２、一般入賞口２００１に受入れられた遊技球Ｂを検出する
一般入賞口センサ３００１、ゲート部２００３を通過した遊技球Ｂを検知するゲートセン
サ２４０１、大入賞口２００５に受入れられた遊技球Ｂを検知する大入賞口センサ２４０
３、及び遊技領域５ａ内における不正な磁気を検知する磁気センサ３００３、等からの検
出信号が夫々主制御Ｉ／Ｏポートを介して入力される。
【０６６５】
　主制御ＭＰＵは、これらの検出信号に基づいて、主制御Ｉ／Ｏポートから主制御ソレノ
イド駆動回路に制御信号を出力することにより、始動口ソレノイド２４０４、及びアタッ
カソレノイド２４０５に駆動信号を出力したり、主制御Ｉ／Ｏポートから機能表示ユニッ
ト１４００の状態表示器１４０１、普通図柄表示器１４０２、普通保留表示器１４０３、
第一特別図柄表示器１４０４、第一特別保留数表示器１４０５、第二特別図柄表示器１４
０６、第二特別保留数表示器１４０７、ラウンド表示器１４０８、等に駆動信号を出力し
たりする。
【０６６６】
　なお、本形態おいて、第一始動口センサ３００２、第二始動口センサ２４０２、ゲート
センサ２４０１、及び大入賞口センサ２４０３には、非接触タイプの電磁式の近接スイッ
チを用いているのに対して、一般入賞口センサ３００１には、接触タイプのＯＮ／ＯＦＦ
動作式のメカニカルスイッチを用いている。これは、遊技球Ｂが、第一始動口２００２や
第二始動口２００４に頻繁に入球すると共に、ゲート部２００３を頻繁に通過するため、
第一始動口センサ３００２、第二始動口センサ２４０２、及びゲートセンサ２４０１によ
る遊技球Ｂの検出も頻繁に発生する。このため、第一始動口センサ３００２、第二始動口
センサ２４０２、及びゲートセンサ２４０１には、耐久性が高く寿命の長い近接スイッチ
を用いている。
【０６６７】
　また、遊技者にとって有利となる有利遊技状態（「大当り」遊技、等）が発生すると、
大入賞口２００５が開放されて遊技球Ｂが頻繁に入球するため、大入賞口センサ２４０３
による遊技球Ｂの検出も頻繁に発生する。このため、大入賞口センサ２４０３にも、耐久
性が高く寿命の長い近接スイッチを用いている。これに対して、遊技球Ｂが頻繁に入球し
ない一般入賞口２００１には、一般入賞口センサ３００１による検出も頻繁に発生しない
。このため、一般入賞口センサ３００１には、近接スイッチより寿命が短いメカニカルス
イッチを用いている。
【０６６８】
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　また、主制御ＭＰＵは、遊技に関する各種情報（遊技情報）及び払出しに関する各種コ
マンド等を払出制御基板６３３に送信したり、この払出制御基板６３３からのパチンコ機
１の状態に関する各種コマンド等を受信したりする。更に、主制御ＭＰＵは、遊技演出の
制御に関する各種コマンド及びパチンコ機１の状態に関する各種コマンドを、主制御Ｉ／
Ｏポートを介して周辺制御基板１５１０の周辺制御部１５１１に送信したりする。なお、
主制御ＭＰＵは、その詳細な説明は後述するが、払出制御基板６３３からパチンコ機１の
状態に関する各種コマンドを受信すると、これらの各種コマンドを整形して周辺制御部１
５１１に送信する。
【０６６９】
　主制御基板１３１０には、詳細な説明は後述するが、基板ユニット６２０の電源基板６
３０から各種電圧が供給されている。この主制御基板１３１０に各種電圧を供給する電源
基板６３０は、電源遮断時にでも所定時間、主制御基板１３１０に電力を供給するための
バックアップ電源としての電気二重層キャパシタ（以下、単に「キャパシタ」と記載する
。）を備えている。このキャパシタにより主制御ＭＰＵは、電源遮断時にでも電源断時処
理において各種情報をＲＡＭに記憶することができる。この記憶した各種情報は、電源投
入時に主制御基板１３１０のＲＡＭクリアスイッチが操作されると、ＲＡＭから完全に消
去（クリア）される。このＲＡＭクリアスイッチの操作信号（検出信号）は、払出制御基
板６３３にも出力される。
【０６７０】
　また、主制御基板１３１０には、停電監視回路が設けられている。この停電監視回路は
、電源基板６３０から供給される各種電圧の低下を監視しており、それらの電圧が停電予
告電圧以下となると、停電予告として停電予告信号を出力する。この停電予告信号は、主
制御Ｉ／Ｏポートを介して主制御ＭＰＵに入力される他に、払出制御基板６３３等にも出
力されている。
【０６７１】
［６－２．払出制御基板］
　遊技球Ｂの払出し等を制御する払出制御基板６３３は、払出しに関する各種制御を行う
払出制御部６３３ａと、発射ソレノイド５４２による発射制御を行うとともに、球送給ソ
レノイド１４５による球送給制御を行う発射制御部６３３ｂと、パチンコ機１の状態を表
示するエラーＬＥＤ表示器と、エラーＬＥＤ表示器に表示されているエラーを解除するた
めのエラー解除スイッチと、メンテナンスの際に、球タンク５５２、タンクレール５５３
、球誘導ユニット５７０、及び払出装置５８０内の遊技球Ｂを、パチンコ機１の外部（上
皿２０１）へ排出して球抜き動作を開始するための球抜スイッチと、を備えている。
【０６７２】
［６－２ａ．払出制御部］
　払出制御基板６３３における払出しに関する各種制御を行う払出制御部６３３ａは、詳
細な図示は省略するが、各種処理プログラムや各種コマンドを記憶するＲＯＭや一時的に
データを記憶するＲＡＭ等が内蔵されるマイクロプロセッサである払出制御ＭＰＵと、Ｉ
／Ｏデバイスとしての払出制御Ｉ／Ｏポートと、払出制御ＭＰＵが正常に動作しているか
否かを監視するための外部ＷＤＴ（外部ウォッチドックタイマ）と、払出装置５８０の払
出モータ５８４に駆動信号を出力するための払出モータ駆動回路と、払出しに関する各種
検出スイッチからの検出信号が入力される払出制御入力回路と、を備えている。払出制御
ＭＰＵには、その内蔵されたＲＯＭやＲＡＭのほかに、不正を防止するため機能等も内蔵
されている。
【０６７３】
　払出制御部６３３ａの払出制御ＭＰＵは、主制御基板１３１０からの遊技に関する各種
情報（遊技情報）及び払い出しに関する各種コマンドを払出制御Ｉ／Ｏポートを介してシ
リアル方式で受信したり、主制御基板１３１０からのＲＡＭクリアスイッチの操作信号（
検出信号）が払出制御Ｉ／Ｏポートを介して入力されたりする他に、満タン検知センサ１
５４からの検出信号が入力されたり、球切検知センサ５７４、払出検知センサ５９１、及
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び羽根回転検知センサ５９０からの検出信号が入力される。
【０６７４】
　球誘導ユニット５７０の球切検知センサ５７４、払出装置５８０の払出検知センサ５９
１及び羽根回転検知センサ５９０からの検出信号は、払出制御入力回路に入力され、払出
制御Ｉ／Ｏポートを介して払出制御ＭＰＵに入力される。
【０６７５】
　また、本体枠４に対する扉枠３の開放を検出する扉枠開放スイッチ、及び外枠２に対す
る本体枠４の開放を検出する本体枠開放スイッチからの検出信号は、払出制御入力回路に
入力され、払出制御Ｉ／Ｏポートを介して払出制御ＭＰＵに入力される。
【０６７６】
　また、ファールカバーユニット１５０の満タン検知センサ１５４からの検出信号は、払
出制御入力回路に入力され、払出制御Ｉ／Ｏポートを介して払出制御ＭＰＵに入力される
。
【０６７７】
　払出制御ＭＰＵは、払出モータ５８４を駆動するための駆動信号を、払出制御Ｉ／Ｏを
介して払出モータ５８４に出力したり、パチンコ機１の状態をエラーＬＥＤ表示器に表示
するための信号を、払出制御Ｉ／Ｏポートを介してエラーＬＥＤ表示器に出力したり、パ
チンコ機１の状態を示すためのコマンドを、払出制御Ｉ／Ｏポートを介して主制御基板１
３１０にシリアル方式で送信したり、実際に払出した遊技球Ｂの球数を払出制御Ｉ／Ｏポ
ートを介して外部端子板５５８に出力したりする。この外部端子板５５８は、遊技ホール
側に設置されたホールコンピュータに接続されている。このホールコンピュータは、パチ
ンコ機１が払出した遊技球Ｂの球数やパチンコ機１の遊技情報等を把握することにより遊
技者の遊技を監視している。
【０６７８】
　エラーＬＥＤ表示器（図示は省略）は、セグメント表示器であり、英数字や図形等を表
示してパチンコ機１の状態を表示している。エラーＬＥＤ表示器が表示して報知する内容
としては、次のようなものがある。例えば、図形「－」が表示されているときには「正常
」である旨を報知し、数字「０」が表示されているときには「接続異常」である旨（具体
的には、主制御基板１３１０と払出制御基板６３３との基板間の電気的な接続に異常が生
じている旨）を報知し、数字「１」が表示されているときには「球切れ」である旨（具体
的には、球切検知センサ５７４からの検出信号に基づいて払出装置５８０内に遊技球Ｂが
ない旨）を報知し、数字「２」が表示されているときには「球がみ」である旨（具体的に
は、羽根回転検知センサ５９０からの検出信号に基づいて払出装置５８０の払出通路５８
０ａと払出羽根５８９との間に遊技球Ｂがかみ込んで払出羽根５８９が回転困難となって
いる旨）を報知し、数字「３」が表示されているときには「計数スイッチエラー」である
旨（具体的には、払出検知センサ５９１からの検出信号に基づいて払出検知センサ５９１
に不具合が生じている旨）を報知し、数字「５」が表示されているときには「リトライエ
ラー」である旨（具体的には、払出し動作のリトライ回数が予め設定された上限値に達し
た旨）を報知し、数字「６」が表示されているときには「満タン」である旨（具体的には
、満タン検知センサ１５４からの検出信号に基づいてファールカバーユニット１５０内に
貯留された遊技球Ｂで満タンである旨）を報知し、数字「７」が表示されているときには
「ＣＲ未接続」である旨（払出制御基板６３３からＣＲユニットまでに亘るいずれかにお
いて電気的な接続が切断されている旨）を報知し、数字「９」が表示されているときには
「ストック中」である旨（具体的には、まだ払出していない遊技球Ｂの球数が予め定めた
球数に達している旨）を報知している。
【０６７９】
　球貸ボタン２２４からの遊技球Ｂの球貸要求信号、及び返却ボタン２２５からのプリペ
イドカードの返却要求信号は、ＣＲユニットに入力される。ＣＲユニットは、球貸要求信
号に従って貸し出す遊技球Ｂの球数を指定した信号を、払出制御基板６３３にシリアル方
式で送信し、この信号が払出制御Ｉ／Ｏポートで受信されて払出制御ＭＰＵに入力される
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。またＣＲユニットは、貸出した遊技球Ｂの球数に応じて挿入されたプリペイドカードの
残度を更新するとともに、その残度の表示信号を球貸操作ユニット２２０へ出力し、この
信号が球貸操作ユニット２２０の球貸表示部に入力されて表示される。
【０６８０】
［６－２ｂ．発射制御部］
　発射制御部６３３ｂは、発射ソレノイド５４２による発射制御と、球送給ソレノイド１
４５による球送給制御と、を行う。発射制御部６３３ｂは、詳細に図示は省略するが、発
射に関する各種検出スイッチからの検出信号が入力される発射制御入力回路と、定時間毎
にクロック信号を出力する発振回路と、このクロック信号に基づいて遊技球Ｂを遊技領域
５ａに向かって打ち出すための発射基準パルスを出力する発射タイミング制御回路と、こ
の発射基準パルスに基づいて発射ソレノイド５４２に駆動信号を出力する発射ソレノイド
駆動回路と、発射基準パルスに基づいて球送給ソレノイド１４５に駆動信号を出力する球
送給ソレノイド駆動回路と、を備えている。発射タイミング制御回路は、発振回路からの
クロック信号に基づいて、１分当たり１００個の遊技球Ｂが遊技領域５ａに向かって打ち
出されるよう発射基準パルスを生成して発射ソレノイド駆動回路に出力するとともに、発
射基準パルスを所定数倍した球送基準パルスを生成して球送給ソレノイド駆動回路に出力
する。
【０６８１】
　ハンドルユニット１８０の関係では、ハンドル１８２に手のひらや指が触れているか否
かを検出するハンドルタッチセンサ１９２、及び遊技者の意志によって遊技球Ｂの打ち出
しを強制的に停止するか否かを検出する単発ボタン操作センサ１９４からの検出信号は、
発射制御入力回路に入力された後に、発射タイミング制御回路に入力される。またＣＲユ
ニットとＣＲユニット接続端子板とが電気的に接続されると、ＣＲ接続信号として発射制
御入力回路に入力され、発射タイミング制御回路に入力される。ハンドル１８２の回転位
置に応じて遊技球Ｂを遊技領域５ａに向かって打ち出す強度を電気的に調節するハンドル
回転検知センサ１８９からの信号は、発射ソレノイド駆動回路に入力され。
【０６８２】
　この発射ソレノイド駆動回路は、ハンドル回転検知センサ１８９からの信号に基づいて
、ハンドル１８２の回転位置に見合う打ち出し強度で遊技球Ｂを遊技領域５ａに向かって
打ち出すための駆動電流を、発射基準パルスが入力されたことを契機として、発射ソレノ
イド５４２に出力する。一方、球送給ソレノイド駆動回路は、球送基準パルスが入力され
たことを契機として、球送給ソレノイド１４５に一定電流を出力することにより、皿ユニ
ット２００の上皿２０１に貯留された遊技球Ｂを球送給ユニット１４０内に１球受入れ、
その球送基準パルスの入力が終了したことを契機として、その一定電流の出力を停止する
ことにより受入れた遊技球Ｂを球発射装置５４０側へ送る。このように、発射ソレノイド
駆動回路から発射ソレノイド５４２に出力される駆動電流は可変に制御されるのに対して
、球送給ソレノイド駆動回路から球送給ソレノイド１４５に出力される駆動電流は一定に
制御されている。
【０６８３】
　なお、払出制御基板６３３に各種電圧を供給する電源基板６３０は、電源遮断時にでも
所定時間、主制御基板１３１０に電力を供給するためのバックアップ電源としてのキャパ
シタを備えている。このキャパシタにより払出制御ＭＰＵは、電源遮断時にでも電源断時
処理において各種情報を払出制御基板６３３のＲＡＭに記憶することができる。この記憶
した各種情報は、電源投入時に主制御基板１３１０のＲＡＭクリアスイッチが操作される
と、払出制御基板６３３のＲＡＭから完全に消去（クリア）される。
【０６８４】
［６－３．周辺制御基板］
　周辺制御基板１５１０は、図１０２に示すように、主制御基板１３１０からのコマンド
に基づいて演出制御を行う周辺制御部１５１１と、この周辺制御部１５１１からの制御デ
ータに基づいて、演出表示装置１６００の描画制御を行う演出表示制御部１５１２と、を
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備えている。
【０６８５】
［６－３ａ．周辺制御部］
　周辺制御基板１５１０における演出制御を行う周辺制御部１５１１は、詳細な図示は省
略するが、マイクロプロセッサとしての周辺制御ＭＰＵと、各種処理プログラムや各種コ
マンドを記憶する周辺制御ＲＯＭと、高音質の演奏を行う音源ＩＣと、この音源ＩＣが参
照する音楽、音声、及び効果音等の音情報が記憶されている音ＲＯＭと、を備えている。
【０６８６】
　周辺制御ＭＰＵは、パラレルＩ／Ｏポート、シリアルＩ／Ｏポート等を複数内蔵してお
り、主制御基板１３１０から各種コマンドを受信すると、この各種コマンドに基づいて、
遊技盤５の各装飾基板に設けられたカラーＬＥＤ等への点灯信号、点滅信号又は階調点灯
信号を出力するための遊技盤側発光データをランプ駆動基板用シリアルＩ／Ｏポートから
遊技盤５の各装飾基板に送信したり、遊技盤５に設けられた各種演出ユニットを作動させ
る駆動モータへの駆動信号を出力するための遊技盤側駆動データを遊技盤装飾駆動基板用
シリアルＩ／Ｏポートから遊技盤５の駆動モータ或いは駆動ソレノイドに送信したり、扉
枠３に設けられた操作リング駆動モータ３４２、及び操作ボタン昇降駆動モータ３６７等
への駆動信号を出力するための扉側駆動データと、扉枠３の各装飾基板に設けられたカラ
ーＬＥＤ等への点灯信号、点滅信号又は階調点灯信号を出力するための扉側発光データと
、から構成される扉側駆動発光データを枠装飾駆動基板用シリアルＩ／Ｏポートから扉枠
３側に送信したり、演出表示装置１６００に表示させる画面を示す制御データ（表示コマ
ンド）を表示制御部用シリアルＩ／Ｏポートから演出表示制御部１５１２に送信したり、
するほかに、音ＲＯＭから音情報を抽出するための制御信号（音コマンド）を音源ＩＣに
出力したりする。
【０６８７】
　遊技盤５に設けられた表演出ユニット２６００や裏演出ユニット３１００の位置を検出
するための各種検知センサからの検知信号は、周辺制御ＭＰＵに入力されている。また、
扉枠３に設けられた演出操作ユニット３００の押圧検知センサ３８１、第一回転検知セン
サ３４７及び第二回転検知センサ３４８からの検知信号は、周辺制御ＭＰＵに入力されて
いる。
【０６８８】
　また周辺制御ＭＰＵは、演出表示制御部１５１２が正常に動作している旨を伝える信号
（動作信号）が演出表示制御部１５１２から入力されており、この動作信号に基づいて演
出表示制御部１５１２の動作を監視している。
【０６８９】
　音源ＩＣは、周辺制御ＭＰＵからの制御データ（音コマンド）に基づいて音ＲＯＭから
音情報を抽出し、扉枠３や本体枠４等に設けられた振動スピーカ３５４、トップ中央スピ
ーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４や、本体枠４の本体枠スピーカ６２２等から各
種演出に合せた音楽及び効果音等のサウンドが流れるように制御を行う。なお、周辺制御
基板１５１０が収容された周辺制御基板ボックス１５２０から後方へ突出しているボリュ
ームを回転操作することで、音量を調整することができるようになっている。本形態では
、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低
音用の本体枠スピーカ６２２とに、音情報としての音響信号（例えば、２ｃｈステレオ信
号、４ｃｈステレオ信号、２．１ｃｈサラウンド信号、或いは、４．１ｃｈサラウンド信
号、等）を送ることで、従来よりも臨場感のある音響効果（音響演出）を提示することが
できる。
【０６９０】
　なお、周辺制御部１５１１は、周辺制御ＭＰＵに内蔵された内蔵ＷＤＴ（ウォッチドッ
クタイマ）のほかに、図示しない、外部ＷＤＴ（ウォッチドックタイマ）も備えており、
周辺制御ＭＰＵは、内蔵ＷＤＴと外部ＷＤＴとを併用して自身のシステムが暴走している
か否かを診断している。
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【０６９１】
　この周辺制御ＭＰＵから演出表示制御部１５１２に出力される表示コマンドはシリアル
入出力ポートにより行われ、本形態では、ビットレート（単位時間あたりに送信できるデ
ータの大きさ）として１９．２キロ（ｋ）ビーピーエス（ｂｉｔｓ　ｐｅｒ　ｓｅｃｏｎ
ｄ、以下、「ｂｐｓ」と記載する）が設定されている。一方、周辺制御ＭＰＵから遊技盤
５の演出駆動基板に出力される、初期データ、扉枠側点灯点滅コマンド、遊技盤側点灯点
滅コマンド、可動体駆動コマンド等は、表示コマンドと異なる複数のシリアル入出力ポー
トにより行われ、本形態では、ビットレートとして２５０ｋｂｐｓが設定されている。
【０６９２】
　演出駆動基板は、受信した扉枠側点灯点滅コマンドに基づいた点灯信号又は点滅信号を
、扉枠３に備えられた各装飾基板のＬＥＤに出力したり、受信した遊技盤側点灯点滅コマ
ンドに基づいた点灯信号又は点滅信号を遊技盤５に備えられた各装飾基板のＬＥＤに出力
したりする。
【０６９３】
　また、演出駆動基板は、受信した駆動コマンドに基づいた駆動信号を、扉枠３に備えら
れた操作リング駆動モータ３４２及び操作ボタン昇降駆動モータ３６７や、遊技盤５に備
えられた各駆動モータ等に出力したりする。
【０６９４】
［６－３ｂ．演出表示制御部］
　演出表示制御部１５１２は、演出表示装置１６００の描画制御を行うものである。演出
表示制御部１５１２は、詳細な図示は省略するが、マイクロプロセッサとしての表示制御
ＭＰＵと、各種処理プログラム、各種コマンド及び各種データを記憶する表示制御ＲＯＭ
と、演出表示装置１６００を表示制御するＶＤＰ（Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒの略）と、演出表示装置１６００に表示される画面の各種データを記憶する
画像ＲＯＭと、この画像ＲＯＭに記憶されている各種データが転送されてコピーされる画
像ＲＡＭと、を備えている。
【０６９５】
　この表示制御ＭＰＵは、パラレルＩ／Ｏポート、シリアルＩ／Ｏポート等を内蔵してお
り、周辺制御部１５１１からの制御データ（表示コマンド）に基づいてＶＤＰを制御して
演出表示装置１６００の描画制御を行っている。なお、表示制御ＭＰＵは、正常に動作し
ていると、その旨を伝える動作信号を周辺制御部１５１１に出力する。また表示制御ＭＰ
Ｕは、ＶＤＰから実行中信号が入力されており、この実行中信号の出力が１６ｍｓごとに
停止されたことを契機として、割り込み処理を行っている。
【０６９６】
　表示制御ＲＯＭは、演出表示装置１６００に描画する画面を生成するための各種プログ
ラムのほかに、周辺制御部１５１１からの制御データ（表示コマンド）と対応するスケジ
ュールデータ、その制御データ（表示コマンド）と対応する非常駐領域転送スケジュール
データ等を複数記憶している。スケジュールデータは、画面の構成を規定する画面データ
が時系列に配列されて構成されており、演出表示装置１６００に描画する画面の順序が規
定されている。非常駐領域転送スケジュールデータは、画像ＲＯＭに記憶されている各種
データを画像ＲＡＭの非常駐領域に転送する際に、その順序を規定する非常駐領域転送デ
ータが時系列に配列されて構成されている。この非常駐領域転送データは、スケジュール
データの進行に従って演出表示装置１６００に描画される画面データを、前もって、画像
ＲＯＭから画像ＲＡＭの非常駐領域に各種データを転送する順序が規定されている。
【０６９７】
　表示制御ＭＰＵは、周辺制御部１５１１からの制御データ（表示コマンド）と対応する
スケジュールデータの先頭の画面データを表示制御ＲＯＭから抽出してＶＤＰに出力した
後に、先頭の画面データに続く画面データを表示制御ＲＯＭから抽出してＶＤＰに出力す
る。このように、表示制御ＭＰＵは、スケジュールデータに時系列に配列された画面デー
タを、先頭の画面データから１つずつ表示制御ＲＯＭから抽出してＶＤＰに出力する。
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【０６９８】
　ＶＤＰは、表示制御ＭＰＵから出力された画面データが入力されると、この入力された
画面データに基づいて画像ＲＡＭからスプライトデータを抽出して演出表示装置１６００
に表示する描画データを生成し、この生成した描画データを、演出表示装置１６００に出
力する。またＶＤＰは、演出表示装置１６００が、表示制御ＭＰＵからの画面データを受
入れないときに、その旨を伝える実行中信号を表示制御ＭＰＵに出力する。なお、ＶＤＰ
は、ラインバッファ方式が採用されている。この「ラインバッファ方式」とは、演出表示
装置１６００の左右方向を描画する１ライン分の描画データをラインバッファに保持し、
このラインバッファに保持した１ライン分の描画データを、演出表示装置１６００に出力
する方式である。
【０６９９】
　画像ＲＯＭには、極めて多くのスプライトデータが記憶されており、その容量が大きく
なっている。画像ＲＯＭの容量が大きくなると、つまり、演出表示装置１６００に描画す
るスプライトの数が多くなると、画像ＲＯＭのアクセス速度が無視できなくなり、演出表
示装置１６００に描画する速度に影響することとなる。そこで、本形態では、アクセス速
度の速い画像ＲＡＭに、画像ＲＯＭに記憶されているスプライトデータを転送してコピー
し、この画像ＲＡＭからスプライトデータを抽出している。なお、スプライトデータは、
スプライトをビットマップ形式に展開する前のデータである基データであり、圧縮された
状態で画像ＲＯＭに記憶されている。
【０７００】
　ここで、「スプライト」について説明すると、「スプライト」とは、演出表示装置１６
００に、纏まった単位として表示されるイメージである。例えば、演出表示装置１６００
に、種々の人物（キャラクタ）を表示させる場合には、夫々の人物を描くためのデータを
「スプライト」と呼ぶ。これにより、演出表示装置１６００に複数人の人物を表示させる
場合には、複数のスプライトを用いることとなる。また人物のほかに、背景を構成する家
、山、道路等もスプライトであり、背景全体を１つのスプライトとすることもできる。こ
れらのスプライトは、画面に配置される位置やスプライト同士が重なる場合の上下関係（
以下、「スプライトの重ね合わせの順序」と記載する。）が設定されて演出表示装置１６
００に描画される。
【０７０１】
　なお、スプライトは縦横それぞれ６４画素の矩形領域を複数張り合わせて構成されてい
る。この矩形領域を描くためのデータを「スプライトキャラクタ」と呼ぶ。小さなスプラ
イトの場合には１つのスプライトキャラクタを用いて表現することができるし、人物など
比較的大きいスプライトの場合には、例えば横２×縦３などで配置した合計６個のスプラ
イトキャラクタを用いて表現することができる。背景のように更に大きいスプライトの場
合には更に多数のスプライトキャラクタを用いて表現することができる。このように、ス
プライトキャラクタの数及び配置は、スプライトごとに任意に指定することができるよう
になっている。
【０７０２】
　演出表示装置１６００は、その正面から見て左から右に向かって順次、画素に沿った一
方向に画素ごとの表示状態を設定する主走査と、その一方向と交差する方向に主走査を繰
り返し行う副走査と、によって駆動される。演出表示装置１６００は、演出表示制御部１
５１２から出力された１ライン分の描画データが入力されると、主走査として演出表示装
置１６００の正面から見て左から右に向かって順次、１ライン分の画素にそれぞれ出力す
る。そして１ライン分の出力が完了すると、演出表示装置１６００は、副走査として直下
のラインに移行し、同様に次ライン分の描画データが入力されると、この次ライン分の描
画データに基づいて主走査として演出表示装置１６００の正面から見て左から右に向かっ
て順次、１ライン分の画素にそれぞれ出力する。
【０７０３】
［７．遊技内容］



(117) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

　以上のパチンコ機１による遊技内容について、図９９を参照して説明する。上記のパチ
ンコ機１は、扉枠３の前面右下隅に配置されたハンドルユニット１８０のハンドル１８２
を遊技者が回転操作することで、皿ユニット２００の上皿２０１に貯留された遊技球Ｂが
、発射レール５４４と遊技盤５における外レール１００１と内レール１００２とによる発
射通路部１０１２を通って遊技領域５ａ内の上部へと打ち込まれて、遊技球Ｂによる遊技
が開始される。遊技領域５ａ内の上部へ打ち込まれた遊技球Ｂは、その打込強さによって
センター部材２５００の左側、或いは、右側の何れかを流下する。なお、遊技球Ｂの打込
み強さは、ハンドル１８２の回転量によって調整することができ、時計回りの方向へ回転
させるほど強く打込むことができ、連続で一分間に最大１００個の遊技球Ｂ、つまり、０
．６秒間隔で遊技球Ｂを打込むことができる。
【０７０４】
　また、遊技領域５ａ内には、適宜位置に所定のゲージ配列で複数の障害釘（図示は省略
）が遊技パネル１１００（ベースパネル１１１０）の前面に植設されており、遊技球Ｂが
障害釘に当接することで、遊技球Ｂの流下速度が抑制されると共に、遊技球Ｂに様々な動
きが付与されて、その動きを楽しませられるようになっている。また、遊技領域５ａ内に
は、障害釘の他に、遊技球Ｂの当接により回転する風車（図示は省略）が適宜位置に備え
られている。
【０７０５】
　センター部材２５００の上部へ打込まれた遊技球Ｂは、センター部材２５００の外周面
のうち、最も高くなった部位よりも正面視左側へ進入すると、図示しない複数の障害釘に
当接しながら、センター部材２５００よりも左側の領域を流下することとなる。そして、
センター部材２５００の左側の領域を流下する遊技球Ｂが、センター部材２５００の外周
面に開口しているワープ入口２５０１に進入すると、ワープ出口２５０２からステージ棚
２５０３に供給される。
【０７０６】
　ステージ棚２５０３に供給された遊技球Ｂは、ステージ棚２５０３上を転動して左右に
行ったり来たりして、左右方向中央の頂部、又は、頂部の左右両側の谷部、の何れかから
前方へ放出される。ステージ棚２５０３の中央の頂部から遊技球Ｂが遊技領域５ａ内に放
出されると、その頂部が第一始動口２００２の直上に位置していることから、高い確率で
第一始動口２００２に受入れられる。この第一始動口２００２に遊技球Ｂが受入れられる
と、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３を介して払出装置５８０から所定数（例
えば、３個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払出される。
【０７０７】
　ステージ棚２５０３を転動している遊技球Ｂが、頂部の左右両側の谷部から遊技領域５
ａ内に放出されと、始動口ユニット２１００へ向かって流下する。センター部材２５００
のステージ棚２５０３から遊技領域５ａ内に放出された遊技球Ｂは、始動口ユニット２１
００の第一始動口２００２、始動口ユニット２１００やサイドユニット２２００の一般入
賞口２００１、及びアタッカユニット２４００の一般入賞口２００１等、に受入れられる
可能性がある。
【０７０８】
　ところで、センター部材２５００の左側へ流下した遊技球Ｂが、ワープ入口２５０１に
進入しなかった場合、サイドユニット２２００により左右方向中央側へ寄せられ、サイド
ユニット２２００の一般入賞口２００１、或いは、始動口ユニット２１００の第一始動口
２００２や一般入賞口２００１等、に受入れられる可能性がある。そして、一般入賞口２
００１に遊技球Ｂが受入れられると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３を介し
て払出装置５８０から所定数（例えば、１０個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払出される
。
【０７０９】
　一方、遊技領域５ａ内においてセンター部材２５００の上部に打込まれた遊技球Ｂが、
センター部材２５００の外周面の最も高くなった部位よりも右側に進入する（所謂、右打
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ちする）と、センター部材２５００の右側を通ってアタッカユニット２４００の上部へ放
出される。この部位には、アタッカユニット２４００におけるゲート部２００３と第二始
動口２００４とが備えられており、ある程度の確率でゲート部２００３を通過する。
【０７１０】
　そして、右打した遊技球Ｂが、ゲート部２００３を通過すると、主制御基板１３１０に
おいて普通抽選が行われ、抽選された普通抽選結果が「普通当り」の場合、閉鎖されてい
る第二始動口２００４が所定時間（例えば、０．３～１０秒）の間、開状態となり、第二
始動口２００４への遊技球Ｂの受入れが可能となる。そして、第二始動口２００４に遊技
球Ｂが受入れられると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３を介して払出装置５
８０から所定数（例えば、４個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払出される。
【０７１１】
　本形態では、ゲート部２００３を遊技球Ｂが通過することで行われる普通抽選において
、普通抽選を開始してから普通抽選結果を示唆するまでにある程度の時間を設定している
（例えば、０．０１～６０秒、普通変動時間とも称す）。この普通抽選結果の示唆は、遊
技盤５の機能表示ユニット１４００に表示される。第二始動口２００４では、普通変動時
間の経過後に開状態となる。この普通変動時間が短いほど、ゲート部２００３において「
普通当り」を抽選した遊技球Ｂが、第二始動口２００４に受入れられるようになる。
【０７１２】
　なお、遊技球Ｂがゲート部２００３を通過してから普通抽選結果が示唆されるまでの間
に、遊技球Ｂがゲート部２００３を通過すると、普通抽選結果の示唆を開始することがで
きないため、普通抽選結果の示唆の開始を、先の普通抽選結果の示唆が終了するまで保留
するようにしている。また、普通抽選結果の保留数は、４つまでを上限とし、それ以上に
ついては、ゲート部２００３を遊技球Ｂが通過しても、保留せずに破棄している。これに
より、保留が貯まることで遊技ホール側の負担の増加を抑制している。
【０７１３】
　本形態のパチンコ機１は、第一始動口２００２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受
入れられると、主制御基板１３１０において、遊技者に有利な有利遊技状態（例えば、「
大当り」、「中当り」、「小当り」、「確率変動（確変）当り」、「時間短縮（時短）当
り」、を発生させる特別抽選結果の抽選が行われる。そして、抽選された特別抽選結果を
、所定時間（例えば、０．１～３６０秒、特別変動時間とも称す）かけて遊技者に示唆す
る。なお、第一始動口２００２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられることで
抽選される特別抽選結果には、「ハズレ」、「小当り」、「２Ｒ大当り」、「５Ｒ大当り
」、「１５Ｒ大当り」、「確変（確率変更）当り」、「時短（時間短縮）当り」、「確変
時短当り」、「確変時短無し当り」、等がある。
【０７１４】
　第一始動口２００２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選された特
別抽選結果（第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果）が、有利遊技状態を発生させる特
別抽選結果の場合、特別変動時間の経過後に、大入賞口２００５が所定の開閉パターンで
遊技球Ｂの受入れが可能な状態となる。大入賞口２００５が開状態の時に、大入賞口２０
０５に遊技球Ｂが受入れられると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３によって
払出装置５８０から所定数（例えば、１０個、又は、１３個）の遊技球Ｂが、上皿２０１
に払出される。従って、大入賞口２００５が遊技球Ｂを受入可能としている時に、大入賞
口２００５に遊技球Ｂを受入れさせることで、多くの遊技球Ｂを払出させることができ、
遊技者を楽しませることができる。
【０７１５】
　特別抽選結果が「小当り」の場合、大入賞口２００５が、所定短時間（例えば、０．２
秒～０．６秒の間）の間、遊技球Ｂを受入可能な開状態となってから閉鎖する開閉パター
ンを複数回（例えば、２回）繰返す。一方、特別抽選結果が「大当り」の場合、大入賞口
２００５が、遊技球Ｂを受入可能な開状態となった後に、所定時間（例えば、約３０秒）
経過、或いは、大入賞口２００５への所定個数（例えば、１０個）の遊技球Ｂの受入れ、
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の何れかの条件が充足すると、遊技球Ｂを受入不能な閉状態とする開閉パターン（一回の
開閉パターンを１ラウンドと称す）を、所定回数（所定ラウンド数）繰返す。例えば、「
２Ｒ大当り」であれば２ラウンド、「５Ｒ大当り」であれば５ラウンド、「１５Ｒ大当り
」であれば１５ラウンド、夫々繰返して、遊技者に有利な有利遊技状態を発生させる。
【０７１６】
　なお、「大当り」では、大当り遊技の終了後に、「大当り」等の特別抽選結果が抽選さ
れる確率を変更（「確変当り」）したり、特別抽選結果を示唆する演出画像の表示時間を
変更（「時短当り」）したりする「当り」がある。
【０７１７】
　本形態では、第一始動口２００２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより
特別抽選の開始から抽選された特別抽選結果が示唆されるまでの間に、第一始動口２００
２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられると、特別抽選結果の示唆を開始する
ことができないため、先に抽選された特別抽選結果の示唆が完了するまで、特別抽選結果
の示唆の開始が保留される。この保留される特別抽選結果の保留数は、第一始動口２００
２及び第二始動口２００４に対して、夫々４つまでを上限とし、それ以上については、第
一始動口２００２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられても特別抽選結果を保
留せずに、破棄している。これにより、保留が貯まることで遊技ホール側の負担の増加を
抑制している。
【０７１８】
　この特別抽選結果の示唆は、機能表示ユニット１４００と演出表示装置１６００とで行
われる。機能表示ユニット１４００では、主制御基板１３１０によって直接制御されて特
別抽選結果の示唆が行われる。機能表示ユニット１４００での特別抽選結果の示唆は、複
数のＬＥＤを、点灯・消灯を繰返して所定時間点滅させ、その後に、点灯しているＬＥＤ
の組合せによって特別抽選結果を示唆する。
【０７１９】
　一方、演出表示装置１６００では、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて、周
辺制御基板１５１０によって間接的に制御され演出画像として特別抽選結果の示唆が行わ
れる。演出表示装置１６００での特別抽選結果を示唆する演出画像は、複数の絵柄からな
る絵柄列を、左右方向へ三つ並べて表示した状態で、各絵柄列を変動させ、変動表示され
ている絵柄列を順次停止表示させ、停止表示される三つの絵柄列の絵柄が、特別抽選結果
と対応した組合せとなるように夫々の絵柄列が停止表示される。特別抽選結果が「ハズレ
」以外の場合は、三つの絵柄列が停止して各絵柄が停止表示された後に、特別抽選結果を
示唆する確定画像が演出表示装置１６００に表示されて、抽選された特別抽選結果に応じ
た有利遊技状態（例えば、小当り遊技、大当り遊技、等）が発生する。
【０７２０】
　なお、機能表示ユニット１４００での特別抽選結果を示唆する時間（ＬＥＤの点滅時間
（変動時間））と、演出表示装置１６００での特別抽選結果を示唆する時間（絵柄列が変
動して確定画像が表示されるまでの時間）とは、異なっており、機能表示ユニット１４０
０の方が長い時間に設定されている。
【０７２１】
　また、周辺制御基板１５１０では、演出表示装置１６００による特別抽選結果を示唆す
るための演出画像の表示の他に、抽選された特別抽選結果に応じて、扉枠３における演出
操作ユニット３００における演出操作部３０１の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を
操作させる遊技者参加型演出を行うことができる。遊技者参加型演出では、操作リング駆
動モータ３４２により回転操作部３０２を回転させたり、振動させたり、回転操作をアシ
ストしたり、回転操作を阻害したりすることができると共に、操作ボタン昇降駆動モータ
３６７により押圧操作部３０３を上昇させて目立たせることができ、演出操作部３０１の
操作により遊技者参加型演出を楽しませることができる。
【０７２２】
　また、周辺制御基板１５１０では、扉枠３に備えられている各装飾基板や、遊技盤５に
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備えられている各装飾基板及び表演出ユニット２６００や裏演出ユニット３１００等を適
宜用いて、発光演出や可動演出等を行うことが可能であり、各種の演出によっても遊技者
を楽しませることができ、遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができ
る。
【０７２３】
　更に、周辺制御基板１５１０では、回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作する遊
技者参加型演出において、遊技者が操作すべき操作を間違えたり、行わなかったりした時
に、正しい操作を行わせるように遊技者にその旨を告知する。具体的には、例えば、中央
押圧操作部３０３ａの押圧操作が要求されている時に、外周押圧操作部３０３ｂを押圧操
作したり、回転操作部３０２を回転操作した場合、振動スピーカ３５４により振動させた
り演出表示装置１６００にその旨を表示させたりする。
【０７２４】
　なお、上記形態には以下に記載したように、特開２０１２－２９７４１号を先行特許文
献とする背景技術並びに解決課題に対する多くの技術的手段が含まれている。
【０７２５】
［背景技術］
　パチンコ機等の遊技機は、遊技が行われる遊技領域を有している遊技盤と、遊技盤の前
面側を閉鎖しており、前方から遊技領域を視認可能としている扉窓を有した扉枠と、を備
えており、扉窓を通して見える遊技領域内において、遊技を行うことにより、遊技者を楽
しませられるようにしている。
【０７２６】
　この種の遊技機として、遊技を行うための遊技媒体を貯留するための貯留皿を備えてお
り扉枠の前面における扉窓の下方から前方へ膨出している膨出部と、膨出部の上面に取付
けられている装飾体と、を備えたものが提案されている（例えば、先行特許文献）。この
先行特許文献の技術によれば、装飾体によって膨出部の上面の見栄えを良くすることがで
きる。
【０７２７】
　しかしながら、先行特許文献の技術では、装飾体が膨出部の上面に備えられていること
から、前方や側方から遊技機を見た時に、装飾体が見え辛くなるため、遊技機全体におけ
る装飾体による装飾効果が弱く、遊技者に対する訴求力が不十分であった。また、遊技者
が膨出部の上面に手をのせたり貯留皿に手を掛けたりすると、遊技者の手によって装飾体
の一部が隠されてしまうことで、例えば、装飾体を発光装飾させた時に、遊技者が発光装
飾に気付き難くなり、遊技者によっては発光装飾に気付かなかったことにより損した気分
になって遊技に対する興趣を低下させてしまう虞があった。
【０７２８】
［解決課題］
　上記の実情に鑑み、遊技者に対する訴求力が高く、発光装飾により遊技者の遊技に対す
る興趣の低下を抑制させることが可能な遊技機を提供する。
【０７２９】
［課題を解決するための技術的手段］
　手段１：遊技機において、
　「遊技が行われる遊技領域を有している遊技盤と、
　該遊技盤を前方から着脱可能に保持している本体枠と、
　該本体枠の前面側を開閉可能に閉鎖しており、前方から前記遊技領域を視認可能として
いる扉窓を有している扉枠ベースと、
　前記扉枠ベースの前面における前記扉窓よりも下側の部位から前方へ膨出しており、前
記遊技領域内において遊技を行うための遊技媒体を貯留可能な貯留皿を備えている膨出部
と、
　該膨出部に取付けられており、前記貯留皿の前端よりも前方で、前記扉枠ベースの前面
から前方へ該扉枠ベースの全幅に対して１／３～２／３の距離まで前端が突出している装
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飾体と、
　該装飾体を前記遊技領域内において遊技が行われることで変化する遊技状態に応じて発
光装飾させる装飾体発光手段と
　を具備している」ものであることを特徴とする。
【０７３０】
　ここで、「遊技」としては、「遊技者が有利となる有利遊技状態を発生させるための特
別抽選が行われる特定の受入口を狙って遊技媒体を打込み、特定の受入口への遊技媒体の
受入れにより有利遊技状態が発生する特別抽選結果が抽選されると、遊技媒体の受入れに
より所定数の遊技媒体を払出す特定の受入口が開放されるため、特定の受入口を狙って遊
技媒体を打込む遊技」、「遊技媒体の払出しを含む特典が付与される受入口を狙って遊技
媒体を打込む遊技」、「遊技媒体を投入した上で、夫々に複数の図柄が備えられた複数の
回胴体を回転させた後に、遊技媒体の払出しを含む特典が付与される図柄の組合せとなる
ように夫々の回胴体の回転を停止させる遊技」、等が挙げられる。上記の「遊技媒体」と
しては、「球形状のもの（遊技球）」、「円盤状のもの（メダル）」、等が挙げられる。
【０７３１】
　また、遊技が行われる「遊技領域」としては、「遊技者の操作によって遊技媒体が打込
まれ、遊技媒体の受入れに応じて遊技媒体の払出しを含む特典が付与される複数の受入口
を有している領域」、「夫々に複数の図柄が備えられており、遊技媒体の投入を契機とし
て遊技者の始動操作により夫々が回転させられると共に、遊技者の停止操作により停止し
た図柄の組合せに応じて遊技媒体の払出しを含む特典が付与される複数の回胴体が配置さ
れている領域」、等が挙げられる。
【０７３２】
　また、「本体枠」としては、「遊技機が設置される遊技ホールの島設備に取付けられる
枠状の外枠に対して、開閉可能（ヒンジ回転可能）に取付けられるもの」、「遊技機が設
置される遊技ホールの島設備に直接取付けられるもの」、「遊技を行うための遊技媒体の
払出装置を備えているもの」、等が挙げられる。
【０７３３】
　更に、「膨出部」としては、貯留皿の他に、「遊技を行うために遊技者が操作する操作
部を備えているもの」、「遊技を行うための遊技媒体を貯留する貯留皿を備えているもの
」、「遊技者参加型演出が実行された時に遊技者の操作が受付可能となる演出操作部を備
えているもの」、「遊技を行うための遊技媒体を貸出す貸出操作部を備えているもの」、
等が挙げられる。
【０７３４】
　また、「貯留皿」としては、「上下に離間して複数備えられているもの」、「一つのみ
備えられているもの」、等が挙げられる。
【０７３５】
　更に、「装飾体」としては、「遊技機のコンセプトに沿った所定のアイテムを模したも
の」、「遊技機のコンセプトに沿った所定のキャラクタを模したもの」、「遊技機のコン
セプトに沿った所定の情景を模したもの」、等が挙げられる。扉枠ベースの前面から装飾
体の前端までの距離を、扉枠ベースの全幅に対して１／３～２／３の範囲内としている理
由は、全幅の１／３よりも距離が短いと、前方への突出量が従来の遊技機と同じ程度とな
り遊技者に対する訴求力を十分に高めることができないためであり、全幅の２／３よりも
距離が長いと、装飾体が前方へ突出しすぎることで遊技者の邪魔になり、遊技す遊技機と
して選択され難くなる虞があるためである。
【０７３６】
　また、「遊技状態に応じて」としては、「遊技領域内に配置された受入口（例えば、一
般入賞口、始動口、大入賞口、役物入賞口、Ｖ入賞口、等）への遊技媒体の受入れに応じ
て」、「遊技領域内を流通する遊技媒体が特定領域（例えば、ゲート、ワープ通路、ステ
ージ棚、等）を通過したことに応じて」、「遊技領域内に配置された受入口（例えば、始
動口）への遊技媒体の受入れにより抽選された特別抽選結果に応じて」、「遊技領域内に
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配置された受入口（例えば、始動口）への遊技媒体の受入れにより抽選された特別抽選結
果を示唆するための演出の種類（例えば、リーチ演出、大当り演出、ハズレ演出、等）に
応じて」、「遊技媒体の投入を契機として夫々に複数の図柄が備えられた複数の回胴体の
回転に応じて」、「遊技媒体の投入を契機として夫々に複数の図柄が備えられた複数の回
胴体を回転させた後に順次停止させ、停止した回胴体の図柄の組合せに応じて」、「遊技
領域内へ打込まれる遊技媒体の打込量に応じて」、「遊技領域内へ打込まれる遊技媒体の
打込ブランクの長さに応じて」、等が挙げられる。
【０７３７】
　また、「装飾体発光手段」としては、「フルカラーＬＥＤ」、「単色ＬＥＤ」、「高輝
度ＬＥＤ」、「有機ＥＬ」、「白熱球」、「ネオン球」、「冷陰極管」、等が挙げられる
。
【０７３８】
　手段１の構成によると、遊技機に、遊技が行われる遊技領域を有している遊技盤と、遊
技盤を前方から着脱可能に保持している本体枠と、本体枠の前面側を開閉可能に閉鎖して
おり、前方から遊技領域を視認可能としている扉窓を有している扉枠ベースと、扉枠ベー
スの前面における扉窓よりも下側の部位から前方へ膨出しており、遊技領域内において遊
技を行うための遊技媒体を貯留可能な貯留皿を備えている膨出部と、膨出部に取付けられ
ており、貯留皿の前端よりも前方で、扉枠ベースの前面から前方へ扉枠ベースの全幅に対
して１／３～２／３の距離まで前端が突出している装飾体と、装飾体を遊技領域内におい
て遊技が行われることで変化する遊技状態に応じて発光装飾させる装飾体発光手段と、を
備えるようにしたものである。
【０７３９】
　これにより、本体枠を開閉可能に閉鎖している扉枠ベースの前面における扉窓よりも下
側の部位に、遊技媒体を貯留可能な貯留皿を備えている膨出部が前方へ膨出していると共
に、膨出部に、扉枠ベースの全幅に対して１／３～２／３の長さで前端が扉枠ベースの前
面から前方へ突出している装飾体を備えている。これにより、本遊技機を遊技ホールの島
設備に取付けると、遊技領域内を視認可能な扉窓の下方において、装飾体が前方へ大きく
突出しているため、他の遊技機よりも装飾体を目立たせることができ、遊技者の関心を強
く引付けることができると共に、遊技者に対する訴求力を高めることができ、遊技する遊
技機として本遊技機を選択させ易くすることができる。また、扉枠の下方において、装飾
体の前端を前方へ大きく突出させているため、貯留皿の前端から装飾体を前方へ遠ざける
ことができると共に、装飾体の左右方向の長さを従来よりも長くすることができる。従っ
て、遊技者が膨出部の上面に手を置いたり貯留皿に手を掛けたりしても、装飾体の全体に
対して、遊技者の手によって隠される部位を少なくすることができるため、装飾体発光手
段により発光装飾させた時に、遊技者に対して装飾体の発光装飾に気付かせ易くすること
ができ、遊技者が損した気分になるのを回避させて遊技に対する興趣の低下を抑制させる
ことができる。
【０７４０】
　また、扉窓の下方において、装飾体を前方へ大きく突出させていることから、遊技者が
本遊技機の前方に着座すると、装飾体の前端が遊技者に対して可及的に接近した状態とな
るため、遊技状態に応じて装飾体発光手段により装飾体を発光装飾させると、その光が下
方から遊技者を照射することとなり、装飾体の発光装飾によって遊技者の視線を装飾体へ
向けさせることができると共に、遊技者の視線を下方の装飾体に向けさせることで、前方
に備えられている遊技領域内を遊技者の視界から遠ざけて、遊技領域内を視認させ難くす
ることができる。従って、遊技領域内において、例えば、演出画像の場面が変化する時、
可動体が可動する時、可変入賞口（第二始動口、大入賞口、役物入賞口、等）が開閉動作
する時、等の際に、装飾体発光手段により装飾体を発光装飾させることで、遊技者を遊技
領域の下方にある装飾体に注目させ、その後、遊技者が視線を遊技領域内に戻した時に、
演出画像や可動体等が変化していることで、遊技者を驚かせて強いインパクトを与えるこ
とができ、遊技者を楽しませることができると共に、遊技者に対して何か良いことがある



(123) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

のではないかと思わせることができ、遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制
させることができる。
【０７４１】
　更に、上述したように、遊技状態に応じて装飾体を発光装飾させることで注目させて、
その隙に遊技領域内での演出を変化させることで遊技者を驚かせることができるため、装
飾体の発光装飾によって遊技者にチャンスの到来（例えば、遊技者が有利となる有利遊技
状態（「大当り遊技」）の発生）を示唆することができる。これにより、装飾体の発光装
飾に対してプレミアム感を付与することができるため、装飾体が発光装飾するか否かによ
って遊技者をワクワク・ドキドキさせることができ、遊技者を楽しませて興趣の低下を抑
制させることができる。
【０７４２】
　また、装飾体を前方へ大きく突出させていることから、遊技者が装飾体の全体を見よう
とすると、遊技機から遠ざかって見ることとなるため、遊技領域を含む遊技機全体が見易
くなる。これにより、遊技者に対してワンテンポ置いたような気分にさせることができ、
遊技者をリラックスさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７４３】
　なお、装飾体を、滑らかに湾曲させて前方へ突出させるようにしても良い。これにより
、前方へ大きく突出している装飾体が、滑らかに湾曲しているため、遊技者と接触しても
、遊技者を傷付ける虞はない。従って、遊技者が装飾体を一見しただけで、装飾体が怪我
の原因となるような危険なものではないことを認識することができるため、遊技する遊技
機として安心して本遊技機を選択させることができ、本遊技機での遊技を楽しませて興趣
の低下を抑制させることができる。
【０７４４】
　また、装飾体を、膨出部の左右方向中央に取付けることが望ましい。これにより、装飾
体の存在感を際立たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができ、遊技者に対する訴
求力を高めて遊技する遊技機として本遊技機を選択させ易くすることができる。また、前
方へ突出している装飾体を左右方向中央に取付けた場合、遊技者の両手を前方へ伸ばし易
くすることができるため、遊技領域内へ遊技媒体を打込むための操作部（ハンドル）の操
作や、貯留皿内に貯留されている遊技媒体の取扱い等を行い易くすることができ、遊技者
にストレスを与え難くして興趣の低下を抑制させることができる。
【０７４５】
　また、装飾体に、半円弧形状の断面形状で外方へ膨出するように半円環状に延びている
第一装飾部を備えるようにしても良い。これにより、装飾体の第一装飾部を、円筒チュー
ブ状のドーナツの半分が前方へ突出しているような形態としているため、遊技者に対して
滑らかで柔らかな印象を与えることが可能となり、遊技者に対して落ち着いた気分で遊技
を行わせることができ、遊技者を遊技に専念させて興趣の低下を抑制させることができる
と共に、遊技者が一見しただけで接触しても怪我のし難い安全なものであることを認識さ
せることができ、遊技者を安心させることで遊技に対する興趣の低下を抑制させることが
できる。また、装飾体に、半ドーナツ状の第一装飾部を備えるようにした場合、遊技状態
に応じて装飾体発光手段により第一装飾部の全体を発光装飾させると、円環状の蛍光灯の
ような発光装飾を遊技者に見せることができ、遊技者の関心を強く引付けさせることがで
きると共に、発光装飾させる際に、例えば、一方から光が流れるように発光装飾させると
、ドーナツの内部を光が移動して回転しているような発光演出を遊技者に見せることがで
きるため、遊技者を驚かせて何か良いことがあるのではないかと思わせることができ、遊
技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７４６】
　更に、装飾体に、半ドーナツ状の第一装飾部を備えるようにした場合、前端が第一装飾
部よりも後方に位置するように第一装飾部の下方に配置し、半円弧形状の断面形状で外方
へ膨出するように半円環状に延びている第二装飾部を、更に備えるようにしても良い。こ
れにより、第一装飾部と第二装飾部とで、半ドーナツが上下に並んだような装飾を遊技者
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に見せることができ、貯留皿を備えている膨出部の見栄えを良くすることができると共に
、第二装飾部の先端が第一装飾部の先端よりも後方に位置していることから、第二装飾部
により遠近感を強調して装飾体をより大きく見せることができ、遊技者の関心を強く引付
けられる訴求力の高い遊技機とすることができる。また、この場合、半ドーナツ状の第一
装飾部と第二装飾部とを上下に配置していることから、装飾体発光手段により夫々を適宜
発光装飾させることで、光が回転するような発光演出や、光が上下に移動するような発光
演出を、遊技者に見せることができ、遊技者を楽しませることができと共に、多彩な発光
演出を遊技者に見せることができ、遊技者を飽きさせ難くして興趣の低下を抑制させるこ
とができる。
【０７４７】
　また、装飾体の上面における前端よりも後方に、遊技状態に応じて遊技者の操作が受付
可能となる演出操作部を、備えるようにしても良い。これにより、遊技状態に応じて演出
操作部の操作が受付可能となった時（遊技者参加型演出が実行された時）に、遊技者が演
出操作部を操作することで、遊技者参加型演出を楽しませることができ、遊技者の遊技に
対する興趣の低下を抑制させることができる。この際に、装飾体発光手段によって装飾体
を発光装飾させることで、遊技者の関心を演出操作部が取付けられている装飾体に引付け
させることができるため、演出操作部を操作する遊技者参加型演出が実行された時に、装
飾体を発光装飾させることで、遊技者の関心を装飾体（演出操作部）に向けさせて演出操
作部の操作を促すことができ、遊技者に演出操作部を操作させることで遊技者参加型演出
を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７４８】
　また、演出操作部を、装飾体の上面における前端よりも後方に取付けるようにした場合
、装飾体によって遊技者の身体の一部や衣類等が演出操作部に接触することを防止するこ
とができるため、演出操作部の誤操作を低減させることができ、演出操作部を操作する遊
技者参加型演出を確実に楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７４９】
　更に、前方へ大きく突出している装飾体の上面に演出操作部を取付けているようにした
場合、演出操作部が大きく見えて遊技者に強いインパクトを与えることができ、遊技する
遊技機として本遊技機を選択させ易くすることができると共に、演出操作部を操作する遊
技者参加型演出に対する期待感を高めさせて早期に遊技者参加型演出が実行されるように
遊技の進行（例えば、遊技媒体（遊技球）の打込操作、遊技媒体（メダル）の投入による
回動体の回転開始、等）を促すことができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣の低下
を抑制させることができる。
【０７５０】
　また、装飾体の上面における前端よりも後方に演出操作部を備えているようにした場合
、演出操作部に、遊技者が回転操作可能な円環状の回転操作部と、回転操作部の環内にお
いて遊技者が押圧操作可能な押圧操作部とを、備えるようにすることが望ましい。これに
より、演出操作部として回転操作可能な回転操作部と、押圧操作可能な押圧操作部とを備
えていることから、演出操作部の操作が受付可能となる遊技者参加型演出において、回転
操作と押圧操作とを適宜組み合わせて遊技者に操作させることが可能となり、より複雑な
入力（遊技者の操作）を要求する演出に対応することができるため、より多彩な遊技者参
加型演出を遊技者に提示することができ、遊技者を楽しませることができると共に、遊技
者を飽きさせ難くすることができ、遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
また、この場合、回転操作部や押圧操作部が上面に取付けられている装飾体を、装飾体発
光手段によって発光装飾させることができるため、遊技者参加型演出が実行された時に、
装飾体を発光装飾させることで、遊技者の関心を装飾体（回転操作部や押圧操作部等の演
出操作部）に向けさせて演出操作部の操作を促すことができ、遊技者に演出操作部を操作
させることで遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。この
際に、装飾体の発光態様によって遊技者に対して回転操作部の回転操作を促したり、押圧
操作部の押圧操作を促したりすることができるため、遊技者に対して回転操作部又は押圧
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操作部を的確に操作させることができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制
させることができる。
【０７５１】
　更に、上記のように、装飾体の上面に演出操作部として、円環状の回転操作部と、回転
操作部の環内に配置されている押圧操作部とを、備えるようにした場合、押圧操作部を、
遊技状態に応じて回転操作部の上面よりも僅かに上方へ突出している後退位置と、後退位
置よりも上方へ突出している突出位置との間で、移動可能とするようにしても良い。これ
により、遊技状態に応じて押圧操作部を突出位置へ移動させると、押圧操作部が回転操作
部よりも上方へ突出した状態となることで、回転操作部と合せて装飾体の上面が大きく上
方へ膨出したような状態となるため、装飾体の周りを大きく見せて遊技者に強いインパク
トを与えることができ、装飾体を目立たせて他の遊技機よりも遊技者に対する訴求力を高
めることができると共に、押圧操作部が上方へ大きく突出することで遊技者の関心を押圧
操作部に強く引付けさせることができ、押圧操作部の操作に対する期待感を高めさせて興
趣の低下を抑制させることができる。
【０７５２】
　また、装飾体の上面に取付けられている回転操作部の環内の押圧操作部を、後退位置と
突出位置との間で移動可能とした場合、押圧操作部を、突出位置の時に遊技者が押圧操作
可能となる円筒状の外周押圧操作部と、外周押圧操作部の筒内に配置されており、後退位
置と突出位置の何れの位置の時にも遊技者が押圧操作可能な円柱状の中央押圧操作部とで
、構成するようにしても良い。これにより、前方へ大きく突出している装飾体の上面にお
いて、中央押圧操作部を中心に、外周押圧操作部、及び回転操作部が同心円状に並んだ状
態となるため、見た目のインパクトを高めることができ、遊技者の関心を強く引付けさせ
ることができると共に、遊技者に各操作部を操作する遊技者参加型演出に対する期待感を
高めさせることができ、遊技者の興趣の低下を抑制させることができる。また、この場合
、装飾体を発光装飾させることにより、遊技者の関心を装飾体、ひいては、回転操作部、
外周押圧操作部、及び中央押圧操作部に強く引付けさせてそれらの操作を促すことができ
、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７５３】
　更に、装飾体の上面に演出操作部を備えるようにした場合、演出操作部を遊技状態に応
じて発光装飾させる操作部発光手段を、備えることが望ましい。これにより、遊技状態に
応じて操作部発光手段によって演出操作部を発光装飾させることができるため、演出操作
部の発光装飾と、装飾体発光手段による装飾体の発光装飾とを同時に実行させることで、
扉窓の下方の前方へ膨出している膨出部の全体を発光装飾させることができ、膨出部を目
立たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができると共に、全体が発光装飾されるこ
とで遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせることができ、遊技に対す
る期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。また、この場合、操作部発
光手段によって演出操作部を発光装飾させることで、遊技者の関心を演出操作部へ強く引
付けさせることができるため、演出操作部を操作する遊技者参加型演出が実行された時に
、演出操作部を発光装飾させることで、遊技者の関心を演出操作部に向けさせて操作を促
すことができ、遊技者に演出操作部を操作させることで遊技者参加型演出を楽しませて興
趣の低下を抑制させることができる。
【０７５４】
　また、扉枠ベースの前面に、膨出部に取付けられている装飾体と連続し、扉枠の外周を
囲むように延びている周縁装飾体を更に備えるようにしても良い。これにより、遊技領域
の外周全体を装飾することができ、遊技機の見栄えを良くして遊技者に対する訴求力を高
めることができる。また、この場合、周縁装飾体を発光装飾させる周縁装飾体発光手段を
備えることが望ましく、膨出部の装飾体と周縁装飾体とを夫々発光装飾させることで、遊
技領域の外周を発光装飾させることができるため、遊技者の関心を遊技領域内へ強く引付
けさせることができ、遊技者に遊技領域内での遊技を楽しませて興趣の低下を抑制させる
ことができる。
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【０７５５】
　また、正面視において遊技領域内の中央に、演出画像を表示可能な演出表示手段を備え
るようにしても良い。これにより、遊技領域内で行われる遊技に加えて、演出表示手段に
表示される演出画像によっても遊技者を楽しませることができ、遊技者の興趣の低下を抑
制させることができる。また、演出表示手段による演出画像の表示中において、演出画像
を切換える時に、装飾体を発光させて遊技者の視線を遊技領域の下方に装飾体に向けさせ
ることで、演出画像の切換えに気付き難くすることができる。そして、演出画像が切換わ
った後に遊技者が演出表示手段に視線を向けた時に、演出画像が変わっていることで驚か
せることができ、演出画像をより楽しませることができると共に、いつの間にか演出画像
が切換わっていることで遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせること
ができ、遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７５６】
　手段２：手段１の構成において、
　「前記装飾体は、
　滑らかに湾曲して前方へ突出している」ものであることを特徴とする。
【０７５７】
　手段２の構成によると、装飾体を、滑らかに湾曲させて前方へ突出させるようにしたも
のである。
【０７５８】
　これにより、前方へ大きく突出している装飾体が、滑らかに湾曲しているため、遊技者
と接触しても、遊技者を傷付ける虞はない。従って、遊技者が装飾体を一見しただけで、
装飾体が怪我の原因となるような危険なものではないことを認識することができるため、
遊技する遊技機として安心して本遊技機を選択させることができ、本遊技機での遊技を楽
しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７５９】
　手段３：手段１又は手段２の構成において、
　「前記装飾体は、
　前記膨出部の左右方向中央に取付けられている」ものであることを特徴とする。
【０７６０】
　手段３の構成によると、装飾体を、膨出部の左右方向中央に取付けるようにしたもので
ある。
【０７６１】
　これにより、膨出部の左右方向中央に前方へ大きく突出した装飾体を取付けているため
、装飾体の存在感を際立たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができ、遊技者に対
する訴求力を高めて遊技する遊技機として本遊技機を選択させ易くすることができる。ま
た、前方へ突出している装飾体を左右方向中央に取付けていることから、遊技者の両手を
前方へ伸ばし易くすることができるため、遊技領域内へ遊技媒体を打込むための操作部（
ハンドル）の操作や、貯留皿内に貯留されている遊技媒体の取扱い等を行い易くすること
ができ、遊技者にストレスを与え難くして興趣の低下を抑制させることができる。
【０７６２】
　手段４：手段１から手段３までの何れか一つの構成において、
　「前記装飾体は、
　半円弧形状の断面形状で外方へ膨出するように半円環状に延びている第一装飾部を備え
ている」ものであることを特徴とする。
【０７６３】
　手段４の構成によると、装飾体に、半円弧形状の断面形状で外方へ膨出するように半円
環状に延びている第一装飾部を備えるようにしたものである。
【０７６４】
　これにより、装飾体の第一装飾部を、半円弧形状の断面が、外方へ膨出するように半円
環状に延びるようにしていることから、円筒チューブ状のドーナツの半分が前方へ突出し
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ているような形態としているため、遊技者に対して滑らかで柔らかな印象を与えることが
可能となり、遊技者に対して落ち着いた気分で遊技を行わせることができ、遊技者を遊技
に専念させて興趣の低下を抑制させることができると共に、遊技者が一見しただけで接触
しても怪我のし難い安全なものであることを認識させることができ、遊技者を安心させる
ことで遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０７６５】
　また、上述したように、第一装飾部を半ドーナツ状としているため、遊技状態に応じて
装飾体発光手段により第一装飾部の全体を発光装飾させると、円環状の蛍光灯のような発
光装飾を遊技者に見せることができ、遊技者の関心を強く引付けさせることができる。発
光装飾させる際に、例えば、一方から光が流れるように発光装飾させると、ドーナツの内
部を光が移動して回転しているような発光演出を遊技者に見せることができるため、遊技
者を驚かせて何か良いことがあるのではないかと思わせることができ、遊技に対する期待
感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７６６】
　手段５：手段４の構成において、
　「前記装飾体は、
　前端が前記第一装飾部よりも後方に位置するように該第一装飾部の下方に配置されてお
り、半円弧形状の断面形状で外方へ膨出するように半円環状に延びている第二装飾部を、
更に備えている」ものであることを特徴とする。
【０７６７】
　手段５の構成によると、装飾体に、前端が第一装飾部よりも後方に位置するように第一
装飾部の下方に配置し、半円弧形状の断面形状で外方へ膨出するように半円環状に延びて
いる第二装飾部を、更に備えるようにしたものである。
【０７６８】
　これにより、第一装飾部と第二装飾部とで、半ドーナツが上下に並んだような装飾を遊
技者に見せることができ、貯留皿を備えている膨出部の見栄えを良くすることができると
共に、第二装飾部の先端が第一装飾部の先端よりも後方に位置していることから、第二装
飾部により遠近感を強調して装飾体をより大きく見せることができ、遊技者の関心を強く
引付けられる訴求力の高い遊技機とすることができる。
【０７６９】
　また、半ドーナツ状の第一装飾部と第二装飾部とを上下に配置していることから、装飾
体発光手段により夫々を適宜発光装飾させることで、光が回転するような発光演出や、光
が上下に移動するような発光演出を、遊技者に見せることができ、遊技者を楽しませるこ
とができと共に、多彩な発光演出を遊技者に見せることができ、遊技者を飽きさせ難くし
て興趣の低下を抑制させることができる。
【０７７０】
　手段６：手段１から手段５までの何れか一つの構成において、
　「前記装飾体の上面における前端よりも後方に取付けられており、前記遊技状態に応じ
て遊技者の操作が受付可能となる演出操作部を、更に具備している」ものであることを特
徴とする。
【０７７１】
　ここで、「演出操作部」としては、「回転操作可能な回転操作部」、「押圧操作可能な
押圧操作部」、「タッチ操作可能なタッチ操作部」、「スライド操作可能なスライド操作
部」、「スティック操作が可能なスティック操作部」、「回転操作と押圧操作とが可能な
複合操作部」、等が挙げられる。また、「演出操作部」としては、装飾体の上面に接して
いるものであっても良いし、装飾体の上面から突出しているものであっても良い。
【０７７２】
　手段６の構成によると、遊技機に、装飾体の上面における前端よりも後方に取付けられ
、遊技状態に応じて遊技者の操作が受付可能となる演出操作部を、更に備えるようにした
ものである。
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【０７７３】
　これにより、装飾体の上面に演出操作部を備えているため、遊技状態に応じて演出操作
部の操作が受付可能となった時（遊技者参加型演出が実行された時）に、遊技者が演出操
作部を操作することで、遊技者参加型演出を楽しませることができ、遊技者の遊技に対す
る興趣の低下を抑制させることができる。この際に、装飾体発光手段によって装飾体を発
光装飾させることで、遊技者の関心を演出操作部が取付けられている装飾体に引付けさせ
ることができるため、演出操作部を操作する遊技者参加型演出が実行された時に、装飾体
を発光装飾させることで、遊技者の関心を装飾体（演出操作部）に向けさせて演出操作部
の操作を促すことができ、遊技者に演出操作部を操作させることで遊技者参加型演出を楽
しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７７４】
　また、演出操作部が装飾体の前端よりも後方に取付けられていることから、装飾体によ
って遊技者の身体の一部や衣類等が演出操作部に接触することを防止することができるた
め、演出操作部の誤操作を低減させることができ、演出操作部を操作する遊技者参加型演
出を確実に楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７７５】
　更に、前方へ大きく突出している装飾体の上面に演出操作部を取付けているため、演出
操作部が大きく見えて遊技者に強いインパクトを与えることができ、遊技する遊技機とし
て本遊技機を選択させ易くすることができると共に、演出操作部を操作する遊技者参加型
演出に対する期待感を高めさせて早期に遊技者参加型演出が実行されるように遊技の進行
（例えば、遊技媒体（遊技球）の打込操作、遊技媒体（メダル）の投入による回動体の回
転開始、等）を促すことができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣の低下を抑制させ
ることができる。
【０７７６】
　また、装飾体の上面における前端よりも後方に演出操作部を備えていることから、装飾
体が演出操作部の外側を装飾することとなるため、演出操作部の見栄えを良くすることが
できると共に、演出操作部を目立たせることができ、遊技者の関心を強く引付けられる遊
技機とすることができる。
【０７７７】
　手段７：手段６の構成において、
　「前記演出操作部は、
　遊技者が回転操作可能な円環状の回転操作部と、
　該回転操作部の環内において遊技者が押圧操作可能な押圧操作部と
　を備えている」ものであることを特徴とする。
【０７７８】
　ここで、「回転操作部」としては、「遊技者の回転操作の他にモータの駆動によっても
回転させられるもの」、「遊技者の回転操作のみによって回転させられる」、等が挙げら
れる。
【０７７９】
　また、「押圧操作部」としては、「回転操作部の内周に沿った円筒状の外周押圧操作部
と、外周押圧操作部内に備えられた円柱状の中央押圧操作部と、を備えたもの」、「一つ
の円柱状のもの」、「十字キーや矢印キーを備えたもの」、等が挙げられる。更に、「押
圧操作部」としては、「後退位置と突出位置との間で上下方向へ進退可能とされているも
の」、「上下方向へ移動不能とされているもの」、等が挙げられる。
【０７８０】
　手段７の構成によると、演出操作部に、遊技者が回転操作可能な円環状の回転操作部と
、回転操作部の環内において遊技者が押圧操作可能な押圧操作部とを、備えるようにした
ものである。
【０７８１】
　これにより、演出操作部として回転操作可能な回転操作部と、押圧操作可能な押圧操作
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部とを備えていることから、演出操作部の操作が受付可能となる遊技者参加型演出におい
て、回転操作と押圧操作とを適宜組み合わせて遊技者に操作させることが可能となり、よ
り複雑な入力（遊技者の操作）を要求する演出に対応することができるため、より多彩な
遊技者参加型演出を遊技者に提示することができ、遊技者を楽しませることができると共
に、遊技者を飽きさせ難くすることができ、遊技に対する興趣の低下を抑制させることが
できる。
【０７８２】
　また、回転操作部や押圧操作部が上面に取付けられている装飾体を、装飾体発光手段に
よって発光装飾させることができるため、遊技者参加型演出が実行された時に、装飾体を
発光装飾させることで、遊技者の関心を装飾体（回転操作部や押圧操作部等の演出操作部
）に向けさせて演出操作部の操作を促すことができ、遊技者に演出操作部を操作させるこ
とで遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。この際に、装
飾体の発光態様によって遊技者に対して回転操作部の回転操作を促したり、押圧操作部の
押圧操作を促したりすることができるため、遊技者に対して回転操作部又は押圧操作部を
的確に操作させることができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させるこ
とができる。
【０７８３】
　なお、回転操作部の直径を、貯留皿の前後方向の距離よりも大きくすることが望ましい
。これにより、回転操作部の前端側が貯留皿よりも前方へ大きく突出した状態となるため
、回転操作部を大きく目立たせることができ、遊技者の関心を強く引付けることができる
と共に、一見して他の遊技機とは異なることを認識させることができ、遊技する遊技機と
して本遊技機を選択させ易くすることができる。また、回転操作部の直径を大きくした場
合、遊技者に対して回転操作部が回転操作するためのものであることを即座に認識させる
ことができ、遊技者参加型演出が実行された時に遊技者を当該演出に参加させ易くするこ
とができると共に、遊技者参加型演出の実行に対して期待感を高めさせることができ、遊
技者の興趣の低下を抑制させることができる。また、円環状の回転操作部の直径（外径）
を大きくした場合、回転操作部の内径を大きくして環内の押圧操作部を大きくすることが
できるため、押圧操作部の押圧操作を行い易くすることができ、押圧操作部の押圧操作を
楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７８４】
　手段８：手段７の構成において、
　「前記押圧操作部は、
　前記遊技状態に応じて前記回転操作部の上面よりも僅かに上方へ突出している後退位置
と、該後退位置よりも上方へ突出している突出位置との間で、移動可能とされている」も
のであることを特徴とする。
【０７８５】
　ここで、後退位置と突出位置との間で移動可能な「押圧操作部」としては、「突出位置
の時に遊技者が押圧操作すると、後退位置へ移動できるもの」、「突出位置の時に遊技者
が押圧操作しても、後退位置へ移動できないもの」、等が挙げられる。
【０７８６】
　手段８の構成によると、押圧操作部を、遊技状態に応じて回転操作部の上面よりも僅か
に上方へ突出している後退位置と、後退位置よりも上方へ突出している突出位置との間で
、移動可能とするようにしたものである。
【０７８７】
　これにより、遊技状態に応じて押圧操作部を突出位置へ移動させると、押圧操作部が回
転操作部よりも上方へ突出した状態となることで、回転操作部と合せて装飾体の上面が大
きく上方へ膨出したような状態となるため、装飾体の周りを大きく見せて遊技者に強いイ
ンパクトを与えることができ、装飾体を目立たせて他の遊技機よりも遊技者に対する訴求
力を高めることができると共に、押圧操作部が上方へ大きく突出することで遊技者の関心
を押圧操作部強く引付けさせることができ、押圧操作部の操作に対する期待感を高めさせ
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て興趣の低下を抑制させることができる。
【０７８８】
　また、押圧操作部を後退位置と突出位置との間で移動可能としていることから、後退位
置の時には遊技者の関心を回転操作部へ向けさせることができ、突出位置の時には遊技者
の関心を押圧操作部へ向けさせることができるため、実行される遊技者参加型演出の内容
に応じて押圧操作部を移動させることで、遊技者に対して操作させたい操作部を促すこと
ができ、遊技者に対して回転操作部や押圧操作部を的確に操作させて遊技者参加型演出を
楽しませることができる。
【０７８９】
　手段９：手段８の構成において、
　「前記押圧操作部は、
　前記突出位置の時に遊技者が押圧操作可能となる円筒状の外周押圧操作部と、
　該外周押圧操作部の筒内に配置されており、前記後退位置と前記突出位置の何れの位置
の時にも遊技者が押圧操作可能な円柱状の中央押圧操作部と
　を備えている」ものであることを特徴とする。
【０７９０】
　手段９の構成によると、押圧操作部に、突出位置の時に遊技者が押圧操作可能となる円
筒状の外周押圧操作部と、外周押圧操作部の筒内に配置されており、後退位置と突出位置
の何れの位置の時にも遊技者が押圧操作可能な円柱状の中央押圧操作部と、を備えるよう
にしたものである。
【０７９１】
　これにより、前方へ大きく突出している装飾体の上面において、中央押圧操作部を中心
に、外周押圧操作部、及び回転操作部が同心円状に並んだ状態となるため、見た目のイン
パクトを高めることができ、遊技者の関心を強く引付けさせることができると共に、遊技
者に各操作部を操作する遊技者参加型演出に対する期待感を高めさせることができ、遊技
者の興趣の低下を抑制させることができる。また、装飾体を発光装飾させることにより、
遊技者の関心を装飾体、ひいては、回転操作部、外周押圧操作部、及び中央押圧操作部に
強く引付けさせてそれらの操作を促すことができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の
低下を抑制させることができる。
【０７９２】
　また、回転操作部の内側にある押圧操作部を後退位置とした時には、中央押圧操作部、
外周押圧操作部、及び回転操作部が互いに同じような高さとなると共に、回転操作部及び
中央押圧操作部が操作可能となり、押圧操作部を後退位置から突出位置へ移動させた時に
は、中央押圧操作部と外周押圧操作部が回転操作部よりも上方へ突出した状態となると共
に、中央押圧操作部、外周押圧操作部、及び回転操作部が操作可能となる。従って、遊技
者参加型演出の内容に応じて、遊技者が操作可能な操作部を適宜使い分けることができ、
より多彩な演出に対応させることができると共に、遊技者に多様な操作を楽しませること
ができ、遊技者を飽きさせ難くして興趣の低下を抑制させることができる。
【０７９３】
　更に、押圧操作部を突出位置へ移動させた状態では、円筒状の外周押圧操作部の外周面
が見えるようになるため、遊技者に対して外周押圧操作部を回転操作可能と錯覚させるこ
とができる。これにより、回転操作部や押圧操作部を操作する遊技者参加型演出が実行さ
れた時に、錯覚した遊技者が外周押圧操作部を回転操作しようとしても、外周押圧操作部
が回転しないため、遊技者を焦らせることができ、演出の流れに緊張感を与えて遊技者を
楽しませることができる。
【０７９４】
　手段１０：手段６から手段９までの何れか一つの構成において、
　「前記演出操作部を前記遊技状態に応じて発光装飾させる操作部発光手段を、更に具備
している」ものであることを特徴とする。
【０７９５】
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　ここで、「操作部発光手段」としては、「フルカラーＬＥＤ」、「単色ＬＥＤ」、「高
輝度ＬＥＤ」、「有機ＥＬ」、「白熱球」、「ネオン球」、「冷陰極管」、等が挙げられ
る。
【０７９６】
　手段１０の構成によると、遊技機に、演出操作部を遊技状態に応じて発光装飾させる操
作部発光手段を、更に備えるようにしたものである。
【０７９７】
　これにより、遊技状態に応じて操作部発光手段によって演出操作部を発光装飾させるこ
とができるため、演出操作部の発光装飾と、装飾体発光手段による装飾体の発光装飾とを
同時に実行させることで、扉窓の下方の前方へ膨出している膨出部の全体を発光装飾させ
ることができ、膨出部を目立たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができると共に
、全体が発光装飾されることで遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせ
ることができ、遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７９８】
　また、操作部発光手段によって演出操作部を発光装飾させることで、遊技者の関心を演
出操作部へ強く引付けさせることができるため、演出操作部を操作する遊技者参加型演出
が実行された時に、演出操作部を発光装飾させることで、遊技者の関心を演出操作部に向
けさせて操作を促すことができ、遊技者に演出操作部を操作させることで遊技者参加型演
出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７９９】
　手段１１：遊技機において、
　「遊技が行われる遊技領域を有している遊技盤と、
　該遊技盤を前方から着脱可能に保持している本体枠と、
　該本体枠の前面側を開閉可能に閉鎖しており、前方から前記遊技領域を視認可能として
いる扉窓を有している扉枠ベースと、
　前記扉枠ベースの前面における前記扉窓よりも下側の部位から前方へ膨出しており、前
記遊技領域内において遊技を行うための遊技媒体を貯留可能な貯留皿を備えている膨出部
と、
　該膨出部の左右方向中央に取付けられており、半円弧形状の断面形状で外方へ膨出する
ように半円環状に延びており前端が前記貯留皿の前端よりも前方で前記扉枠ベースの前面
から前方へ該扉枠ベースの全幅に対して１／３～２／３の距離まで突出している第一装飾
部、及び前端が該第一装飾部よりも後方に位置するように該第一装飾部の下方に配置され
ており半円弧形状の断面形状で外方へ膨出するように半円環状に延びている第二装飾部を
備えている装飾体と、
　該装飾体を前記遊技領域内において遊技が行われることで変化する遊技状態に応じて発
光装飾させる装飾体発光手段と、
　前記装飾体の上面における前端よりも後方に取付けられ、遊技者が回転操作可能な円環
状の回転操作部、及び該回転操作部の環内において、前記遊技状態に応じて前記回転操作
部の上面よりも僅かに上方へ突出している後退位置と、該後退位置よりも上方へ突出して
いる突出位置との間で移動可能とされており、前記突出位置の時に遊技者が押圧操作可能
となる円筒状の外周押圧操作部と、該外周押圧操作部の筒内に配置され前記後退位置と前
記突出位置の何れの位置の時にも遊技者が押圧操作可能な円柱状の中央押圧操作部とから
なる押圧操作部を備えており、前記遊技状態に応じて遊技者の操作が受付可能となる演出
操作部と、
　該演出操作部を前記遊技状態に応じて発光装飾させる操作部発光手段と
　を具備している」ものであることを特徴とする。
【０８００】
　手段１１の構成によると、遊技機に、遊技が行われる遊技領域を有している遊技盤と、
遊技盤を前方から着脱可能に保持している本体枠と、本体枠の前面側を開閉可能に閉鎖し
ており、前方から遊技領域を視認可能としている扉窓を有している扉枠ベースと、扉枠ベ
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ースの前面における扉窓よりも下側の部位から前方へ膨出しており、遊技領域内において
遊技を行うための遊技媒体を貯留可能な貯留皿を備えている膨出部と、膨出部の左右方向
中央に取付けられており、半円弧形状の断面形状で外方へ膨出するように半円環状に延び
ており前端が貯留皿の前端よりも前方で扉枠ベースの前面から前方へ扉枠ベースの全幅に
対して１／３～２／３の距離まで突出している第一装飾部、及び前端が第一装飾部よりも
後方に位置するように第一装飾部の下方に配置されており半円弧形状の断面形状で外方へ
膨出するように半円環状に延びている第二装飾部を備えている装飾体と、装飾体を遊技領
域内において遊技が行われることで変化する遊技状態に応じて発光装飾させる装飾体発光
手段と、装飾体の上面における前端よりも後方に取付けられ、遊技者が回転操作可能な円
環状の回転操作部、及び回転操作部の環内において、遊技状態に応じて回転操作部の上面
よりも僅かに上方へ突出している後退位置と、後退位置よりも上方へ突出している突出位
置との間で移動可能とされており、突出位置の時に遊技者が押圧操作可能となる円筒状の
外周押圧操作部と、外周押圧操作部の筒内に配置され後退位置と突出位置の何れの位置の
時にも遊技者が押圧操作可能な円柱状の中央押圧操作部とからなる押圧操作部を備えてお
り、遊技状態に応じて遊技者の操作が受付可能となる演出操作部と、演出操作部を遊技状
態に応じて発光装飾させる操作部発光手段と、を備えるようにしたものである。
【０８０１】
　これにより、本体枠を開閉可能に閉鎖している扉枠ベースの前面における扉窓よりも下
側の部位に、遊技媒体を貯留可能な貯留皿を備えている膨出部が前方へ膨出していると共
に、膨出部に、扉枠ベースの全幅に対して１／３～２／３の長さで前端が扉枠ベースの前
面から前方へ突出している装飾体を備えていると共に、装飾体の上面に同心円状に配置さ
れている中央押圧操作部、外周押圧操作部、及び回転操作部を備えている。これにより、
本遊技機を遊技ホールの島設備に取付けると、遊技領域内を視認可能な扉窓の下方におい
て、上面に演出操作部が取付けられている装飾体が前方へ大きく突出しているため、他の
遊技機よりも装飾体を目立たせることができ、遊技者の関心を強く引付けることができる
と共に、遊技者に対する訴求力を高めることができ、遊技する遊技機として本遊技機を選
択させ易くすることができる。また、扉枠の下方において、装飾体の前端を前方へ大きく
突出させているため、貯留皿の前端から装飾体を前方へ遠ざけることができると共に、装
飾体の左右方向の長さを従来よりも長くすることができる。従って、遊技者が膨出部の上
面に手を置いたり貯留皿に手を掛けたりしても、装飾体の全体に対して、遊技者の手によ
って隠される部位を少なくすることができるため、装飾体発光手段により発光装飾させた
時に、遊技者に対して装飾体の発光装飾に気付かせ易くすることができ、遊技者が損した
気分になるのを回避させて遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０８０２】
　また、扉窓の下方において、装飾体を前方へ大きく突出させていることから、遊技者が
本遊技機の前方に着座すると、装飾体の前端が遊技者に対して可及的に接近した状態とな
るため、遊技状態に応じて装飾体発光手段により装飾体を発光装飾させたり、操作部発光
手段により演出操作部を発光装飾させたりすると、その光が下方から遊技者を照射するこ
ととなり、装飾体や演出操作部の発光装飾によって遊技者の視線を下方の装飾体や演出操
作部へ向けさせることができると共に、遊技者の視線を下方に向けさせることで、前方に
備えられている遊技領域内を遊技者の視界から遠ざけて、遊技領域内を視認させ難くする
ことができる。従って、遊技領域内において、例えば、演出画像の場面が変化する時、可
動体が可動する時、可変入賞口（第二始動口、大入賞口、役物入賞口、等）が開閉動作す
る時、等の際に、装飾体や演出操作部を発光装飾させることで、遊技者を遊技領域の下方
に向けさせ、その後、遊技者が視線を遊技領域内に戻した時に、演出画像や可動体等が変
化していることで、遊技者を驚かせて強いインパクトを与えることができ、遊技者を楽し
ませることができると共に、遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせる
ことができ、遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８０３】
　更に、上述したように、遊技状態に応じて装飾体を発光装飾させることで注目させて、



(133) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

その隙に遊技領域内での演出を変化させることで遊技者を驚かせることができるため、装
飾体の発光装飾によって遊技者にチャンスの到来（例えば、遊技者が有利となる有利遊技
状態（「大当り遊技」）の発生）を示唆することができる。これにより、装飾体の発光装
飾に対してプレミアム感を付与することができるため、装飾体が発光装飾するか否かによ
って遊技者をワクワク・ドキドキさせることができ、遊技者を楽しませて興趣の低下を抑
制させることができる。
【０８０４】
　また、装飾体を前方へ大きく突出させていることから、遊技者が装飾体の全体を見よう
とすると、遊技機から遠ざかって見ることとなるため、遊技領域を含む遊技機全体が見易
くなる。これにより、遊技者に対してワンテンポ置いたような気分にさせることができ、
遊技者をリラックスさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８０５】
　また、膨出部の左右方向中央に前方へ大きく突出した装飾体を取付けているため、装飾
体の存在感を際立たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができ、遊技者に対する訴
求力を高めて遊技する遊技機として本遊技機を選択させ易くすることができる。また、前
方へ突出している装飾体を左右方向中央に取付けていることから、遊技者の両手を前方へ
伸ばし易くすることができるため、遊技領域内へ遊技媒体を打込むための操作部（ハンド
ル）の操作や、貯留皿内に貯留されている遊技媒体の取扱い等を行い易くすることができ
、遊技者にストレスを与え難くして興趣の低下を抑制させることができる。
【０８０６】
　更に、装飾体の上下に配置されている第一装飾部及び第二装飾部を、半円弧形状の断面
が、外方へ膨出するように半円環状に延びるようにしていることから、円筒チューブ状の
ドーナツの半分が前方へ突出しているような形態としているため、遊技者に対して滑らか
で柔らかな印象を与えることが可能となり、遊技者に対して落ち着いた気分で遊技を行わ
せることができ、遊技者を遊技に専念させて興趣の低下を抑制させることができると共に
、遊技者が一見しただけで接触しても怪我のし難い安全なものであることを認識させるこ
とができ、遊技者を安心させることで遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる
。
【０８０７】
　また、装飾体と、装飾体の上面に取付けられている演出操作部とを同時に発光装飾させ
ることで、扉窓の下方の前方へ膨出している膨出部の全体を発光装飾させることができる
ため、膨出部を目立たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができ、全体の発光装飾
により遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせることができると共に、
遊技者の関心を演出操作部に向けさせて操作を促すことができ、遊技者に演出操作部を操
作させることで遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８０８】
　また、上述したように、第一装飾部及び第二装飾部を半ドーナツ状としているため、遊
技状態に応じて装飾体発光手段により第一装飾部及び第二装飾部の全体を発光装飾させる
と、円環状の蛍光灯のような発光装飾を遊技者に見せることができ、遊技者の関心を強く
引付けさせることができる。発光装飾させる際に、例えば、一方から光が流れるように発
光装飾させると、ドーナツの内部を光が移動して回転しているような発光演出を遊技者に
見せることができるため、遊技者を驚かせて何か良いことがあるのではないかと思わせる
ことができると共に、装飾体の上面に取付けられている回転操作部を、第一装飾部や第二
装飾部の光が回転している方向へと同じ方向へ回転操作させるように遊技者を促すことが
できる。或いは、上下に配置されている第一装飾部と第二装飾部とを交互に発光装飾させ
ることで、光が上下に移動するような発光演出を、遊技者に見せることができると共に、
上下に移動する光により遊技者に対して外周押圧操作部や中央押圧操作部の押圧操作を促
すことができる。従って、第一装飾部及び第二装飾部を適宜発光装飾させることにより遊
技者に対して回転操作部の回転操作を促したり、押圧操作部の押圧操作を促したりするこ
とができるため、遊技者に対して回転操作部又は押圧操作部を的確に操作させることがで
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き、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８０９】
　更に、前方へ大きく突出している装飾体の上面において、中央押圧操作部を中心に、外
周押圧操作部、及び回転操作部が同心円状に並んだ状態としているため、見た目のインパ
クトを高めることができ、遊技者の関心を強く引付けさせることができると共に、遊技者
に各操作部を操作する遊技者参加型演出に対する期待感を高めさせることができ、遊技者
の興趣の低下を抑制させることができる。
【０８１０】
　また、回転操作部の内側にある押圧操作部を後退位置とした時には、中央押圧操作部、
外周押圧操作部、及び回転操作部が互いに同じような高さとなると共に、回転操作部及び
中央押圧操作部が操作可能となり、押圧操作部を後退位置から突出位置へ移動させた時に
は、中央押圧操作部と外周押圧操作部が回転操作部よりも上方へ突出した状態となると共
に、中央押圧操作部、外周押圧操作部、及び回転操作部が操作可能となる。従って、遊技
者参加型演出の内容に応じて、遊技者が操作可能な操作部を適宜使い分けることができ、
より多彩な演出に対応させることができると共に、遊技者に多様な操作を楽しませること
ができ、遊技者を飽きさせ難くして興趣の低下を抑制させることができる。
【０８１１】
　また、押圧操作部を突出位置へ移動させた状態では、円筒状の外周押圧操作部の外周面
が見えるようになるため、遊技者に対して外周押圧操作部を回転操作可能と錯覚させるこ
とができる。これにより、回転操作部や押圧操作部を操作する遊技者参加型演出が実行さ
れた時に、錯覚した遊技者が外周押圧操作部を回転操作しようとしても、外周押圧操作部
が回転しないため、遊技者を焦らせることができ、演出の流れに緊張感を与えて遊技者を
楽しませることができる。
【０８１２】
　手段１２：手段１から手段１１までの何れか一つの構成において、
　前記遊技機は、
　前記遊技領域内に複数配置されており遊技媒体を受入可能な受入口と、
　該受入口への遊技媒体の受入れに応じて所定数の遊技媒体を払出す払出装置と
　を備えたパチンコ機であることを特徴とする。
【０８１３】
　ここで、「受入口」としては、「遊技領域内において常時開口している一般入賞口」、
「遊技領域内において常時開口しており、遊技媒体の受入れにより遊技者が有利となる有
利遊技状態を発生させるか否かの特別抽選が行われる始動入賞口（始動口）」、「遊技領
域内における特定の受入口（チャッカー）に遊技媒体が受入れられることで、遊技領域内
において、遊技媒体の受入れが可能となる可変入賞口（可変始動口、役物入賞口、等）」
、「遊技領域内における特定領域（ゲート、スルーチャッカー、等）を遊技媒体が通過す
ることで抽選される普通抽選結果に応じて、遊技媒体の受入れが可能となる可変入賞口（
可変始動口、役物入賞口、等）」、「遊技領域内における特定領域（例えば、ゲート、チ
ャッカー、等）を遊技媒体が通過することで抽選される普通抽選結果に応じて、遊技媒体
の受入れが可能となり、遊技媒体の受入れにより遊技者が有利となる有利遊技状態を発生
させるか否かの特別抽選が行われる可変始動入賞口（可変始動口）」、「役物入賞口に受
入れられた遊技媒体が振分手段により振分けられて受入れられると、遊技者が有利となる
有利遊技状態を発生させるＶ入賞口」、「遊技者が有利となる有利遊技状態として、所定
のパターンで開閉して遊技媒体の受入れが可能となる大入賞口や役物入賞口」、等が挙げ
られる。
【０８１４】
　また、「パチンコ機」としては、「始動口への遊技媒体の受入れにより遊技者が有利と
なる有利遊技状態を発生させるための特別抽選を行う抽選手段と、抽選手段により抽選さ
れた特別抽選結果に応じて特別図柄を変動表示させた後に停止表示させて、停止表示され
た特別図柄の組合せにより抽選され特別抽選結果を表示する特別抽選結果表示手段と、特
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別抽選結果表示手段において有利遊技状態を発生させる特別抽選結果が表示されると大入
賞口を所定のパターンで開閉させて有利遊技状態を発生させる有利遊技状態発生手段と、
を備えたもの（所謂、デジパチ機）」、「役物入賞口に受入れられた遊技媒体を振分ける
振分手段と、振分手段により振分けられた遊技媒体がＶ入賞口に受入れられると役物入賞
口を所定のパターンで開閉させて遊技者が有利となる有利遊技状態を発生させる有利遊技
状態発生手段と、を備えたもの（所謂、ハネモノ機）」、「大入賞口と役物入賞口を有し
、始動口への遊技媒体の受入れにより抽選された特別抽選結果に応じて大入賞口又は役物
入賞口を所定のパターンで開閉させ、役物入賞口に受入れられた遊技媒体がＶ入賞口に振
分けられると役物入賞口又は大入賞口を所定のパターンで開閉させて遊技者が有利となる
有利遊技状態を発生させる有利遊技状態発生手段を備えたもの（所謂、複合機）」、等が
挙げられる。
【０８１５】
　手段１２の構成によると、遊技機を、遊技者の操作によって遊技媒体が打込まれる遊技
領域と、遊技領域内に複数配置されており遊技媒体を受入可能な受入口と、受入口への遊
技媒体の受入れに応じて所定数の遊技媒体を払出す払出装置と、を備えたパチンコ機とし
たものである。これにより、パチンコ機において、上述した手段の何れかの作用効果を奏
することができる。
【０８１６】
　なお、装飾体発光手段による装飾体の発光装飾は、遊技領域内に打込まれた遊技媒体が
受入口に受入れられることで実行させることが望ましい。これにより、受入口へ遊技媒体
を受入れさせると、所定数の遊技媒体が払出される他に、装飾体が発光装飾されるため、
遊技者を楽しませることで受入口を狙った遊技媒体の打込みを継続させ易くすることがで
き、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０８１７】
　また、始動口への遊技媒体の受入れにより遊技者が有利となる有利遊技状態を発生させ
るための特別抽選を行い、その抽選された特別抽選結果を遊技者に示唆する際に、遊技者
に提示する演出の一つとして、装飾体発光手段により装飾体を発光装飾させるようにして
も良い。これにより、装飾体が発光装飾することで、上述したような作用効果により遊技
者に強いインパクトを与えて楽しませることができるため、遊技者に対して抽選された特
別抽選結果が、遊技者が有利となる有利遊技状態が発生するもの（例えば、「大当り」）
であると思わせることができ、有利遊技状態の発生に対する期待感を高めさせて興趣の低
下を抑制させることができる。また、上述したように、装飾体を発光装飾することでより
演出効果の高い可動演出を遊技者に見せることができるため、抽選された特別抽選結果を
遊技者に示唆するための演出（例えば、リーチ演出）に、好適に用いることができ、遊技
者を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８１８】
　手段１３：手段１から手段１１までの何れか一つの構成において、
　前記遊技機は、
　夫々に複数の図柄を備えている複数の回胴体と、
　遊技媒体の投入後に遊技者が操作することで、複数の前記回胴体を夫々回転させる始動
操作部と、
　複数の該回胴体を夫々回転停止させるための複数の停止操作部と、
　複数の該停止操作部を遊技者が夫々操作することで回転停止された全ての前記回胴体に
よる停止図柄の組合せに応じて、所定数の遊技媒体を払出す払出装置と
　を備えたスロットマシンであることを特徴とする。
【０８１９】
　ここで、「スロットマシン」としては、「一回のゲームに用いる遊技媒体（メダル）の
数に応じて停止図柄の組合せを判定する有効ラインの数が変化するもの」、「複数の回胴
体の回転開始に伴い内部抽選を実行し、停止図柄の組合せと抽選された内部抽選結果とに
応じて遊技者が有利となる特典を付与するもの」、「停止図柄の組合せを判定する有効ラ
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インが固定されている」、等が挙げられる。また、「特典」としては、「ビッグボーナス
（ＢＢ）」、「レギュラーボーナス（ＲＢ）」、「チェリーラッシュボーナス（ＣＲＢ）
」、「リプレイ」、「ロングリプレイタイム（ＬＲＴ）」、「アシストタイム（ＡＴ）」
、等が挙げられる。
【０８２０】
　手段１３の構成によると、遊技機を、夫々に複数の図柄を備えている複数の回胴体と、
遊技媒体の投入後に遊技者が操作することで、複数の回胴体を夫々回転させる始動操作部
と、複数の回胴体を夫々回転停止させるための複数の停止操作部と、複数の停止操作部を
遊技者が夫々操作することで回転停止された全ての回胴体による停止図柄の組合せに応じ
て所定数の遊技媒体を払出す払出装置と、を備えたスロットマシンとしたものである。こ
れにより、パチスロ機において、上述した手段の何れかの作用効果を奏することができる
。
【０８２１】
　なお、装飾体発光手段による装飾体の発光装飾は、有効ライン上において一つを除いて
回転停止している図柄の組合せが当選役図柄の組合せを充足している時（所謂、リーチの
時）に、遊技者に提示する演出の一つとして、駆動手段による複数の装飾体を回転させる
ようにしても良い。これにより、装飾体が発光装飾されることで、遊技者の関心を強く引
付けさせることができ、当選役となるように停止操作部の操作を楽しませることができる
。また、内部抽選の抽選結果が、当選役の時に、装飾体が発光装飾するようにしても良く
、これにより、装飾体が発光装飾することで、遊技者に強いインパクトを与えることがで
きるため、特定の図柄の組合せで停止させると、遊技者が有利となる有利遊技状態が発生
するもの（例えば、「ＢＢ」）であると思わせることができ、有利遊技状態の発生に対す
る期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。また、上述したように、装
飾体を発光装飾させることでより演出効果の高い可動演出を遊技者に見せることができる
ため、抽選された内部抽選を遊技者に示唆するための演出に、好適に用いることができ、
遊技者を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８２２】
　手段１４：手段１から手段１１までの何れか一つの構成において、
　前記遊技機は、
　パチンコ機とパチスロ機とを融合させた融合機であることを特徴とする。
【０８２３】
　ここで、パチンコ機とパチスロ機とを融合させた「融合機」とは、複数の遊技媒体を投
入した後、始動用操作部（例えば操作レバー）の操作に応じて複数の図柄からなる図柄列
を変動表示させると共に、その後、停止操作部（例えばストップボタン）の操作に応じて
図柄列の変動を停止させ、停止図柄の組合せに応じて遊技媒体を払出したり、遊技者に有
利な特典（例えば、有利遊技状態）を付与したりするものである。なお、所定時間が経過
しても停止操作部が操作されない場合には、所定時間経過したことに応じて図柄列の変動
表示を停止させるものであっても良い。
【０８２４】
　手段１４の構成によると、遊技機を、パチンコ機とパチスロ機とを融合させた融合機と
したものである。これにより、パチンコ機とパチスロ機とを融合させた融合機において、
上述した手段の何れかの作用効果を奏することができる。
【０８２５】
　なお、装飾体発光手段による装飾体の発光装飾は、有効ライン上において一つを除いて
回転停止している図柄の組合せが当選役図柄の組合せを充足している時（所謂、リーチの
時）に、遊技者に提示する演出の一つとして、装飾体発光手段により装飾体を発光装飾さ
せるようにしても良いし、内部抽選の抽選結果が、当選役の時に、装飾体を発光装飾させ
るようにしても良く、上述と同様の作用効果を奏することができる。
【０８２６】
［効果］
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　このように、上記技術的手段によれば、遊技者に対する訴求力が高く、発光装飾により
遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることが可能な遊技機を提供することができ
る。
【０８２７】
［上記形態と上記技術的手段の関係］
　本形態における扉枠３の皿ユニット２００は本発明の膨出部に、本形態における上皿２
０１及び下皿２０２は本発明の貯留皿に、本形態の演出操作ユニット３００における演出
操作部カバーユニット３１０のユニット下カバー３１１及びユニット前カバー３１２は本
発明の装飾体に、本形態におけるユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａは本
発明の第一装飾部に、本形態におけるユニット前カバー３１２の皿中央下装飾体３１２ｂ
は本発明の第二装飾部に、本形態における皿中央上装飾基板３１４及び皿中央下装飾基板
３１６は本発明の装飾体発光手段に、本形態における演出操作リング装飾基板３５２、中
央ボタン装飾基板３７６及び外周ボタン装飾基板３７７は本発明の操作部発光手段に、夫
々相当している。
【０８２８】
［本形態の特徴的な作用効果］
　このように、本形態のパチンコ機１によると、本体枠４を開閉可能に閉鎖している扉枠
３における扉枠ベース１０１の前面における扉窓１０１ａよりも下側の部位に、遊技球Ｂ
を貯留可能な上皿２０１及び下皿２０２を備えている皿ユニット２００が前方へ膨出して
いると共に、皿ユニット２００に、扉枠ベース１０１の全幅に対して約１／２の長さで前
端が扉枠ベース１０１の前面から前方へ突出している演出操作部カバーユニット３１０を
備えていると共に、演出操作部カバーユニット３１０の上面に同心円状に配置されている
中央押圧操作部３０３ａ、外周押圧操作部３０３ｂ、及び回転操作部３０２を備えている
。これにより、本パチンコ機１を遊技ホールの島設備に取付けると、遊技領域５ａ内を視
認可能な扉窓１０１ａの下方において、上面に演出操作部３０１が取付けられている演出
操作部カバーユニット３１０が前方へ大きく突出しているため、他のパチンコ機１よりも
皿ユニット２００（演出操作部カバーユニット３１０）を目立たせることができ、遊技者
の関心を強く引付けることができると共に、遊技者に対する訴求力を高めることができ、
遊技するパチンコ機として本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。また、扉枠
３の下方において、演出操作部カバーユニット３１０（ユニット前カバー３１２）の前端
を前方へ大きく突出させているため、上皿２０１の前端から演出操作部カバーユニット３
１０を前方へ遠ざけることができると共に、演出操作部カバーユニット３１０の左右方向
の長さを従来よりも長くすることができる。従って、遊技者が皿ユニット２００の上面に
手を置いたり上皿２０１に手を掛けたりしても、演出操作部カバーユニット３１０の全体
に対して、遊技者の手によって隠される部位を少なくすることができるため、皿中央上装
飾基板３１４及び皿中央下装飾基板３１６により演出操作部カバーユニット３１０（ユニ
ット前カバー３１２）を発光装飾させた時に、遊技者に対してユニット前カバー３１２の
発光装飾に気付かせ易くすることができ、遊技者が損した気分になるのを回避させて遊技
に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０８２９】
　また、扉窓１０１ａの下方において、演出操作部カバーユニット３１０を前方へ大きく
突出させていることから、遊技者が本パチンコ機１の前方に着座すると、演出操作部カバ
ーユニット３１０におけるユニット前カバー３１２の前端が遊技者に対して可及的に接近
した状態となるため、遊技状態に応じて皿中央上装飾基板３１４及び皿中央下装飾基板３
１６によりユニット前カバー３１２を発光装飾させたり、演出操作リング装飾基板３５２
、中央ボタン装飾基板３７６及び外周ボタン装飾基板３７７により演出操作部３０１を発
光装飾させたりすると、その光が下方から遊技者を照射することとなり、ユニット前カバ
ー３１２や演出操作部３０１の発光装飾によって遊技者の視線を下方のユニット前カバー
３１２や演出操作部３０１へ向けさせることができると共に、遊技者の視線を下方に向け
させることで、前方に備えられている遊技領域５ａ内を遊技者の視界から遠ざけて、遊技
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領域５ａ内を視認させ難くすることができる。従って、遊技領域５ａ内において、例えば
、演出表示装置１６００による演出画像の場面が変化する時、可動体が可動する時、第二
始動口２００４や大入賞口２００５が開閉動作する時、等の際に、ユニット前カバー３１
２や演出操作部３０１を発光装飾させることで、遊技者を遊技領域５ａの下方に向けさせ
、その後、遊技者が視線を遊技領域５ａ内に戻した時に、演出画像や可動体等が変化して
いることで、遊技者を驚かせて強いインパクトを与えることができ、遊技者を楽しませる
ことができると共に、遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせることが
でき、遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８３０】
　更に、上述したように、遊技状態に応じてユニット前カバー３１２を発光装飾させるこ
とで注目させて、その隙に遊技領域５ａ内での演出を変化させることにより遊技者を驚か
せることができるため、ユニット前カバー３１２の発光装飾によって遊技者にチャンスの
到来（例えば、遊技者が有利となる有利遊技状態（「大当り遊技」）の発生）を示唆する
ことができる。これにより、ユニット前カバー３１２の発光装飾に対してプレミアム感を
付与することができるため、ユニット前カバー３１２が発光装飾するか否かによって遊技
者をワクワク・ドキドキさせることができ、遊技者を楽しませて興趣の低下を抑制させる
ことができる。
【０８３１】
　また、ユニット前カバー３１２を前方へ大きく突出させていることから、遊技者がユニ
ット前カバー３１２の全体を見ようとすると、パチンコ機１から遠ざかって見ることとな
るため、遊技領域を含む遊技機全体が見易くなる。これにより、遊技者に対してワンテン
ポ置いたような気分にさせることができ、遊技者をリラックスさせて興趣の低下を抑制さ
せることができる。
【０８３２】
　また、皿ユニット２００の左右方向中央に前方へ大きく突出した演出操作部カバーユニ
ット３１０を取付けているため、演出操作部カバーユニット３１０の存在感を際立たせて
遊技者の関心を強く引付けさせることができ、遊技者に対する訴求力を高めて遊技するパ
チンコ機として本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。また、前方へ突出して
いる演出操作部カバーユニット３１０を左右方向中央に取付けていることから、遊技者の
両手を前方へ伸ばし易くすることができるため、遊技領域５ａ内へ遊技球Ｂを打込むため
のハンドル１８２の操作や、上皿２０１内に貯留されている遊技球Ｂの取扱い等を行い易
くすることができ、遊技者にストレスを与え難くして興趣の低下を抑制させることができ
る。
【０８３３】
　更に、演出操作部カバーユニット３１０のユニット前カバー３１２の上下に配置されて
いる皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂを、半円弧形状の断面が、外方
へ膨出するように半円環状に延びるようにしていることから、円筒チューブ状のドーナツ
の半分が前方へ突出しているような形態としているため、遊技者に対して滑らかで柔らか
な印象を与えることが可能となり、遊技者に対して落ち着いた気分で遊技を行わせること
ができ、遊技者を遊技に専念させて興趣の低下を抑制させることができると共に、遊技者
が一見しただけで接触しても怪我のし難い安全なものであることを認識させることができ
、遊技者を安心させることで遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０８３４】
　また、演出操作部カバーユニット３１０と、演出操作部カバーユニット３１０の上面か
ら突出している演出操作部３０１とを同時に発光装飾させることで、扉窓１０１ａの下方
の前方へ膨出している皿ユニット２００の全体を発光装飾させることができるため、皿ユ
ニット２００を目立たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができ、全体の発光装飾
により遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせることができると共に、
遊技者の関心を演出操作部３０１に向けさせて操作を促すことができ、遊技者に演出操作
部３０１を操作させることで遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させること
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ができる。
【０８３５】
　また、上述したように、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂを半ドー
ナツ状としているため、遊技状態に応じて皿中央上装飾基板３１４及び皿中央下装飾基板
３１６により皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの全体を発光装飾させ
ると、円環状の蛍光灯のような発光装飾を遊技者に見せることができ、遊技者の関心を強
く引付けさせることができる。発光装飾させる際に、例えば、一方から光が流れるように
発光装飾させると、ドーナツの内部を光が移動して回転しているような発光演出を遊技者
に見せることができるため、遊技者を驚かせて何か良いことがあるのではないかと思わせ
ることができると共に、演出操作部カバーユニット３１０の上面に取付けられている回転
操作部３０２を、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの光が回転してい
る方向へと同じ方向へ回転操作させるように遊技者を促すことができる。或いは、上下に
配置されている皿中央上装飾体３１２ａと皿中央下装飾体３１２ｂとを交互に発光装飾さ
せることで、光が上下に移動するような発光演出を、遊技者に見せることができると共に
、上下に移動する光により遊技者に対して外周押圧操作部３０３ｂや中央押圧操作部３０
３ａの押圧操作を促すことができる。従って、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾
体３１２ｂを適宜発光装飾させることにより遊技者に対して回転操作部３０２の回転操作
を促したり、押圧操作部３０３の押圧操作を促したりすることができるため、遊技者に対
して回転操作部３０２又は押圧操作部３０３を的確に操作させることができ、遊技者参加
型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８３６】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、本パチンコ機１を遊技ホールの島設備に設置す
ると、扉枠３における扉枠ベース１０１の扉窓１０１ａの横（右側辺の外側）から前方へ
延出している平板状の扉枠右サイドユニット４１０に、サイド窓内装飾部材４１２の前後
方向へ円柱状に延びた三つのサイド窓内装飾部４１０ｂが上下方向へ間隔をあけて配置さ
れているサイド窓４１０ａが形成されており、通常の状態では、複数のサイド窓内装飾部
４１０ｂを発光装飾させるサイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤが消灯しているため
、サイド窓４１０ａにおける三つのサイド窓内装飾部４１０ｂの間を通して、本パチンコ
機１の横（島設備の端）から遊技領域５ａ内を視認することができる。従って、遊技をす
るパチンコ機として本パチンコ機１（本遊技盤５）を探している遊技者が、島設備に沿っ
て本パチンコ機１の前方まで移動しなくても、本パチンコ機１を簡単に見つけることがで
き、本パチンコ機１での遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることが
できる。その後、遊技者が本パチンコ機１の前方に着座すると、扉枠３の扉窓１０１ａを
通して遊技盤５の遊技領域５ａ内や機能表示ユニット１４００及び演出表示装置１６００
を良好に視認することができるため、遊技領域５ａ内で遊技を行うことができ、遊技者に
対して遊技を楽しませることができると共に、現在の遊技状態を機能表示ユニット１４０
０及び演出表示装置１６００によって知ることができる。
【０８３７】
　この際に、本体枠４に対して左側の側辺が扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下ヒンジピ
ン１２６によりヒンジ回転可能に取付けられている扉枠３において、扉窓１０１ａの左右
方向両外側のうちヒンジの軸芯から遠い右外側から扉枠右サイドユニット４１０が前方へ
延出していることから、扉枠右サイドユニット４１０にサイド窓４１０ａが貫通していて
もサイド窓内装飾部４１０ｂを含むその他の部位によって、近隣に位置している遊技者の
視線を遮ることができるため、他の遊技者から遊技領域５ａの全体を見え辛くすることが
でき、他の遊技者から見られているような感じを受け難くすることで他の遊技者に気兼ね
することなく遊技を行わせることができる。そして、遊技領域５ａ内において遊技が進行
することで所定の遊技状態に変化すると、サイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤによ
り三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させて、その光によりサイド窓４１０ａ内を眩
しくすることでサイド窓４１０ａを通した視認性を変化させる。この際に、三つのサイド
窓内装飾部４１０ｂを、円柱状としているため、光を帯状且つ放射状に放射させることが
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でき、サイド窓内装飾部４１０ｂを眩しくさせて間から反対側を視認し難くすることがで
きると共に、サイド窓内装飾部４１０ｂの発光によって遊技者の視線をサイド窓内装飾部
４１０ｂに向けさせることが可能となり、サイド窓４１０ａを通した反対側に対する関心
を薄れさせてサイド窓４１０ａを通した視認性を低下させることができ、隣等の他の遊技
者から遊技領域５ａ内や機能表示ユニット１４００及び演出表示装置１６００を覗かれ難
くすることができる。
【０８３８】
　詳述すると、遊技状態として、例えば、遊技者が有利となるチャンスの到来を示唆する
ような遊技状態（場面）の時に、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させて、その眩
しさによりサイド窓４１０ａを通した視認性を低下させる。これにより、隣等の他の遊技
者が、サイド窓４１０ａを通して本パチンコ機１においてチャンスが到来していることを
認識させ難くすることができることから、他の遊技者が本パチンコ機１に注目するのを回
避させることができるため、注目されることで他の遊技者が気になって遊技に専念できな
いことから不快感を覚えたり、ミスが誘発されることで損した気分になったりするのを防
止することができ、遊技を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。従って、チ
ャンスの到来等の遊技状態の時に、サイド窓４１０ａを通して他の遊技者から遊技領域５
ａ内を覗かれるのを防止することができるため、遊技者を遊技に専念させることができ、
遊技をより楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８３９】
　また、サイド窓４１０ａ内において、前後方向に延びている三つのサイド窓内装飾部４
１０ｂを、上下方向へ間隔をあけて配置していることから、サイド窓４１０ａを横から見
る角度が変化しても、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂが重なって見えることはないため
、サイド窓内装飾部４１０ｂを発光させていない時には、サイド窓４１０ａ内における三
つのサイド窓内装飾部４１０ｂの間を通して反対側（遊技領域５ａ内）を視認することが
でき、遊技をするパチンコ機として本パチンコ機１（本遊技盤５）を探している遊技者が
、島設備に沿って本パチンコ機１の前方まで移動しなくても、本パチンコ機１を簡単に見
つけることができる。
【０８４０】
　また、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを上下方向へ間隔をあけて配置していることか
ら、ある高さのサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させると、遊技領域５ａ内における同じ
高さの部位を、サイド窓４１０ａを通して他の遊技者から視認し難くすることができるた
め、遊技状態に応じて三つのサイド窓内装飾部４１０ｂのうちの特定のサイド窓内装飾部
４１０ｂを発光させることで、遊技領域５ａ内の高さ方向において特定の領域（部位）を
視認し難くすることができ、チャンスの到来等を他の遊技者に知られ難くすることができ
る。従って、チャンスの到来等の遊技状態の時に、サイド窓４１０ａを通して他の遊技者
から遊技領域５ａ内を覗かれるのを防止することができるため、遊技者を遊技に専念させ
ることができ、遊技をより楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８４１】
　更に、前方へ長く延出している扉枠右サイドユニット４１０に、左右に貫通しているサ
イド窓４１０ａを備えていることから、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを消灯させて、
サイド窓４１０ａを通した視認性を確保している状態では、サイド窓４１０ａを通して本
パチンコ機１の横から遊技領域５ａ内を視認することができるため、本パチンコ機１の前
方まで移動しなくても、島設備の端から遊技領域５ａ内に対して不正行為が行われている
のを発見し易くすることができ、遊技ホール側の負担を軽減させることができる。
【０８４２】
　また、扉枠３の扉窓１０１ａの左右両外側のうち、本体枠４にヒンジ回転可能に取付け
られている左側辺側より遠ざかった右外側から扉枠右サイドユニット４１０を前方へ延出
させているため、本体枠４に対して扉枠３を９０度以上開くことができる。従って、扉枠
３を開いてメンテナンスや遊技盤５の交換等の作業を行う際に、扉枠３を大きく開けるこ
とで扉枠３を邪魔になり難くすることができ、作業性の悪化を防止することができる。
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【０８４３】
　また、遊技状態に応じて三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させるようにしている
ことから、遊技者が有利となる有利遊技状態（例えば、「大当り」遊技）の発生する可能
性（所謂、期待値）に応じて、サイド窓内装飾部４１０ｂを発光させたり消灯させたりし
ても良い。詳述すると、例えば、リーチ演出やリーチ発展演出等の実行中において、期待
値が低い時にサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させて他の遊技者から覗かれ難くすること
で、有利遊技状態が発生しなかった時（「ハズレ」の時）に、他の遊技者との間で気まず
い雰囲気となるのを回避させることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させ
ることができ。或いは、期待値が高い時には、サイド窓内装飾部４１０ｂを発光させなか
ったり消灯させたりすることで、他の遊技者から覗かれ易い状態としても、有利遊技状態
が発生する（「大当り」となる）ことで、気まずい雰囲気となることはなく興趣の低下を
抑制させることができると共に、他の遊技者が応援しているような雰囲気にすることがで
き、遊技者の遊技に対する興趣を高めさせて遊技をより楽しませることができる。
【０８４４】
　更に、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを上下方向へ間隔をあけて配置していることか
ら、遊技者が有利となる有利遊技状態（例えば、「大当り」遊技）の発生する可能性（所
謂、期待値）に応じて、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを順番（例えば、下から上、上
から下、中央から上下両側、等）に発光させたり、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂのう
ちの特定のサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させたりしても良い。詳述すると、例えば、
リーチ演出やリーチ発展演出等の実行中において、期待値が高くなるほど、三つのサイド
窓内装飾部４１０ｂを、下から順に、或いは、上から順に、発光させることで、他の遊技
者から覗かれ難くすると共に、期待値を示唆することができ、遊技者の遊技に対する期待
感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８４５】
　上記のような三つのサイド窓内装飾部４１０ｂの発光の態様は、発光（点灯）・消灯の
他に、点滅パターンや発光色の違い、発光色の変化（例えば、冷めた感じの青色から熱い
感じの赤色への変化、交通信号を模したような青黄赤の変化、等）、或いは、明るさ（輝
度）の変化、等としても良く、上記と同様の作用効果を奏することができると共に、三つ
のサイド窓内装飾部４１０ｂにより扉枠３の装飾性をより高めることができ、遊技者の関
心を強く引付けられる訴求力の高いパチンコ機１とすることができる。
【０８４６】
　このようなことから、逆に、リーチ演出やリーチ発展演出等の実行中において、三つの
サイド窓内装飾部４１０ｂの発光の有無や発光パターン等の発光態様により、遊技者に対
して有利遊技状態の発生する可能性の度合い（期待値）を示唆することができるため、当
該演出の実行中に三つのサイド窓内装飾部４１０ｂがどのような発光態様で発光するか否
かによって遊技者をワクワク・ドキドキさせることができ、遊技者の期待感を高めさせて
興趣の低下を抑制させることができる。
【０８４７】
　また、扉枠３に設けられている演出操作ユニット３００の演出操作部３０１の操作によ
り、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを、任意に発光させたり消灯させたりすることがで
きるようにしても良い。これにより、例えば、リーチ演出やリーチ発展演出等の際に、遊
技者が有利となる有利遊技状態（例えば、「大当り」遊技）の発生する可能性（所謂、期
待値）が低い時に、演出操作部３０１を操作してサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させる
ことで、他の遊技者から覗かれるのを防止することができるため、有利遊技状態が発生し
なかった時（「ハズレ」の時）に、他の遊技者に見られていることで気まずい雰囲気にな
るのを回避させることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができ
る。或いは、有利遊技状態の発生する可能性（期待値）が高い時（又は、熱い演出が実行
されている時）に、演出操作部３０１を操作してサイド窓内装飾部４１０ｂを発光させな
いようにする（或いは、サイド窓内装飾部４１０ｂを消灯させるようにする）ことで、他
の遊技者から覗かれても、有利遊技状態が発生することで、気まずい雰囲気となることは
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なく興趣の低下を抑制させることができると共に、他の遊技者が応援しているような雰囲
気にすることができ、遊技者の遊技に対する興趣を高めさせて遊技をより楽しませること
ができる。
【０８４８】
　また、演出操作部３０１の操作により、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂが発光するタ
イミングや発光態様等を設定できるようにしても良い。これにより、予め設定されている
デフォルトの状態では、他の遊技者から覗かれたくない遊技者特有のタイミングが設定さ
れていないことで、遊技者によっては覗かれることで不快に感じて遊技に対する興趣を低
下させてしまう虞があるが、演出操作部３０１の操作により遊技者の好みに応じてカスタ
マイズすることができるため、上述した作用効果を確実に奏することができ、遊技者の遊
技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０８４９】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、本体枠４における払出ユニット５６０の払出装
置５８０において、球抜レバー５９３を下降（ロック）させて球抜可動片５９２を回動不
能とすると共に球抜通路５８０ｂを閉鎖している状態（第一状態）とすると、上流から払
出通路５８０ａを流下してきた遊技球Ｂが、球抜可動片５９２によって球抜通路５８０ｂ
への流通が不能とされているため、引続き払出通路５８０ａの下流側へと流通することと
なり、払出通路５８０ａを介して払出羽根５８９へ送ることができる。一方、球抜レバー
５９３を上昇（ロックを解除）させて球抜可動片５９２を回動可能な状態（第二状態）と
すると、上流から払出通路５８０ａを流下してきた遊技球Ｂが、払出通路５８０ａの下流
側へ流通することなく、球抜可動片５９２を越えて球抜通路５８０ｂへ流通することとな
り、球抜通路５８０ｂを介して島設備側となるパチンコ機１の外部へ排出することができ
る。そして、払出通路５８０ａの下流側に払出羽根５８９を備えていることから、通常の
状態では、球抜レバー５９３によって球抜可動片５９２が回動不能な状態（第一状態）と
なっていると共に、払出羽根５８９より上流側では、遊技球Ｂが数珠繋ぎのように連続し
た状態で停留している。
【０８５０】
　この通常の状態で払出羽根５８９が回転駆動されると、払出羽根５８９より上流側の遊
技球Ｂが下流側へ流れることとなり、球抜可動片５９２によって払出羽根５８９側へ遊技
球Ｂが誘導されて払出羽根５８９へ送られると共に、払出羽根５８９では遊技球Ｂを一つ
ずつ払出すことから、払出羽根５８９より上流側の遊技球Ｂの流れる速度が比較的遅くな
るため、遊技球Ｂの当接により球抜可動片５９２に作用する力が比較的弱いと共に、球抜
可動片５９２における遊技球Ｂと当接する部位の反対側が球抜通路５８０ｂの中央付近で
あることから、球抜可動片５９２が球抜通路５８０ｂの壁面と遊技球Ｂとの間に挟まれる
ことはなく、球抜可動片５９２が破損することはない。このことから、遊技中の球抜可動
片５９２の破損を低減させることができるため、球抜可動片５９２の破損により遊技が中
断して遊技者に不快感を与えてしまうのを回避させることができ、遊技者の遊技に対する
興趣の低下を抑制させることができる。
【０８５１】
　一方、パチンコ機１（或いは遊技盤５）の交換やメンテナンス等の際に、払出通路５８
０ａから遊技球Ｂを排出させる時には、球抜レバー５９３を上昇させて球抜可動片５９２
を回動可能な状態（第二状態）とすると、球抜可動片５９２の上流側で数珠繋ぎのような
状態となっていた遊技球Ｂが、球抜可動片５９２を越えて球抜通路５８０ｂ側へ流下する
こととなる。この際に、球抜通路５８０ｂが払出通路５８０ａの上流側から真直ぐに直線
状に延びているため、払出通路５８０ａの上流から流下してきた遊技球Ｂが、真直ぐに球
抜通路５８０ｂ側へ流下すると共に、球抜通路５８０ｂの下流側が島設備側に連通してい
ることから、払出羽根５８９のように遊技球Ｂの流れを抑制するようなものがないため、
遊技球Ｂが払出通路５８０ａ側よりも早く流下することとなる。このように、球抜可動片
５９２を回動可能としている状態では、球抜通路５８０ｂ内を遊技球Ｂが早い速度で流下
することから、球抜通路５８０ｂ内に突出している球抜可動片５９２の下端側に遊技球Ｂ
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が勢い良く当接することとなるが、球抜可動片５９２が払出装置本体５８１の本体側ガイ
ド壁５８１ａと払出装置後蓋５８２の後蓋側ガイド壁５８２ａとの間を通して球抜通路５
８０ｂの内面よりも外側へ移動することができることから、その当接の力によって球抜可
動片５９２が球抜通路５８０ｂの外側へ移動することとなるため、球抜可動片５９２が球
抜通路５８０ｂの壁面と遊技球Ｂとの間に挟まれることはなく、遊技球Ｂにより球抜可動
片５９２に強い力が作用しないようにすることができ、遊技球Ｂの衝突による球抜可動片
５９２の耐久性の低下や破損を抑制させることができる。このようなことから、球抜可動
片５９２を破損し難くすることができることから、球抜通路５８０ｂの下流側の島設備側
へより多くの遊技球Ｂをより早く排出させることができるため、パチンコ機１の交換やメ
ンテナンス等にかかる時間の増加を抑制させることができ、遊技ホール側の負担を軽減さ
せることができる。
【０８５２】
　また、球抜可動片５９２が回動可能な状態の時に、球抜可動片５９２が遊技球Ｂよりも
狭い間隔の本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間を通して球抜通路５
８０ｂの外側へ移動するため、球抜通路５８０ｂ内に突出している球抜可動片５９２に遊
技球Ｂが当接することで球抜可動片５９２が本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５
８２ａとの間を通して外側へ移動する際に、球抜可動片５９２と一緒に遊技球Ｂが本体側
ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間側へ移動しても、遊技球Ｂよりも間隔
の狭い本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間により、遊技球Ｂのみが
外側への移動を阻止することができる。そして、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド
壁５８２ａとの間によって遊技球Ｂの外側への移動が阻止されることで、球抜可動片５９
２から遊技球Ｂが離れることとなり、その後の球抜可動片５９２の移動が慣性力によるこ
ととなるため、球抜可動片５９２に対して強い力が作用することはなく、球抜可動片５９
２を破損し難くすることができると共に、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８
２ａとの間から遊技球Ｂが球抜通路５８０ｂの外側へ飛び出すことはなく、遊技球Ｂを球
抜通路５８０ｂの下流側へ確実に流通させることができる。
【０８５３】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、パチンコ機１を設置する遊技ホールの島設備に
取付けられている枠状の外枠２に対して、左辺側において上下に延びている軸周りに開閉
可能に取付けられている本体枠４が、外枠２の枠内を閉鎖するように閉じていると共に、
本体枠４に対して左辺側の扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下ヒンジピン１２６（軸芯）
を中心として開閉可能（ヒンジ回転可能）に取付けられている扉枠３を閉じている状態で
は、本体枠４の前面と扉枠３の後面とが互いに対面して平行に延びていると共に、本体枠
４側の払出制御基板６３３、主制御基板１３１０、及び周辺制御基板１５１０等と、扉枠
３側の球送給ユニット１４０、ハンドルユニット１８０、及び演出操作ユニット３００等
とを接続している接続ケーブル５０３が、本体枠４における本体枠ベース５０１の前面に
おいて後方へ窪んでいるケーブル取付凹部５０１ｈにおける軸芯より遠ざかった部位から
軸芯側へ延びて、ケーブル取付凹部５０１ｈ内に取付けられ本体枠４の前面及び扉枠３の
後面と平行に延びている接続ケーブル案内部材５０２の案内本体５０２ａに保持された上
で更に軸芯付近まで延びた後に、折返して軸芯より遠ざかる方向へ延びて、扉枠３におけ
る接続ケーブル案内部材５０２の先端よりも軸芯に近い位置でスピーカダクト１０３のケ
ーブルホルダ１０３ａによって保持された上で扉枠３側の扉枠主中継基板１０４及び扉枠
副中継基板１０５に接続されている。
【０８５４】
　そして、本体枠４の前面側を閉鎖している（閉じている）扉枠３を、本体枠４から開く
ように左辺側の軸芯を中心としてヒンジ回転させると、扉枠３の後面が本体枠４の前面か
ら遠ざかることから、接続ケーブル５０３における扉枠３から延び出している部位が本体
枠４から離れるように前方へ移動するため、折返されている接続ケーブル５０３が開くよ
うに変形し、接続ケーブル５０３の変形に伴って接続ケーブル案内部材５０２が本体枠４
の前面に対して傾くように、軸芯から遠ざかった取付軸５０２ｃを中心にして回転（回動
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）する。このように、本体枠４に対して扉枠３を開くと、本体枠４と扉枠３との間の空間
へ、接続ケーブル案内部材５０２における軸芯に近い先端側が突出するため、接続ケーブ
ル案内部材５０２に案内されている接続ケーブル５０３が軸芯の近くを通ることとなり、
接続ケーブル案内部材５０２や接続ケーブル５０３が邪魔になり難い状態となっている。
【０８５５】
　換言すると、接続ケーブル案内部材５０２が、回転可能に取付けられている取付軸５０
２ｃから軸芯側へ先端部を延出させているため、従来のパチンコ機のように、案内部材の
基端部を軸芯から遠ざかる方向へ延出させた場合と比較して、接続ケーブル案内部材５０
２に案内されている接続ケーブル５０３の折返している部位が、扉枠３の開閉の扉枠上ヒ
ンジピン１２２及び扉枠下ヒンジピン１２６に近い位置となり、接続ケーブル５０３の折
返している部位を邪魔になり難い位置とすることができる。
【０８５６】
　一方、本体枠４に対して開いている扉枠３を閉じる時には、本体枠４の前面に対して扉
枠３の後面が接近するように移動するため、接続ケーブル案内部材５０２と接続ケーブル
５０３とが上記とは逆の動きをすると共に、接続ケーブル５０３が接続ケーブル案内部材
５０２に保持（案内）されていることで、本体枠４と扉枠３との間に挟まれることなく扉
枠３を閉じることができる。従って、扉枠３を開閉させるようなメンテナンスの際に、接
続ケーブル案内部材５０２や接続ケーブル５０３がメンテナンスの邪魔になることはなく
、メンテナンスを円滑に行わせることができると共に、メンテナンスのために中断してい
る遊技の中断時間の増加を低減させることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑
制させることができる。
【０８５７】
　また、接続ケーブル案内部材５０２の先端から軸芯側へ延び出した後に折返されて軸芯
より遠ざかる方向へ延びている接続ケーブル５０３を、接続ケーブル案内部材５０２の先
端よりも軸芯に近い位置でケーブルホルダ１０３ａによって扉枠３側に保持していること
から、本体枠４（ケーブル取付凹部５０１ｈ）の前面に対する接続ケーブル案内部材５０
２の回転角度が、軸芯を中心としてケーブルホルダ１０３ａを通る円に接し、接続ケーブ
ル案内部材５０２の取付軸５０２ｃの中心を通る接線が、扉枠３の後面と交差する角度以
下となるため、接続ケーブル案内部材５０２の延びている長手方向の軸線が、扉枠３の後
面に対して、直角に近い角度とならないようにすることができる。また、扉枠３側におい
て、折返されている接続ケーブル５０３を接続ケーブル案内部材５０２の先端よりも軸芯
に近い位置でケーブルホルダ１０３ａによって保持していることから、本体枠４に対して
扉枠３を閉じる際に、ケーブルホルダ１０３ａによって保持されている接続ケーブル５０
３により、接続ケーブル案内部材５０２の先端側を軸芯側へ引寄せることができる。
【０８５８】
　これらのことから、本体枠４に対して扉枠３を閉じる際に、接続ケーブル案内部材５０
２を基の状態へ復帰するように回転させることができ、扉枠３が閉まらなくなったり、接
続ケーブル案内部材５０２の先端が扉枠３に当接して接続ケーブル５０３が断線してしま
ったりするような不具合の発生を防止することができる。従って、遊技中に、扉枠３を開
閉させてメンテナンスを行わなければならないような不具合が発生した際に、接続ケーブ
ル案内部材５０２や接続ケーブル５０３がメンテナンスの作業を阻害することはなく、メ
ンテナンスを円滑に行わせることができ、遊技の中断時間の増加を低減させて、遊技者の
遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０８５９】
　また、本体枠４に対して扉枠３を閉じた時に、接続ケーブル案内部材５０２に案内され
ている接続ケーブル５０３を、１８０度折返していることから、接続ケーブル５０３の折
返している部位に、折り癖を付けることができる。これにより、扉枠３を開くことで、接
続ケーブル５０３の１８０度折返されている部位が開くように変化した時に、折り癖によ
り接続ケーブル５０３に対して閉じようとする力が作用することとなるため、扉枠３を閉
じる際に、その折り癖により接続ケーブル５０３（接続ケーブル案内部材５０２）が開く
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方向へ移動するのを阻止することができると共に、接続ケーブル５０３（接続ケーブル案
内部材５０２）を閉じる方向へ誘導させることができ、扉枠３を円滑に閉じさせることが
できる。
【０８６０】
　また、接続ケーブル案内部材５０２が取付けられている本体枠４とは反対側の扉枠３に
おいて、閉じた時に接続ケーブル案内部材５０２の先端よりも軸芯に近い位置（ケーブル
ホルダ１０３ａよりも軸芯に近い位置）に備えられており、当接することで接続ケーブル
５０３を接続ケーブル案内部材５０２が取付けられている本体枠４側へ押圧可能な押圧部
（スピーカダクト１０３におけるケーブルホルダ１０３ａよりも軸芯側で後方へ突出して
いる部位）を、備える。これにより、本体枠４に対して扉枠３を閉じる時に、押圧部が接
続ケーブル５０３に当接することにより、接続ケーブル５０３を介して開いている接続ケ
ーブル案内部材５０２の先端側を閉じる方向へ押圧することができるため、扉枠３の閉方
向への移動に伴って接続ケーブル案内部材５０２をスムーズに閉じさせることができ、扉
枠３を確実に閉じることができる。また、接続ケーブル案内部材５０２の回転中心を通り
、扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下ヒンジピン１２６の中心軸（軸芯）を中心として押
圧部を通る円に接する接線と、本体枠４の前面と交差する角度が、４５度以下となるよう
に構成している。これにより、扉枠３の開閉に伴って回転（開閉）する接続ケーブル案内
部材５０２の最大開角度βを、４５度以下とすることができるため、扉枠３を閉じる際に
、接続ケーブル案内部材５０２を閉じる方向へ確実に回転させることができ、上述と同様
の作用効果を奏することができる。
【０８６１】
　更に、接続ケーブル案内部材５０２における案内本体５０２ａの二つの長辺側に夫々枠
片５０２ｂを備えていることから、平板状の案内本体５０２ａの剛性が高まって曲がり難
くなるため、接続ケーブル５０３をしっかりと保持することができると共に、一対の枠片
５０２ｂによって接続ケーブル５０３を長手方向へ案内させることができ、上述したよう
な作用効果を奏するパチンコ機１を確実に具現化することができる。
【０８６２】
　また、上述したように、接続ケーブル案内部材５０２の剛性が高められていることから
、接続ケーブル５０３として、多くの電線からなる重い接続ケーブル５０３とした場合で
も、接続ケーブル案内部材５０２が曲がって歪むことはないため、取付軸５０２ｃを中心
にして接続ケーブル案内部材５０２が確実に回転することができ、良好な状態で接続ケー
ブル５０３を案内させることができると共に、より多くの電線を案内させることが可能と
なるため、本体枠４と扉枠３との間の電気的な接続を、一か所に集約させることができ、
パチンコ機１にかかる構成を簡略化させることができる。
【０８６３】
　また、接続ケーブル案内部材５０２の案内本体５０２ａにおける一対の枠片５０２ｂの
間に接続ケーブル５０３を添わせた状態で、接続ケーブル５０３の両側の貫通孔５０２ｄ
に結束バンド５０４を通して、接続ケーブル５０３と接続ケーブル案内部材５０２とを結
束バンド５０４で一緒に巻き付けることにより、接続ケーブル５０３を接続ケーブル案内
部材５０２に保持させることができるため、接続ケーブル５０３を接続ケーブル案内部材
５０２に保持させる作業を簡単に行うことができる。また、接続ケーブル案内部材５０２
の貫通孔５０２ｄを通した結束バンド５０４により接続ケーブル５０３を保持させること
で、結束バンド５０４が案内部材５０２から外れないようにすることができ、接続ケーブ
ル案内部材５０２に接続ケーブル５０３を確実に保持させることができると共に、接続ケ
ーブル案内部材５０２から接続ケーブル５０３が外れることにより扉枠３を閉める際に接
続ケーブル５０３が本体枠４と扉枠３との間に挟まれてしまうのを回避させることができ
、上述した作用効果を確実に奏することができる。
【０８６４】
　更に、本体枠４に取付けられているスピーカユニット６２０ａの本体枠スピーカ６２２
の後側の空間を、接続部６２１ｃ及び接続筒部４３ａを介して、外枠２の下辺を構成して
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いる外枠下組立体４０におけるポート部材４７と接続筒部４３ａとの間の空間（幕板内部
空間４０ａ）と連通させていることから、スピーカユニット６２０ａ内の空間と外枠２側
の空間とにより本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４の容積を充分に確保するこ
とができるため、本体枠スピーカ６２２から重低音を出力させることができ、重低音のサ
ウンドにより遊技者を楽しませて遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。従
って、本体枠４に接続ケーブル案内部材５０２を取付けるためのケーブル取付凹部５０１
ｈを備えることで、スピーカユニット６２０ａ内の容積が減少しても、本体枠スピーカ６
２２から重低音のサウンドを出力させることができることから、本体枠４において本体枠
スピーカ６２２の下方に後方へ窪んだケーブル取付凹部５０１ｈを備えることができ、本
体枠４側に上述した作用効果を奏する接続ケーブル案内部材５０２を取付けることができ
る。また、接続ケーブル５０３の一部を保持している接続ケーブル案内部材５０２を、本
体枠４における後方へ窪んだケーブル取付凹部５０１ｈの内部に取付けているため、本体
枠４に対して扉枠３を閉じた時に、接続ケーブル案内部材５０２がケーブル取付凹部５０
１ｈ内に収容された状態となり、本体枠４の前面からの突出を可及的に抑制することがで
き、扉枠３の後面との干渉を回避させて扉枠３を確実に閉じられるようにすることができ
る。
【０８６５】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、外枠２に対して本体枠４及び扉枠３を閉じてい
る状態では、扉枠３における扉枠ベース１０１の扉窓１０１ａを通して本体枠４における
本体枠ベース５０１の遊技盤挿入口５０１ｂに保持されている遊技盤５の遊技領域５ａを
前方（遊技者側）から視認することができ、その扉窓１０１ａの下方では、外枠２の下辺
を構成している外枠下組立体４０の幕板前部材４２の前面においてその長手方向（左右方
向）の右端部付近にポート部材４７の前端が開口していると共に、扉枠３の前面の下部に
おいてポート部材４７とは左右方向の反対側となる左端部付近に皿ベースユニット２１０
のスピーカ口２１１ｂが開口している。そして、スピーカ口２１１ｂが本体枠４の遊技盤
挿入口５０１ｂの下方に取付けられている本体枠スピーカ６２２の前面側と連通している
と共に、本体枠スピーカ６２２の後側を覆っているスピーカユニット６２０ａ（スピーカ
カバー６２１及びスピーカボックス６２３）の内部空間が、スピーカカバー６２１の接続
部６２１ｃ及び幕板後部材４３の接続筒部４３ａを介してポート部材４７の内部と連通し
ている。この状態で、スピーカユニット６２０ａに取付けられている本体枠スピーカ６２
２を駆動させると、本体枠スピーカ６２２から前方へ出力された音声、音楽、及び効果音
等のサウンドは、スピーカカバー６２１のスピーカ取付部６２１ａ及び扉枠３のスピーカ
口２１１ｂを通して遊技者側へ放射される。一方、本体枠スピーカ６２２から後方へ出力
されたサウンドは、接続部６２１ｃ及び接続筒部４３ａを通って幕板前部材４２と幕板後
部材４３とで構成されている幕板内部空間４０ａの内部へと伝達され、ポート部材４７か
ら前方の遊技者側へ放射される。この際に、本体枠スピーカ６２２の後側の空間（エンク
ロージャ６２４）を、スピーカユニット６２０ａの内部空間と、外枠下組立体４０の幕板
内部空間４０ａとで構成しているため、エンクロージャ６２４の容積を可及的に大きくす
ることができ、本体枠スピーカ６２２から前方へ低音域において伸びのあるサウンドを出
力させることができる。また、外枠２における幕板後部材４３の接続筒部４３ａを、枠内
の中心側（上方）へ向かって開口させていることから、エンクロージャ６２４において外
枠２と本体枠４（スピーカユニット６２０ａ）との接続部分における奥行方向（前後方向
）の幅を、従来よりも大きくすることができるため、接続筒部４３ａ及び接続部６２１ｃ
の前後方向の幅を大きくしており、スピーカユニット６２０ａの内部空間から外枠２の幕
板内部空間４０ａ側へのサウンドの減衰を可及的に低減させることができる。更に、外枠
２側では、ポート部材４７を筒状としていることから、ポート部材４７においてヘルムホ
ルツ共振が発生するため、低音域を増幅させることができると共に、位相を反転させるこ
とができ、ポート部材４７から低音が増幅されたサウンドを出力させることができる。そ
して、本体枠スピーカ６２２から前方へ出力されたサウンドと、ポート部材４７から前方
へ出力されたサウンドとが、パチンコ機１の前方において互いに干渉して合成されること
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で、音量がより大きくなるため、遊技者に対してより豊かな低音のサウンドを聴かせるこ
とができ、遊技者に音声、音楽、及び効果音等のサウンドを楽しませて興趣の低下を抑制
させることができる。
【０８６６】
　また、上述したように、ポート部材４７において本体枠スピーカ６２２から後方へ出力
されたサウンドの位相を反転させて前方へ放射している（所謂、バスレフ型スピーカを構
成している）ことから、本体枠スピーカ６２２から前方へ出力されたサウンドと、ポート
部材４７から前方へ出力されたサウンドとが重なると、互いの位相が同じであるため、音
波の振幅が大きくなりサウンドの音量が大きくなり、従来のパッシブラジエータを用いた
場合と比較して、簡単な構成でサウンドの出力を高めることができる。
【０８６７】
　更に、遊技盤５が保持される遊技盤挿入口５０１ｂよりも下方にスピーカユニット６２
０ａや外枠下組立体４０を配置しているため、それらの上下寸法を大きくすることができ
、本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４の容積を大きくすることができる。詳述
すると、一般的には、パチンコ機１の前方に遊技者が着座した時に、遊技者の目の位置（
高さ）を、パチンコ機１の上下方向中央よりも上側に位置させるようにしているため、遊
技が行われる遊技領域５ａの中心を、パチンコ機１の中心よりも上側に位置させている。
このことから、パチンコ機１の下部ではスペースを比較的確保し易くなることから、外枠
２の下辺を構成している外枠下組立体４０や本体枠４における遊技盤挿入口５０１ｂより
も下側の上下寸法を比較的大きくすることが可能となるため、外枠下組立体４０やスピー
カユニット６２０ａの上下寸法を大きくすることで、本体枠スピーカ６２２のエンクロー
ジャ６２４の容積を大きくすることができ、低音がより豊かなサウンドを出力させること
ができると共に、遊技者にサウンドを楽しませることができ、遊技に対する興趣の低下を
抑制させることができる。
【０８６８】
　また、接続筒部４３ａと接続部６２１ｃとを前後方向に対して傾斜させているため、外
枠２に対して本体枠４を閉じるだけで、接続筒部４３ａに接続部６２１ｃが当接して互い
に接続させることができ、上述と同様の作用効果を奏することができると共に、接続筒部
４３ａと接続部６２１ｃとの間で摺動抵抗が発生しないことから本体枠４の開閉動作が重
くなることはなく、メンテナンス等の際の作業性の低下を抑制させることができる。
【０８６９】
　更に、シール部材４８によって接続筒部４３ａと接続部６２１ｃとの間を密閉している
ため、接続筒部４３ａと接続部６２１ｃとの間においてエンクロージャ６２４内のサウン
ドの漏れを防止することができ、上述した作用効果を確実に奏するパチンコ機１とするこ
とができる。
【０８７０】
　また、本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４の容積の一部を、外枠２の外枠下
組立体４０において確保することができることから、スピーカユニット６２０ａを小さく
することができるため、相対的に遊技盤挿入口５０１ｂを大きくしてより遊技領域５ａの
広い遊技盤５を備えることができ、広い遊技領域５ａによって遊技者をより楽しませるこ
とができると共に、扉枠３の扉窓１０１ａを通して広い遊技領域５ａが見えることで本パ
チンコ機１を目立たせることができ、遊技者に対する訴求力の高いパチンコ機１とするこ
とができる。
【０８７１】
　更に、パチンコ機１の下部において、左右方向の右端部付近にポート部材４７を配置し
ていると共に、反対側の左端部付近にスピーカユニット６２０ａのスピーカ取付部６２１
ａつまり本体枠スピーカ６２２を配置しているため、本体枠スピーカ６２２とポート部材
４７とが左右方向に離れていることで、本体枠スピーカ６２２から前方へ出力されたサウ
ンドと、ポート部材４７から前方へ出力されたサウンドとが、外枠２（パチンコ機１）か
ら前方へある程度離れた位置において互いに干渉することとなり、パチンコ機１の前方に
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着座している遊技者付近でサウンドを増幅させることができ、上述したように、遊技者に
対して豊かな低音のサウンドを聴かせることができる。
【０８７２】
　また、上述したように、本体枠スピーカ６２２とポート部材４７とから前方へ出力され
たサウンドを、遊技者付近で干渉させて増幅させるようにしているため、本パチンコ機１
から離れている他の遊技者には増幅されていないサウンドが届くこととなる。これにより
、チャンスの到来を示唆するようなサウンドが出力された時に、本パチンコ機１で遊技し
ている遊技者には、音量が大きく低音が豊かなサウンドが聞えることで遊技に対する期待
感を高めさせることができる。一方、他のパチンコ機で遊技している遊技者に対しては、
本パチンコ機１からのサウンドが聞え難くなるため、本パチンコ機１においてチャンスの
到来等が示唆されていることを認識させ難くすることが可能となり、他の遊技者が本パチ
ンコ機１をのぞき込むのを低減させることができ、のぞき込みにより本パチンコ機１で遊
技している遊技者に不快感を与えて興趣を低下させてしまうのを抑制させることができる
。
【０８７３】
　また、外枠２の接続筒部４３ａの位置を、外枠下組立体４０の長手方向（左右方向）の
中央としていることから、接続筒部４３ａに接続される本体枠４側のスピーカユニット６
２０ａの接続部６２１ｃの位置が、左右方向の中央となるため、左右方向に対するスピー
カユニット６２０ａの長さを、スピーカ取付部６２１ａが形成されている左端部付近から
中央までとすることができ、本体枠４において中央を間にしてスピーカユニット６２０ａ
とは反対側にスペースを確保することができる。従って、本体枠４において、左右方向の
中央を間にしてスピーカユニット６２０ａとは反対側に確保されたスペースに他の部材を
配置したり、当該スペースに広がるように他の部材を大きくしたりすることができるため
、他の部材によって他のパチンコ機との差別化を図ることができ、遊技者の関心を強く引
付けられるパチンコ機１とすることができる。
【０８７４】
　また、上述したように、外枠２の下辺の左右方向の中央を間にしてスピーカユニット６
２０ａとは反対側にスペースを確保することができるため、そのスペースに、遊技球Ｂを
外部へ排出するための球抜誘導部６２７や排出球受部６２８等を備えたベースユニット６
２０ｂ、本体枠４に取付けられている遊技盤５の遊技領域５ａ内へ遊技球Ｂを打込むため
の球発射装置５４０、パチンコ機１での電源を制御する電源基板６３０、及び遊技媒球の
払出しを制御する払出制御基板６３３、等を配置することができ、それらを確実に備えた
パチンコ機１とすることができる。
【０８７５】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、遊技が行われる遊技盤５の遊技領域５ａの前方
且つ下方において前方へ膨出している皿ユニット２００に、上面から上方へ突出している
中央押圧操作部３０３ａと、中央押圧操作部３０３ａの外周を囲み上皿２０１の前後方向
の距離よりも大きい直径の環状の外周押圧操作部３０３ｂと、外周押圧操作部３０３ｂの
外周を囲んでいる円環状の回転操作部３０２とが、上面の前端側が低くなるように傾斜し
ている状態で配置されているため、それら回転操作部３０２及び押圧操作部３０３の上面
が本パチンコ機１の前方に着座した遊技者の頭（顔）がある方向を向くこととなり、中央
押圧操作部３０３ａ、外周押圧操作部３０３ｂ、回転操作部３０２の全容を見え易くして
、同心円状に配置されている三つの大きな操作部（押圧操作部３０３及び回転操作部３０
２）を遊技者に見せることができ、遊技者に対して強いインパクトを与えることができる
と共に、従来のパチンコ機に備えられている操作部とは明らかに異なる形態の操作部が備
えられていることを一見して認識させることができ、他のパチンコ機に対して本パチンコ
機１を差別化して遊技者の関心を強く引付けさせることができる。また、中央押圧操作部
３０３ａ、外周押圧操作部３０３ｂ、及び回転操作部３０２が目立つことから、遊技者に
対して中央押圧操作部３０３ａ、外周押圧操作部３０３ｂ、及び回転操作部３０２を操作
する遊技者参加型演出に対する期待感を高めさせることができ、遊技者参加型演出が実行
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される遊技状態となるように遊技を進めさせる（ここでは、遊技領域５ａ内へ遊技球Ｂを
多く打込ませる）ことができると共に、遊技者参加型演出が実行された時に当該演出に参
加させ易くすることができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させること
ができる。
【０８７６】
　また、遊技状態に応じて操作ボタン昇降駆動モータ３６７等からなる昇降機構により中
央押圧操作部３０３ａ及び外周押圧操作部３０３ｂを、回転操作部３０２の上面よりも僅
かに突出している後退位置（下降位置）と、後退位置よりも上方へ突出している突出位置
（上昇位置）との間で移動させることができると共に、後退位置の時には昇降カム部材３
７１の係止部３７１ｃによって外周押圧操作部３０３ｂを押圧不能な状態としており、中
央押圧操作部３０３ａ及び外周押圧操作部３０３ｂが後退位置にあることで、遊技者に対
して外周押圧操作部３０３ｂの押圧操作が受付けられないことを明確に認識させることが
できるため、中央押圧操作部３０３ａを確実に押圧操作させることができ、遊技者参加型
演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８７７】
　更に、後退位置の状態では、外周押圧操作部３０３ｂが押圧不能な状態となっているこ
とから、中央押圧操作部３０３ａと回転操作部３０２の間に動かない外周押圧操作部３０
３ｂが存在することとなるため、回転操作部３０２を回転操作したはずみに中央押圧操作
部３０３ａを押圧してしまったり、中央押圧操作部３０３ａを押圧操作したはずみに回転
操作部３０２を回転させてしまったりするような誤操作を発生し難くすることができ、遊
技者参加型演出を確実に楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８７８】
　そして、突出位置へ移動させることで、皿ユニット２００の上面において、中央押圧操
作部３０３ａと外周押圧操作部３０３ｂとが上方へ大きく突出した状態となるため、中央
押圧操作部３０３ａ及び外周押圧操作部３０３ｂを目立たせることができ、遊技者に強い
インパクトを与えることができると共に、中央押圧操作部３０３ａや外周押圧操作部３０
３ｂの押圧操作に対するプレミアム感を付与することができ、何か良いことがあるのでは
ないかと思わせて遊技に対する期待感を高めさせることができる。従って、外周押圧操作
部３０３ｂや中央押圧操作部３０３ａを押圧操作する遊技者参加型演出に参加させ易くす
ることができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８７９】
　この突出位置の状態では、外周押圧操作部３０３ｂが新たに押圧操作可能となると共に
、中央押圧操作部３０３ａ、外周押圧操作部３０３ｂ、及び回転操作部３０２を同心円状
に配置しているため、例えば、中央押圧操作部３０３ａを押圧操作しなければならない時
に、外周押圧操作部３０３ｂを押圧操作してしまったり、中央押圧操作部３０３ａと外周
押圧操作部３０３ｂの両方を押圧操作してしまったり、或いは、外周押圧操作部３０３ｂ
を押圧操作しなければならない時に、中央押圧操作部３０３ａを押圧操作してしまったり
、中央押圧操作部３０３ａと外周押圧操作部３０３ｂの両方を押圧操作してしまったり、
回転操作部３０２を回転させてしまったり、更には、回転操作部３０２を回転操作しなけ
ればならない時に、外周押圧操作部３０３ｂを押圧してしまったり、外周押圧操作部３０
３ｂと中央押圧操作部３０３ａとを押圧してしまったりすることを誘発させることができ
る。これにより、遊技者に対して、押圧操作や回転操作する際に、押圧操作すべき押圧操
作部３０３や回転操作すべき回転操作部３０２に留意させながら押圧操作や回転操作をさ
せることができるため、押圧操作や回転操作に対して緊張感を付与することができ、遊技
者を飽きさせ難くすることができると共に、押圧操作や回転操作をおこなう遊技者参加型
演出を楽しませることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができ
る。
【０８８０】
　また、振動スピーカ３５４や演出表示装置１６００等の告知手段を備えており、遊技者
参加型演出において、外周押圧操作部３０３ｂの押圧操作が可能となる突出位置の状態で
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、遊技者が中央押圧操作部３０３ａを押圧操作すべき時に、間違えて外周押圧操作部３０
３ｂのみを押圧操作すると、告知手段によって中央押圧操作部３０３ａを押圧操作する旨
を告知することで、押圧操作をやり直させて押圧操作すべき中央押圧操作部３０３ａを確
実に押圧操作させることができ、遊技者に遊技者参加型演出を楽しませることができると
共に、押圧操作の間違いが修正されるため、間違えることで遊技者が損した気分になるの
を回避させることができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることが
できる。
【０８８１】
　また、遊技者が正しく中央押圧操作部３０３ａの押圧操作をしていると思い込んでいる
場合、中央押圧操作部３０３ａを押圧操作しているのにも関わらず遊技者参加型演出の反
応（変化）が所望と異なることとなり、中央押圧操作部３０３ａが故障していると遊技者
が錯覚して興趣を低下させてしまう虞がある。これに対して、上記のように、告知手段に
よって押圧操作の間違えを告知しているため、遊技者の思い込みを修正させることができ
、正しく中央押圧操作部３０３ａを押圧操作させて、遊技者参加型演出を楽しませること
ができる。
【０８８２】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、遊技が行われる遊技盤５の遊技領域５ａの前方
且つ下方において、前方へ膨出し遊技を行うための遊技球Ｂを貯留する上皿２０１及び下
皿２０２を備えている皿ユニット２００に、外周側面、上面、及び内周側面が外部に露出
し上下に延びた軸周りに回転可能な円環状の回転操作部３０２と、回転操作部３０２の環
内に中央押圧操作部３０３ａと外周押圧操作部３０３ｂとからなる押圧操作部３０３とが
配置されていると共に、遊技領域５ａ内において遊技が行われることで変化する遊技状態
に応じて、回転操作部３０２を回転操作したり押圧操作部３０３を押圧操作したりする遊
技者参加型演出が周辺制御基板１５１０によって実行される。そして、遊技者参加型演出
が実行された時に、遊技者が回転操作部３０２を適宜方向へ回転操作したり押圧操作部３
０３を押圧操作したりすることで、その回転操作や押圧操作に応じて当該演出が変化する
こととなるため、遊技者が演出に参加することができ、遊技者を楽しませて興趣の低下を
抑制させることができる。この回転操作部３０２を回転操作する際に、遊技者が外部に露
出している外周側面、上面、及び内周側面の何れかに触れて操作することとなり、回転操
作部３０２の回転中心から最も遠い位置に触れて回転操作することが可能となるため、回
転操作部３０２を相対的に小さい力で回転させることができ、回転操作部３０２の回転操
作を行い易いものとすることができる。また、回転操作部３０２の外周側面に触れて回転
操作する場合、遊技者の手によって外周側面を一方向へ擦るように操作することで、回転
操作部３０２を簡単に早い速度で回転させることができる。従って、回転操作部３０２に
対して高速回転を要求するような遊技者参加型演出が実行された場合でも、上述したよう
に、回転操作部３０２を早い速度で回転させることができるため、遊技者に対して当該演
出を楽しませることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる
。
【０８８３】
　また、回転操作部３０２を比較的小さい（軽い）力で回転させることができるため、回
転操作部３０２を頻繁に回転操作しても、遊技者を早期に疲労させ難くすることが可能と
なり、回転操作部３０２を回転操作する遊技者参加型演出を継続して楽しませることがで
き、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。また、上述したように
、回転操作部３０２を早く回転させたり、軽い力で回転させたりすることができるため、
遊技者参加型演出において、遊技者に対して多様な回転操作を要求したり、夫々において
異なる回転操作を要求したりすることが可能となり、より多種・多様な遊技者参加型演出
を遊技者に提示することができ、遊技者を飽きさせ難くして興趣の低下を抑制させること
ができる。
【０８８４】
　更に、遊技者が触れて回転操作する操作カバー（リング外上カバー３３５、リング外下



(151) JP 6925703 B2 2021.8.25

10

20

30

40

50

カバー３３６、及びリング内カバー３３７によって構成されている）の外周側面が、皿ユ
ニット２００に回転可能に取付けられている回転ベース３３２よりも外方（回転中心とは
反対側の方向）へ円弧状に突出しているため、外周側面を擦るように回転操作しても、皿
ユニット２００が邪魔になることはなく、回転操作部３０２を容易に回転させることがで
きると共に、回転操作部３０２の外周側面が丸くなっていることから、回転操作部３０２
の真横（回転軸に対して直角方向）以外の方向からでも外周側面に触れ易くなるため、回
転操作部３０２を回転操作する際に、遊技者が回転操作部３０２の外周側面の位置や向き
を気にすることなく操作することができ、回転操作部３０２の操作性を高めることができ
る。従って、回転操作部３０２（操作カバー）の外周側面を擦るようにして回転操作部３
０２を回転させることができるため、遊技者参加型演出において回転操作部３０２をより
早い速度で回転させることができ、遊技者を楽しませて興趣の低下を抑制させることがで
きる。
【０８８５】
　また、回転操作部３０２の直径を大きくしていることから、従来のパチンコ機のような
直径の小さい回転操作部と比較して、微小な回転角度での回転操作をし易くしたり、回転
操作の際の遊技者の動作を大きくしたりすることができるため、遊技者に対して回転操作
部３０２を回転操作していることをより実感させることができ、遊技者参加型演出におい
て回転操作部３０２の回転操作を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８８６】
　更に、回転操作部３０２を円環状として、外周側面、上面、及び内周側面を外部に露出
させていることから、遊技者が回転操作部３０２を回転操作する際に、外周側面以外に、
上面や内周側面等の遊技者の好みや状況に応じた部位に触れて回転操作することができる
ため、回転操作部３０２の操作性をより高めることができ、回転操作部３０２を回転操作
する遊技者参加型演出をより楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８８７】
　また、回転操作部３０２の外周側面、上面、及び内周側面を外部に露出させて遊技者が
回転操作可能としているため、回転操作部３０２の環内に押圧操作部３０３を備えても、
押圧操作部３０３が回転操作部３０２の回転操作を阻害することはなく、回転操作部３０
２を快適に回転操作させることができ、回転操作と押圧操作の両方を充分に楽しませて興
趣の低下を抑制させることができる。
【０８８８】
　更に、回転操作部３０２の外周側面、上面、及び内周側面を外部に露出させて遊技者が
回転操作可能としており、回転操作部３０２を遊技者が握ることができない形態としてい
るため、回転操作部３０２の外観を、自動車のステアリングホイールや飛行機の操縦桿、
等とは全く異なる外観とすることできる。これにより、例えば、回転操作部を自動車のス
テアリングホイールのような形態とした場合、遊技者が回転操作部を見た瞬間に、回転操
作部を握って操作するものであると思い込んでしまい、自動車のハンドルさばきのような
操作しかできなくなるため、多彩な回転操作を要求する遊技者参加型演出が実行された時
に、ハンドルさばきとは異なる回転操作を行うことができず、遊技者参加型演出を楽しめ
なくなって、遊技に対する興趣を低下させてしまう虞がある。しかしながら、本形態では
、回転操作部３０２の外観を、自動車のステアリングホイールや飛行機の操縦桿、等とは
全く異なる外観としているため、遊技者に対して回転操作部３０２の操作の仕方に対する
先入観を払拭することが可能となり、回転操作部３０２を遊技者の思い思いに操作させる
ことができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８８９】
　また、押圧操作部３０３を突出位置へ移動させた状態でも、回転操作部３０２の外周側
面や上面等が外部に露出しているため、回転操作部３０２の外周側面や上面等を回転操作
することで、突出している押圧操作部３０３が邪魔になることはなく、回転操作部３０２
を快適に回転操作することができ、回転操作部３０２の回転操作を楽しませて興趣の低下
を抑制させることができる。
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【０８９０】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、遊技盤５において遊技が行われる遊技領域５ａ
の前方且つ下方において、前方へ膨出し遊技を行うための遊技球Ｂを貯留する上皿２０１
や下皿２０２を備えている皿ユニット２００の上面に、回転軸が上下に延びている円環状
の回転操作部３０２と、回転操作部３０２の環内に中央押圧操作部３０３ａと外周押圧操
作部３０３ｂとからなる押圧操作部３０３とが配置されており、回転操作部３０２を遊技
者が回転させると、回転操作部３０２の回転ベース３３２のリングギア３３２ａを介して
、回転操作部３０２の回転軸とは直交する軸周りに回転駆動ユニット３４０の伝達検知ギ
ア部材３４５が回転すると共に、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４
８が伝達検知ギア部材３４５の検知片３４５ｂを検知して回転を検知するため、伝達検知
ギア部材３４５を介して回転操作部３０２の回転操作を検知することができる。従って、
従来の回転操作部のように、下側に回転を検知するための検知片を全周に亘って備える必
要がない。また、回転操作部３０２の回転を、リングギア３３２ａを介して伝達検知ギア
部材３４５へ伝達させているため、リングギア３３２ａから伝達検知ギア部材３４５へ回
転を伝達させる部位（操作リング用伝達ギア３５０と噛合している部位）が、回転操作部
３０２の全周の一部で済む。従って、回転操作部３０２の下方に容易にスペースを確保す
ることができ、回転操作部３０２と伝達検知ギア部材３４５との間の高さに十分な数のＬ
ＥＤが円環状に列設された演出操作リング装飾基板３５２を配置することができる。そし
て、遊技領域５ａ内において遊技が行われることで変化する遊技状態と、第一回転検知セ
ンサ３４７及び第二回転検知センサ３４８による回転操作部３０２の回転検知とに応じて
、演出操作リング装飾基板３５２の複数のＬＥＤを適宜発光させることで、回転操作部３
０２を構成しているリング外上カバー３３５、リング外下カバー３３６、及びリング内カ
バー３３７の全体を充分（均一）に発光装飾させることができ、回転操作部３０２を目立
たせて遊技者の関心を強く引付けさせることができる。
【０８９１】
　また、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８により伝達検知ギア部
材３４５を介して回転操作部３０２の回転方向や回転速度を検知することができるため、
回転操作部３０２の回転方向と同じ方向と同じ速度で、演出操作リング装飾基板３５２の
円環状に列設されている複数のＬＥＤを順次発光（点灯・消灯）させることができる。こ
れにより、リング外上カバー３３５、リング外下カバー３３６、及びリング内カバー３３
７の特定の部位が発光装飾された状態で、回転操作部３０２が回転することとなるため、
遊技者に対して、恰も回転操作部３０２の内部にＬＥＤが備えられているように錯覚させ
ることができ、回転操作部３０２の回転（回転操作）を楽しませて興趣の低下を抑制させ
ることができる。或いは、遊技状態に応じて、回転操作部３０２の回転操作を要求する遊
技者参加型演出を実行した際に、演出操作リング装飾基板３５２の円環状に列設されてい
る複数のＬＥＤを、回転操作させたい方向へ順次発光させることで、遊技者に対して回転
操作部３０２の回転操作を促すことができ、遊技者参加型演出を楽しませて興趣の低下を
抑制させることができる。
【０８９２】
　また、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８により回転操作部３０
２の回転方向及び回転速度（ｒｐｍ）を検知しており、演出操作リング装飾基板３５２に
おいて円環状に列設されている複数のＬＥＤを、回転操作部３０２と同じ回転速度となる
ように順番に点灯させることができる。これにより、遊技者が回転操作部３０２を回転操
作しているのにも関わらず、回転操作部３０２のとある部位が発光している状態で回転操
作部３０２と一緒に回転することとなるため、遊技者に対して強いインパクトを与えるこ
とができ、回転操作部３０２の回転と発光装飾とでプレミアム感を付与することができる
と共に、遊技者に対して何か良いことがあるのではないかと思わせて遊技に対する期待感
を高めさせることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０８９３】
　更に、演出操作リング装飾基板３５２の円環状に列設されている複数のＬＥＤを順次発
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光させて、回転操作部３０２において光が回転する発光装飾を遊技者に見せることができ
るため、遊技者に対して円環状の回転操作部３０２が回転操作するためのものであること
を即座位に認識させることができ、遊技者参加型演出が実行された時に遊技者を当該演出
に参加させ易くすることができると共に、遊技者参加型演出の実行に対して期待感を高め
させることができ、遊技者の興趣の低下を抑制させることができる。
【０８９４】
　また、伝達検知ギア部材３４５を、回転操作部３０２の回転軸に対して直交する軸周り
へ回転可能に取付けており、回転操作部３０２の回転面に対して垂直方向から見た時に、
回転操作部３０２の投影範囲に可及的に近い位置、に伝達検知ギア部材３４５を配置して
おり、皿ユニット２００において、回転操作部３０２に係る構成（演出操作ユニット３０
０、或いは、回転駆動ユニット３４０）をコンパクトにまとめることができるため、相対
的に回転操作部３０２の直径を大きくすることができ、回転操作部３０２を目立たせて遊
技者の関心を強く引付けさせることができる。
【０８９５】
　更に、遊技状態に応じて伝達検知ギア部材３４５を介して回転操作部３０２を回転駆動
させる操作リング駆動モータ３４２を備えており、上述したように、演出操作リング装飾
基板３５２によって発光装飾可能な回転操作部３０２を、遊技者の回転操作に加えて、操
作リング駆動モータ３４２によっても回転させることができるため、遊技状態に応じて皿
ユニット２００の上面の回転操作部３０２をぐるぐる回転させと共に、発光装飾させるこ
とで、遊技領域５ａの下方且つ前方において回転操作部３０２を目立たせることができ、
遊技者の関心を回転操作部３０２へ強く引付けさせることができる。
【０８９６】
　また、回転操作部３０２の回転を伝達検知ギア部材３４５、第一回転検知センサ３４７
及び第二回転検知センサ３４８によって検知することができるため、遊技者が回転操作部
３０２を回転操作した時に、回転操作部３０２と同じ方向へ操作リング駆動モータ３４２
により回転操作部３０２を回転させることで、回転操作部３０２の回転操作をアシストす
ることができ、回転操作部３０２の操作感を軽くすることができる。或いは、遊技者によ
る回転操作とは逆方向へ操作リング駆動モータ３４２により回転操作部３０２を回転させ
ることで、回転操作部３０２の回転操作に負荷を与えることができ、回転操作部３０２の
操作感を重くすることができる。更に、遊技者による回転操作に対して、所定の回転角度
毎に、操作リング駆動モータ３４２により回転が停止する方向へ回転操作部３０２に回転
力を与えることで、回転操作部３０２の回転操作にクリック感を付与することができる。
また、回転操作部３０２を、操作リング駆動モータ３４２により所定の角度範囲内で往復
回動させることで、回転操作部３０２を振動させることができる。このように、操作リン
グ駆動モータ３４２により回転操作部３０２に対して様々な操作感を付与することができ
ることから、より多彩な遊技者参加型演出に対応することができるため、多彩な演出によ
って遊技者を飽きさせ難くすることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させ
ることができる。
【０８９７】
　更に、演出操作リング装飾基板３５２を備えていることから、操作リング駆動モータ３
４２による回転操作部３０２の操作感を付与させる際に、演出操作リング装飾基板３５２
の複数のＬＥＤを、回転操作と同じ方向へ順次発光させたり、回転操作と逆方向へ順次発
光させたりすることで、光によって操作感を支援することができるため、遊技者に対して
回転操作部３０２の回転操作を楽しませることができ、遊技に対する興趣の低下を抑制さ
せることができる。
【０８９８】
　また、回転操作部３０２の直径を上皿２０１の前後方向の距離よりも大きくしているこ
とから、回転操作部３０２の下方のスペースが確保し易くなり、より多くの数のＬＥＤが
実装された演出操作リング装飾基板３５２を配置することができるため、回転操作部３０
２をより均一且つ明るく発光装飾させることができ、遊技者の関心を強く引付けることが
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できる。
【０８９９】
　更に、演出操作リング装飾基板３５２、外周ボタン装飾基板３７７、及び中央ボタン装
飾基板３７６によって、回転操作部３０２、外周押圧操作部３０３ｂ、及び中央押圧操作
部３０３ａを、夫々良好な状態に発光装飾させることができるため、それらを適宜発光さ
せることで、回転操作部３０２のみを発光装飾させたり、押圧操作部３０３のみを発光装
飾させたり、中央押圧操作部３０３ａのみを発光装飾させたり、外周押圧操作部３０３ｂ
のみを発光装飾させたりすることができ、遊技者に対して操作させたい操作部を認識させ
易くして遊技者参加型演出を楽しませることができる。
【０９００】
　また、外周ボタン装飾基板３７７において複数のＬＥＤを円環状に列設していることか
ら、それらを順次発光させることで、光が回るような発光演出を行うことができるため、
回転操作部３０２における演出操作リング装飾基板３５２による演出と、外周押圧操作部
３０３ｂにおける外周ボタン装飾基板３７７による演出とを関連付けた演出を行うことが
できる。具体的には、例えば、遊技者に対して、回転操作部３０２の回転操作を促す際に
、演出操作リング装飾基板３５２のＬＥＤと外周ボタン装飾基板３７７のＬＥＤの両方を
夫々順次発光させることで、二列になって光が回転する発光装飾を行う。或いは、遊技者
が回転操作部３０２を回転操作している時に、外周ボタン装飾基板３７７のＬＥＤ（外周
押圧操作部３０３ｂ）でも回転操作部３０２の回転に合わせて光を回転させたり、遊技者
に対して回転操作部３０２の回転方向を逆方向へ促したい時に、外周ボタン装飾基板３７
７のＬＥＤにより逆方向へ光を回転させたりする発光装飾を行う。このように、多彩な発
光による演出を遊技者に見せることができるため、遊技者を楽しませることができ、遊技
に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０９０１】
　更に、同心円状に並んでいる回転操作部３０２、外周押圧操作部３０３ｂ、及び中央押
圧操作部３０３ａを夫々発光装飾させる演出操作リング装飾基板３５２、外周ボタン装飾
基板３７７、及び中央ボタン装飾基板３７６を備えているため、例えば、演出操作リング
装飾基板３５２、外周ボタン装飾基板３７７、及び中央ボタン装飾基板３７６の順に夫々
のＬＥＤを発光させたり、逆の順に発光させたりすることで、回転操作部３０２から中央
押圧操作部３０３ａへ集中するような光の演出や、中央押圧操作部３０３ａから回転操作
部３０２へ拡散するような光の演出を見せることができる。これにより、より多彩な発光
装飾を遊技者に見せることができ、遊技者を楽しませることができると共に、遊技者の関
心を中央押圧操作部３０３ａへ向けさせたり、回転操作部３０２へ向けさせたりすること
ができ、中央押圧操作部３０３ａや回転操作部３０２の操作を促して遊技者参加型演出を
楽しませることができる。
【０９０２】
　更に、本形態のパチンコ機１によると、遊技が行われる遊技領域５ａを備えた遊技盤５
を、本体枠４に対して前方から着脱可能に取付けていると共に、本体枠４の前面を開閉可
能に閉鎖している扉枠３の扉枠ベース１０１に、遊技領域５ａを前方から視認可能な扉窓
１０１ａを形成すると共に、透明平板状のガラス板１６２を備えたガラスユニット１６０
を、扉窓１０１ａを閉鎖するように扉枠３（扉枠ベース１０１）に取付け、扉枠ベース１
０１の前面における扉窓１０１ａの下方に、遊技を行うための遊技球Ｂを貯留する上皿２
０１及び下皿２０２を備えた皿ユニット２００を取付けている。
【０９０３】
　そして、皿ユニット２００の上面に、上皿２０１の前後方向の距離よりも直径が大きい
円環状でドーナツ形状の回転操作部３０２と、回転操作部３０２の環内に同軸状に配置さ
れた円筒状の外周押圧操作部３０３ｂと円柱状の中央押圧操作部３０３ａとからなる押圧
操作部３０３とが取付けられていると共に、回転操作部３０２の下方に回転操作部３０２
と同じような半円弧のドーナツ形状で直径の大きな二つの皿中央上装飾体３１２ａ及び皿
中央下装飾体３１２ｂが上下に二つ離間して取付けられていると共に、皿中央上装飾体３
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１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの両端と連続するように同じような形状の扉枠左サイ
ドユニット４００の扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイドユニット４１０の扉枠右サ
イド装飾体４１９、及び扉枠トップユニット４５０の扉枠トップ装飾体４５３が遊技領域
５ａの外周を囲むように扉枠ベース１０１の扉窓１０１ａの外側に取付けられている。
【０９０４】
　従って、皿ユニット２００において、回転操作部３０２と二つの皿中央上装飾体３１２
ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂとで三つのドーナツ形状の部材が上下に並んでいると共に
、回転操作部３０２、外周押圧操作部３０３ｂ、及び中央押圧操作部３０３ａが同心円状
に並んでいるため、見た目のインパクトを高めることができ、回転操作部３０２や押圧操
作部３０３を目立たせることができると共に、遊技者が操作可能な回転操作部３０２や押
圧操作部３０３を大きく見せることができ、遊技者の関心を皿ユニット２００の上面の演
出操作ユニット３００における回転操作部３０２や押圧操作部３０３へ強く引付けさせて
興趣の低下を抑制させることができる。
【０９０５】
　また、回転操作部３０２と皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂとを同
じような円柱形状（チューブ）を環状にしたようなドーナツ形状としていると共に、回転
操作部３０２の下方に備えられている皿中央上装飾体３１２ａと連続するように半円柱形
状の扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイド装飾体４１９、及び扉枠トップ装飾体４５
３が遊技領域５ａの外周を囲んでいるため、遊技領域５ａの外周を円柱形状のチューブで
囲んだような装飾を遊技者に見せることができ、パチンコ機１前面の装飾に対して統一感
を付与することができ、パチンコ機１の見栄えを良くすることができると共に、遊技者の
関心を円柱形状のチューブで囲まれている内側（遊技領域５ａ及び回転操作部３０２や押
圧操作部３０３）へ向けさせて訴求力を高めることができ、本パチンコ機１での遊技に対
する期待感を高めさせて遊技するパチンコ機として本パチンコ機１を選択させ易くするこ
とができる。
【０９０６】
　また、皿ユニット２００の上面に、ドーナツ形状の回転操作部３０２を上方へ向かうに
従って前方へ位置するように延びている軸周りに回転可能に取付けており、回転操作部３
０２の上面が、前端側が低くなるように傾斜した状態となるため、回転操作部３０２や押
圧操作部３０３の上面が本パチンコ機１の前方に着座した遊技者の頭（顔）の方向を向く
こととなり、遊技者から回転操作部３０２や押圧操作部３０３の全容を見え易くすること
ができ、回転操作部３０２や押圧操作部３０３を大きく見せることができる。また、上述
したように、回転操作部３０２や押圧操作部３０３の全容が判り易くなるため、遊技者に
対して回転操作部３０２がドーナツ形状であることを認識させ易くすることができる。従
って、遊技者に対して、ドーナツ形状の回転操作部３０２が回転操作するものであること
を即座に認識させることができるため、遊技者参加型演出が実行された時に、即座に遊技
者が回転操作部３０２を回転操作することができ、回転操作部３０２の操作により遊技者
参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０９０７】
　また、回転操作部３０２の直径を上皿２０１の前後方向の距離よりも大きくしていると
共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの直径を回転操作部３０２よ
りも大きくしており、パチンコ機１の皿ユニット２００において、回転操作部３０２や皿
中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの前端側が上皿２０１よりも前方へ大
きく突出した状態となると共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂが
回転操作部３０２の外周を装飾している状態となるため、回転操作部３０２や皿中央上装
飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂを大きく目立たせることができると同時に、皿
中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂによって回転操作部３０２周りの見栄
えを良くすることができる。従って、遊技者に対して、一見して他のパチンコ機とは異な
るパチンコ機１であることを認識させることができ、遊技者の関心を強く引付けさせるこ
とができると共に、遊技者に対する訴求力を高めることができ、遊技するパチンコ機とし
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て本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。
【０９０８】
　更に、回転操作部３０２を、円柱形状を環状にしたようなドーナツ形状としていること
から、平らな円盤形状とした場合と比較して、回転操作部３０２の上面、外側側面、内側
側面、等に手指がかかり易くなるため、遊技者が好きなように回転操作部３０２を回転操
作することができる。また、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂを回転
操作部３０２よりも大きく形成していることから、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下
装飾体３１２ｂが回転操作部３０２よりも外側へ突出することとなるため、皿中央上装飾
体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂに腕を置いたり手指をかけたりすることができ、
遊技者が楽な姿勢で回転操作部３０２を操作することができると共に、回転操作部３０２
よりも前方へ突出している皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの存在に
よって、遊技者が回転操作部３０２に近付きすぎないようにすることが可能となり、回転
操作部３０２の周りに遊技者が操作するための腕や手指が移動する空間を確保し易くする
ことができ、回転操作部３０２の操作性を高めることができる。このように、回転操作部
３０２の回転操作が行い易いため、遊技者参加型演出が実行された時に、遊技者が回転操
作部３０２の操作を思うようにすることができ、遊技者に遊技者参加型演出を楽しませて
興趣の低下を抑制させることができる。
【０９０９】
　また、回転操作部３０２の内側の外周押圧操作部３０３ｂ及び中央押圧操作部３０３ａ
からなる押圧操作部３０３を、後退位置（下降位置）と突出位置（上昇位置）との間で移
動可能としていることから、押圧操作部３０３を上昇位置へ移動させると、押圧操作部３
０３が回転操作部３０２よりも上方へ大きく突出した状態となるため、回転操作部３０２
や押圧操作部３０３をより大きく見せることができ、遊技者に強いインパクトを与えるこ
とができると共に、遊技者の関心を強く引付けさせることができ、回転操作部３０２や押
圧操作部３０３の操作に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させることができる
。
【０９１０】
　また、押圧操作部３０３が下降位置の時には、押圧操作部３０３よりもドーナツ形状の
回転操作部３０２の方が相対的に目立ち易くなることから、遊技者の関心を回転操作部３
０２へ向けさせることができる一方、押圧操作部３０３が上昇位置の時には、突出した押
圧操作部３０３が回転操作部３０２よりも目立ち易くなることから、遊技者の関心を押圧
操作部３０３へ向けさせることができる。従って、実行される遊技者参加型演出の内容に
応じて、押圧操作部３０３を下降位置と上昇位置との間で移動させることで、遊技者に対
して操作させたい演出操作部３０１を促すことができ、遊技者に対して回転操作部３０２
や押圧操作部３０３を的確に操作させて遊技者参加型演出を楽しませることができる。
【０９１１】
　更に、回転操作部３０２の内側にある押圧操作部３０３を下降位置とした時には、回転
操作部３０２、外周押圧操作部３０３ｂ、及び中央押圧操作部３０３ａが互いに同じよう
な高さとなると共に、回転操作部３０２及び中央押圧操作部３０３ａが操作可能となり、
押圧操作部３０３を下降位置から上昇位置へ移動させた時には、外周押圧操作部３０３ｂ
と中央押圧操作部３０３ａが回転操作部３０２よりも上方へ突出した状態となると共に、
回転操作部３０２、外周押圧操作部３０３ｂ、及び中央押圧操作部３０３ａが操作可能と
なる。従って、遊技者参加型演出の内容に応じて、遊技者が操作可能な演出操作部３０１
を適宜使い分けることができ、より多彩な演出に対応させることができると共に、遊技者
に多様な操作を楽しませることができ、遊技者を飽きさせ難くして興趣の低下を抑制させ
ることができる。
【０９１２】
　また、演出操作リング装飾基板３５２、皿中央上装飾基板３１４及び皿中央下装飾基板
３１６、扉枠左サイドユニット４００の扉枠左サイド装飾基板４０２、扉枠右サイドユニ
ット４１０の扉枠右サイド装飾基板４１８、扉枠トップユニット４５０の扉枠トップ中央
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装飾基板４５５、扉枠トップ左装飾基板４５６、及び扉枠トップ右装飾基板４５７を備え
ているため、回転操作部３０２、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂ、
及び、扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイド装飾体４１９、及び扉枠トップ装飾体４
５３を、発光装飾させることで、パチンコ機１全体の見栄えを良くすることができ、遊技
者の関心を強く引付けさせて訴求力の高いパチンコ機１とすることができる。また、回転
操作部３０２、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂ、及び、扉枠左サイ
ド装飾体４０４、扉枠右サイド装飾体４１９、及び扉枠トップ装飾体４５３を、適宜発光
装飾させることで、遊技者の視線を遊技領域５ａ内から演出操作部３０１（回転操作部３
０２）へ誘導したり、演出操作部３０１から遊技領域５ａ内へ誘導したりすることができ
るため、遊技状態に応じて遊技者に演出操作部３０１を操作させたり、遊技領域５ａ内で
の遊技を行わせたりすることができ、遊技者を飽きさせ難くして興趣の低下を抑制させる
ことができる。
【０９１３】
　以上、パチンコ機１について好適な形態を挙げて説明したが、上記パチンコ機１は、種
々の改良及び設計の変更が可能である。
【０９１４】
　すなわち、上記の形態では、遊技機としてパチンコ機１に適用したものを示したが、こ
れに限定するものではなく、パチスロ機や、パチンコ機とパチスロ機とを融合させてなる
遊技機に、適用しても良く、この場合でも、上記と同様の作用効果を奏することができる
。
【０９１５】
　また、上記の形態では、押圧操作部３０３を上昇位置へ移動させた状態で、外周押圧操
作部３０３ｂ（外周ボタンカバー３８０）を下降端まで押圧しても、外周押圧操作部３０
３ｂの押圧が検知されないものを示したが、これに限定するものではなく、外周押圧操作
部３０３ｂの押圧を検知できるようにしても良い。これにより、同じ押圧操作でも、中央
押圧操作部３０３ａと外周押圧操作部３０３ｂとで異なる演出態様に変化させたり、外周
押圧操作部３０３ｂが押圧操作された時には中央押圧操作部３０３ａの押圧操作を促した
りすることが可能となり、より多彩な遊技者参加型演出を行うことができ、遊技者を楽し
ませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０９１６】
　また、上記の形態では、押圧操作部３０３（中央押圧操作部３０３ａ及び外周押圧操作
部３０３ｂ）を上昇位置へ移動させた状態では、押圧操作部３０３を押圧すると、下降位
置まで移動するものを示したが、これに限定するものではなく、上昇位置の状態で押圧操
作部３０３を押圧すると、上昇位置から僅かに下方へ移動した後に下方への移動が規制さ
れるようにしても良い。
【０９１７】
　更に、上記の形態では、前方へ膨出している皿ユニット２００の上面に回転操作部３０
２を備えたものを示したが、これに限定するものではなく、皿ユニットの内部に回転操作
部を配置すると共に、皿ユニットの前面において回転操作部の外周側面を外部に露出させ
るようにしても良い。これによっても、上述と同様に回転操作部の回転操作を遊技者に楽
しませることができ、遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０９１８】
　また、上記の形態では、接続筒部４３ａを介して幕板内部空間４０ａ（ポート部材４７
）と連通されるスピーカユニット６２０ａを、本体枠４に備えものを示したが、これに限
定するものではなく、扉枠３（皿ユニット２００）に内部がポート部材４７と連通するス
ピーカユニットを備えるようにしても良く、上述と同様の作用効果を奏することができる
。
【０９１９】
［本発明の実施形態］
　次に、本発明の実施形態のパチンコ機１を図１０３～図１２０について説明する。なお
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、実施形態１のパチンコ機１は、上記パチンコ機１の主として遊技盤５を変更したもので
あるため、原則として遊技盤５に関連すること以外についてはその説明を省略する。
【０９２０】
［遊技盤］
　実施形態の遊技盤５は、図１１２の分解斜視図に示したように、前面に遊技領域５ａを
有する遊技パネル１１００と、該遊技パネル１１００に取り付けられるセンター部材２５
００と、該遊技パネル１１００の後側に取り付けられる演出ユニット８１４と、からなる
。
【０９２１】
［遊技パネル］
　遊技パネル１１００は、図１１２の分解斜視図に示したように、不透明なベニヤ板製の
ベースパネル１１１０と、背景用の装飾８１６を施すための奥側装飾部材８１７と、遊技
領域５ａとセンター部材２５００を囲う前構成部材１０００と、を備えている。
【０９２２】
［ベースパネル］
　前記ベースパネル１１１０は、前記のようにベニヤ板で形成されていて、その前面全域
に第一装飾面８１９となる合成樹脂製のセルが貼着されており、該第一装飾面８１９に背
景用の装飾８２０ａ（実施形態では少年の顔のランダムな配列）が印刷されている。また
、ベースパネル１１１０の上寄りほぼ中央の位置に前記センター部材２５００を取り付け
るための大きな貫通孔１１１２が開設されている。
【０９２３】
［奥側装飾部材］
　背景用の装飾８１６を施すための奥側装飾部材８１７は、図１１４の斜視図、図１１５
の分解斜視図、図１０８、図１０９の断面図に示したように、後述する演出ユニット８１
４の演出支持枠８５２を介して（具体的には演出支持枠８５２の前面にビス止めされてい
るため、形態的には演出支持枠８５２と一体。）ベースパネル１１１０の裏面に配設され
ており、その前面に第一装飾面８１９の装飾８２０ａと統一性（外観上の統一性はもちろ
ん、観念的な統一性も含む。）を有する背景用の装飾８１６（例えば、第一装飾面８１９
の装飾８２０ａと繋がって一つのキャラクタが完成する。）を施した第二装飾面８２２が
形成されている。なお、第二装飾面８２２は、数ブロックの板片８２２ｐを前後に位置を
ずらして配置することにより、装飾８１６自体にも遠近の立体感が付与されている。
　この奥側装飾部材８１７は、ベースパネル１１１０の前記センター部材２５００取付用
の貫通孔１１１２の上下左右の四方に対応するように上装飾部材８１７ａと下装飾部材８
１７ｂと右装飾部材８１７ｃと左装飾部材８１７ｄで形成され、そのうちの上装飾部材８
１７ａと下装飾部材８１７ｂと右装飾部材８１７ｃの各第二装飾面８２２が前記貫通孔１
１１２の孔内に臨むように配置され、一方、左装飾部材８１７ｄの第二装飾面８２２が、
図１０８に示したようにベースパネル１１１０の裏面に対向するように配置される。なお
、このように左装飾部材８１７ｄの第二装飾面８２２は、不透明なベースパネル１１１０
の裏面に対向配置されているため、通常の状態では遊技者の視界に入らないものの、図１
１４に示したように斜めから見た場合には一部が認識し得る。したがって遊技者にベース
パネル１１１０の見えない奥にまで背景用の装飾８１６が広がっているような感覚を与え
ることができるため、さらに立体感を高めることができる。
【０９２４】
　ベースパネル１１１０の前記前構成部材１０００で囲われる遊技領域５ａには、前記の
ように一般入賞口２００１、第一始動口２００２、ゲート部２００３、第二始動口２００
４、大入賞口２００５、図示しないが遊技球の落下に変化を与える風車や障害釘、等が遊
技内容に応じて適宜設けられており、さらに最も低所にアウト球を回収するアウト球口１
００８が設けられている。
　なお、これらの各部材は、殆どが透明な合成樹脂で形成されており、したがって第一装
飾面８１９の背景用の装飾８２０ａが殆ど隠れない。
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【０９２５】
［前構成部材］
　前記前構成部材１０００は、図１１３に示したように、遊技領域５ａとセンター部材２
５００の上方の外側を区画する外レール１００１と、遊技領域５ａとセンター部材２５０
０の側方と下方を区画する内レール１００２と、を有する枠形状であり、発射レール５４
４から発射された遊技球が外レール１００１と内レール１００２の間の発射通路部１０１
２を通って遊技領域５ａの上部又はセンター部材２５００の上部に案内される。
　この前構成部材１０００は、全体が透明な合成樹脂で形成されており、ベースパネル１
１１０に設置した状態でその表面が透けて見えるようになっている。一方、前記のように
実施形態のベースパネル１１１０は、前面全域に背景用の装飾８２０ａを有するのであり
、よって前構成部材１０００は背景用の装飾８２０ａでカモフラージュされた状態で殆ど
目立たず、ベースパネル１１１０の前面の全てが大きな遊技領域５ａであるかのように見
える。したがって不透明な前構成部材で囲われた従来型のパチンコ機に比べて、遊技パネ
ル１１００全体が遊技領域５ａに拡大されたかのような視覚効果が得られる。
　なお、実施形態では遊技領域５ａ内外の背景用の装飾８２０ａをデザイン的に統一（外
観上の統一性はもちろん、観念的な統一性も含む。）させて遊技領域５ａの視覚的な拡大
を可能にしたが、遊技領域５ａと前構成部材１０００に対応する部分の背景用の装飾８２
０ａを統一性のない別デザインにしてもよい。そうした場合には、前構成部材１０００の
装飾が第一装飾面８１９の印刷で賄えるため、前構成部材１０００自体に装飾を施す必要
がなく、その分コストを削減することができる。
【０９２６】
　実施形態の遊技パネル１１００は、以上のように構成されており、遊技パネル１１００
表面の第一装飾面８１９と、遊技パネル１１００裏面の第二装飾面８２２との奥行きの違
いにより、背景用の装飾８１６，２０に遠近の立体感が生じるため、斬新な遊技機を提供
することができる。
【０９２７】
［センター部材］
　前記センター部材２５００は、ベースパネル１１１０の前記貫通孔１１１２の輪郭より
若干大きな輪郭の取付フランジ部８３０と、前記貫通孔１１１２に遊嵌可能なように前記
取付フランジ部８３０の裏側に突設された内枠部８３１と、前記遊技領域５ａからの遊技
球の流入を防ぎ得るように取付フランジ部８３０の表側に突設された囲い枠８３２と、を
有するものであり、その全体が透明な合成樹脂で形成されている。
　センター部材２５００の取付フランジ部８３０の周端縁には、ベースパネル１１１０に
向かって肉薄になる傾斜のテーパ部８３３が形成されている。実施形態では図１０６の拡
大図に示したように、少なくとも遊技中の遊技者の視界に入り得る部分（例えばセンター
部材２５００の上半部の取付フランジ部８３０）のテーパ部８３３が前記貫通孔１１１２
の縁に掛かるように、従来より取付フランジ部８３０とベースパネル１１１０の引っ掛か
りが浅く設定されている。こうすることにより貫通孔１１１２の内部を照らす光が取付フ
ランジ部８３０のテーパ部８３３を通ってプリズムの如くに変化して外部に漏れ出すため
、貫通孔１１１２から漏れ出る光でセンター部材２５００の回りを簡単且つ効果的に装飾
することができる。
【０９２８】
　また、センター部材２５００は、囲い枠８３２の内側に、前記演出ユニット８１４の後
述するドラム８５４に対向する演出領域８３４と、前記遊技領域５ａとほぼ面一になる高
さの装飾面８３５を有する板状の装飾部材８３６と、を有する。
【０９２９】
［演出領域－導光板ユニット］
　センター部材２５００の演出領域８３４には、後述するドラムユニット８５５の前面を
保護し且つ装飾するための導光板ユニット８３７が設けられている。この導光板ユニット
８３７は、図１１０に示したように、発光装置８３８を内蔵した縦フレーム８３９と横フ
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レーム８４０を含む額縁状の表示窓８４１に導光板８４２を嵌め込んだものであり、縦フ
レーム８３９と横フレーム８４０の発光装置８３８から導光板８４２の導光入射端面に光
を照射して所定の画像を演出的に表示するものである。
　なお、導光板８４２は、表示窓８４１に対して数ｍｍ（例えば３ｍｍ）程度のがたつき
が生じる状態に嵌め込まれている。そうすることにより導光板８４２が熱膨張しても応力
が加わり難くなるため、熱応力による導光板８４２の変形又は破損のリスクを低減させる
ことができる。また、導光板８４２は、同様の趣旨から四辺の一部をビス（図示せず）な
どで固定し、それ以外の辺を非拘束で移動可能にした状態で取り付けるようにしてもよい
。
【０９３０】
［装飾部材］
　センター部材２５００の前記装飾部材８３６は、センター部材２５００の囲い枠８３２
の内側から前記表示窓８４１の縦フレーム８３９と横フレーム８４０に向けて突設した透
明な合成樹脂板であり、表面に遊技領域５ａとほぼ面一になる高さの装飾面８３５を有す
る。この装飾面８３５には、図１１１に示したように、ベースパネル１１１０の第一装飾
面８１９に施された背景用の装飾８２０ｂと統一性（外観上の統一はもちろん、観念上の
統一も含む。）を有する背景用の装飾８４３が描かれており、図１１０に示したように、
演出領域８３４と、同図に想像線で示した貫通孔１１１２との位置及び大きさの差（余白
的な部分）を自然な形で埋めることができる。つまり、第一装飾面８１９に施された背景
用の装飾８２０ｂがセンター部材２５００の内側に自然な形で食い込んでいる。また、装
飾によって統一性を図るようにしたが、発光装飾体をセンター部材２５００の外側と内側
とに跨るように配置するようにしてもよい。
　したがって演出領域８３４の大小に応じて装飾部材８３６の大小を調整することにより
、センター部材２５００の外形を保ったまま最小限の設計変更で多くの機種に対応するこ
とができる。
　なお、実施形態の装飾面８３５に描かれた装飾８４３は、遮光性に優れたインキで描か
れており、したがって透明な装飾部材８３６の非装飾部分から透けて見える前記第二装飾
面８２２の装飾８１６との対比により、さらに立体感が増す。また、装飾８４３の遮光性
により、貫通孔１１１２の内側から照らされる光が間接照明的に和らげられるメリットも
ある。
　また、実施形態では、後述する演出支持枠８５２の前面上部であって後述するドラム８
５４の上側に装飾用の飾りランプ８４４Ｈが設けられており、上記装飾部材８３６の該飾
りランプ８４４Ｈと重なる位置に、重合回避のための切欠８４５が形成されている。これ
により飾りランプ８４４Ｈの光が装飾部材８３６に反射して見難くなるおそれがないため
、飾りランプ８４４Ｈの鮮明度が向上する。
【０９３１】
［センター部材に付設された役物等］
　センター部材２５００は、図１０３、図１０４に示したように、囲い枠８３２の外側下
方に、遊技球を左右方向に遊動させつつ遊技領域５ａ内へ落下させるステージ棚２５０３
と、遊技領域５ａから入った遊技球Ｂをステージ棚２５０３に案内するワープ通路８４７
と、からなるいわゆる役物を一体に備えている。なお、遊技領域５ａのステージ棚２５０
３の直下には、前記のように第一始動口２００２が配置されており、ステージ棚２５０３
の中央から遊技球が落下すると高い確率で入賞し得る。
【０９３２】
　また、センター部材２５００の囲い枠８３２の正面向かって右外側上半部には、外レー
ル１００１に沿って自己の上部を飛び越えた遊技球を遊技領域５ａの右側下方に案内する
右打ち案内通路８４８が設けられている。この右打ち案内通路８４８は、ほぼ遊技球一個
分の広さを有すると共に通路内の正面視右内壁と同左内壁に蒲鉾状の障害凸条８４９が互
い違いにほぼ等ピッチに突設されている。したがって、この右打ち案内通路８４８に入っ
た遊技球は、多数の障害凸条８４９に接触し蛇行しながら、あたかも遊技領域５ａ内で障
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害釘に衝突しながら落下するかのような状態で適度な時間を掛けて遊技領域５ａの右側下
方に導かれる。
【０９３３】
　また、センター部材２５００の囲い枠８３２の右外側下半部には、開閉片８５０の回動
で入賞口が開閉される第二始動口２００４が設けられると共に、該第二始動口２００４と
右打ち案内通路８４８の上下方向の中間に通過型のゲート部２００３が設けられている。
このゲート部２００３は、センター部材２５００の取付フランジ部８３０から横向き半島
状に延設した延設部８３０ａに設置されており、後方部分が、センター部材２５００の延
設部８３０ａに合わせてベースパネル１１１０の貫通孔１１１２に刻設された湾状切込部
１１１２ａに収められている。このように取付フランジ部８３０から半島状に突出させた
延設部８３０ａにゲート部２００３（それ以外の入賞口も同じ。）を設置し、これを貫通
孔１１１２に切り込んだ湾状切込部１１１２ａに設置するようにすることにより、独立形
態で周囲に独自の取付フランジ部を有するゲート部２００３等を別途設置する場合に比べ
て、センター部材２５００側の取付フランジ部が不要となることによる設置スペースのコ
ンパクト化が可能であり、その分、遊技球が流れる部分のベースパネル１１１０のベニヤ
板の面積を大きくすることができる。なお、ベニヤ板は、釘の打ち込みや調整が容易であ
り且つ長期の使用によっても釘が抜けにくい等の特徴があり、したがって障害釘を設ける
部分については、可能な限りベニヤ板にするのがよい。右打ち案内通路８４８に入った遊
技球は、一旦はセンター部材２５００の合成樹脂板の領域に導かれるものの、センター部
材２５００の外側に遊技球を吐き出す場合には、障害釘を設けるベニヤ板の領域に吐き出
す、ということである。
【０９３４】
［演出ユニット］
　演出ユニット８１４は、遊技パネル１１００の後側に取り付けられるものであって、例
えば第一始動口２００２による遊技球の検知により開始される大当りに関する抽選の結果
を遊技情報として表示し得る表示装置８５１と、該表示装置８５１を支持する枠状の演出
支持枠８５２と、該演出支持枠８５２の後面に取り付けて表示装置８５１の後面をカバー
する後カバー８５３と、を備えている。
【０９３５】
［表示装置］
　前記表示装置８５１は、前記した液晶表示装置等による画像表示タイプと、可動物の機
械的な回転・停止等の変化で前記遊技情報を表示し得る実動タイプの何れでもよいが、本
実施形態では後者の実動タイプが使われている。
　具体的な実動タイプの表示装置８５１は、図１１６～図１２０に示したように、可動物
たるドラム８５４を回転及び上下動させ得るドラムユニット８５５を横一列に複数セット
（実施形態では３セット）並べてそれらの上下を連結板８５６で固定的に連結したもので
ある。
【０９３６】
［ドラムユニット］
　各ドラムユニット８５５は、図１１８の分解斜視図に示したように、横向き円筒状のド
ラム８５４と、該ドラム８５４を同図矢示方向に回転させる回転駆動装置８５７と、ドラ
ム８５４を回転駆動装置８５７ごと上下方向に移動させる移動駆動装置８５８と、ドラム
８５４を内側から照らして遊技情報を明確にするための照明部材８５９と、から概略構成
される。
【０９３７】
　ドラム８５４は、合成樹脂製の薄いシートで形成されており、周面に複数の文字や図柄
が所定の配列で表示されている。
　ドラム８５４を回転させる回転駆動装置８５７は、ドラム８５４の一方の開口縁に固着
されたリム状のリング部材８６０と、ドラム８５４の中心に配設されると共にリング部材
８６０に向かって漸次拡径し且つリング部材８６０側の外方に向けて開口する錐台筒形の
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中心部材８６１と、リング部材８６０と中心部材８６１を放射線状に連結する連結部材８
６２と、前記中心部材８６１に直結された電動モータ８６３と、からなり、電動モータ８
６３の駆動軸を回転又は停止させることにより、中心部材８６１と連結部材８６２とリン
グ部材８６０とドラム８５４が一体になって回転又は停止する。
【０９３８】
　なお、回転駆動装置８５７には、ドラム８５４の内部に空気を通して冷却する空冷手段
が設けられている。すなわち、空冷手段は、中心部材８６１の周壁に形成されたシロッコ
ファン状の吸気翼片８６４と、連結部材８６２に形成されたプロペラファン状の排気翼片
８６５とからなり、ドラム８５４の図１１８矢示方向の回転により、シロッコファンの要
領で中心部材８６１の開口から空気を吸い込んで中心部材８６１の外側とドラム８５４の
内側の間の空間に排出し、さらにこの空間に導かれた空気をプロペラファンの要領で連結
部材８６２と連結部材８６２の間からドラム８５４の外に排出する。したがってドラム８
５４の中心部材８６１の内外で吸気と排気が逆向きになるＵターン状の気流が発生するた
め、ドラム８５４の内部が効率的に冷却される。
【０９３９】
　ドラム８５４を回転駆動装置８５７ごと上下方向に移動させる移動駆動装置８５８は、
ドラムユニット８５５の電動モータ８６３と前記照明部材８５９を支持する円盤型の支持
基板８６６と、該支持基板８６６を上下摺動可能に支持するガイド軸８６７と、該ガイド
軸８６７と平行に立設された雄ネジ状の駆動軸８６８と、該駆動軸８６８とガイド軸８６
７を支持する上下の軸受台８６９と、上の軸受台８６９の上部に取り付けられた駆動軸８
６８用の昇降モータ８７０と、からなる。
　したがって、昇降モータ８７０で駆動軸８６８を回転させると、該駆動軸８６８の螺旋
に沿って支持基板８６６が上昇又は下降し、これによりドラム８５４が回転駆動装置８５
７ごと図１２０実線のように上昇し又は同図想像線のように下降する。なお、ドラム８５
４は通常、移動可能範囲のほぼ中間位置（以下、「基準位置」という。）に停止しており
、この状態から全ドラム８５４を一斉に上下動させてもよいし、各ドラム８５４をばらば
らに上下動させてもよい。また、ドラム８５４が最も上昇し又は最も下降した位置にある
とき、図１２０に示したようにドラム８５４の一部は表示窓８４１から外れて見えなくな
るが、その場合でも遊技情報を表示する部分は表示窓８４１の枠内に存在するようになっ
ている。
【０９４０】
　ところで実施形態の移動駆動装置８５８は、ドラム８５４を上下方向にのみ移動させ得
るようになっているが、例えば駆動軸８６８とガイド軸８６７と軸受台８６９と支持基板
８６６の組合せをもう一セット追加して駆動軸８６８とガイド軸８６７が水平になる向き
に回転させ、そして、それを元の支持基板８６６と電動モータ８６３の間に組み込んで、
つまり元の支持基板８６６に追加した二つの軸受台８６９を横並びに固着して駆動軸８６
８とガイド軸８６７を横向きに差し渡し、その横向きの駆動軸８６８とガイド軸８６７に
支持された新たな支持基板８６６に電動モータ８６３を取り付けるようにしてもよい。そ
うすることにより各ドラム８５４を上下と前後に自由に移動させ得るため、ドラム８５４
による演出のバリエーションが格段に向し、また、上下動に際して邪魔になる部材を前後
動により一旦回避させる、ということも可能になる。
【０９４１】
　また、実施形態の表示装置８５１には、複数のドラムユニット８５５の各ドラム８５４
間に正面視縦棒状の線状照明８７１ａ～８７１ｄが設けられている。該線状照明８７１ａ
～８７１ｄは、例えば冷陰極管等の発光体であり、前面（遊技者）に向かって弧状（弓形
）に湾曲するように形成されているが、３つのドラム８５４の両端に位置する線状照明８
７１ａ，８７１ｄの曲がり具合が、ドラム８５４間に設けられる線状照明８７１ｂ，８７
１ｃの曲がり具合より緩やかに設定され、さらにドラム８５４間の線状照明８７１ｂ，８
７１ｃの最前部の方がドラム８５４の両端に位置する線状照明８７１ａ，８７１ｄより遊
技者側に迫り出すように設置されている。これにより線状照明８７１ａ～８７１ｄが点灯
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した状態で、ドラム８５４の前面に曲面状の立体感を付与することができる。
【０９４２】
　上記表示装置８５１は、次に詳述する演出支持枠８５２によって遊技盤５に後面側から
取り付けられ、センター部材２５００の前記表示窓８４１の枠内に正面視で前記基準位置
にある全てのドラム８５４が収まるようになっている。つまり、可動物であるドラム８５
４の上下の幅（ドラム８５４の直径）より表示窓８４１の上下の幅が大きくなっており、
したがって表示窓８４１から、停止したドラム８５４の正面の遊技情報を現す部分（この
部分の数字又は図柄の組み合わせによって抽選結果の当たり外れを表示する。）の他、ド
ラム８５４の上下の輪郭の少なくとも一方が遊技者から見える。このように表示窓８４１
からドラム８５４の上下の輪郭の少なくとも一方が見えることにより、ドラム８５４が何
らの支えもなく空中に存在しているかのような感覚を遊技者に与えることができる。
【０９４３】
　表示装置８５１は以上のように構成されているため、前記のように第一始動口２００２
及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられると、主制御基板１３１０にて当たり外
れを決定する抽選が行われ、その抽選結果が、ドラム８５４の回転と上下の移動を適宜に
組み合わせた機械的な変化による一定時間の演出動作を経て、表示窓８４１の枠内に停止
したドラム８５４の図柄の組合せで表示される。そしてもし、その抽選結果が大当りであ
れば、所定の条件の範囲内で大入賞口２００５への大量入賞が容易になる、という利益が
与えられる。もちろん表示装置８５１の演出動作は、どのようなものであってもよい。
【０９４４】
［演出支持枠］
　前記演出支持枠８５２は、前記表示装置８５１を装着するための開口状の設置部８７２
を有する額縁形態であって、ベースパネル１１１０の裏面にビス等で固定的に取り付けら
れる。この演出支持枠８５２には表示装置８５１の他にも、前記したように第二装飾面８
２２を有する奥側装飾部材８１７が表示装置８５１の四方を囲う状態に取り付けられてい
る。また、演出支持枠８５２には、前記のように前面上部にドラム８５４の上側に位置す
る装飾用の飾りランプ８４４Ｈが設けられているが、さらに演出支持枠８５２の前面下部
にドラム８５４の下側に位置する装飾用の飾りランプ８４４Ｌが設けられている。この上
下の飾りランプ８４４Ｈ，８４４Ｌを同時に点滅等させることにより、例えば複数のドラ
ム８５４のうちの注目すべき対象を判りやすく知らせることができる。
【０９４５】
［後カバー］
　前記後カバー８５３は、前記演出支持枠８５２の後面に取り付けて表示装置８５１の後
面をカバーするものであり、図１１９に示したように両側面に放熱用のファン８７３と通
気孔８７４を備えると共に、後面にも放熱用の通気孔８７４を備えている。また、後カバ
ー８５３の上下には、表示装置８５１のドラム８５４に向けて光を照射する演出照明８７
５が設けられており、ドラム８５４の輪郭が後側からの照明で照らし出されるようになっ
ている。なお、該演出照明８７５による光の演出効果を高めるため後カバー８５３は、少
なくとも内面が暗色（具体的には黒色）になっている。また、演出照明８７５は、後カバ
ー８５３の外側に取り付けられていて、そこから後カバー８５３内にＬＥＤ等の発光体８
７６を臨ませるようにしてある。また、後カバー８５３内の演出照明８７５に対応する部
分にはハーフミラー８７７が設けられており、演出照明８７５がＯＦＦの状態で鏡面にド
ラム８５４の後面側が写って見えるようになっている。これによりドラム８５４の後側も
華やかに演出される。
【０９４６】
　なお、上記の実施形態には次のような技術的思想も含まれている。
［技術的思想１］
　遊技球が流下可能な遊技領域を有する遊技パネルと、
　該遊技パネルに開設された貫通孔に取り付けられ前記遊技領域からの遊技球の流入を防
ぎ得る囲い枠の内側に少なくとも演出領域を有するセンター部材と、を備えた遊技機であ
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　前記センター部材の前記囲い枠の内側に、前記遊技領域とほぼ面一となる装飾面を設け
た装飾部材を備えてなることを特徴とする遊技機。
【０９４７】
［技術的思想２］
　可動物の可動によって遊技情報を表示する表示装置と、
　前記表示装置の存在を認識可能にする表示窓と、を備え、
　前記表示窓を通して認識可能とされた前記可動体によって遊技者に遊技情報を認識させ
るようにした遊技機であって、
　前記表示窓は、前記可動物の遊技情報を現す部分の他、可動物の上下の輪郭の少なくと
も一方が遊技者から見え得る状態に形成されていることを特徴とする遊技機。
【０９４８】
　以上、本発明を実施の形態について説明したが、もちろん上記実施形態は適宜に変更す
ることも可能である。例えば、実施形態では遊技機としてパチンコ機を例示したが、雀球
機、アレンジボール機等の他の遊技機にも適用可能であり、さらには、遊技メダルを用い
て複数のドラム（回胴又はリール）を回転させるスロットマシンにも適用可能である。
【０９４９】
　また、実施形態では、回転駆動装置８５７の電動モータ８６３と移動駆動装置８５８の
昇降モータ８７０をそれぞれ別の向き、具体的には、電動モータ８６３はその出力軸がド
ラム８５４の回転軸線と同じ水平になる向きに、一方、昇降モータ８７０はその出力軸が
ドラムユニット８５５の駆動軸８６８と同じ垂直になる向きに、というように別の向きに
なっているが、電動モータ８６３と昇降モータ８７０の向きを同じに揃えることもできる
。もっとも実施形態のように電動モータ８６３と昇降モータ８７０をそれぞれ別の向きに
設定した場合には、ドラム８５４の回転動作と昇降動作の何れかにトラブルが発生したと
き原因となるモータの特定及び対応が迅速に行える点で優れている。
【０９５０】
　また、実施形態では、不透明なベースパネル１１１０を例に説明したが、透明な合成樹
脂製のベースパネル１１１０にしてもよい。
　また、実施形態では、背景用の装飾８１６，８２０ａ，８２０ｂ，８４３を印刷等の模
様としたが、ＬＥＤ等による発光体による装飾であってもよい。
【符号の説明】
【０９５１】
　１　…パチンコ機（遊技機）
　５ａ　…遊技領域
　１１００　…遊技パネル
　８１６　…第二装飾面の装飾
　８１９　…第一装飾面
　８２０ａ　…第一装飾面の装飾
　８２２　…第二装飾面
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